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本 書 は 初め て DOS/V を お 使い に な る 方 が 、 操 作 を 試し な が ら 自 然 に DOS を 理解 で きる こと を 目 
的 に し て いま す 。 また DOS/V を すでに お 使い の 方 に は 、 最 新 の DOS/V の 機能 を 、 よ り 短 時 間 に 
理解 で きよ うに 構成 し まし た 。 個別 の 問題 に は 、 ト ラブ ル 対 処 法 や Q&A の 章 に より 、 広 範囲 に 
お 答え し て いま す 。 








本 書 が あな た の DOS/V の 理解 に 、 少 し で も お 役に立て で る こと を 願い ます 。 


関 訂 マニ ュ ア ル 一 覧 





PC DOS J6.3\ に 関連 する マニ ュ ア ル の 一 覧 を 示し ます 。 
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セッ ト ア ッ プ ・ ガ イド 
(SC88-3073) 

PCDOSJ6.3/V を 導入 する と き の 手 順 が 書か れ て いま す 。 
SETUP コ マン ド の 使い 方 や LAN で 導入 する 方 法 、OS/2 
に 導入 する 方 法 な ど が 説明 され て いま す 。 


カ ・ ン ・ 夕 ・ ン DOS 
(SC88-3074) 

本 書 で す 。PCDOSJ6.3/V の 新 機能 の 概要 紹介 、DOS の 基 
本 知識 と 操作 方 法 、 コ マン ド と デバ イス ・ ド ライ バー の 
クイ ッ ク ・ リ ファ レン ス 、 ト ラブ ル 対 処 法 な どの 内 容 で す 。 


コー ゲー ・ ガイド 
(SC88-3075) 


DOS の オプ ショ ン ・ ツ ー ル の 詳細 な 解説 、 メモリー や 区 
画 な どの 解説 と その 設定 方 法 、 マ ル チ ・ コ ン フ ィ ギ ュ 
レー ショ ン の 指定 方 法 な ど 、 よ り ア ド バ ン ス ・ ユ ー ザ ー 
向け の 情報 が 含ま れ て いま す 。 





記 証 


フ マ ン た 解 愛 攻 および 
メッ を ーー ジ 甘 
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閥 文 勘 朋 葉 プ ワ グ ラ テス 
ユー ゲー ズ ・ ガ アア だ 
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賠 連 マニ ュ ア ル 一 覧 





コマ ンド 解説 書 お よび メッ セー ジ 集 
(SC88-3076) 

DOS の すべ て の コマ ンド と デバ イス ・ ド ライ バー の 詳し 
い 解 説 書 で す 。 エ ラー・ メ ッ セ ー ジ な どの 説明 と 対処 方 
法 な ども 解説 し て あり ます 。 


連 文 節 変 換 プ ログ ラム ユー ザー 
ズ ・ ガ イド 

(SC88-3077) 

DOS に 付属 し て いる 連 文 節 か な 漢字 変換 プロ グラ ム 
(MKK) の 使い 方 が 説明 され て いま す 。 ロー マ 字 入力 の 方 
法 や カタ カナ へ の 変換 方 法 な ど 、 手 順 ご と に 解説 し て い 
ます 。 
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6 坦 DOB の トラ ブル 守 和 oe 

し 。・ 皮 トッ 

Se 
本 文中 の 記号 に つい て 


す 。 圏 二 は 次 の ペー ジ に 続き の 文章 が ある こと を 示し て いま す 。 


キー を 押し な が ら 、 [ 加 キー を 押す と いう 操作 を 示し て いま す 。 








本 文 左側 の @ ゅ 誠 = は 内 容 の 要約 が 示さ れ て いま す 。 こ の 項目 を 参照 する こと で 飛ば し 読み が で きま 


また 、 キ ー ボ ー ド の キー が た と えば 、 IA 回 と いう よう に + 記 号 で 示さ れ て いる 場合 は 、 
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比 7 草 


すべ て は り DOS/ ソ か ら 始 まっ た 


DOS/V の 本 家 、IBM の DOS/V 
オー プン アー キテ クチ ャ ー、 機種 の 選択 が 豊富 な DOS/ ツ 
世界 標準 、 日 本 語 だ け で な く アジ ア を カバ ー す る DOS/ ツ 
PC DOS Je.3V ツ で さら に 機能 強化 、 便 利 な 機能 の 数 々 を 紹介 


2 








4 
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り 〇 OS/ ソ の 去 家 、/BMM の り OS/ ソ 


7990 年 77 月 に 発表 さん た DOS/V(jBM DOS J4.0V) は 、 2 度 の 大 旋 を バー ジョ 
ン ア ッ プ を 経て 、 前 同 PC DOS J6.7/ ソ と し て 発表 され まし た 。(7993 年 72 月 ) 
今 如 DOS/V な 更に 新 機能 を 据 加 し て PC DOS J6.3 と し て 生ま れ 変 わり まし 
た 。 本 章 で は DOSW を 理解 し て いた だ く た め に 、 こ の 3 年 聞 に DOS/V が どの よ 
うに 厩 天 さ れ て きた の か を 中 心 に 説明 し ます 。 


の の の の の の の の の の の 9 の の ひみ の の の @O O GO の の の の ⑥ @ @ の ⑥ の @ の G⑥ G G の G @ で @O の の の の 9 の の 9 Oo GO 9 


や 


DOS/V は こう し て 始ま っ た 
1981 年 、 米 国 TBM 社 は TBM PC と その 上 で 
動作 する PC DOS を 発表 し まし た 。IBM PC 
は 英語 圏 で の 使用 を 前 提 と し て 開発 され た 
た め 、 日 本 語 入 力 や 表示 に は 、 ハ ー ド ウェ ア 
の 制限 も あり 、 利 用 で きま せん で し た 。 弊社 
で は 1983 年 、 マ ル チ ス テー ショ ン 3S550 上 で 
日 本 語 を サポ ー ト する 日 本 語 DOS を 開発 し 


アメ プリ ゲニ シテン 





口 木 認 で 
日 本 語 DOS 








自 の HW 。 IBMP 


の に なく 





従来 の 日 本 語 DOS 


まし た が 、 日 本 語 表示 の た め に は 特別 な 
ハー ドウ ェ ア を 搭載 し て いま し た 。 英語 圏 
と は 異な る DOS の 出発 は 、 弊 社 以外 の PC 
メー カー も 同様 で し た 。 

一 方 、 英 語 閥 で は IBM PC を 拡張 し た PC/ 
AT の アー キテ クチ ャ ー( 設 計 思 想 ) を も つ パ 
ソコ ン が 現われ 、 世界 市 場 の 8 割 を 占め る 
よう に な り ま し た 。 日 本 独自 の アプ ロー チ 
は 日 本 語 表示 を 高速 に する に は プラ ス で し 
た が 、 同 時 に 膨大 な 数 の PC DOS の ソフ ト 
ウェ ア が その まま で 使え な いと いう 弊害 を 
も た らし まし た 。 こう し て 日 本 の PC 市 場 は 
長い 間 | 鎖国 ] 状態 に あり まし た 。 











そし て 1990 年 、 弊 社 は DOS/V を 発表 、 日 本 
語 表 示 の た め の 特別 な ぬ ハ ー ド ウェ ア を 必要 
と し な い 、 ソ フト ウェ ア だ け で 日 本 語 処理 
を 可能 に する と いう 、 今 まで の 日 本 語 DOS 
と は まっ た く 異 な る コン セプト を 持っ て い 
まし た 。 この 実現 に は 、 ハ ー ド ウェ ア が 処理 
速度 を 目覚 まし く 高速 修 し た 、 と いう 背景 
も あり ます 。 

PC DOS の 機能 や アプ リケーション ・ プ ロ 


の も と で の の の の の の の の の の の る の る の る の も の の の の の 





DOS/V の 構造 

DOS/V は 大 きく 分 け て 、 二 つの 部 分 か ら 
構成 され て いま す ( 図 参照 )。 一 つめ は 英語 版 
の DOS の 機 能 。PC DOS J6.3/V は 英語 版 の PC 
DOS 6.3 を 基 に 、 日 本 語 と 英語 の バイ リン ガ 
ル 化 を 図り 、 日 本 語 モ ー ド で は 日 本 語 の 
メッ セー ジ を 、 英 語 モ ー ド で は 英語 の メッ 
セー ジ を 表示 し ます 。 

も う 一 つの 部 分 は DOS/V の 心臓 部 と も 言 
える 日 本 語 処理 の サブ システム 。 これ は 
IBM DOS J4.0/V 用 に 開発 され た サブ プシ ステ 
ム を 改良 し て 現在 に 至っ て いま す 。 























グラ ミン グ ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス (API) に は 変 
更 を 加え ず 、PC DOS に 日 本 語 処理 の 機能 ( 
日 本 語 エ クス テン ショ ン ) を 付け 加え る 。PC 
DOS の Natural Extension( 自然 拡張 ) が DOS/ 
V の 基本 概念 で す 。 で すか ら こ の 日 本 語 エク 
ステ ンション を 取り 去れ ば 、 そ れ は PC DOS 
その も の に な り 、PCDOS の アプ リ ケ ー シ ョ 
ン は 100% の 互換 性 を 持っ て 動作 する こと に 
な り ま す 。 
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PC DOS 6.3 の 機能 










DOS 6.3 カー ネル 
DO0563 ユ ー テ ィ リ ティ ー 








ーー アフ ーー が ま ヤ ー、 
既得 の 選 記 が 豊 坪 な DO 〇 8 る / ソ 


DOSW が 発表 され た 2 か 月 後 の 7990 年 7 月 に 、/BM は PC オー プン ・ ア ー キ テ 
クチャ ー 礁 進 企業 登録 制度 を 発表 し 、7997 年 3 月 、 そ の 登録 企業 か ら 希 望 する 
会 社 73 社 に よっ て PC オー プン ・ ア ー キ テク チャ ー 旗 議会 (OADG) が 発 定 し まし 
た 。 OADG は 界 標準 PC/A7 仕 様 に 基づく パソ コン の 普及 を 目的 に し た 集まり で す 。 


DOS/V は 世界 標準 の オー プン な 設計 思想 
を も つ PC で 動作 する DOS と し て 、 ま すま す 
/ / 重要 性 が 増大 し て いま す 。 DOS/V が 発表 さ 
/ れ て 以来 、 こ の DOS/V の 人 気 は 高く 、 
// M 


OADG(Open Architecture Developers' Group) 
は この PC と DOS/V な どの 普及 推進 を する た 


DOSV と OADG の 経緯 め の 機 関 と し て 設立 され まし た 。 





ショ ン 製 品 の 動作 確認 施設 を 整備 し まし 
た 。 その 間 、 会員 会 社 は 26 社 と 大 幅 に 増え ま 
し た 。 また 、 ア プリ ケー ショ ン 製 品 を 広く 
知っ て いた だ く た め に 、OADG カ タロ グ を 
発行 し て いま す 。 
OADG の 活動 概要 1993 年 1 月 に は 、 今 まで PC メー カー だ け 
OADG で は 最初 に ハー ドウ ェ ア お よび で あっ た OADG 会 員 に 、 新 た に アプ リ ケ ー 
DOS/V の OADG 仕 様 を 決め 、 同 時 に 技術 解 ショ ン ・ プ ロダ クト (AP) 会 員 制 度 が スタ ー 
説 書 な どの 作成 や セミ ナー を 開催 し 、 普 及 ト し まし た 。 これ に より 周辺 機器 や アプ リ 
に だ つとめ ま し た 。 ケー ショ ン ・ ソ フト ウェ ア ・ メ ー カ ー200 社 
さら に 1992 年 4 月 に は 、 ア プリ ケー ショ 以上 が 新た に 加わ り 、 よ り 幅 広い PC 環境 の 
ン ・ テ スト ・ サ イト を 開設 し 、 ア プリ ケー 整備 が 着 々 と 進ん で いま す 。 











ユー ザー の 声 か ら 生 まれ た 
V-Text 

V-Text は Variable Text の 略称 で 、 自由 に 
フォ ント の 大 きき さや 形 が 変更 で きる と いう 
特長 が あり ます 。 

DOS/V は ソフ トウ ェ ア だ け で 日 本 語 表 示 
が で きる た め 、 文 字 フ ォ ン ト も デー タ と し 
て メモ リー に 読み 込ん で 使い ます 。 で すか 










1 和枝 52 文字 で 縦 20 行 の 表示 


横 】06 文 字 で 縦 40 行 の 表 が 一 


ら こ の フォ ント を 置き 換え れ ば 、 簡 単に 
フォ ント の 形 や 大 き さ を 変更 で きま す 。 さ 
ら に 通常 横 80 文 字 、 縦 25 行 し か 表示 で き な 
い ノ ー ト パソ コン の 画面 で も 、 フ ォ ン ト の 
大 き さ を 変更 する こと に よっ て 、 横 106 文 
字 、 縦 40 行 の 表示 が 可能 に な る わけ で す 。 

この こと に いち 早く 気が付い た パワ ー 
ユー ザー は 、DOS/V の 日 本 語 エ クス テン 
ショ ン を 拡張 し て 、 V-Text を 実現 し 、 パ ソコ 
ン ・ ネ ッ ト な ど を 通じ て ユー ザー に 配布 し 
まし た 。V-Text が 広がる に つれ 、 ア プリ ケー 
ショ ン で も V-Text を サポ ー ト する も の が 現 
われ 、 事 実 上 の 標準 に な り ま し た 。 

この 機能 を DOS/V の 標準 と し て 
欲し いと いう ユー ザー の 声 の 高 ま 
り は 、DOS/V 仕 様 の 拡張 と いう こ 
と で 実現 し 、V-Text 機 能 が DOS/V 
に 標準 搭載 され る こと に な っ た の 
で す 。 

















三 雰 標 差 、 硬 相 誠 だ け で を く ぐ く 
アジ ア を カバ ー す る り OS/ ソ 


DOSV は その 奴 張 條 の 点 で 、 日 本 語 だ け で な く ア ジア の 言語 を サポ ー ト で き 
る よう に 、 伴 様 が 考え られ て いま す 。 現在 で は 日 本 、 台湾 、 電 国 、 中 国 と 4 つの 
言語 の DOS が 央 売 さ ん て いま す 。 


れ に 対比 し て 日 本 や 中 国 な どの 漢字 の よう 
な 複雑 な 文字 は 2 バイ ト で 表す た め 、 こ れ 
ら の 国々 は ダブ ル ・ バ イト 閣 と 呼び ます 。 
DOS/V は シン グル ・ バ イト 圏 用 の PC DOS に 
ダ プ ブル ・ バ イト を 扱う 機能 を 拡張 し た も の 
な の で 、 文 字 入力 部 分 と フォ ント を 変更 す 
シン ジル と る だ け で 、 ダ ブル ・ バ イト 圏 各 国 を サポ ー ト 
ダブ ル ・ バ イト 圏 の DOS 。。 。。。 ゎ け c す -。 
英語 圏 の 国々 は 1 文字 を 1 バイ ト で 表す 
の で 、 シ ング ル ・ バ イト 圏 と も 呼び ます 。 そ 





で oe の の @O の O e @O @O GO Ge eo の O e oe oO eo @e の の の の の の の の の の の の の の の @ の の GO @ の の の @ の の の ら @ の の @ の の @ る の の @ 


ド 」 と 呼び ます 。 逆 に 日 本 語 エク ステ ン シ ョ 
に ン が 作動 し て 日 本 語 が 入力 で きる 状態 は 、 「 
日 本 語 モ ー ド 」 と 呼び ます 。 SWITCH* コ マ 
ンド は 日 本 語 エ クス テン ショ ン を 付け た り 
取っ た りす る コマ ンド で す 。 

英語 モー ド は 100% 英 語 の PC DOS そ の も 
英語 の アプ リケーション も の に な る た め 、PC DOS 用 の 膨大 な ソフ ト 
その まま 動く 高度 な 互換 性 ウェ ア が 何 の 変更 6 なし に 動作 し ます 。 こ 
DOS7V に は SWTTCH と いう コマ ンド が 用 れ が DOS/V の 高度 な 互換 性 の 仕組 み で す 。 


Kok あま 。 と ド を 実行 し *SWJTCH に 仏 た コマ ン だ に CHEV が あり ます 。 こ 
品 さ ぐれ て い この コマ ンド を 実 ? 
問 還 SI の コマ ン だ は 日 本 請 エ クス テン ショ ン を メモ リー に 残 





[Y] キ ー を 押す と 、DOS/V は 再 始動 し て PC し た まま / 甘 語 環 焼 】( 英 請 モ ー ド と は 反 多 し て 奈 ぶ ) 
DOS そ の も の に な り ま す 。 これ を 「 英 語 モー へ 切り 導 え る た め 、 そ の 分 メモ リー が 多く 消費 さん ます 。 





る の @ ひ の @ @ @ @ @ @ @ の の 9 @ @O の る の る る らら の らら の ひら で も の で の の の ひらの る の らら ひら の る ら ひ の の ひ の @ ら の 999 の 9@@ る ら 6 の 





DOS/V 日 本 語 表 示 の 仕組 み 

DOS/V の 日 本 語 エ クス テン ショ ン は 4 つ 
の モジ ュー ル (サブ シス テム ) で 、 こ の 汎用 
性 を 実現 し て いま す 。 「 表 示 ($DISP.SYS)」] 、 
「 フ ォ ン ト の 扱い ($FONT.SYS)」 、「 入 力 
($IAS.SYS と か な 漢字 変換 プロ グラ ム )]」 、 
「 印 刷 ($PRN.SYS と プリ ンタ ー・ ド ライ 
バー)」 で す 。 


キー ボー ド 









DOS/V を 始動 する と 、 漢 字 の フォ ント が 
メモ リー に 読み 込ま れ ま す 。 ユー ザー が 漢 
字 を 入力 する と 、DO8 ま た は アプ リ ケ ー 
ショ ン が 入力 サ プ シ ステ ム か ら 対 応 する 文 
字 コ ー ド を 取得 し 、 そ れ を 表示 サブ シス テ 
ム に 送り ます 。 表示 サブ シス テム は フォ ン 
ト ・ サ ブシ ステ ム に 対応 する フォ ント を 有 要 
求 し し フォ ント ・ サ プシ ステ ム が メモ リー か 
ら 、 該 当 す る フォ ント ・ パ ター ン ( 文 字 の 形 ) 
を 取り 出し ます 。 そ し て 表示 サブ シス テム 
が この フォ ント ・ パ ター ン を グラ フィ ッ ク 
ス 画面 に 書き 込む と 、 画 面 に 漢字 が 表示 き 
れる わけ で す 。 


IND98 あ だ は 暫 議 
アプ リケーション 


人 


ロ 
の ら の の の の の の の の の の の の の の の の の の の ひ の の の ひら の ひ の の の ひ の の ひら の の の の ひら の の の の の の の の 
ロ ロ 
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Y 







表示 サブ ジス テム 上 サブ ン ステ ム 印刷 * サラ シス テム 
$DISP.SYS WFONT.SYS $PRN.SYS 
@ @ 
@ @ 
Y Y 
EE 





J 


ディ スプ レイ 





区 一 


デジ ター 





PC DOS J6.32 ソ で さら に 半 能 
2 細 7 と 、 委 の / な 嫌 能 の 数 々 を 六 人 


PC DOS J6.7/V か ら J6.3/V へ の アッ プ グ レー ド だ に よっ て 、 数 々 の 使い や すさ 
へ の 工夫 が 追加 され ます 。 ここ で は その 概要 を まとめ て 説明 し ます 。 


拡大 テキ スト ・ モ ー ド を CD-ROM を 標準 で サポ ー ト 
サポ ー ト MSCDEX** の 追加 に より 、CD-ROM ド 


DOS/V で 大 き な 文字 を 表示 する 拡大 テキ ス ライ プ ブ の 使用 が サポ ー ト され ます 。 ま た 
ト ・ モ ー ド が 新た に V-Text で す サポート され ます 。 SMARTDRV の 機能 拡張 に よっ て CD- 
これ に よっ て 、24 ド ッ ト や 32 ド ッ ト ・ フ ォ ン ト で ROM の キャ ッ シ ン グ も サポ ー ト され ます 。 
日 本 語 が 表示 で きま す 。 この と き 画 面 は 、 横 5 文 "これ に よっ て 、CD-ROM を 高速 に アク セス 
字 で 継 20 行 や 横 40 文 字 で 継 1 行 の 大 き な 文 字 表 で きる よう に な り ま す 。 内 
示 に な り ま す 。 こ れ に より 小さ な ディ スプ レイ や ) 
池 晶 表示 画面 で も 視認 性 の 高い 表示 が で きま す 。 


その 他 に も ゃ す キー で 圧縮 
機能 (DBLSPACE.BIN の 読み 込み ) を ス 
キッ プ し 、CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT 
を 1 行 ず つ 実 行 する 機能 が 追加 され て いま 
す 。COMMAND.COM に 追加 され た /Y ス 


イッ チ を 使っ て 、 バ ッ チ ・ フ ァイル を 1 行 ず 
様々 な 墓 本 機能 の 改善 つ 実 行 する こと も で きま す 。 さ ら に SETUP 











アン チ ウ ィ ル ス ・ プ ログ ラム が 拡張 され 、 で の 1.2MB デ ィ ス ケッ ト 使 用 や フォ ー マ ッ 
2.000 種 以上 の ウィ ルス の 検出 が で きま す 。 ト の オプ ショ ン の 追加 、RAMBOOST、 
J6.3/V か ら は 、DIR 、CHKDSK、FOR- CPBACKUP、DEFRAG、DISKCOPY 、 


MAT コ マン ド な ど で 3 桁 ご と に カン マ () が QCONFIG、SETVER 、 AntiVirus、E エ ディ 
付く の で 、 読 み 間 違う こと は あり ませ ん 。 ま ター な ど で 多 数 の 改善 が きれ て いま す 。 

た COPY、XCOPY、MOVE コ マン ド で は 上 次 章 で は バー ジョ ン J6.1/V、J6.3/V で 追加 
書き 確認 プロ ンプ ト が 表示 され 、 誤 っ て 大 され た 機能 を 紹介 し ます 。 DOS が 初め て の 
切な ファ イル を 上 書き する の を 防止 し ます 。 方 は 先 に 3 章 一 5 章 を お 読み くだ さい 。 





2 革 


進 介する DOS ル 、 そ の 最新 機能 は … 
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ハー が ディ スク が 約 2 誠 * に 合え る 
ディ スク 麻 増 能 


SuperStor/DS デー タ 圧 縮 ユ ー テ ィ し 記 8 


。 庄 和 ディ スク の 準 側 


E seo 丁目 の 説明 rerearH 
既存 の ディ スク を SuperStor/BS ディ スグ へ 変 換 し ます 。 絆 人 





アプ リケーション が 増え 、 そ れ ら で 作成 
し た デー タ が 増え て くる と 、 最 初 は これ で 
十分 と 考え て いた ハー ド デ ィ スク の 容量 
が 、 足 りな く な る 場合 が 多い も の で す 。 この 
よう な と き に は 、PC DOS J6.3/V に 標準 装備 
され た SuperStor/DS** デ ィ ス ク 有 圧縮 プロ グ 
ラム を 活用 し て 、 ハ ー ド ディ スク の 容量 
増やし て くだ さい 。 フ ァイル の 種類 に よっ 
て 多少 の 増減 は あり ます が 、 各 々 の ファ イ 
ル を 圧縮 し て 、 ハ ー ド ディ スク を あたかも 
約 2 倍 * の 容量 に 増やし て くれ ます 。 
SuperStor/DS を シス テム に 組み 込ん で お 


* ま ファ イル に よっ て 圧 績 比 の 導 功 値 が 界 な り ま す 。 
く と 、 ユ ー ザ ー は 圧縮 や 元 に 戻す と いう 作 
業 に 燃 わ され る こと な く 、 い まま で 使い 慣 
れ た DOS コ マン ド で 、 コ ピー キ そ 削 除 な ど が 
で きま す 。 

最初 に 始動 する コマ ンド は SSTOR で す 。 
ディ スク を 圧縮 する に は 、SSTOR コ マン ド 
で 始動 し た 後 、「 準 備 / 圧 縮 (P)] を 選択 し ま 
す 。 以降 い くつ か の パネ ル が 表示 され ます 。 
よく 分 か ら な い 場 合 は 、 そ の 時 点 で 
キー を 押す と ヘル プ 情 報 が 表示 され ます 。 
ハー ド デ ィ スク 全体 を 圧 縮 する 場合 は 、 か 
な り 時 間 が か か り ま す 。 ま た Windows** を 













断片 化 (F) 

| 最適 作 (D)  l 
整理 ([) 

半 F1 





使用 する 場合 は スワ ッ プ ・ フ ァイル 用 に 非 
圧縮 領域 を 残し て お く 必 要 が あり ます 。 
SuperStor/DS に は ディ スク を メイ ン テ ナ 
ンス する た め の ツ ー ル も あり ます 。 これ に 
よっ て 一 度 読 め な く な っ た ファ イル を 回 復 
し た り 、 ア クセ ス が 遅く な っ た ディ スク を 
最適 化し た りす る こと も で きま す 。 

この ユー ティ リティ ー の 始動 コマ ンド は 
SSUTIL で す 。 

も ちろ ん 一 度 圧 縮 し た ハー ド デ ィ スク 内 
の ファ イル を 元 に 戻す こと も で きま す 。 
この ユー ティ リティ ー の 始動 コマ ンド は 


ーー アデ 
ナグ 


ク の 最 通化 4 


SSUNCOMP で す 。 

SSTOR コマ ンド で ディ スケ ッ ト を 圧縮 す 
る と き 、 汎 用 デー タ 交 換 (UDE) デ ィ ス ケッ ト 
に し て お く と 、SuperStor/DS の 導入 され て 
いな い シ ステ ム ( た と えば IBM DOS JS.0/V) 
で も 、UDEON コ マン ド で 圧縮 ディ スク の 読 
み 書 き が で きる よう に な る の で 、 デ ィ ス 
ケッ ト も 約 2 倍 に 使え ます 。 


程 藍 痢 き 3④, く へ の O り の SI 選 位 


…・ 9 
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メモ リー を 大 究 まで 確保 する 
メモ リー 上 適 修 既 能 


Central Point RAMBoost 


RAMSETUP は 今 か ら CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT を 書き 替え 
ます . 了解 間 生 し で 続行 する が 。 拡張 を 選択 し て 
RAMBoost を を 手動 で 設定 し 





DOS で 扱え る メモ リー の 中 で 、640KB( キ 
ロ ・ バ イト ) か ら 1024KB(1MB) ま で の シス 
テム 予約 領域 に UMB メ モリ ー を 割り 付け る 
と 、640KB ま で の アプ リケーション ・ プ ログ 
ラム 用 の メモ リー 領域 を 増大 する こと が で 
きま す 。 シス テム 予約 領域 に UMB(Upper 
Memory Block) メ モリ ー を 割り 付け る 場合 
ハー ドウ ェ ア の シス テム 構成 に よっ て 違い 
が ある た め 、 ユ ー ザ ー が 行う に は か な り 高 
度 な 知識 が 必要 で し た 。 

新しく 追加 され た RAMBoost プ ログ ラム 
を 使う と メモ リー を 最適 化す る こと が で き 


て くだ さい . RBoost 設 定 プロ 
7 を 選択 し し て くだ さい 、 


ます 。RAMBoost は まず UMB メ モリ ー を 自 
動 的 に 学習 し (学習 (LEARN) モー ド で 始動 
し )、 シ ステ ム に 何 か 変 更 が 加わ る と 、 自 動 
的 に 学習 モー ド に な り 、 再 始動 し て 再度 メ 
モリ ー を 最適 化し ます 。 
通常 は RAMSETUP コ マン ド を 始動 し て 
「 了 解 (O)」 を 選択 する だ け で 、 自 動 的 に 
RAMBoost が 組み 込ま れ ま す 。 


うっかり の 浮 秦 に こ も 対応 を 強化 、 
ァイル 痢 元 能 


DOS JS.0/V か ら 加 わっ た UNDELETE コ 
マン ド が さら に 強化 さき れ ま し た 。 フ ルス ク 
リー ン で DOS シ ェ ル と 同じ よう に 、 一 つ 
つの ファ イル を 確認 し な が ら 復 元 す る こと 


が で きま す 。 フ ァイル の 状態 も 完全 、 良 好 、 
や や 良 、 不 良 、 破 壊 な ど 、 そ の 回 復 可 能 状況 
に 応じ て 表示 きれ ます 。 

に 新しい 削除 セン トリ ー (Delete 


と いう 機能 が 追加 され 、 削 除き され 
ァイル は 完全 な 形 で 復元 で きま す 。 ま 
た ディ スク の 中 で 、 す で に 消さ る され て いる 
ファ イル の 断片 か ら 文字 を 探し た り 、 断片 
を つなぎ 合わ せる こと も で きま す 。 
始動 コマ ンド は UNDELETE で す 。 


Sentry**) 





DATAMON コ マン ド と 併せ て 使う と 効果 的 
で す 。 以 下 の ど ちら か の コマ ンド を 


AUTOEXEC.BAT に 追加 し て くだ さい 。 
DATAMON /SENTRY+ 
DATAMON /TRACKER+ 
UNDELETE プ ログ ラム の 使用 方 法 は DOS 
シェ ル に 似 て いま す 。 最初 に タブ ・ キ ー と 上 
トド 矢 印 キ ー で 復元 し た い フ ァイル の ある 
ディ レク トリ ー を 指定 し ます 。 次 に タプ ・ 
20 人 2 
ァイル を 上 下 矢印 キー で 選択 し ます 。 
(9 を 押し 、 消 えた ファ イル 
名 の 最初 の 1 文字 を 入力 する と 、 フ ァイル が 
復元 され ます 。 
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多 彩 な ファ イル 保管 を 支 尊 す る 、 


は 病 


設定 の 保管 (W) 確認 ([) 圧縮 (P) 


= ミル ー ュ 


設 走 J: 
| (設定 カ E が 選択 され て いま せん ) 


手 去 ( ) 乱 
宇部 








0 ドラ イブ 


ラ ィ 


科 ブ ” イ 


00:00 分 














大 切な デー タ の 入っ た ハー ド デ ィ スク の 
バッ クア ッ プ を 簡単 ( 
Backup** プ ログ ラム が 追加 され まし た 。 フ 
ルス クリ ー ン で 個々 の ファ イル に 対し て 
バッ クア ッ プ の 詳細 な 指定 が で きま す 。 

全 バ パ バックアップ 、 全 コピ ー・ バ ッ ク ア ッ 
プ 、 追 加 バ ッ ク ア ッ プ 、 分 離 追加 バッ クア ッ 
プ 、 差 分 バッ クア ッ プ な どの 多彩 な バッ ク 
アッ プ 方 式 を サポ ー ト し 、 テ ー プ へ の バッ 
クア ッ プ も 完全 に 自動 化 で きま す 。 

高速 度 バ ッ ク ア ッ プ は 、 通 常 の ディ スク ・ 
コピ ー の 数 倍 の 速 さ で す 。 ま た ファ イル を 
圧縮 し た り 、 


こ 行 う Central Point** 


暗号 化し な が ら バ ッ ク ア ッ プ 


ッ ン 郁 能 


結果 の 出力 (E) 婦 ゲ ェ テ (D) 実行 N) 


の 選択 (人): 


MC OS 7 1 


ファ イル の 選択 (B) 


する こと も 可能 で す 。 ス ケ ジ ュ ー ラ ー の 機 
能 と 組み 合わ せ て 使え ば 、 毎 日 や 毎週 の 
バッ クア ッ プ を 自動 的 に 行う 設定 も でき ます 

始動 コマ ンド は CPBACKUP で す . 

最初 ( Je と き は 、 信 頼 性 テス ト を 
実行 し ます 。 これ に よっ て 、 お 使い の ハー ド 
ウェ ア が 高 Me プ に 適し て いる か 
1 
アッ プ (B)] 、 「 復 元 (R)」 、 「 比 較 (C)」 を 選択 
する メイ ン パ ネル を 表示 し ます 。 各 パ ネル 、 
項目 の 説明 は それ ぞ れ の 時 点 で 
キー を 押す と 、 詳 細 な ヘル プ 情 報 が 表示 さ 
れ ま ' ず 。 


ファ イル の 読み 書 き を 高速 化 、 
ディ スク 最 鐘 人 既 能 


| ドラ イブ 〔 は 95% が 連続 状態 で す 
推奨 する 最適 化 方 法 : 


不 連続 ブ ァ 


ハー ド デ ィ スク を 長い 間 使 用 し て いる 
と 、 フ ァイル の 作成 や 削除 の 繰り 返し に 
よっ て 、 デ ィ ス ク の 中 で ファ イル が 断片 化 
(フラ グ メ ン テ ー シ ョ ン ) さ れ ま す 。 これ は 
ファ イル が ディ スク 上 の 連続 し た 部 分 に な 
く 、 飛 び 飛 びに 分 散 し て 書き 込ま れ て いる 
状態 で す 。 その 分 だ け 読 み 出 し や 書き 込み 
が 遅く な り ま す 。 

新しく 追加 され た DEFRAG コ マン ド は 、 
この 断片 化 を 解消 し 、 デ ィ ス ク 内 で 飛び 飛 
びに 分 散 し て いる ファ イル を つない で 最適 
化し ます 。 これ に より 、 デ ィ ス ク で の ファ イ 


是 - 使用 済 Pe 


r - 本 取り 中 ~ 書込み 中 
R に 不良 X - 移動 不可 
FR2 全 "CE: 1 7my2 =37 方 - 


efragsnte 





ル の 読み 書き を 、 常 に 最適 な 状態 に 保つ こ 
と が で きま す 。 ま た ディ スク 内 の ファ イル 
を 名 前 、 日 付 、 サ イズ 順に 並べ 替え 、 デ ィ ス 
ク に 書き 込み 直す こと も で きま す 。 

始動 コマ ンド は DEFRAG で す 。 最適 化す 
る ドラ イブ を 選択 し 、 「 最 適 化 ] を 選択 し て 
くだ さい 。 断片 化 さ れ た 情報 が 連続 状態 に 
書 禁 え を られ て いく 様子 が 、 ビ ジュ アル に 表 
示さ れ ま す 。 


15 








進 
化 
人 
る 
D 
〇 
S 
/ 
v 
りき 
の 
最 
新 
機 
能 
は 


16 


プロ グラ ム の 身重 
ケシ ュー 


頻度 : 一 回 限り 
イベ シト : (PBACKUP 


了解 (0) 


削除 0) 





スケ ジュ ー ラ ー の 機能 が 新しく 追加 され 
て 、 定 期 的 な バッ クア ッ プ や 、 あ る 時 刻 に 指 
定 の プロ グラ ム を 動作 さき せる こと が で きま 
す 。 これ を 応用 すれ ば 、DOS で アプ リ ケ ー 
ショ ン を 実行 中 で も 、 ミ ー テ ィング の 時 間 
を 知ら せ て くれ ます 。 

スケ ジュ ー ラ ー は 日 付 や 時 刻 の 他 に も 、 
毎週 、 隔週 、 毎 月 第 n 曜 日 、 毎 月 、 平 日 の みな 
どの 詳細 な 設定 が で きま す 。 
CPSCHED コ マン ド で スケ ジュ ー ラ ー を 
メモ リー に 常駐 きせ ます (コマ ンド 行 で 


CPSCHED と 入力 し (改行 ) を 押す 





表示 (B) 





実行 を 可能 (こす る 


ラー 半 能 


中 止 C じ ) 


か 、 あ る い は AUTOEXEC.BAT に 登録 し 、 
ブー ト 時 に 読み 込む よう に する と 便利 で 
す 。) 実 際 の パネ ル は SCHEDULE コ マン ド 
を 実行 し て 表示 し ます 。 この フル スク リー 
ン の 設定 パネ ル で イベ ント (DOS コ マン ド ) 
が 設定 で きま す 。 

イベ ント を 設定 する 日 時 を 選び 、「 追 加 
(⑳)」 を 選択 し て くだ さい 。 イベント の 指定 
パネ ル で 時 刻 、 頻 度 、 イ ベン ト を 指定 し ま 
す 。 


李 親 ウィ ルス まで 駆 逐 する 
ウィ ノル レス 撃退 既 能 


「 ル ス /DOS 
















































































現在 の コン ピュ ー タ ー 環 境 で 避け て 通れ 
な い 大 き な 問 題 が コン ピュ ー タ ー・ ウ ィ ル 
ス で す 。 これ は オペ レー ティ シグ ・ シ ステ ム 
の 動作 を 利用 し て 、 ハ ー ド ディ スク や ディ 
スケ ッ ト 内 部 で 増殖 し 、 デ ィ ス ク 内 の 大 切 
な デー タ な ど を 破壊 する 悪質 な プロ グラ ム 
KG 

IBM の アン チ ウ ィ ル ス ・ プ ログ ラム (1BM 
AntiVirus/DOS) は 、 現在 発見 され て いる 
ウィ ルス の ほとん ど に 対応 し 、 そ れ を 除去 
し た り 、 活 動 を 停止 させ る 機能 を も っ て い 
ます 。 ま た 未確認 の ウィ ルス に 対し て も 、 





プ ブート 部 分 や 感染 し た ファ イル の 削除 で 対 


処 で きま す 。 

始動 の コマ ンド は IBMAVD で す 。 実行 す 
る に は で ner』 (改行 ) を 押し て くだ さい 。 
メニ ュー バー の 「 設 定 (⑮)」 を 選択 し 、 プ ル ダ 
ウン ・ メ ニュ ー か ら 「 自 動 設定 (A)| を 選択 す 
る と 、 ウ ィ ル スチ ェ ッ ク を 毎 ブ ー ト 、 毎 日 、 
毎週 、 毎 月 行う な どの 指定 が で きま す 。 ま た 
メニ ュー バー より 「 ロ グ (D)」 を 選択 し て 、 過 
去 の ウィ ルス チェ ッ ク の 履歴 を 見 る こと も 
で きま す 。 
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大 数 の ファ イル 編集 と 強力 な 友 張 能 の 
フ ノ レ ス クリ ソリ ー ン ・ エ ディ ター 


ーー 一 「op of Fie ピー 

SV の 本 家 、1BM の DOS/Y 

1990 年 11 月 に 発表 され た DOS/Y(IBM DOS J4.0W) は 、 す で に 2 度 の 大 幅 な バー ジョ ン ア ッ ュ 
DOS/W は こう し て 始ま っ た 

1981 年 、 米 国 IBM 社 は IBM PC と その 上 で 動作 する PC DOS を 発表 し まし た 。TIBM PC は 英語 圏 + 
を 開発 し まし た が 、 日 本 語 表 示 の た め に は 特別 な ハー ドウ ェ ア を 搭載 し て いま し た 。 英語 
一 方 、 英語 園 で は IBM PC を 拡張 され た PE/AT の アー キテ クチ ャ ー( 設 計 思 想 ) を も る つ パ ソコ ュ 

沿 害 を も た らし まし た 。 こ うし て 日 本 の PC 市 場 は 長い 間 「 鎖 国 」 状態 に あり まし た 。 


と いう 背景 も あり ます 。 
それ は PC DOS そ の も の に な り 、PC DOS の アプ リケーション は 100% の 互換 性 を 持っ て 動作 す 


DOS/W の 構造 
DOS/Y は 大 きく 分 け て 、 二 つの 部 分 か ら 構成 され て いま す ( 図 参照 )。 一 つめ は 英語 版 の DOS 
も う 一 つの 部 分 は DOS/W の 心臓 部 と も 言え る 日 本 語 処 理 の サブ シス テム 。 こ れ は IBM DOS J 


オー プン アー キテ クチ ャ ー、 


1 回 時 太る 7cg 記 
DOS/V と 0ADG の 経緯 


機種 の 選択 が 豊富 な DOS/V 


ag も つ PC で 動作 する DOS と し て 、 ま すま す 重 要 性 が 


OADG の 活動 概 





DOS で テキ スト ・ フ ァイル の 編集 が 必要 
に な っ た ら 、E エ ディ ター が 便利 で す 。 一 度 
に 複数 の ファ イル を オー プン し て 、 相 互 に 
テキ スト の 切り 貼り を する な ど 、 高 度 な 編 
集 機能 を サポ ー ト し て いま す 。 

プ ブロック 指定 し た 鞭 囲 ( 由 や 
+ L] ) の 複写 人 Art] +[c] ) や 削除 
AT 回 ] )、 ア ンド ッ 機能 、 キ ー の 入力 
回 数 で 自動 的 に 保存 する オー ト セ ー プ 機能 
(コマ ンド 行 よ り 、AUTOSAVE n)、 文字 の 
置き 換え (コマ ンド 行 よ り 、c/I 旧 字 / 新 字 /1 $ 
と 検索 (コマ ンド 行 よ り 、/ 検 索 文字 )、 テ キス 
ト で 図 や 表 を 作成 する 作図 (DRAW) 機 能 、 
タプ や マー ジン 設定 、 印刷 機能 (コマ ンド 行 














より PRINT) な ど な ど 、 豊 富 な 機能 を 搭載 し 
て いま す 。 また 好み に 応じ て 表示 形式 を カ 
スタ マイ ズ す る こと も で きま す 

始動 コマ ンド は E で す 。 通常 は ほ の あ と に 
(スペ ー ス を お いて ) 編 集 す る ファ イル 名 を 
指定 し ます 。 ファ イル 名 に は ワイ ルド カー 
ド 0⑦ や $ め も 指定 で きま す 。 複数 の ファ イル 間 
を 切り 換え る に は F1 を 押し ます 。 
+[J で ウィ ンド ウ を 分 割 表示 し 、 
各 ウ ィ ン ド ウ 間 を 移動 する に は + 
を 押し ます 。E エ ディ ター は 第 4 章 で 詳 
し く 説 明 し て いま す 。 





覆 数 の 環 鞍 を 切り 夫 え る 、 
枯 数 COM//G 機 能 





PC DOS J6.1 ン U Start 


4。 Me lish Made 


Fnter a choice: 2 


信 
化 
に 
る 
D 
〇 
S 
/ 
に 
そ 
の 
最 
新 
機 


F5=Bupass Startup files FB=Conf im each COUNFIG.SYS line [NR1 





r ャ イル は 、6 章 の O&A に あり ます 。 





式 で 選択 で きま す 。 ま た ユー ザー が 


CONFIG.SYS を 書き 換え て DOS が 始動 し な 





3 ナ - 二 へ リー 


く な っ て し まっ た 場合 に も 、"Starting PC 


DOS.…" の 表示 中 に | Fs ] を 押す こと で 、 


CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT フ ァイル 








る 無理 な 場合 が あり まし た の 実行 を バイ パス する こと が で きま す 。 
PC DOS J6.3/V で は 複数 の 環境 設定 を 記述 | cm]+LFs ] を 押す と 、 デ ィ ス ク 有 圧縮 用 
し 、 始 動 時 に メニ ュー 方 式 で 選択 で きま す の デバ イス ・ ド ライ バー の 読み 込み を ス 


ナ 


これ に より 、PC DOS 」6.3/V で は 、CONFIG.SYS キッ プ し た り 、CONFIG.SYS や 
AUTOEXEC.BAT を 行 単位 で 実行 する の 





ファ イル に 複数 の シス テ 


ます 。 と 和 れ に より 。、 衝 アデ デリ ゲー ショ ヨシ ジ ご と で 、 問題 部 分 の 発見 も 簡単 に な り ま し た 。 
に 最 : を 、DOS 始 動 時 に メニ ュー 方 
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2 つの マシ ン を 閉 続 する 、 
イン ター ワン ク 機 能 


IBM INTERLNK サー バー Version 1.00 


| 接続 機 
(かー パー) (クラ イア ント )}) 
D 


POGCOOBLr 人 Sr 


を 








ゲー の 線 図 は 6 曹 の O&A に あり ます 
2 つの コン ピュ ー タ ー 間 で ファ イル の コ ント "、 操 作 き れる 側 を "サー バー" と 呼び ま 
ビー を 行う に は 、 デ ィ ス ケッ ト を 使う の が す 。 ケーブ ル を つなぎ 、 サ ー バ ー 側 で コマ ン 
- 般 的 で す 。 大 量 の ファ イル を コピ ー す る ド 行 よ り INTERSVR コ マン ド を 、 ク ライ ア 
と き な ど 、 コ ピー 作業 を 複数 回 行わ な けれ ント 側 で は INTERLNK.EXE を CONFIG.SYS 
ば な ら な い の で 、 大 変 で し た に 記述 し 、INTERLNK コ マン ド を 実行 す 
INTERLNK コ マン ド を 使う と 、2 つ の コン る だ け で 、 簡 単に コピ ー や 他 の 作業 が 行え 
ピュ ー タ ー を シリ アル (RS-232C) や パラ レ す 。 も ちろ ん DOS シェ ル を 使っ て の コ 
ル ( プ リン ター) ケ ー ブ ル で 接続 し 、 一 方 の コ ビー も 可能 で す 


ンピュータ ー か ら 他 方 の コン ピュ ー タ ー の 
ドラ イブ を 、 あたかも 内 蔵 ド ライ ブ の よう 
に 操作 する こと が で きま す 

操作 する 側 の コン ピュ ー タ ー を "クラ イア 
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ンー トム の 能 を 厩 性 する 2 つの 式 夫 、 背 電 カ 
友 能 と PCMC/A 機 能 


Phoenix PCMCIA Information Utility Version 2.20 (Oct 8 1993 19:25:12) 
Copyright (c) 1993 Phoenix Technologies Ltd. All rights reserved. 


PCNCIA Card Services (c) 1993 Phoenix Technologies Ltd 
PCMCIA Version: 2.00, ベン ダーVersion: 2.02, ソケット : 2 


: IBM ソケット 2: 何 も 入 っ て いま せん 
プロ ダク ト : 3270 Emulation Credit Card 』 
Eiui 0 
Card Assy Part Number - 0933 
: 不可 





機 
能 
は 
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遇 近 は メー トド プッ ク 、 ラ ッ プ トッ プ 、 パ ー する ) ドラ イ バ ー、 さらに は Windows** か 
ム ト ッ プ な ど モ ー ビ ル ( 可 搬 型 ) コ ン ピ ュ ー ら 、 カ ー ド の 状態 を 監視 する ユー ティ リ 
ター の オプ ショ ン ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス と し ティ ー な ども あり ます 。 ま た 、DOS で 省 電力 
て 、PCMCIA** カ ー ド が 標準 に な っ て いま 機能 を 働か せる POWER コ マン ド も 追加 さ 
す 。PC DOS J6.3/V に は 、 この PCMCIA の 仕 れ ま し た 。 これ に よっ て 、 モ ー ビ ル ・ コ ン 
様 に 準拠 し た カー ド を 活用 する た め 、 さ ま ビ ピュー ター で の 電池 寿命 を より 長く 保つ こ 








ざま な プロ グラ ム が 標準 装備 され て いま す と が で きま す 


た と えば 、SRAM を 搭載 し た PCMCIA DOS Je6.3/V の イン スト ー ル ・ プ ログ ラム 
カー ド を デイ ィ スケット (フロ ッ ピ ー デ ィ ス (SETUP.EXE) は 、 導入 先 の コン ビ ピュー ター 
ク ) と 同じ よう に 使う た め の デ バイ ス ・ ド ラ が APM( 高 度 な 省 電 力 機能 ) を サポ ー ト し て 
イ バ ー、 フ ァ ッ クス や モデ ム の PCMCIA いる と 、 自 動 的 に CONFIG.SYS フ ァイル に 
カー ド を シス テム に 組み 込む (利用 可能 に POWER コ マン ド の 行 を 追加 し ます 。 
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4-561-105, 4-531-231, か 573-196, 4-718-102 


snding and issued 


PenDOS(TM) 2.20 


サン プル 版 (数 字 の み 認 識 し ます ) | 


on 1.01 12/21/1992 


PC DOS J6.3/V で は 、 ペ ン で DOS を 操作 で で キー ボー ド の 代わ り を する |PenDOS キ ー 
きる PenDOS** が 使え ます 。 この PenDOS ボー ド 」 が あり ます 。 マ ウス を ペン の 代わ り 
は 、 タ プル レッ ト 型 コン ビュー ター や デザイ ジ に 使っ て 、 そ の 操作 性 を 試し て みて くだ きい 
タイ ザー 付き の パソ コン で ペン を 使っ て ア 始動 コマ ンド は PENDOS で す 
プリ ケー ショ ン を 操作 し た り 、 手 書き 文字 (CONFIG.SYS フ ァイル に デバ イス ・ ド ライ 
きま す 。 だ だ し マウ バーPENDEV.SYS が 指定 され て いる 必要 が 
ス を ペン の 代わ り に 使う こと も で きる の あり ます )。 PenDOS 始 動 後 に マウ ス の 右 ボ 
で 、 そ の 操作 性 を 試し て みる こと が で きま す タン を 押す と 、 右 上 隅 に PenDOS の コン ト 

SLM *\ る 手書き 文字 計 科 We 
認識 レス テム は いく つか の 半角 文字 と 数 字 カー ソル を [K] や [W] に 合わ せ て 左 ボ タン を 
の み 認 識 で きる 機能 限定 版 で す 全 い Ge004. 2 が RRB 

PenDOS に は 手書き 文字 を 認識 する た め ボー ド 」] や 「 ラ イ テ ィ ング ・ ウ ィ ン ド ウ ] が 
の 「 ラ イ テ ィ ング ・ ウ ィ ン ド ウ 」 と 、 画 面 上 表示 され ます 。 


迷 ( 


を 認識 させ る こと が で 


729 








VGA で 多数 の 文字 表示 、VGA 
版 V-Text の 標準 装備 

PC DOS J6.3/V に は VGA 版 の V-Text の 機 
能 が 標準 装備 きれ まし た 。 こ れ は ノー ト 
ブッ ク 型 パソ コン の 多く が 使用 し て いる 
VGA 解 像 度 (640X480 ド ッ ト ) で 、 通 常 の 80 
文字 X23 行 (16 ドット) 以外 の テキ スト ・ 
モー ド で 文字 を 表示 で きる 機能 で す 。 最大 
で 106 文 字 X40 行 の 表示 が で きま す 。 始動 は 
コマ ンド 行か ら DSPXVGA コ マン ド を 実行 
し 、DSPX コ マン ド で メニ ュー か ら 選 択 し 
ます 。 


PC DOS J6.3/V で は さら に 拡大 テキ ス 
ト ・ モ ー ド 機能 が 追加 され まし た 。 拡 大 テ 
キス ト ・ モ ー ド と は VGA で 24 ド ッ ト や 32 
ドッ ト ・ フ ォ ン ト を 用 いる こと に より 、 よ り 
視認 性 を 高め る も の で す 。 表 示さ れる 行 数 
や 桁 数 は 横 80 文 字 で 縦 25 行 より 少な く な り 
ます が 、 超 小型 の パー ム ト ッ プ 型 や サブ 
ノー ト ・ ブ ッ ク 型 PC を お 使い の 方 、 視 力 に 
障害 の ある 方 、 幼 児 向 け ア プリ ケー ショ ン 
の 開発 な ど に 威力 を 発揮 し ます 。 拡 大 テキ 
スト ・ モ ー ド は DSPX 画 面 か ら 選 択 で きま 
す 。 
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… 現 二 茹 弾 症 き ふく て の O り ひい 民放 
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り OS ツ 日 本 識 能 の 友 張 その ク 


6 ドッ ト 半 

19 ド ッ ト 半 朋 フ ォ ン ト 

16 ド ッ ト 全 角 フ ォ ン ト 
ん 2 
| 24 ド ッ ト 全 角 フ ォ ン ト 
| 16 ド ッ ト ・ ユ ー ザ ー 定 義 フ ォ ン ト | 
24 ド ッ ト ・ ユ ー ザ ー 定 義 フ ォ ン ト | 
| ユー ザー 定義 文字 の 範囲 

アク セス 方 式 


「 Esc: 前 画 面 議 「1: ヘ ルプ 較 「3: 中 上 議 「1O: 設 下 穫 7 議 Entcr( 必 和 : 選 所 画面 





数 々 の 改良 が 加え られ た フォ ト 」 か ら 12 ド ッ ト ・ フ ォ ン ト を 「 使 用 する 」 
ント ・ サ プシ ステ ム に 設定 し て くだ さい 。 
フォ ント ・ サ ブシ ステ ム ミ ピ 相 
60 に 4 か か WP 0 DOS/V 環 境 を 障 単に 変更 で き 
0 OPC る ユー ティ リティ ー 
UMB メ モリ ー に $FONT.SYS を 読み 込む こ 記 pi 
、 上 PC DOS J6.3/V で は 、DOS/V に 関す る 環境 
と が で きま す 。 また $FONT.SYS は 、16MB を 明和 人 
引 え る メモ リー を 搭載 し た シス テム も サ 設定 は DOSV.INI と いう ファ イル で 一 元 管理 
2 陸 。 - 3 の y。 きれ ます 。DOSV.INI は SETUPV と 呼ば れ 
eg 氷 9 PF る カス タマ イジ ング ・ ユ ー テ ィ リ ティ ー を 
9 MM 使っ て 設定 交 更 を 行い ます 。 ヘ ルプ 機 
の 4 ある の で 、 画 面 に 従っ て 姿 更 で きま す 。 
XMS 方 式 を 選択 する に は 、SETUPV コ マ ee - 
> ヤ 形 失 生 1b。 「 ワ ァ ミ 2[ ア クキ スガ SETUPV コ マン ド で は 読み 込む フォ ント の 
ッ ング 夫 行 オォ ン _ R 
e 種類 、 キ ー ボ ー ド の 種類 、 入力 方 法 、 プリ ン 
式 ]」 か ら 、「XMS 方 式 ] を 選択 し ます 。 MPW 才 Man 5 
ドッ ト ・ フ ォ ン ト を 使用 する に は 、 と っ 2 





を の 3 














| 












サポ ー ト する 日 本 語 入力 支 





入力 サブ プシ ステ ム (S$IAS.SYS) が 拡張 さ 
れ 、 す で に 多く の ユー ザー を も つ AX や 
J3100 の キー ボー ド が サポ ー ト され まし た 
これ ら の キー ボー ド が 接続 され た シス テム 
で も か な 漢字 変換 な どの キー ボー ド 入 力 を 
行う こと が で きま す 。SETUPV コ マン ド を 
実行 し 、「 キ ー ボ ー ド 」 を 選択 し て くだ さい 。 





『 ン プン 1 渦 月 ビ 
プリ ンタ ー を 動作 きせ る た め の プ ログ ラ 


ム (プリ ンタ ー・ ド ライ バー) も 拡張 され ま 


F10: 設 定 終了 





し た 。 従来 は 、 組 み 込ん だ プリ ンタ ー・ ド ラ 
イィ バー を 始動 後に 切り 替え られ ませ ん で し 
た 。PC DOS J6.3/V で は シス テム を 再 始動 す 
る こと な く 、 何 回 で も 交換 が 可能 で す ( た だ 
し 、 必 要 な フォ ント が 読み 込ま れ て いな い 
場合 に は 再 始動 が 必要 で す )。 

SETUPV コ マン ド を 実行 し 、「 プ リン 
ター] を 選択 し て くだ さい 。 サポ ー ト され て 
いる プリ ンタ ー は 上 記 の 写真 に し て あり 
ます 。 また 各 LPT ポ ー ト ご と に プリ ンタ ー 
の 指定 が で きま す 。 





進 
化 
す 
る 
D 
〇 
S 
/ 
V 
そ 
の 
最 
新 
機 
能 
は 
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り OS ツ ロ 去 計 径 能 の 友 天 


ファ イル [F] 編集 [E] 
文 入 パ ター ン の 編集 


Enter ESC: 取 消 F1: キ ・M 


英孝 半角 R 


32/48 ド ッ ト ・ ユ ー ザ ー フ ォ ン 
ト の サポ ー ト 


ユー ザー フォ ント ・ ユ ー テ ィ リ ティ ー が 


拡張 され 、32 ド ッ ト 、48 ド ッ ト の プリ ンタ ー 
用 に ユー ザー フォ ント (外字 ) が 作成 で きま 
す 。 これ で 特殊 な 文字 や 会 社 の ロゴ を 作っ 
て 、 プ リン ター に 印字 で きま す ( た だ し 
IBM PS/55 プ リン ター の み )。 また ファ イル 
単位 で の 異な る フォ ント 間 の 一 括 変換 や 、 
文字 パタ ー ン の レー ザー プリ ンタ ー 上 の ヌメ 
モリ ー へ の 読み 込み が で きる よう に な り ま 
し だ 。 

始動 コマ ンド は USRFNT で す 。 








モー ド [M] 自動 編集 [A] 


通常 の 反転 穫 能 


その 4 


終了 IX] ヘル プ [H] 
3 2 フォ ント 編集 中 
1Ny ト Mi 
直 "9 4 
95 区 01 点 


は 


| 
4 本 は 半 人 RW | 
0⑩ を (D 0 


F3: 終 了 F10:5 ッ 





1.2MB フ フォー マット の ディ ス 
ケッ ト を サポ ー ト 

本 固有 の 3.5 イ ンチ 、1.2MB フ ォ ー マ ッ 
ト の ディ スケ ッ ト を 読み 書き する た め の デ 
バイ ス ・ ド ライ バー($FDD12.SYS) が 標準 
で 提供 され ます 。 導 入 時 に 1.2MB デ ィ ス 
ケッ ト の 使用 を 「 は い 」| と 選択 する と 、 こ 
デバ イス ・ ド ライ バー が CONFIG.SYS フ ァ 
イル に 設定 され 、1.2MB の ディ スケ ッ ト が A 
また は B ド ライ ブ と し て アク セス で きま す 。 
1.2MB デ ィ ス ケッ ト を フォ ー マ ッ ト す る に 
は 、 専 用 の FORMAT12 コ マン ド を お 使い 
くだ さい 。 


















ーー 


2 
ア / 


ーー 


ーー 


コ 
り OS を 理 厄 する を た め に 








ディ スク ・ ド ライ ブ と ディ スケ ッ ト の 使い 方 28 
ラフ ァイル の 使い 方 40 
ディ レク トリ ー の 使い 方 48 
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ディ スク ・ ド ライ ブ と ディ スケ ッ ト の 使い 方 





ディ スク と は eo 肝 


ハー ド デ ィ スク と ディ ス eo 肥 
ケッ トド ライ ブ 





コン ピュ ー タ ー に は な 主 記 佐 装置 と する メモ リー の ぼ か に 、 机 助 
記 佐 装置 と し て 使わ れる ディ スク と ディ スケ ッ ト が あり ます 。 
ここ で は これ ら の 主 な 機能 と 使い 方 に つい て 説明 し ます 。 


ディ スク は 、 プ ログ ラム や デー タ を ファ イル と いう 形 で 記録 
する 記憶 装置 で す 。 デ ィ ス ク に 記憶 され た 情報 は メモ リー の 
場合 と は 異な り 、 コ ンピュータ ー の 電源 を 切っ て も 消 減 し ま 
せん 。 デ ィ ス ク 上 の 情報 は 、 カ セッ ト テ ー プ と 同じ よう に 何 度 
も 消去 し た り 、 記 録 し た りす る こと が で きま す 。 こ の よう に 、 
ディ スク は 正しく 扱え ば 繰り 返し 何 回 で も 使用 する こと が で 
きま す 。 メ モリ ー と 同じ く 、 デ ィ ス ク の 容量 は バイ ト と いう 単 
位 で 表し ます 。 


ディ スク ・ ド ライ ブ は 、 デ ィ ス ク に 記録 きれ た 情報 を メモ リー 
上 に 、 あ る い は メモ リー の 情報 を ディ スク に 移動 させ て 使用 
し ます 。 た と を えば 、 コ ンピュータ ー は ディ スク か ら プ ログ ラム 
の 命令 を 読み 取っ て メモ リー に 転送 し 、 処 理 結果 を 安全 に 保 
管 す る た め に ディ スク に 記録 し ます 。 デ ィ ス ク ・ ド ライ ブ に 
は 、「 ハ ー ド ディ スク ・ ド ライ ブ 」 と 「 デ ィ ス ケッ ト ・ ド ライ ブ ]」 の 
2 種類 が あり ます 。 


ディ スケ ッ ト ・ ド ライ ブ 








ディ スク ・ ド ライ ブ と ディ スケ ッ ト の 使い 方 


ハー ド デ ィ スク ・ ド ライ ブ の 特長 


最近 は ハー ド デ ィ ス 
ク ご と 取り は ず し の 
で きる 機種 も 販売 さ 
れ て いま す 。 


ハー ド デ ィ スク ・ ド ライ ブ の 中 に は 、 取 り 外 し の で き な い ディ 
スク が 入っ て いま す 。 ハ ー ド ディ スク ・ ド ライ ブ を 使用 すれ 
ば 、 大 量 の 情報 を 一 箇所 に 保管 する こと が で き 、 大 変 便利 で 
す 。 ハ ー ド ディ スク ・ ド ライ ブ プ は ディ スケ ッ ト ・ ド ライ ブ よ り 
も ずっ と 速く シス テム に 情報 を 転送 し た り 、 シ ステ ム か ら 情 
報 を 読み 取っ た りす る こと が で きま す 。 

通常 ヘ ハードディスク ・ ド ライ ブ は C と いう 文字 が 割り 当て ら 
れ 、 ド ライ ブ C と 呼ば れ ま す 。 


ディ スケ ッ ト ・ ド ライ ブ の 特長 


ディ スケ ッ ト は IBM 
の 商品 名 で す 。 一 般 的 
に は フロ ッ ピ ー・ デ ィ 
スク 、 も し く は フロ ッ 
ピー と 呼ば れ て いま 
す 。 


ディ スケ ッ ト ・ ド ライ ブ に は ディ スケ ッ ト を 入れ て 使用 し ま 
す 。 デ ィ ス ケッ ト は ハー ド デ ィ スク に 較べ て 記憶 容量 は 小さ 
く な り ま す が 、 気 軽 に 持ち 運び が で きる と いう 利点 が あり ま 
す 。 シ ステ ム が ディ スケ ッ ト に 情報 を 記録 し た り 、 デ ィ ス ケッ 
ト か ら 情 報 を 読み 取っ た り し て いる 間 、 ド ライ ブ の ラン プ が 
点灯 し ます 。 

各 デ ィ ス ケッ ト ・ ド ライ ブ に は 、 命 令 や 情報 の 所 在 を シス テム 
に 伝え を られ る よう 、 そ れ ぞ れ の ドラ イブ に 文字 が 1 つ 割 り 当 
て られ ます 。 た と えば 、 通 常 は ディ スケ ッ ト ・ ド ライ ブ に は A 
と いう 文字 が 割り 当て られ 、 ド ライ ブ A と 呼ば れ ま す 。 2 吾 目 
の ディ スケ ッ ト ・ ド ライ ブ は B と な り ま す 。 


ディ スケ ッ ト に は 、$.25 イ ンチ や 3.5 イ ンチ な どの サイ ズ が あ 
り 、 同 じ に サイ ズ で も いろ いろ な 密度 、 容 量 が あり ます 。 密 度 、 容 
量 は 各 デ ィ ス ケッ ト に 表記 され て いま す 。 


し 


人 g 





3.5 イ シン シ チ 5.25 イ ンチ 
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人 ディ スク ・ ド が ライ ブ と ディ スケ ッ ト の 使い 方 





- 人 = 


ディ スケ ッ ト ・ ラ ベル の gg 肥 
使い 方 


書き 込み 禁止 ノッ チ gg 友 


ディ スケ ッ ト の ラベ ル と 取り 扱い 方 法 
ディ スケ ッ ト は 、 ほ こり や 湿気 が ある 所 や 、 テ レビ 、 ス ピー 
カー、 デ ィ ス プレ イ な どの 磁界 が 強い 所 、 高 温 、 低 温 の 所 を 訂 
け て 安全 に 保管 し て くだ さい 。 そ れ ぞ れ の ディ スケ ッ ト に は 
必ず ラベ ル を 貼っ て 、 デ ィ ス ケッ ト の 内 容 が 一 目 で わか る よ 
うに し て お いて くだ さい 。 


5.25 イ ンチ の ディ スケ ッ ト を 使用 する 場合 は 、 ラ ベル を 貼る ま 
え に 内 容 を 記入 し た あと 、 デ ィ ス ケッ ト に 貼っ て くだ さい 。 ラ 
ベル を 貼っ た あと で 鉛筆 や ボー ル ペ ン を 使う と ディ スケ ッ ト 
を 傷つけ る こと が あり ます 。 





ここ に ラベ ル を は る 


ディ スケ ッ ト の 情報 の 保護 

5.25 イ ンチ の ディ スケ ッ ト に は 情報 を 保護 する た め の 書 き 込 
み 禁 止 ノ ッ チ が あり ます 。 書 込 禁止 タブ と 呼ば れる テー プ を 
書 込 禁 止 ノ ッ チ に 貼り 付け る こと に よっ て 、 デ ィ ス ケッ ト に 
記録 され た 情報 は 変更 で き な く な り ま す 。3.5 イ ンチ の ディ ス 
ケッ ト は 書き 込み 禁止 スイ ッ チ を 「 書 込 禁 止 』」 の 側 に スラ イド 
させ ます 。 

書き 込み が 禁止 され た ディ スケ ッ ト に 情報 を 記録 する に は 、 
5.25 イ ンチ ・ デ ィ ス ケッ ト の 場合 は 書 込 禁止 タブ を 取り 外し 、 
3.5 イ ンチ ・ デ ィ ス ケッ ト の 場合 は 『 書 き 込み 可能 』 な 側 に スラ 
イド し ます 。 そ の ディ スケ ッ ト で の 作業 が 終わ っ た ら 、 書 き 込 
み 禁 止 ノ フッ チ を 元 に 戻し て お く こ と を お 勧め し ます 。 








ディ スク ・ ド が だが ラ イブ と ディ スケ ッ ト の 使い 方 





ソフ トウ ェ ア の オリ ジ ナ ル ・ デ ィ ス ケッ ト の よう に 、 デ ィ ス 
ケッ ト に 書き 込み 禁止 ノッ チ が な い 場 合 は 、 そ の ディ スケ ッ 
ト に は 情報 を 書き 込む こと は で きま せん 。 





スイ ッ チ 


五 き は の 計時 幅 t の 〇 ロ 


書き 込み 可 書き 込み 不可 





切り 抜き 
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介 ディ スク ・ ド が だ が ライブ と ディ スケ ッ ト の 使い 方 





=m ョ ディ スケ ッ ト の 挿入 と 取り 出し 方 

次 の 図 は 、5.25 イ ンチ と 3.5 イ ンチ の ディ スケ ッ ト を ディ ス 
ケッ ト ・ ド ライ ブ に 挿入 する 方 法 を 示し た も の で す 。 通 常 、.25 
イン チ の ディ スケ ッ ト ・ ド ライ ブ に は ボタ ン が 付い て いて 、 
ディ スケ ッ ト を 挿入 し た あと 、 そ の ボタ ン を 押し ます 。 そ の 
ディ スケ ッ ト で の 作業 が 終了 し た ら 、 そ の ドラ イブ の ボタ ン 
を 再び 押し て ディ スケ ッ ト を 取り 出し ます 。 

3.5 イ ンチ の ディ スケ ッ ト の 場合 は 、 カ チャ ッ と いう 音 が 開 こ 
える まで ディ スケ ッ ト ・ ド ライ ブ の 中 に 挿入 し ます 。 そ の ディ 
スケ ッ ト で の 作業 が 終了 し た ら 、 ド ライ ブ の 前 面 に ある ボタ 
ン を 押す と ディ スケ ッ ト が 飛び 出す の で 、 簡 単に 取り 出す こ 
と が で きま す 。 


5.25 イ ンチ ・ デ ィ ス ケッ ト ・ ド ライ ブ 






使 有 中 ライ ト 






ロー ドン ノイ ジェ クト ・ ボ タン 








3.5 イ ンチ ・ デ ィ ス ケッ ト ・ ド ライ ブ 


ディ スケ ッ ト ・ イ ジェ クト ・ ボ タン 









































ディ スケ ッ ト 






ディ スク に 情報 を 記録 する た め の 準 備 
一 度 も 使用 し た こと の な い 新しい ディ スク (ハー ド デ ィ スク 
また は ディ スケ ッ ト ) を 使用 する 場合 そこ に 情報 を 記録 で き 
る よう に する た め の 準 備 を し な けれ ば な り ま せん 。 つ まり 、 プ 
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ディ スク ・ ド が だ ライブ と ディ スケ ッ ト の 使い 方 


ログ ラム を 実行 し て 、 デ ィ ス ク を フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) し 、 
DOS が ディ スク 上 に 記録 きれ た 情報 を 探し て 取り 出す こと が 
で きる よう に し ます 。 デ ィ ス ク を フォ ー マ ッ ト す る 際 に は 、 初 
期 化 と 同時 に ディ スク の 欠陥 に 対す る チェ ッ ク と 回 避 も 行わ 
れ ま す 。 


ディ スク の フォ ー マ ッ ト ooz。 ディ スク を フォ ー マ ッ ト す る と き は 注意 が 必要 で す 。 デ ィ ス 
の 注意 ク を フォ ー マ ッ ト す る こと は 初期 化す る こと で すか ら 、 す で 

に ディ スク 上 に 記録 きま れ て いる 情報 は 、 す べ て 消去 され て し 

まい ます 。DOS で ディ スク を フォ ー マ ッ ト す る に は FORMAT 

コマ ンド を 使い ます 。 詳 し く は 5 章 の FORMAT コ マン ド を 参 





照 し て くだ さい 。 


きせ めい t 秋 骨 Rt の の 〇 ロ 


fi 





ディ スン ク の 仕組 み に つ いて 
ディ スク 空間 (ディ ケッ ト ヤ や ハードディスク) は トラ ッ ク と セ 
クタ ー と いう 単位 に 分 か れ て いま す 。 こ れ ら の 管理 は 複雑 で 
す が 、DOS が 自動 的 に 行い ます か ら 心 配 は いり ませ ん 。 た だ 、 
ディ スク 空間 に つい て シス テム が 出す メッ セー ジ を 正しく 理 
解す る た め に 、 概 念 だ け は 知っ て お いて くだ さい 。 


ディ スク 上 で 情報 を 記憶 し た り 検 索 し た りす る 方 法 は 、 レ 
コー ド ・ プ レー ヤー で レコ ー ド を か け て いる 場合 と 仏 て いま 
す 。 情 報 は トラ ッ ク と 呼ば れる 同心 円 に 沿っ て ディ スク 上 に 
記憶 され て いま す 。 デ ィ ス ク ・ ド ライ ブ の 読み 取り と 書き 込み 
ヘッ ド は レコ ー ド ・ プ レー ヤー の 針 に 似 て いて 、 デ ィ ス ク が 回 


園 
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ディ スク ・ ド ライ ブ と ディ スケ ッ ト の 使い 方 





ディ スク の 仕組 み に つ いて 


転 す る た びに 1 つの トラ ッ ク か ら 別 の トラ ッ ク へ 移動 し ます 。 
DOS は ヘッ ド を 移動 する を こと に よっ て 、 デ ィ ス ク 上 の 情報 を 
記憶 し た り 検 索 し た りす る こと が で きま す 。 


1 トラ ッ ク は 、 セ クタ ー と いう 単位 に 分 か れ て いま す 。 セ ク 
ター は DOS が 情報 を 読み 書き する 単位 で す 。 


トラ ッ ク の 中 の 1 セク ター 





トラ ッ ク 





ディ スク の 表面 は 磁性 体 で 、 こ こ に 情報 が 記録 きれ ます 。 デ ィ 
スケ ッ ト の 場合 、 非 常に 薄い 円 盤 状 の 磁性 体 が 、 保 護 用 の プラ 
スチ ッ ク ・ カ バー に 収納 され て いま す 。 ハ ー ド ディ スク の 場合 
は 、 密 封 さ れん た ケー ス に 硬い 円 盤 が 複数 枚 重 ね て 収め られ て 
いま す 。 ハ ー ド ディ スク は 、 シ ステ ム 本 体 に 組み 込ま れる こと 
か ら 、「 固 定 デ ィ ス ク 」 と も 呼ば れ ま す 。 














ディ スン ク の 種類 


ディ スケ ッ ト の 容量 ぅ ぁ と 


<⑤ こ = 


バイ ト 、 キ ロバ イ 
ト 、 メ ガ ・ バ イト 

ファ イル の サイ ズ は 
バイ ト 単 位 で 表 さ れ 
ます 。 1 バイ ト の 領域 
に は 1 文字 の 半角 文 
字 を 記録 する こと が 
で きま す 。1 キロ パイ 
ト は 1024 バ イト で す 。 
本 書 で は 、 キ ロバ イト 
を KB で 表し て いま す 。 


ディ スク ・ だ が ライブ と ディ スケ ッ ト の 使い 方 





ディ スク 上 の 情報 は 、 レ コー ド の 溝 の よ うに 、 い くつ か の ト 
ラッ ク に 分 割 さ きれ て いま す 。 各 トラ ッ ク は 同心 円 状 に 並ん で 
いて 、 一 定 の 大 きき さ の 情報 を 記録 で きま す 。 ハ ー ド ディ スク 
は 、 デ ィ ス ケッ ト よ りゃ 面 数 が 多く 、 各 面 ご と の トラ ッ ク 数 も 
多い た め 、 よ り 多 く の 情 報 を 記録 する こと が で きま す 。 

















ディ スケ ッ ト に は 、 物 理 的 な サイ ズ や 記録 で きる 情報 量 に 
よっ て 、 い くつ か の タイ プ が あり ます 。DOS で 扱う こと が で き 
る 一 般 的 な ディ スケ ッ ト と 、 そ れ ら に 記録 で きる 情報 量 の 一 
覧 を 次 に 示し ます 。 


ディ スケ ッ ト の タイ プ 容量 


5.25 イ ンチ 、 片 面 倍 密 。 160KB 

5.25 イ ンチ 、 片 面 倍 密 。 180KB 

5.25 イ ンチ 、 両 面 / 倍 密 _ 320KB 

5.25 イ ンチ 、 両 面 倍 密 _ 360KB 

5.25 イ ンチ 、 両 面 4 倍 密 1200KB (1.2MB) 
3.5 イ ンチ 、 両 面 倍 密 720KB 

3.5 イ ンチ 、 両面 4 倍 密 1440KB (1.44MB) 
3.5 イ ンチ 、 両 面 高 密 2880KB (2.88MB) 


通常 、 デ イス ケッ ト に は 、 タ イプ を 表す ラベ ル が 付け られ て い 
ます 。 ま た 、DIR コ マン ド や CHKDSK コ マン ド を 使っ て 、 フ ォ ー 
マッ ト さ れ た ディ スク の 記憶 容量 を 確か め る こと も で きま 
す 。 こ れ ら の コマ ンド に つい て は 、5 章 を 参照 し て くだ さい 。 


1 メガ ・ バ イト は 1024KB( 約 100 万 バイ ト ) で す 。 本 書 で は 、 メ ガ が ・ 
バイ ト を MB で 表し て いま す 。 た と えば 、 約 120 万 バイ ト の 情報 
を 記録 で きる ディ スケ ッ ト が あれ ば 、「 こ の ディ スケ ッ ト は 
1.2MB の 容量 が ある 」 と いう こと が で きま す 。 こ れ ら の 単位 に 
は 、 次 の よう な 関係 が あり ます 。 


1.2MB = 1228.8KB = 1.258.291 バイ ト 
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きせ 居民 上 Rt の の 〇 ワ 
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の 
lm 


還 | ディ スク ・ ド ライ ブ と ディ スケ ッ ト の 使い 方 





ディ スケ ッ ト ・ ド ライ ブ の 種類 


スイ ッ チ 

スイ ツチ は 欠 ラ ッ 
シュ (の の 後に 1 つ 以 上 
の 文字 ある い は 数 値 
を 付け た も の で 、 コ マ 


すべ て の ディ スケ ッ ト ・ ド ライ ブ が 、 す べ て の ディ スケ ッ ト に 
対応 し て いる わけ で は あり ませ ん 。 一 般 に 、 デ ィ ス ケッ ト を 特 
定 の ドラ イブ で 読み 書き する と き は 、 デ ィ ス ケッ ト は その ド 
ライ ブ の 容量 で 、 ま た は それ 以下 の 容量 で フォ ー マ ッ ト さ れ 
て いな けれ ば な り ま せん 。 た と えば 、1.2MB の ディ スケ ッ ト に 
対応 する 5.23 イ ンチ 4 倍 審 ディ スク ・ ド ライ ブ が あれ ば 、 
360KB で フォ ー マ ッ ト さ れ た ディ スケ ッ ト を 読み 書き する こ 
と が で きま す 。 反 対 に 、360KB ド ライ ブ で は 、1.2MB デ ィ ス ケッ 
ト は 通常 扱う こと が で きま せん 。 

特定 の ドラ イブ に ディ スケ ッ ト が 対応 し て いる か どう か 不明 
な 場合 は 、 デ ィ ス ケッ ト ・ ド ライ ブ に その ディ スケ ッ ト を 挿入 
し て 、DIR コ マン ド を 実行 し て みて くだ さい 。 ド ライ ブ が その 
ディ スケ ッ ト に 対応 し て いな い 場 合 は 、「 一 般 エ ラー で す 」 と 
いう メッ セー ジ が 表示 され ます 。 

DOS は 、 利 用 し て いる ディ スケ ッ ト ・ ド ライ ブ に 合わ せ て 処理 
を 行い ます が 、 い くつ か の コマ ンド で は 、 ド ライ ブ と ディ ス 


ンド の 用 途 を 変更 す ケッ ト の 容量 が 一 致し な い 場 合 に 、 ス イッ チ を 指定 する 必要 
る た め に 使い ます 。 が あり ます 。 
ソフ トウ ェ ア を 使う 


ソフ トウ ェ ア と は go と 


オン ライ ン 情 報 
コン ピュ ー タ ュ シ ステ 
ム 内 に 記憶 され て い 
て 、 印 刷 物 を 入手 し な 
く て も 表示 、 使 用 で き 
る 情報 。 


ビデ オ ・ デ ッ キ を 買っ て も ビデ オ ・ テ ー プ が な けれ ば 役に立た 
な いよ うに 、 コ ンピュータ ー も ハー ドウ ェ ア だ け で は 動き ま 
せん 。 コ ンピュータ ー を 使う に は 、 必 ず ソ フト ウェ ア が 必要 で す 。 


「 ソ フト ウェ ア 」| と は コン ピュ ー タ ー 上 で 働く プロ グラ ム や プ 
ログ ラム の 実行 を 制御 する 手順 、 ま た オン ライ ン ・ ヘ ルプ 情報 
な どの 集まり で す 。 プ ログ ラム は ユー ザー が キー ボー ド や マ 
ウス を 使っ て コン ピュ ー タ ー に 伝え た 情報 を 翻訳 し 、 コ ン 
ピュ ー タ ー に 仕事 を 実行 させ る 符号 化 さ れ た 一 連 の 命令 で す 。 

ソフ トウ ェ ア と いう と まず 頭 に 浮か ぶ の が 、 ワ ー ド ・ プ ロ セ ッ 
サー、 表 計算 プロ グラ ム 、 通 信 プ ログ ラム 、 そ し て ゲー ム な ど 
で し ょ う 。 こ れ ら 特定 の 目的 (た と えば 表 計 算 ) に 使う ソフ ト 


ディ スク ・ ド だ が ライブ と ディ スケ ッ ト の 使い 方 





オペ レー ティ ング ・oo と 
シス テム と は 


DOS に 慣れ る 


DOS シェ ル に つい て 
は 4 章 に に 詳し い 解 説 
が あり ます 。 


ウェ ア の こと を アプ リケーション ・ ソ フト ウェ ア ( 略 し て アプ 
リケーション ) と いい ます 。 


これ に 対し て 、 ハ ー ド ウェ ア と アプ リケーション の 仲介 役 を 
務め る の が 、 オ ペレ ー テ ィング ・ シ ステ ム で す 。 こ れ も ソ フト 
ウェ ア の 一 種 で す が 、 ア プリ ケー ショ ン と は その 役割 が 異な 
り ま す 。 つ まり 、 オ ペレ ー テ ィング ・ シ ステ ム は コン ピュ ー 
ター を 制御 し た り 、 ソ フト ウェ ア と デー タ の 流れ 、 入 出力 、 表 
示 を 管理 し ます 。 ア プリ ケー ショ ン を 実行 する に は 、 ま ず オ ペ 
レー ティ ング ・ シ ステ ム が 必要 で す 。 


DOS は 、 オ ペレ ー テ ィング ・ シ ステ ム と し て コン ピュ ー タ ー・ 
シス テム の 各部 を 行き 来 する 情報 の 流れ を 管理 し ます 。 ユ ー 
ザー は コマ ンド を 入力 し た り 、 選 択 す る こと に よっ て DOS を 
使い ます 。DOS に は 、 以 下 の 仕事 を 実行 する た め の コ マン ド が 
用 意 き され て いま す 。 


・ ファ イル と ディ レク トリ ー の 管理 

・ ディ スク の 保守 

・ ハー ドウ ェ ア の 割り 当て 

・ メモ リー 利用 の 最適 化 

・ プロ グラ ム の 実行 速度 の 向上 

・ DOS の カス トマ イズ 

DOS の 機能 を 使う に は 、2 つの 方 法 が あり ます 。 一 つ は コマ ン 
ド 行 に コマ ンド を 直接 入力 する 方 法 で 、 も う 一 つ は DOS シ ェ 
ル を 使用 する 方 法 で す 。 


37 


きせ の 民 則 e の 〇 ロ 


fi 
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9 ディ スク ・ ド ライ ブ と ディ スケ ッ ト の 使い 方 





= DOS の コマ ンド 行 を 使う 
DOS の コマ ンド 行 は ユー ザー が コマ ンド を 入力 する 行 で 、「 コ 
マン ド ・ プ ロン プ ト 」 で その 位置 が 示さ れ ま す 。 コ マン ド ・ プ ロ 
ンプ ト は 通常 1 つの ドラ イブ 文字 の 後に \ 記 号 が 続い た も の 、 
また は \ 記 号 と ディ レク トリ ー の 名 前 が 続い た も の で 、 画 面 上 
で 次 の よう に 表 さ れ ま す 。 


A:\> 
C:\> 





C\DOS> 





コマ ンド ・ プ ロン プ ト の ドラ イブ 文字 は 、 現 在 操作 対象 と し て 
いる ドラ イブ (現行 ドラ イブ ) 名 を 示し て いま す 。DOS は 入力 
され た コマ ンド を 処理 する た め に 必要 な 情報 を 、 通 常 現行 ド 
ライ ブ の 中 か ら 探 し ます 。 

DOS に 処理 を 実行 する よう 命令 する に は 、 コ マン ド 行 に コマ 


ファ イル の 削除 ゅ み ンド を 入力 し て 、 (改行 ) を 押し ます 。 た と えば 、 フ ァ 
イル を 削除 する コマ ンド の 場合 は 、 


C:\>del file1.txt 


の よう に 入力 し ます 。 


コマ ンド 行 と コマ ンド に つい て 詳し く は 、5 章 を 参照 し て く 
だ さい 。 


ディ スク ・ ド ライ ブ と ディ スケ ッ ト の 使い 方 





= DO つ S シ ェ ル を 使う 
コマ ンド 行か ら コ マン ド を 入力 する 方 法 以 外 に 、DOS シ ェ ル 
を 使っ て DOS コ マン ド を 実行 きせ る こと が で きま す 。DOS 
シェ ル を 使え ば いい ちい ち コ マン ド を 覚え て いる 必要 が あり 
ませ ん 。 


DOS シ ェ ル を 始動 する と 、 シ ステ ム で 使用 可能 な ドラ イブ や 、 
ディ レク トリ ー や ファ イル の 一 覧 が 見 や すい 形 で 画面 に 表示 
され ます 。 実 行 し た い 機 能 は 、 コ マン ド を 入力 する か わり に 画 
面 の 上 段 に ある 「 メ ニュ ー」 か ら 項 目 を 選択 し ます 。 た と えば 、 
COPY コ マン ド を 入力 する 代わ り に 、 メ ニュ ー か ら 『 複 写 ] を 選 
択 す る 、 と いう 具合 で す 。 た だ し 、DOS シ ェ ル で は 、DOS の すべ 
て の コマ ンド が 実行 で きる わけ で は あり ませ ん 。 コ マン ド に 
よっ て は 、 コ マン ド ・ プ ロン プ ト か ら 直 接 入 力 し な けれ ば な ら 
な いも の も あり ます 。 





生き せ は の 民 骨 の 〇 ワ 


DOS シ ェ ル の 使い 方 に つい て は 、4 章 を 参照 し て くだ さい 。 


$IBMBASE.DCT 93-10-18 
$IBMCNNC.DCT 93-10-18 
3IBMZIPC.DCT 9.216 93-10-18 
$JPNHN12.FNT 93-10-18 
3JPNHN16.FNT ,096 93-10-18 
$JPNHN19.FNT .864 93-10-18 
$JPNHN24.FNT 93-10-18 








メイ ン 
コマ ド ぃ プロ ンプ ト 
英語 モー ド へ 切り 替え 
PC DOS E エディ ター 
Central Point ス ケ ジ ュ ー ラ ー 
Central Point ア ン デ リー ト 
[アディ スク ・ ユ ー テ ィ リ ティ ー ] 




















F10= メ ニュ ー Shift+F9= コ マン ド ・ プロンプト 
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ファ イノ ル の 使い 方 





ファ イル 名 





ご こ で は 、 コ ンピュータ ー の 中 で プロ グラ ム や デー タ を 救う 最 
も 春 本 的 な 単位 、) フ ァイル / に つい て 詳し く 説 明 し ます 。 


コン ピュ ー タ ー は 、 情 報 を ファ イル 単位 で 管理 し ます 。 シ ステ 
ム を 始動 する と 、DOS 自 身 も ファ イル と し て メモ リー に 読み 
込ま れ 、 保 管 き され ます 。 フ ァイル に は いろ いろ な タイ プ が あり 
ます 。 そ れ ぞ れ の ファ イル は 、 独 自 の 名 前 や 位置 (保管 場所 )、 属 
性 (特徴 ) を 持っ て いま す 。 


すべ て の ファ イル に は 「 フ ァイル 名 」 が 付い て いま す 。 フ ァ イ 
ル 名 は 通常 、 次 の よう に 2 つの 部 分 か ら 構 成 さ れ て いま す 。 


Se 
ファ イル の 名 前 ea 


[ファ イル の 名 前 」 と 「 エ クス テン ショ ン 」 の 間 は 、 ピ リオ ド (.) 
で 区 切り ます 。 


旋 = ファ イル の 名 前 
ファ イル の 名 前 を つけ る 際 に は 、 次 の よう な 規則 が あり ます 。 


ファ イル 名 の 付け 方 の oo 誠 ・ ビ ピリ オド の 前 は 最大 8 バイ ト の 長 さ で す 。( 半 角 の 英 数 字 な 


規則 


ら 8 文 字 、 漢 字 や ひら が な な どの 全角 文字 だ け な ら 4 文字 が 
最大 。 README.TXT、 企 画 案 件 .DOC な ど ) 

・ 半 角 の 記号 の うち 、 以 下 の も の は 使え ませ ん 。 
* グ 半日: に まく > | 二 三 5、? 


・ 半 角 ス ペー ス は 使え ませ ん 。 

・ 次 に あげ る 文字 列 は ファ イル 名 で 使え を ませ ん 。 
CLOCK$, CON, AUX, COMn (n が 1 から 4 の も の )、LPTn 
(nm が 1 か ら 3 の も の ) 、NUL, PRN 


ファ イル の 使い 方 





iss エク ステ ンション 


ファ イル 

コン ピュ ー タ の 内 部 
で は ゲロ ログ テム や 
デー タ な どの 個々 の 
まとまり も 1 ジ ァ イ 
ル 」 と いう 単位 で 呼び 
まま go だ (もえ 悦 王 
ド ・ プ ロ セ ッ サ ー で 作 
成 し た 文書 は 、 数 十 
ペー ジ に わた っ て い 
て も 、 一 つの ファ イル 
と し て 扱わ れ ま す 。 


ファ イル の タタ イプ 


ファ イル を 作成 する と き 、 フ ァイル を 識別 する の に 役立つ エ 
クス テン ショ ン を 付け る こと が で きま す ( 付 け な く て も か ま 
いま せん )。 エ クス テン ショ ン は 3 文字 以下 の 文字 で 付け ま 
す 。 使 える 文字 は 、 フ ァイル の 名 前 の 場合 と 同じ で す 。 


DOS で は 、 次 の エク ステ ンション は 特別 な 意味 を 持っ て いま す 。 


EXE、COM プロ グラ ム ・ フ ァイル (SETUP.EXE、 
FORMAT.COM な ど ) 


SYS マウ ス や 拡張 メモ リー な ど ハ ー ド ウェ ア に 関 
する 情報 を 含む ファ イル (デバ イス ・ ド ライ 
バー: $PRN.SYS、ANSI.SYS な ど ) 


BAT DOS が 実行 する コマ ンド の リス ト を 記述 し た 
ファ イル (バッ チ ・ プ ログ ラム ・ フ ァイル : 
AUTOEXEC.BAT な ど ) 


ファ イル を 生成 する ほとん どの プロ グラ ム は 、 エ クス テン 
ショ ン を つけ て デー タ ・ フ ァイル を 生成 し ます 。 プ ログ ラム で 
デー タ ・ フ ァイル の エク ステ ンション が 決め られ て いる 場合 
は 、 指 定 さ れ た エク ステ ンション を 使用 する こと を お 勧め し 
ます 。 


一 口 に ファ イル と いっ て も 、 さ ま ざ ま な 種類 の も の が あり ま 
す 。 こ こ で は 、 そ れ ぞ れ の 種類 の ファ イル が どの よう な 目的 で 
使わ れる の か を 見 て み ま し ょ う 。 


プロ グラ ム ・ ラ ァイル 

プロ グラ ム ・ フ ァイル に は 、 コ ンピュータ ー が 解釈 し 実行 する 
プロ グラ ム が 入っ て いま す 。 プ ログ ラム ・ フ ァイル は 、 通 常 EXE 
また は COM と いう エク ステ ンション に な っ て いま す 。 た と え 
ば 、DOS エ ディ ター は 、EEXE と 呼ば れる ファ イル に 保管 され 
て いま す 。 


41 





D 
O 
S 
を 
理 
解 
Ps 
る 
め 


fr 


42 


ファ イル の 使い 方 





ma デー タ ・ フ ァイル 


ある プロ グラ ム が 、 そ の プロ グラ ム だ け に し か 使用 で き な い 
コー ド を 含む ファ イル を 生成 する こと が あり ます 。 た と えば 、 
ある 表 計 算 ソ フト を 使っ て 作成 し た デー タ ・ フ ァイル は 、 そ の 
プロ グラ ム だ けが 読め る 書式 で 保管 され て いま す 。 


プロ グラ ム は 、 作 成す る ファ イル に 特定 の エク ステ ンション 
を つけ る こと が あり ます 。 





sz 書式 な し の テキ スト ・ フ ァイル 


書式 の な い テ キス ト ・ フ ァイル は 、 テ キス ト (文字 情報 ) だ け を 


含ん で いま す 。DOS を 含む コン ピュ ー タ ー・ プ 


ログ ラム の ほ と 





ん ど は 、 テ キス ト を 表記 する た め シ フト JIS コ ー ド や ASCII コ ー 
ド と 呼ば れる 体系 を 使い ます 。 こ の タイ プ の ファ イル は 、 多 く 


ファ イル の 使い 方 


の 場合 、TXT と いう エク ステ ンション が 付い て いま す 。 テ キス 
ト ・ フ ァイル は TYPE コ マン ド で 中 の 文字 を 見 る こと が で きま す 。 


ws シス テム ・ フ ァイル 
シス テム ・ フ ァイル に は 、 シ ステ ム を 管理 、 操 作 す る た め の 情 
報 が 入っ て いて 、 デ バイ ス ・ ド ライ バー と も 呼ば れ ま す 。 こ れ 
ら の ファ イル の エク ステ ンション は 、 通 常 SYS で す 。 


= ミニ バッ チ ・ プ ログ ラム ・ フ ァイル 
バッ チ ・ プ ログ ラム と は 、 一 連 の DOS の コマ ンド を 含ん だ 書式 
な し の テキ スト ・ フ ァイル で す 。 た と えば 、 あ る プロ グラ ム を 
始動 する た め に 、 い くつ も の コマ ンド を 入力 し な けれ ば な ら 
な い 場 合 あ ら か じ め そ れ ら の コマ ンド を 記述 し た バッ チ ・ プ 
ログ ラム を 作っ て お きま す 。 こ の バッ チ ・ プ ログ ラム を 実行 す 
る と 、 中 に 記述 され た 一 連 の コマ ンド が 実行 され ます 。 
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バッ チ ・ プ ログ ラム は 常に エク ステ ンション が BAT で す 。 


ファ イル の サイ ズ 、 日 付 、 お よび 時 記 
DOS は それ ぞ れ の ファ イル に つい て 、 そ の サイ ズ 、 お よび それ 
が 作成 ある い は 修正 され た 日 付 と 時 刻 を 記録 し て いま す 。 こ 
れ ら の 情報 を 確認 する に は 、DIR コ マン ド を 使い ます 。 た と え 
ば 、DIR コ マン ド に 対す る 応答 と し て 、DOS は 次 の よう な ファ 
イル の 一 覧 情報 を 表示 し ます 。 


ドラ イブ A: の ボリ ュー ム ・ ラ ベル は STARTUP で の 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 1E51-12FB で す 


ディ レク トリ ー は  A:\ 





BACKUP COM 36.880 93-10-30 12:00 
DISKCOPY COM 10.396 93-10-30 12:00 
FORMAT COM 22.876 93-10-30 12:00 
KEYB COM 14.727 93-10-30 1:40 
4 個 84879 バイ ト の ファ イル が あり ます | 
112384 バイ ト が 使用 可能 で す 


ファ イル の 作成 日 時 eg と ファ イル の 名 前 と エク ステ ンション の 次 に 、 フ ァイル の サイ 
ズ が バイ ト 単 位 で 表示 され ます 。 1 バイ ト は 、1 つの 半角 英 数 


| 
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ファ イル の 使い 方 





ファ イル の サイ ズ . 日 付 、 
お よび 時 刻 


DOS J6.3/V か ら は サイ 
ズ の 表示 時 に 、3 行 ご と 
に カン マ (,) が 表示 さ 
れ 、 よ り 見 や すく な り 
ま 化 


ワイ ルド ・ カ ー ド の 


ワイ ルド カー ド は も と 
も と は トラ ンプ の 
ジョ ー カ ー な どの オー 
ル マ イ ティ の カー ド の 
意味 で 、 転 じ て 何 に で 
も 使え る 文字 の こと を 
意味 し ます 。 


字 を 保管 する た め に 使用 さき れる 大 きる さ です 。 フ ァイル ・ サ イズ 
は 、 ど の くら い の デ ィ ス ク 容 量 が その ファ イル に よっ て 古 有 
され る か を 示し ます 。 


ファ イル ・ サ イズ の 右側 に は 、 そ の ファ イル が 作成 され た 、 ま 
た は 最後 に 変更 され た 日 付 と 時 刻 が 表示 され ます 。 日 付 と 時 
刻 は ファ イル の 内 容 が 変更 され た と き に 限り 更新 され ます 。 
日 付 と 時 刻 は ファ イル を 複写 し た り 、 フ ァイル 名 を 変更 し て 
も 更新 され ませ ん 。 


ファ イル の サイ ズ や 、 日 付 と 時 刻 の 情報 は ファ イル を 比較 す 
る の に 役立ち ます 。 た と えば 、 異 な る ファ イル 名 の 2 つの ファ 
イル が 、 同 じ 内 容 か どう か を 知り た いび 場合 が あり ます 。 こ の 2 
つの ファ イル が 同じ か どう か 決定 する 1 つの 方 法 は 、 そ れ ら 
の サイ ズ 、 日 付 、 お よび 時 刻 を 調べ る こと で す 。2 つの ファ イ 
ル の サイ ズ と 日 付 お よび 時 刻 が 同じ で あれ ば 、 そ れ ら の 内 容 
が 同じ 可能 性 が あり ます 。2 つの ファ イル が 同じ で ある こと を 
確認 する に は 、FC ま た は COMP コ マン ド を 使用 し て くだ さい 。 
ファ イル を バッ クア ッ プ し て いる 場合 は 、 別 の ディ スク また 
は ディ レク トリ ー に 同じ ファ イル 名 の ファ イル が 複数 存在 す 
る こと が あり ます 。 フ ァイル の 日 付 を 比べ る こと に よっ て ど 
の ファ イル が 最も 新しい か 確認 する こと が で きま す 。 


使い 方 

ファ イル を 指定 する と き に 、 半 角 文 字 の アス タリ スク (*) ま 
た は 疑問 符 ( ? ) を 使う と 、 複 数 の ファ イル を 一 度 に 扱う こと が 
で きま す 。 こ れ ら の 文字 を ワイ ルド カー ド ( グ ロー バル ・ フ ァ 
イル 文字 ) と いい ます 。 


ワイ ルド カー ド に は 以下 の 2 種類 が あり ます 。 
※ 語 全体 ある い は 一 連 の 文字 の 代わ り と な り ま す 。 
? 1 つの 文字 の 代わ り と な り ま す 。 


ファ イル の 使い 方 


ーー コーデ ニュ ネ デ テテ ーー ナー っ ニ ーーー ニッ モー ニー ーーー ニー テニ ニー ニニ チー ニー ニー ニー テニ ーー ミー ニコ マーー ャ ーー テテ ar ーー1 


= 複数 の ファ イル を 指定 する ワイ ルド カー ド 
の 使用 
アス タリ スク (※*) 
ドラ イブ A の ディ スケ ッ ト に 、 い ろ い ろ な DOS の コマ ンド ・ 
ファ イル が 入っ て いる と し ます 。 エ クス テン ショ ン COM の す 
べ て の ファ イル を 確認 する た め 、 次 の よう に DIR コ マン ド を 使 
用 し ます 。(/W ス イッ チ を 付け る と 、 フ ァイル 名 だ けが 表示 さ 
れ ま す )。 


C:\>dir a:※.com /W 


これ に よっ て 、 エ クス テン ショ ン COM の プロ グラ ム ・ フ ァイル 
だ けが 表示 され ます 。 





ドラ イブ A: の ボリ ュー ム ・ ラ ベル は STARTUP Cr 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 1E51-12FB で す 
ディ レク トリ ー は  A:\ 


COMMAND.COM DISKCOPY.COM FORMAT.COM KEYB.COM MODE.COM 
SYS. COM 





6 個 197.439 バイ ト の ファ イル が あり ます 
77.824 バイ ト が 使用 可能 で す 
ドラ イブ A の ディ スク 上 で 、 文 字 C で 始ま る ファ イル 名 を 確 
認 す る た め に は 、 次 の よう に 入力 し ます 。 


C:\>dir aiC ネ ※.*※/W 


これ に よっ て 、C で 始ま る 名 前 の ファ イル が 次 の よう に 表示 
され ます 。 





ドラ イブ A: の ボリ ュー ム ・ ラ ベル は STARTUP HG 


ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 1E51-12FB で す 
ディ レク トリ ー は Ai\ 





COMMAND.COM CONFIG.SYS COUNTRY.SYS 
3 個 50.459 バイ ト の ファ イル が あり ます 
77、824 バイ ト が 使用 可能 で す 


| 名 
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きせ の t 筑 貼 Gt の O 〇 ワ 


fi 
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ファ イル の 使い 方 





複数 の ファ イル を 指定 す 
る ワイ ルド カー ド の 使用 


ワイ ルド カー ド * を 使っ て ファ イル を 削除 する 際 に は 注意 が 
必要 で す 。 た と えば 、MYTES.TXT と MYSALE.TXT と いう 2 つ 
の ファ イル が ある 場合 、MYTES.TXT だ け を 削除 する つも り で 
次 の よう に 入力 する と 、 両 方 の ファ イル が 削除 され て し まい 
本 滅 。 


C:\>del my *.txt 


疑問 符 (? ) 

名 前 ある い は エク ステ ンション の 一 部 分 、 ま た は すべ て の 文 
字 の 代わ り と な る ワイ ルド カー ド * と 異な り 、 ワ イル ドカ ー 
F ド ? は 1 つの 文字 の 代わ り と な り ま す 。 








た と えば 、3 文字 以下 の 名 前 の ファ イル を 表示 する に は 次 の 
よう に 入力 し で て 《 だ さい 。 


C:\>dir a:222.※ ネ /W 


名 前 や エク ステ ンション に か か わら ず 、DOS は 次 の よう に 3 
文字 以下 の 名 前 の ファ イル を 表示 し ます 。 


ドラ イブ A: の ボリ ュー ム ・ ラ ベル は STARTUP で すず 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 1E51-12FB で す 


ディ レク トリ ー は  A:\ 





SYS.COM EGA.CPI FC.BE 
3 個 71.227 バイ ト の ファ イル が あり ます 
77.824 バイ ト が 使用 可能 で す 


ワイ ルド カー ド で ファ イル 名 と 一 致 さ せる 


1 つの ファ イル ある い は 一 連 の ファ イル を 、 も う 一 方 の ファ イ 
ル と 一 致 き さき せる た め に 、 ワ イル ドカ ー ド を 使用 する こと が で 
きま す 。 

た と えば 、 ド ライ ブ A の ディ スケ ッ ト 上 に ある エク ステ ン 
ショ ン BAT の 付い た すべ て の ファ イル を 、 エ クス テン ショ ン 


ファ イル の 使い 方 


"ーー で aa の ニー デニー ビー キャー 


BAK の 付い た ファ イル に 変更 する に は 、 次 の よう に REN 
(RENAME) コ マン ド を 使い ます 。 


C:\>ren a:* ま .bat *.bak 


する と 、 た と えば ABC.BAT は ABC.BAK に 、100.BAT は 
100.BAK に 変更 され ます 。 


最初 と 2 番目 の ワイ ルド カー ド は 、 異 な る 意味 が あり ます 。 つ 
まり 、 最 初 の アス タリ スク (*) は 、 エ クス テン ショ ン が BAT の 
すべ て の ファ イル を 見 つけ だ す た め に 使用 きれ ます 。2 番目 
の アス タリ スク (* ネ ) は 、 そ れ ぞ れ 元 の ファ イル 名 と 同じ 名 前 
に 変更 する の に 使わ れ ま す 。 








それ で は 次 の コマ ンド は どの よう な 意味 に な る で し ょ うか 。 


C:\>copy af*.bat D:*※.bak 


これ は 、 ド ライ ブ A の ディ スケ ッ ト 上 に ある ファ イル の うち 、 
名 前 が F で 始ま り エ クス テン ショ ン が BAT の すべ て の ファ イ 
ル を 、 エ クス テン ショ ン だ け を BAK に 変更 し て 、 ド ライ ブ B の 
ディ スケ ッ ト に 複写 する こと を 表し ます 。 





きせ の 民 則 の 〇 ロ 


ff 
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ディ レク トワ リー の 病 い 方 





ディ レク トリ ー は 、 わ た し た ちか が オ ナオ フィス の ファ イル ・ キ ャ ビ 
ネッ ト に し まう フォ ル ダ ー の よう な も の で す 。 フ ォ ル ダー は な 、 
オフ ィ ス に ある 書類 を 用 送別 、 種 類 多 に 分 類 、 刺 理 する の に 疫 
立ち ます 。 デ ィ ス ク の 中 の ファ イル を 分 類 し て 、/ デ ィ レ クト 
リー リ ご と に な れ ば 、 フ ァイル の 管理 が ずっ と 楽に な り ま す 。 





ファ イル ・ キ ャ ビ ネ ッ ト の フォ ル ダ ー が 一 杯 に な っ て ご ちゃ 
ご ちゃ し て きた ら 、 そ れ を さら に 分 類 し て 整理 し ます 。 同 じ よ 
うに 、 デ ィ レ クト リー の 内 容 が 多く な りす ぎ た 場 合 は 、 さ ら に 
それ を 「 サ ブ デ ィ レ クト リー]」 に 分 け て 整理 し ます 。 


ディ レク トリ ー ご と に ファ イル を 整理 する 
ディ スク に は 、( デ ィ ス ク の 容量 や ファ イル の 大 き さ に も より 
ます が ) 数 百 か ら 数 千 の ファ イル を 保管 する こと が で きま す 。 
ファ イル の 数 が 多けれ ば 多い ほど 、 目 的 の ファ イル を 見 つけ 
る こと は 難し く な り ま す 。 


目的 の ファ イル を 簡単 に 見 つけ られ る よう に 、 ま た 、 フ ァイル 
を 効率 的 に 管理 する た め に 、DOS の コマ ンド を 使っ て ファ イ 
ル を 用 途 別 や 種類 別に 分 類 し て 保管 する こと が で きま す 。 分 類 
し た ファ イル は 「 デ ィ レ クト リー」 と いう 登録 等 で 管理 し ます 。 


と えば 、 

会 議 の 議事 録 

月 次 の 経費 報告 書 

週間 状況 報告 書 

と いう 3 種類 の ファ イル が ある と し ます 。 こ の よう な 場合 、 
MD(Make Directory) コ マン ド を 使っ て 、 


MEETING 
EXPENSE 
STATUS 
と いう 3 つの ディ レク トリ ー を 作り ます 。 そ の あと 会 議 の 議 
事 録 ファ イル を MEETING デ ィ レ クト リー に 、 経 費 の ファ イル 


ディ レク トリ ー の 使い 方 
ーー デー ニー ニュ ーーー シー 


を EXPENSE デ ィ レ クト リー に . 状 況 報告 ファ イル を STATUS 
ディ レク トリ ー に それ ぞ れ 保存 し 管理 する こと が で きま す 。 


ディ レク トリ ー は 登録 等 と いう 意味 で 、 フ ァイル の 名 前 、 大 き 
さ 、 作 成 日 時 な どの 情報 を 記録 し て いま す 。 た と えば 、 コ マン 
ド 行 に DIR コ マン ド を 入力 する と 、 現 行 ( カ レン ト ) デ ィ レ クト 
リー( そ の 時 点 で 対象 と な っ て いる ディ レク トリ ー) に 登録 き 
れ て いる ファ イル と その 情報 が 表示 され ます 。 





n き は の 居民 幅 上 の 〇 ワ 








ドラ イブ C: に は ボリ ュー ム ・ ラ ベル が あり ませ ん 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 0947-180B8 で す 


ディ レク トリ ー は C:DIR1 





FILE1 10.386 93-05-30 10:13 
FILE2 TXT 1.613 93-07-07 11:27 
FILE3 DAT 31 93-12-01 13:15 
DIR3 IE 93-10-24 10:10 
FILE4 2.288 93-04-30 09:08 


IE 93-10-10 10:35 
①IR 93-10-10 10:35 

7 個 141.312 バ イト の ファ イル が あり ます 
25.094、144 バイ ト が 使用 可能 で す 


ディ レク トリ ー は 必要 に 応じ て いく つ で も 作る こと が で きま 
す 。 ま た 、 た くさ ん の ファ イル を 整理 し や すい よう に 、 デ ィ レ 
クト リー は 階層 構造 に する こと が で きま す 。 こ れ が 「 サ ブ デ ィ 
レク トリ ー」 の 考え 方 で す 。 
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居り 2 ディ レク トリ ー の 使い 方 


ディ レク トリ ー を 理解 する 

ハー ド デ ィ スク を 使用 する 場合 ファ イル を 整理 する た め 
ディ レク トリ ー は きわ め て 重要 で す 。 デ ィ ス ケッ ト だ け を 使 
用 する 場合 は 、 デ ィ ス ケッ ト を 分 け て 使う こと で ファ イル を 
整理 し 、 保 存する こと が で きま す 。 し か し 、 ハ ー ド ディ スク の 
場合 は 、 よ り 簡 単に ファ イル を 見 つけ られ る よう に ファ イル 
を 種類 別に 整理 する 必要 が あり ます 。 こ の た め に ディ レク ト 
リー が あり ます 。 





mg ディレクト リー・ ツ リー 
それ ぞ れ の ディ スク に は 、 最 低 1 つの ディ レク トリ ー が あり 
ます 。 デ ィ ス ケッ ト や ハー ド デ ィ スク を フォ ー マ ッ ト す る と 、 


(の つ モ ーー 必ず 1 つの ディ レク トリ ー が 作成 され ます 。 こ れ を 「 ル ー ト ・ 
ディ レク トリ ー]」 と 呼び ます 。 す べ て の ファ イル や ディ レク ト 


厳密 に 言う と 、 ル ー 

ト ・ デ ィ レ クト リー 以 リー は 、 こ の ルー ト ・ デ ィ レ クト リー の 下 に 作成 され ます 。 
2008v が ワダ イル ファ イル を 整理 する た め に 、 ル ー ト ・ デ ィ レ クト リー の 中 に 複数 
hrPSN [サブ ディ レク トリ ー」 を 作る こと が で きま す 。 た と えば 、 あ る 
ああ 司る あす oe の 「 サ ブ デ ィ リー」 を 作る こと が で s た と えば 、 

を ディ レク トリ ー と サ プ デ ィ レ クト リー に 表 計 算 の ファ イル を 入れ 、 別 の サブ ディ レ 
呼ん で いま す 。 こ の 呼 クト リー に 文書 ファ イル を 入れ る こと が で きま す 。 


び 方 は 2 つの ディ レ 


クト リー の 関係 を 明 ディ レク トリ ー と サブ プ デ ィ レ クト リー の 関係 は 、 デ ィ レ クト 





示す る と きだ け 使 い リー・ ツ リー と 呼ば れる よう に 、 木 の 枝 の 構造 を し て いま す 。 こ れ 
家 が お は 、TREE コ マン ド を 使っ て 視覚 的 に 確か め る こと が で きま す 。 
A:\>tree 









ボリ ュー ム DOS6 の ディ レク トリ ー・ パ ス ・ リ スト 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 373E-17D0 で す 


A: 

に 
DOC 

サブ ディ レク トリ ー の 中 に さら に サブ ディ レク トリ ー を 作っ 


て ファ イル を 整理 する こと が で きま す 。 た と えば 、 作 図 プ ログ 
ラム を 仕事 、 学 校 、 そ し て 個人 的 な プロ ジェ クト に 使用 し て い 





ディ レク トリ ー の 使い 方 





る と し まし ょ う 。 フ ァイル を 整理 し て 保存 する た め 、 作 図 プ ロ 
グラ ム が 入っ て いる ディ レク トリ ー(ART) に 3 つの サブ ディ 
レク トリ ー(WORK、HOME、SCHOOL) を 作る と 、 こ の ディ レク 
トリ ー の 構造 は 次 の よう に な り ま す 。 





C:\>tree | 















ボリ ュー ム DOS65 の ディ レク トリ ー・ パ ス ・ リ スト 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 157A-6C23 で す 

CE 

ーーー DOS 

ーーー AHT 

ーー WORK 

ーー HOME 

ーー SCHOOL 











きせ の 居 午 旧 Rt の 〇 ロ 


ディ スク に は 容量 を 超え な い 限 り 、 い くら で も ファ イル と に 
ディ レク トリ ー を 追加 する こと が で きま す 。 た だ し 、 ル ー ト ・ 

ディ レク トリ ー に 作成 で きる ファ イル と ディ レク トリ ー の 数 

に は 制限 が あり ます 。 た と えば 、 ハ ー ド ディ スク の 場合 512 個 、 
1.44MB デ ィ ス ケッ ト の 場合 224 個 で す 。 ま た 、1 つの ディ レク 

トリ ー に お よそ 130 個 以上 の ファ イル と サブ ディ レク トリ ー 

が ある と 、 実 行 速度 が 低下 し ます 。 


ディ レク トリ ー の 名 前 

\\ 記 号 で 表 さ れる ルー ト ・ デ ィ レ クト リー を 除い て 、 デ ィ レ ク 
トリ ー は それ ぞ れ 名 前 が あり ます 。 ま た 、 デ ィ レ クト リー に は 
エク ステ ンション を 付け る こと も で きま す 。 デ ィ レ クト リー 
の 名 前 と エク ステ ンション を 付け る と き は 、 以 下 の 規 則 に 
従っ て くだ さい 。 


ディ レク トリ ー 和 名 の 付け 方 の 規則 

・ ピ リオ ド の 前 は 最大 8 バイト の 長 さ で す 。( 半 角 の 英 数 字 な ら 
8 文字 、 漢 字 や ひら が な な どの 全角 文字 だ け な ら 4 文字 が 最大 ) 

・ デ ィ レ クト リー の 名 前 の 後ろ ク に ビリ オド (.) を つけ 、 そ の 後に 
半角 3 文字 以内 の エク ステ ンション を 付け る こと が で きま す 。 


| 
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2 ディ レク トリ ー の 使い 方 





ディ レク トリ ー の 名 前 





・ 半 角 の 記号 の うち 、 以 下 の も の は 使え ませ ん 


ッ グ 壮 []:* ネ く > | 二 =:、? 





8 半角 ズ ベッ ペー ス は 使用 で き 束 せん 。 
・1 つ の ディ レク トリ ー の 中 で は 同じ 名 前 の 2 つの サ プ デ ィ レ 


クト リー を 作る こと は で きま せん 。 た と えば 、WORK デ ィ レ 
クト リー は 、FILES と いう 名 前 の 2 つの サブ プ デ ィ レ クト リー 
を 作る こと は で きま せん 。 し か し 、 異 な る ディ レク トリ ー の 
サブ ディ レク トリ ー で は 、 同 じ 名 前 を 使用 する こと が で きま 
す 。 た と えば 、HOME デ ィ レ クト リー と SCHOOL デ ィ レ クト 
リー の どちら に も 、FILES と いう 名 前 の サブ デ ィ レ クト リー 


つ 
を 作る こと が で きま す 





ディ レク トリ ー の 使い 方 





現行 ディ レク トリ ー は 、 そ の 名 前 また は ピリ オド (.) に よっ て 
参照 する こと が で きま す 。 現 行 デ イィ レク トリ ー の 親 デ ィ レ ク 
トリ ー は 、 そ の 名 前 か 2 つの ピリ オド (..) に よっ て 参照 する こ 
と が で きま す 。 デ ィ レ クト リー( ル ー ト ・ デ ィ レ クト リー 以外 ) 
に ある ファ イル と ディ レク トリ ー を 確認 する た め 、DIR コ マン 
ド を 使用 する と き 、 現 行 デ ィ レ クト リー と 親 デ ィ レ クト リー 
を 表す これ ら の 記号 (. と. .) が ファ イル 一 覧 に 表示 され ます 。 


ノ パパ ス 

シス テム 内 に は 、 同 じ フ ァイル 名 を 持つ ファ イル が 、 複 数 存在 
する こと が よく あり ます 。 こ の よう な と き に 、 シ ステ ム 内 で 、 
ある ファ イル を 特定 する た め に 、「 パ ス 」 を 指定 し ます 。 パ ス は 
ディ レク トリ ー・ ツ リー 内 部 の ファ イル の 位置 を 表し ます 。 





つま り 、 パ ス は 、 あ る ファ イル に 到達 する た め 、 ル ー ト ・ デ ィ レ 
クト リー か ら た どら な けれ ば な ら な い 道 筋 と いえ る で し ょ 
う 。 た と えば 、 ド ライ ブ C に は 次 の よう な ディ レク トリ ー・ ツ 
リー が ある と し ます 。 


きせ は の t 民 帆 の OO ロ 


fi 








ボリ ュー ム DOS6 の ディ レク トリ ー・ パ ス ・ リ スト 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 157A-6C23 で す 


C: 
DOS 
WORK 
HOME 
SCHOOL 


HOME デ ィ レ クト リー の 中 の ファ イル に 到達 する に は 、 次 の 
ディ レク トリ ー を た どら な けれ ば な り ま せん 。 つ まり 、 ル ー ト 
(\)、ART、 お よび HOME で す 。 こ の パス は 次 の よう に 表し ます 。 


C:\ART\HOME 


| 
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7 ディ レク トリ ー の 使い 方 


パス これ は 、HOME デ ィ レ クト リー の パス で す 。2 つ の \ 記 号 の う 
ち 最 初 の 記号 は ルー ト ・ デ ィ レ クト リー を 表わし 、2 番 目 の 
も の は ディ レク トリ ー と ディ レク トリ ー の 間 を 区 切る た め の 
も の で す 。 た と えば 、HOME デ ィ レ クト リー に ある FIG1.MSP 
ファ イル の パス を 指定 する に は 、 次 の よう に パス に も う 1 つ 
\ 記 号 と ファ イル 名 を 追加 し ます 。 


C\ART\HOME\FIG1.MSP 


この よう に 指定 する こと に よっ て 、 他 の ドラ イブ や ディ レク 
トリ ー に ある FIG1.MSP フ ァイル と 、 は っ きり 区 別 す る こと が 
で きま ず 。 








パス 入力 の 制限 ゅ ぁみ パス は ドラ イブ 文字 と コロ ン (:) を 含め て 66 文 字 ま で 認識 され 
ます 。 


mm 現行 (カレ ント ) ド ライ ブ 
現行 ドラ イブ と は 、 現 在 操作 対象 と な っ て いる ドラ イブ の こ 
と で す 。 現 行 ド ライ ブ の 文字 は 、 通 常 コ マン ド ・ プ ロン プ ト の 
一 部 と し て 表示 きれ ます 。 


A:\> 


コマ ンド を 入力 する 際 に 、 対 象 の ファ イル また は ディ レク ト 
リー が 現行 ドラ イブ に ある 場合 は 、 現 行 ド ライ ブ の 文字 を 入 
力 す る 必要 は あり ませ ん 。 た と えば 、A が 現行 ドラ イブ の 場 
合 、 次 の よう に 入力 する こと に よっ て 、A:\ART\FIG1.MSP と 
いう ファ イル を 削除 する こと が で きま す 。 


A:\>del \art\fig1.msp 


ディ レク トリ ー の 使い 方 





ドラ イブ の 変更 方 法 っ 。 ヶ 現行 ドラ イブ を 変更 する に は 、 変 更 先 の ドラ イブ 文字 の 後に 
コロ ン (:) を 入力 し 、 は で Emier』 (改行 ) を 押し て くだ さい 。 


A:\>C: 


する と 現行 ドラ イブ が 変更 され ます 。 








C:\> 





mm 現行 (カレ ント ) デ ィ レ クト リー 
現在 作業 中 の ディ レク トリ ー が 、 そ の ドラ イブ の 現行 ディ レ 
クト リー で す 。 
ファ イル に つい て な ん ら か の 操作 を 行う 場合 その ファ イル が 
現行 ディ レク トリ ー に 存在 する と き は 、 現 行 ディ レク トリ ー の 
パス を 入力 する 必要 は あり ませ ん 。 た と えば 、C が 現行 ドラ イ 
プ ブ で 、\ART\YHOME が 現行 ディ レク トリ ー で ある 場合 、 次 の コ 
マン ド を 入力 する こと に よっ て 、C:\ART\HOME\FIG1.MSP 
と いう ファ イル を 削除 する こと が で きま す 。 


del fig1.msp 


2 台 の ドラ イブ で 作業 を 行う 場合 それ ぞ れ の ドラ イブ ご と に 
現行 ディ レク トリ ー が あり ます 。 た と えば 、C が 現行 ドラ イブ 
で \ART\YHOME が 現行 ディ レク トリ ー で ある と し まし ょ う 。 
ドラ イブ A の ディ スケ ッ ト に つい て は 、\FIGS が 現行 ディ レク 
トリ ー で ある と し ます 。 次 の コマ ンド を 入力 し て 、FIG2.MSP 
ファ イル を A:\FIGS か ら C:\ART\HOME に コピ ー す る こと が 
で きま す 。 


CODpy aifig.msD C: 


つま り コ マン ド で 明示 的 に パス を 指定 し な い 限り 、 指 定 する 
ファ イル は それ ぞ れ の ドラ イブ の 現行 ディ レク トリ ー に 存在 


| 


きせ の 民 画 の 〇 ロ 


fi 
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二 ディ レク トリ ー の 使い 方 





現行 (カレ ント ) デ ィ レ ク 
トリ ー 


フル パス 指定 と 相対 パス ss 大 
指定 


する も の と 見 な され ます 。 シ ステ ム を 始動 し た と き 、 そ れ ぞ れ 
の ドラ イブ の 現行 ディ レク トリ ー は 、 各 ドラ イブ の ルー ト ・ 
ディ レク トリ ー と な り ま す 。 デ ィ ス ケッ ト ・ ド ライ ブ の 現行 
ディ レク トリ ー は ディ スケ ッ ト を 交換 する と ルー ト ・ デ ィ レ 
クト リー に 変更 され ます 。 

現行 ディ レク トリ ー で な い デ ィ レ クト リー の ファ イル を 操作 
する に は 、 次 の よう な 2 つの 方 法 が あり ます 。 


・ コ マン ド 入 力 の 際 に 対象 と な る ファ イル が 存在 する ディ レ 
クト リー の パス を 入力 する 

・CD コ マン ド を 使用 し て 、 現 行 デ ィ レ クト リー を 変更 し て か 
ら コ マン ド を 入力 する 。 
(CD コマ ンド 下 は に つい て は 、5 章 を 参照 し て くだ さい 。) 


現行 ディ レク トリ ー に な い プ ログ ラム ・ フ ァイル を 使用 する 
場合 は 、、PATH コ マン ド で 他 の ディ レク トリ ー の パス を 指定 し 
て お く と 便利 で す 。 

ディ レク トリ ー を パス で 指定 する 場合 、 現 行 デ ィ レ クト リー 
以外 の 部 分 を パス に 指定 する だ け で 十分 で す 。 た と えば 、 現 行 
ディ レク トリ ー が \ART で ある 場合 、 次 の よう に 入力 する こと 
で 、\ART\YHOME\FIG1.MSP フ ァイル を 削除 する こと が で き 
ます 。 


del home\fig1.msp 


上 の 例 で は 、 削 除 し た い フ ァイル が 現行 ディ レク トリ ー の サ 
プ ブ デ ィ レ クト リー に ある の で 、 完 全 な パス を 入力 する 必要 が 
な いわ け で す 。 フ ァイル が 現行 ディ レク トリ ー の サブ プ デ ィ レ 
クト リー に な い 場 合 、 次 の よう に その パス の 全体 を 入力 する 
か 、 ま た は 現行 ディ レク トリ ー に 対す る 相対 的 な パス を 指定 
し な けれ ば な り ま せん 。 現 行 デ ィ レ クト リー が \ART で ある 場 
合 、\TEXT\REPORTS\STOCK.TXT を 削除 する に は 、 次 の ど ち 


ディ レク トリ ー の 使い 方 





ら か の コマ ンド を 入力 し ます 。 


del \text\reports\stock.txt 


また は 


del .…\text\reports\stock.txt 


この 2 番目 の 例 で は 、2 つの ピリ オド (..) は 現行 ディ レク ト 
リー の 親 デ ィ レ クト リー を 表し ます 。 こ の 場合 、ART の 親 デ ィ 
レク トリ ー は ルー ト ・ デ ィ レ クト リー で あり 、TEXT は ルー ト ・ 
ディ レク トリ ー の サブ ディ レク トリ ー で す 。 








記 コマ ンド ・ プ ロン プ ト の 変更 
PROMPT コ マン ド を 使用 し て 、 コ マン ド ・ プ ロン プ ト の 表示 方 
法 を 変更 する こと が で きま す 。 特 に 指定 し な い 限 り 、DOS は 、 
現行 ドラ イプ 、 デ ィ レ クト リー と 不 等 号 (>) を コマ ンド ・ プ ロ 
ンプ ト と し て 表示 し ます 。 た と えば 、 次 の プロ ンプ ト は 、 現 行 
ドラ イブ が C で ディ レク トリ ー が DOS で ある こと を 示し ます 。 


PROMPT コ マン ド と その パラ メー ター を 使用 する こと に よ 
り 、 コ マン ド ・ プ ロン プ ト の 表示 を 変更 する こと が で きま す 。 
た と えば 、 コ マン ド ・ プ ロン プ ト と し て 現行 ドラ イプ の み を 表 
示さ せ た い 場合 が あり ます 。 次 の コマ ンド は 、 現 行 ド ライ ブ の 
ドラ イブ 文字 と 不 等 号 (>) を 示す コマ ンド ・ プ ロン プ ト を 作 
成 し ます 。 


prompt $n$p 


する と 、 現 行 デ ィ レ クト リー が C:\PBRUSH で あれ ば 、 次 の プロ 
ンプ ト が 表示 され ます 。 


きせ の 慎 措 上 の 〇 ロ 


f 





| 
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7 ディ レク トリ ー の 使い 方 





コマ ンド ・ プ ロン プ ト の 
変更 








本 


さら に 上 記 の プロ ンプ ト を 不 等 号 (>) の み に す る に は 、 次 の 
よう に 入力 し ます 。 


prompt $q 


DOS の 初期 設定 に も ち どす に は prompt $psg を 入力 し ます 。DOS 
は 次 の プロ ンプ ト を 表示 し ます 。 


C:\PBRUSH> 


AUTOEXEC.BAT に PROMPT コ マン ド を 追加 する こと に よっ 
て 、 シ ステ ム が 起動 する た びに 適当 な シス テム ・ プ ロン プ ト が 
表示 され る よう に する こと が で きま す 。 





ディ レク トリ ー の 作成 


ディ レク トリ ー を 作る に は 、MD(MKDIR) コ マン ド を 使い ま 
す 。 た と えば 、\TEXT\SMP デ ィ レ クト リー が 現行 ディ レク ト 
リー で ある と し ます 。 次 の よう に 入力 すれ ば 、 現 行 ディ レク ト 
リー の 下 に DATA と 呼ば れる 新しい サブ ディ レク トリ ー が 作 
成 さ れ ま す 。 


新しい ディ レク トリ ー が 現行 ディ レク トリ ー の サブ ディ レク 
トリ ー で あれ ば 、 上 記 の 例 の よう に パス の 新しい 部 分 だ け を 
入力 し ます 。 


互い に 関連 し た ファ イル (ある プロ グラ ム で 使用 する いく つ 
か の 専用 ファ イル 、 あ る い は 特定 の プロ ジェ クト の ファ イル 
な ど ) を 、 そ れ ぞ れ の 固有 の ディ レク トリ ー に 保管 し た い 場 合 
が あり ます 。 デ ィ レ クト リー を 作る に は 、MD(MKDIR) コ マン 
ド を 使い ます 。 た と えば 、 現 行 デ ィ レ クト リー が ルー ト (\) で 


ディ レク トリ ー の 使い 方 





ある と し ます 。REPORTS と 呼ば れる サブ ディ レク トリ ー を 作 
る に は 、 次 の よう に 入力 し ます 。 





md reports 


「 


この 場合 MD また は 省略 形 で な い MKDIR の どちら で も 使用 
で きま す 。 


特に 指定 し な い 限 り 、MD コ マン ド は 現行 ディ レク トリ ー に サ 
プ デ ィ レ クト リー を 作り ます 。 た と えば 、 現 行 デ ア ィ レク トリ ー 
が \WORK で あれ ば 、\WORK\HOME と 呼ば れる ディ レク ト 
リー を 作る に は 、 次 の よう に 入力 し ます 。 


きせ 居民 上 の 〇 ロ 


これ に よっ て \WORK デ ィ レ クト リー の 中 に HOME と 呼ば れ 
る サブ ディ レク トリ ー が で きま す 。 も し 現行 ディ レク トリ ー 
以外 の ディ レク トリ ー に サブ デ ィ レ クト リー を 作る 場合 、 下 
記 の よう に 新しい ディ レク トリ ー の パス 全部 を 入力 する か 、 
また は 現行 ディ レク トリ ー に 対し て 相対 的 な パス を 指定 し な 
けれ ば な り ま せん 。 た と えば 、 現 行 デ ィ レ クト リー が \TEXT で 
ある と し ます 。 サ ブ デ ィ レ クト リー\WORK\HOME を 作成 す 
る に は 、 次 の いずれ か を 入力 し ます 。 


md \work\home 


また は 





md .…\work\home 


[ 


MD コマ ンド に ドラ イブ 文字 を 付け れ ば 、 現 行 ド ライ プ で な い 
ディ スク に ディ レク トリ ー を 作る こと が で きま す 。 た と えば 、 
現行 ディ レク トリ ー で ある C\WORK\HOME に ある ファ イル 
を ドラ イブ A の ディ スケ ッ ト の サブ ディ レク トリ ー\HOME 
に 複写 し た いと し ます 。 こ の た め に 、 現 行 デ ィ レ クト リー を 変 


| 名 
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fi 
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二 ) ディ レク トリ ー の 使い 方 


ディ レク トリ ー の 作成 え ず に 、 ド ライ ブ A の ディ スケ ッ ト に この ディ レク トリ ー を 
作る に は 、 次 の よう に 入力 し ます 。 


md a:\home 


ディ レク トリ ー 間 を 移動 する 
シス テム の 各 ド ライ ブ に ある ディ スク に は 、 そ れ ぞ れ 現 行 
ディ レク トリ ー が あり ます 。 つ まり 、2 台 の ディ スケ ッ ト ・ ド 
ライ ブ と 1 台 の ハー ド デ ィ スク ・ ド ライ ブ が あれ ば 、3 つの 現 
行 デ ィ レ クト リー が 存在 し ます 。 








ディ スク に サブ ディ レク トリ ー が な けれ ば 、 ル ー ト ・ デ ィ レ ク 
トリ ー が 常に その ディ スク の 現行 ディ レク トリ ー と な り ま 
す 。 デ ィ ス ク に サブ ディ レク トリ ー が ある 場合 ある ディ レク 
トリ ー か ら 別 の ディ レク トリ ー に 移動 する (現行 ディ レク ト 
リー を 変え る ) に は 、CD (Change Directory) コ マン ド を 使い ます 。 


詞 ディ レク トリ ー の 変更 
現行 ドラ イブ の 別 の ディ レク トリ ー に 移動 する に は 、CD 
(CHDIR) コ マン ド を 使い ます 。 た と えば 、 次 の コマ ンド は 、 現 行 
ディ レク トリ ー を \OFFICEYREPORTS\DATA に 変更 し ます 。 


Cd \office\reports\data 


現行 ディ レク トリ ー を 親 デ ィ レ クト リー に 変更 する に は 、CD 
コマ ンド の 後ろ に 2 つの ピリ オド (..) を 付け ます 。 


現行 ディ レク トリ ー が ルー ト ⑮) で あれ ば 、 次 の よう に 入力 す 
れ ば 、\WORK デ ィ レ クト リー に 移動 し 、 そ れ を 現行 ディ レク 
トリ ー に する こと が で きま す 。 


Cd work 











ディ レク トリ ー の 使い 方 





この 場合 CD ある い は CHDIR の どちら も 使う こと が で きま す 。 


CD コマ ンド を 使う と き 、 特 に 指定 し な い 限 り 、 サ プ デ ィ レ クト 
リー を 現行 ディ レク トリ ー に 変更 する こと に な り ま す 。 た と 
えば 、 現 行 デ ィ レ クト リー が \WORK で ある と き 、 
\WORK\HOME に 変更 する に は 、 次 の よう に 入力 し ます 。 





cd home 


「 


も し 現行 ディ レク トリ ー が \OFFICE で ある と き 、 
\WORK\HOME に 変更 する に は 、 次 の よう に パス 全体 を 入力 
し ます 。 


cd \work\home 


きせ は の 民 幅 の 〇 ロ 


現行 ディ レク トリ ー を その 親 デ ィ レ クト リー( レ ベル が 1 つ 
上 の ディ レク トリ ー) に 変更 する に は 、 コ マン ド の 後に 2 つの 
ピリ オド (..) を 付け ます 。 た と えば 、 現 行 デ ィ レ クト リー が 
\WORK\HOME で あれ ば 、 次 の コマ ンド を 使用 し て \WORK に 
変更 する こと が で きま す 。 


現行 ディ レク トリ ー が どの ディ レク トリ ー で あっ て も 、 次 の 
よう に 入力 すれ ば 、 現 行 デ ィ レ クト リー を 現行 ドラ イブ の 
ルー ト ・ デ ィ レ クト リー に 変更 する こと が で きま す 。 





Cd \ 


CD コマ ンド を 使っ て 、 現 行 ド ライ ブ を 変更 せ ず に 、 現 行 ド ライ 
プ ブ で な い ド ライ ブ の 現行 ディ レク トリ ー を 変更 する こと が で 
きま す 。 た と えば 、 現 行 ド ライ プ を A と し ます 。 現 行 ド ライ ブ 
を 変更 せ すず に 、 ド ライ ブ C の 現行 ディ レク トリ ー を \WORK に 
変更 する に は 、 次 の よう に 入力 し ます 。 


| 四 
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fi 
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ディ レク トリ ー の 使い 方 





ディ レク トリ ー の 変更 


Cd C:\WOrk 


この よう に 指定 し て お け ば 、C: と 指定 する だ け で 、 暗 黙 の うち 
に ディ レク トリ ー\WORK が 使用 きれ ます 。 た と えば 、 現 行 下 
ライ ブ が A で 、 ド ライ ブ C の 現行 ディ レク トリ ー が \WORK で 
ある と し ます 。 ド ライ ブ A の 現行 ディ レク トリ ー か ら 
Ci\WORK に すべ て の ファ イル を 複写 する に は 、 次 の よう に 入 
力 し ます 。 


CODY ※ ま .※ ま C: 


ディ レク トリ ー を 変更 し な い 限り 、 初 め は どの ドラ イブ の 現 
行 ディ レク トリ ー も ルー ト ・ デ ィ レ クト リー で す 。 


ディ レク トリ ー の 削除 


ディ レク トリ ー を 削除 する に は 、 次 の 例 の よう に RD(RMDIR) 
コマ ンド を 使い ます 。 


rd \office\reports\data 


DOS は 現行 ドラ イブ か ら \OFFICE\REPORTS の DATA サ ブ 
ディ レク トリ ー を 削除 し ます 。 削 除 す る ディ レク トリ ー は 、 
ファ イル や サブ ディ レク トリ ー が 1 つも な い 空 の 状態 で な け 
れ ば な り ま せん 。 


不要 に な っ た ディ レク トリ ー は 、RD コ マン ド を 使っ て 削除 す 
る こと が で きま す 。 デ ィ レ クト リー を 削除 する に は 、 そ の ディ 
レク トリ ー は 空 で な けれ ば な り ま せん 。 ま た 、 削 除 す る ディ レ 
クト リー が 現行 ディ レク トリ ー で あっ て は な り ま せん 。 た と 
えば 、 サ ブ デ ィ レ クト リー を 1 つも 含ん で いな い \WORK と い 
う デ ィ レ クト リー を 削除 する に は 、 そ の 前 に 内 容 を すべ て 前 
除 し な けれ ば な り ま せん 。 こ の た め 、 次 の よう に 入力 し ます 。 


del \work\ ネ . ネ 


ディ レク トリ ー の 使い 方 


eo エニ エー ニュ ー ニ ーー で ーー ニー ニー テー ーーー ンー デー 
する と 、 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


ディ レク トリ ー 内 の すべ て の ファ イル は 削除 され ます ! 
大 丈夫 で すね (Y/N) ? 


| 


ここ で 、 フ ァイル を すべ て 削除 する 場合 は 、Y を 入力 し て くだ 
さい 。 ま た 、 削 除 コ マン ド の 実行 を 中 止 す る に は N と 入力 し て 
くだ さい 。 次 に ディ レク トリ ー を 削除 する た め 、 次 の よう に 入 
罰 し まず 。 





rd work 


きせ の 民 上 の 〇 ロ 


この 場合 、RD の 代わ り に RMDIR と 入力 し て も 同じ 結果 が 得 ら 
れ ま す 。 特 に 指定 し な い 限り 、 現 行 デ ィ レ クト リー の サブ ディ 
レク トリ ー が 削除 さき れ ま す 。 た と えば 、 現 行 デ イィ レク トリ ー が 
\WORK で あり 、HOME が \WORK の サブ ディ レク トリ ー で あ 
る 場合 、 次 の よう に 入力 する こと に より 、HOME を 削除 する こ 
と が で きま す 。 


f 


rd home 


現行 ディ レク トリ ー が \OFFICE で る と き 、HOME を 削除 する 
に は 、 次 の よう に パス 全体 か 、 ま た は 現行 ディ レク トリ ー に 対 
し て 相対 的 な パス を 入力 し な けれ ば な り ま せん 。 








rd \work\home 


「 


また は 





rd ..\work\home 


| 


RD コ マン ド に ドラ イブ 文字 を 付け る と 、 現 行 ド ライ ブ で な い 
ディ スク か ら デ ィ レ クト リー を 削除 する こと が で きま す 。 た 
と えば 、 現 行 ド ライ ブ が C で ある と き 、A:\HOME デ ィ レ クト 


| 
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二 ) ディ レク トリ ー の 使い 方 


ディ レク トリ ー の 削除 リー を 削除 する に は 、 次 の よう に 入力 し て くだ さい 。 


rd a:\home 


削除 し た い デ ィ レ クト リー に ファ イル また は サブ デ ィ レ クト 
リー が ある 場合 は 、 ま ず 最 初 に 、 そ れ ら を 削除 し な けれ ば な り 
ませ ん 。 


ディ レク トリ ー ご と の 一 括 削 除 
PC DOS J6.1/V に は 、 デ ィ レ クト リー ご と ファ イル を も 削除 で 
きる DELTREE コ マン ド が 追加 され まし た 。 こ の コマ ンド を 使 
うと 、 指 定 し た ディ レク トリ ー 以 下 に ある 、 す べ て の ファ イル 
と ディ レク トリ ー を 一 度 に 削除 する こと が で きま す 。 


deltree C:\work 


この よう に する と 以下 の よう に メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


| ディ レク トリ ー work 以下 の すべ て の ファ イル を 削除 し ます か ?(YAN) | 


ここ で Y を 押す と この ディ レク トリ ー 以 下 の デ ィ レ クト リー 
と ファ イル (ディ レク トリ ー・ ツ リー) す べ て が 削除 され ます 。 
この コマ ンド を 使う と き は 、 必 要 な ファ イル が ツリ ー 内 に 
残っ て いな いか を 、 十 分 に 注意 し て 行っ て くだ さい 。 


ディ レク トリ ー 名 の 変更 
PC DOS J6.1/V に 新た に 加わ っ た MOVE コ マン ド を 使う と 、 
ディ レク トリ ー 名 の 変更 が で きま す 。 た と えば サブ ディ レク 
トリ ーWORK を TEMP に 変更 する 場合 に は 、 以 下 の よ うな コマ 
ンド を 入力 し ます 。 


この よう に する と 以下 の よう に メッ セー ジ が 表示 され ます 。 








ディ レク トリ ー の 使い 方 





検索 パス の 指定 


c:\work => c:\temp [OK] | 


これ で ディ レク トリ ー 名 は 変更 され ます 。 


プロ グラ ム ・ フ ァイル に 対す る 検索 パス を 指定 する に は 、 
PATH コ マン ド を 使い ます 。 た と えば 、 次 の 例 で は 、DOS は 現行 
ディ レク トリ ー に 加え て 、 指 定 さ れ た 2 つの ディ レク トリ ー 
内 で ファ イル を 検索 し ます 。 





path \C\BINiC:\UTIL 


PATH コ マン ド の 中 の 各 デ ィ レ クト リー は 、 セ ミコ ロン (:) で 区 
切ら な けれ ば な り ま せん 。 最 初 の \ 記 号 は 、 検 索 を 現行 ドラ イ 
ブ の ルー ト ・ デ ィ レ クト リー か ら 始 め る こと を 指示 し ます 。 


特に 指定 し な い 限 り 、DOS は プロ グラ ム ・ フ ァイル を 現行 ディ 
レク トリ ー の 中 だ け で 検索 し ます 。 検 索 パス を 指定 する と 、 
DOS は 指定 され た ディ レク トリ ー の 中 で も プロ グラ ム を 検索 
し ます 。 検 索 パ ス と は 、DOS が ファ イル を 検索 する と き に た ど 
る 、 デ ィ レ クト リー か ら デ ィ レ クト リー へ の 道筋 で す 。 


現行 ディ レク トリ ー 以 外 の ディ レク トリ ー に 保管 され た プロ 
グラ ム を 実行 する た め に は 、3 通り の 方 法 が あり ます 。 第 1 
は 、 プ ログ ラム を 実行 する た びに CD コマ ンド を 使っ て その 
ディ レク トリ ー を 現行 ディ レク トリ ー に する 方 法 で す 。 第 2 
は 、 実 行 し た い プ ログ ラム の パス 全体 を 入力 する 方 法 で す 。 最 
後 の 方法 は 、PATH コ マン ド を 使っ て 、 頻 繁 に 使用 され る すべ 
て の パス を 指定 し て お く こ と で す 。 こ うし て お く と 、 現 行 デ ィ 
レク トリ ー に 目的 の ファ イル が な いり 場合 、 検 索 パ ス に 指定 さ 
れ て いる 他 の ディ レク トリ ー が 検索 され ます 。PATH コ マン ド 
の 設定 は 、 再 び 設定 し 直す か 、 シ ステ ム を 再 始動 する まで 有効 
3 

た と えば 、C\PBRUSH、C:\WORK、C:\DOC の 3 つの ディ レク 


王 
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きせ の 民 骨 上 の 〇 ワ 


fi 
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で ディ レク トリ ー の 使い 方 





検索 パス の 指定 


トリ ー に 保管 され た プロ グラ ム を 頻繁 に 実行 する 場合 、 次 の 
よう に PATH コ マン ド で 検索 パス を 指定 し て お く と 便利 で す 。 


path c:\pbrush:c:\work:c:\doc 


各 デ ィ レ クト リー は セミ コロ ン (:) に よっ て 区 切ら な けれ ば な 
り ま せん 。 指 定 し た ディ レク トリ ー は 、 記 述 さ れ て いる 順序 で 
検索 され ます (この 場合 、\WDOC よ り 先 に \WORK を 検索 し ま 
す )。 現 行 ド ライ プ の ルー ト ・ デ ィ レ クト リー を 最初 に 検索 さ 
せ た い 場合 は 、 次 の よう に ディ レク トリ ー の パス の リス ト の 
最初 に 追加 し て くだ さい 。 


path \:c:\pbrushic:\workic:\doc 





PATH コ マン ド は 、PATH と いう 語 も 含め て 127 文 字 ま で 使う こ 
と が で きま す 。 

シス テム を 起動 する た びに 検索 パス を 指定 する 手間 を 省く た 
め 、PATH コ マン ド を AUTOEXEC.BAT に 記述 し て お く と よい 
で し まう 。 





2 う 時 
り OS の 革 本 探 存 
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エディ ター を 全 う 





ここ で は DOS の 基本 操作 を 覚え る た め に 、 新 し く 追 加 さ れ た 
E エ ディ ター を 使っ て み ま し ょ う 。E エ ディ ター な 春 本 的 な 
ファ イル の 編集 は も ちろ ん 、 覆 数 の ファ イル を 同時 に 編集 し な 
が ら 、 一 方 の ファ イル か ら 他 方 の ファ イル へ の 文章 の カッ ト と 
ペー スト な ど が 蘭 単 に で きる エディ ター で す 。 


E エディ ター を 始動 する 
で は 最初 に セ エ ディ ター を 始動 し ます 。 始 動 に は コマ ンド 行 
か ら 、 た と えば 次 の よう に 入力 し て 、 (改行 ) を 押し 


て くだ さい 。 


C:\>e 


これ は 新しく ファ イル を 作成 する 場合 の 例 で す 。 次 の よう な 
画面 が 表示 され ます 。 
テキ スト 入力 域 








Top of File 


ーーBottom of File 





EET 
新 冊 フ ァイル 


コマ ンド 行 
DOS シ ェ ル か ら 始 動 す る 場合 は 、 | 』 キー を 数 回 押し て 
「 メ イン 」 グ ルー プ の 「PC DOS E エ ディ ター」] に カー ソル を 移 
動 し 、[ 万 Eneerl』 (改行 ) を 押し ます 。 フ ァイル 名 を 入力 する プ 
ロン プ ト が 表示 され ます の で 、 そ こ で ディ レク トリ ー 名 と 
ファ イル 名 を 続け て 入力 し ます 。 





E エ ディ ター を 使う 


E エディ ター を 終了 する 


題 ] の まま で は 『 保 管 ・ 
終了 」 は で きま せん 。 
一 度 キー を 
押し て ファ イル 名 を 
指定 し て か ら 、 
上 F4 キー を 押し て 


終了 し て くだ さい 。 


FE エディ ター を 終了 する に は [| F4 を 押し ます 。 


Top of File 
日 本 語 の 文章 を 入力 し ます 
Bottom of File 


行 1 桁 27 挿入 E 3.12 
管 3= 終 了 4= 保 管 ・ 終 了 6= 作 II 7= 名 前 8= 編 集 9=- や り 上 直し 10= 次 ファ イル 





を 押す と 現在 編集 し て いる ファ イル を 保管 せ ず に 終了 
し ます 。 こ の 場合 は 、 次 の よう な メッ セー ジ が 画面 に 表示 され 


ます 。 


ファ イル を 保管 せ ず に 終了 し て よろ し いで すか ? (YAN) 


と と 還 ] キー を 押す と ファ イル は 保管 され ませ ん 。 


ファ ンク ショ ン ・ キ ー の 墓 本 操作 


E エ ディ ター の 編集 機能 は 、 ほ と ん ど が キー の 組み 合わ せ で 
割り 当て られ て いま す 。 で すか ら ほ と ん どの 作業 は キー ボー 
ド の ホー ム ・ ポ ジ シ ョ ン か ら 行 うこ と が で きま す 。 た だ し 、 
ファ イル に 対す る 操作 に つい て は 、 フ ァ ン クシ ョ ン ・ キ ー に 割 
り 当 て られ て いま す 。 こ こ で は それ ら に つい て 説明 し ます 。 


| 外 
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山 ・ 


田 革 潤 由 護 き の 〇 ワ 
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英語 モー ド で は 
EHELP.HLP を 表示 し 
Fi 


に っ 3 


= 


E エ ディ ター を 使う 





F1= ヘ ルプ 

を 押す と ヘル プ が 表示 され ます 。 と 
[Psgspown』 キー で 情報 が スク ロー ル し ます 。 こ れ は 実際 に は 
EVHELP.HLP と いう ファ イル を 、E エ ディ ター の 複数 編集 機 
能 を 使っ て オー プン し て いる だ け で す 。 で すか ら キー 
を 押す と 、 即 座 に も と の 編集 画面 に 戻り ます 。 こ の よう に し て 
ヘル プ と 切り 共 え な が ら 、 編 集 を 行う こと が で きま す 。 





F2= 保 管 

を 押す と ファ イル を ディ スク に 書き 込み 、 編 集 は 継続 
され ます 。 フ ァイル を 編集 し て いる 場合 に は 、 不 意 の 停電 や 故 
障 な ど に 備え て 、 一 定時 間 ご と の ファ イル を 保管 する の が 得 
策 で す 。 キー は 保管 を 手動 で 行う た め に 割り 当て られ 
て いま す 。 


E エ ディ ター に は 保管 を 自動 化す る 機能 も 用 意 き れ て いま 
す 。 自 動 で 行う た め に は E エ ディ ター の コマ ンド 行か ら 、 た と 
えば 次 の よう に 入力 し て 、 で Enter] (改行 ) を 押し ます 。 
テキ スト 入力 域 か ら コ マン ド 行 へ 切 り 共 え る に は Esc』 を 
押し ます 。 














autosave 10 








SSPcme あ あー POST 


こう する と | で Erier』 (改行 ) の 入力 を プロ グラ ム が カウ ント 
し 、10 回 ご と に ファ イル を 自動 的 に 保管 し ます 。 回 数 の 指定 は 
任意 で す 。 


F3= 終 了 

を 押す と ファ イル を 保管 せ ず に 終了 し ます 。 フ ァイル 
に 何ら か の 変更 が 加わ っ て いる 場合 に は 、 確 認 の メッ セー ジ 
が 表示 され ます 。 


F4= 保 管 ・ 終 了 
を 押す と ファ イル が 保管 され 、E エ ディ ター が 終了 し 
まま 。 


恨 エ ディ ター を 全 う 





mm F6= 作 図 | 
(Wi と 三 [FeG』 を 押し 、 そ の 後に 1 また は 2 の 数 字 を 入力 し [で En 
ag (履行 ) を 押す と 、 矢 印 キー の 移動 で 、 図 形 や 表 の 枠 な ど を 描け 
ら 6 まで 選択 で きま ます 。 1 また は 2 は 次 の よう な 対応 に な っ て いま す 。 
すず 5 1 一重 線 


2 横線 は -、 縦 線 は !、 ク ロス は + で 描く 
これ 以外 に も B で ブラ ンク の 枠 が 、 ン の 後に 任意 の 半角 文字 
を 入力 する と 、 そ の 字 で 枠 が 描け ます 。 


= FZ= 名 前 


示さ れる の で 、 そ の 後に ファ イル 名 を 入力 する と 、 フ ァイル 名 
が 付き ます 。 ま た すでに ファ イル 名 が 付い て いる ファ イル の 、 
ファ イル 名 変更 に も 使い ます 。 こ の 場合 、 元 の ファ イル は その 
まま 残り ます 。 


由 





== F8= 絹 集 
E エ ディ ター に は 複数 の ファ イル を 同時 に 編集 する 機能 が あ 
り ま す 。 Fs ] を 押す と Edit と 表示 され る の で 、 そ の 後に 編集 
する ファ イル 名 を 入力 し (改行 ) を 押す と 、 最 初 に 編 
集 し て いた ファ イル を その まま に し て 、 新 し い フ ァイル を 開 
きま す 。 開 いて いる 複数 の ファ イル は で 瞳 時 に 切り 区 
えら れ ま す 。 


計 革 潤 赴 刀 き の 〇 ワ 


ョ = F9= や り ) 直し 
現在 行 を 編集 前 の 状態 に 戻し ます 。 た だ し 行 を 削除 し た 場合 
や 、 複 数 行 に わた る 編集 に 対し て は 効果 が あり ませ ん の で 、 注 
意 し て くだ さい 。 


ma F10= 次 ファ イル 
複数 ファ イル を 編集 し て いる 場合 に を 押す と 、 次 の 
ファ イル へ 切り 圧 わ り ま す 。 ヘ ルプ と の 切り 替え に も この 
キー を 使い ます 。 
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E エ ディ ター を 使う 


テキ スト を 編集 する 
ここ で は E エ ディ ター を 使う た め の 、 基 本 的 な 編集 機能 に つ 
いて 説明 し ます 。 最 初 に 行 単位 で 削除 、 移 動 、 複 写 な ど を 行う 
方 法 に つい て 説明 し ます 。 








== 行 の マー ク と マー ク 解 除 の キー 操作 
行 ( 複 数 行 $ 可 ) の 移動 や 削除 な ど を 行う 場合 は 、 最 初 に 対象 と 
する 行 を マー ク ( 反 転 表示 ) す る 必要 が あり ます 。 こ れ に は 
を 押し な が ら キー を 押し ます 。L は Line( 行 ) の 意 
味 で す 。 複 数 行 を 選択 する 場合 は 、 + キー の 組み 
合わ せ を 、 選 択 し た い 一 番 上 と 一 番 下 の 行 で それ ぞ れ 1 回 づ 
っ 行う と 、 指 定 し た 行 が 反転 し ます 。 


コマ シド 行 ベ カー ツ 
ル を 移動 する に は 、 開 
Es キー を 押し ま JJRNRO6 nT 


マー 2 よく と $JPNHN19 FNT 
す 。 コ マン ド 行 か ら は sJPNZN16 FNT 
> 2 二 WINA20 386 

DOS の コマ ンド も 入 SIBMBASE DCT 
* ー * IBMZIPC2 DCT 
力 で きま す 。 こ の 例 で RT 
( ま DIMRI ラ マジ ド を 実 SFZKMKJL DCT 
$IBMCNNC DCT 

術 し で いま す 。 こ の よ $SYSIDIC FNT 


$SYS1Z16 FNT 


う に 画面 出力 が ファ SSYS1224 RT 
5JPNHN24 RT 

イル に 取り 込め ます 。 

同様 に コマ ンド 行か 

ら 『E ファ イル 名 」 で 

次 の ファ イル を 読み 

込み 、 複 数 の ファ イル 





終了 4= 保 管 ・ 終 了 6= 作 図 7= 名 前 


選択 を 解除 する に は を 押し な が ら [U] キー を 押し ま 


を 編集 する こと も で す 。U は Unmark( マ ー ク 解除 ) の 意味 で す 。 カ ー ソ ル は どこ に 
きま す 。 あっ て も 解除 で きま す 。 


ョ = 行 の 追加 と 削除 
プラ ンタ 行 を 追加 する 場合 は (改行 ) を 押す と 、 押 し 
た 回 数 だ け 行 が 追加 きれ ます 。 追 加 さ れ た 行 を 削除 する に は 、 


を 押し な が ら [Eokspscsl キー を 押し ます 。 


E エ ディ ター を 使う 








() ーー 一 の 挿入 と 置換 
キー を 押す と 、 挿 入 モ ー ド と 置換 モー ド が 切り 替え 
中 な 岳 で きま す 。 始 動 時 は 挿入 モー ド に な っ て いま す 
(tp で 
て 。 mm 行 の コピ ー、 移 動 、 削 除 
。 最 上行 に 内 ea 
行 を 挿入 する に は 、To 度 マー ク し た ら 、 マ ー ク が 解除 され る まで 、 そ の 行 は コピ ー、 


pof File に カー ソル を 移動 、 削 除 な どの 対象 に な り ま す 。 移 動 し た い 場所 へ カー ソル 

移動 し | で Enerl を 動か し 、 を 押し な が ら [Cc] キー を 押す と その 行 に 

(改行) を 押し ます 。 コピ ー さ れ ま す 。C は Copy( コ ピー) の 意味 で す 。 を 押 
し な が ら |M] キ ー を 押す と 、 そ の 行 に 移動 し ます 。M は Move( 移 
動 ) の 意味 で す 。 ま た Ait 』 を 押し な が ら [5] キー を 押す と 、 
その 行 は 削除 され ます 。D は Delete( 削 除 ) の 意味 で す 。 


Top of File 


は 


DOS <DIR> 93-10-26 15:49 
COMMAND COM 65073 93-10-26 2:38 
$JPNHN16 FNT 96 2:38 
SJPNHN19 FNT 9 -36 
JPNZN16 FNT 

WINA20 386 

SIBMBASE DCT 

IBMZIPC2 DCT 

SUSRDICT DCT 

SFZKMKJL DCT 

$IBMCNNC DCT 

SYS1DIC FNT 

$SYS1Z16 FNT 

sSYS1Z24 FNT 

$JPNHN24 FNT 

3JPNZN24 IBM 

JPNZN24 FNT 

$JPNZN12 FNT 

SJPNHN12 FNT 

CONFIG PS2 





計 光 革 薄 直上 嘱 3 の 〇 OO 


行 0 桁 "1 挿入 E 3.12 
= 終了 4= 保 管 ・ 終 了 6= 作 図 7= 名 前 8= 編 集 9= や り 直 し 10= 次 ファ イル 





コピ ー を や 移動 の 操作 を 行っ て も 、 マ ー ク は 解除 され ませ ん 。 で 
すか ら 繰 り 返 し コビー や 移動 が 行え を ます 。 マ ー ク を 解除 する 
に は [ Ar を 押し な が ら 『U] キー を 押し ます 。 


= 行 の 分 割 と 結合 
1 行 の 文章 を 2 行 に 分 割 する 場合 は 、 を 押し な が ら [3] 
キー を 押し ます 。 こ れ は Spiit( 分 割 ) の 意味 で す 。 ま た 分 割 し た 
行 を 結合 する に は [At 』 を 押し な が ら | ] キー を 押し ます 。 
これ は Join( 結 合 ) の 意味 で す 。 
| 牛 
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E エ ディ ター を 使う 





ヘル プ を 使う 


== ブ ロッ ク の マー ク と マー ク 解 除 の キー 操作 


プロ ッ ク ( 皿 角 い エリ ア ) の 移動 や 削除 な ど を 行う 場合 は 、 最 初 
に 対象 と する ブロ ッ ク の 一 方 の 角 を マー ク ( 反 転 表示 ) す る 必 
要 が あり ます 。 こ れ に は At] LA を を 押し な が ら |g] lg] キー を 押 
し ます 。B は Block( ブ ロッ ク ) の 意味 で す 。 次 に 対 角 の も う 一 方 


の 端 で 、 を 押し な が ら |g] キー を 押し ます 。 こ れ で 指 


和 半 し た 四角 し 、 エ リア が 反転 し ます 





ー デ Top of File 


DOS 

COMMAND COM 
$JPNHNI6 FNT 
$]JPNHN19 FNT 
$JPNZN16 FNT 
WINA2O 386 
$IBMBASE DCT 
IBMZIPC2 DCT 
$%USRDICT DCT 
*FZKMKJL DCT 
$IBMCNNC DCT 
SSY IC FNT 
$SYS1Z16 FNT 
$SYS1224 FNT 
$JPNHN24 FNT 
$]PNZN24 IBM 
JPNZN24 FNT 
$]PNZN12 FNT 
$jJPNHN12 FNT 
CONFIG PS2 





DOS dir 


選択 を 解除 する に は を 押し な が ら キー を 押し ま 


す 。U は Unmark( マ ー ク 解除 ) の 意味 で す 。 カ ー ソ ル は どこ に 
あっ て も 解除 で きま す 。 


E エ ディ ター に は ここ で 説明 し た 以外 に も 、 た くさ ん の 機能 
が あり ます 。 キ ー 割 り 当て や 操作 に つい て は Fi 1 | F1 』 キー を 押 
し て ヘル プ を 参照 し て くだ さい ヘル プ は | Pageup 』 と 


の キー で 各 ペ ー ジ を 参照 で きま す 。 


E エ ディ ター を 使う 


ーー デ Top of File 








『 エ デ ッ ヘル プ の 日 次 














(A-2) 

(4-Z 以 外 ) 

(A-Z 以 外 ) 
Ctrl 二 キー の 一 覧 (QA の 


コマ ンド の 一 覧 


編集 、 終 了 時 の コマ ンド 


カー ソル 移動 キー に つい て 
テキ スト の コビー、 移 動 、 削 除 に つい て 
補足 説明 














(ファ ンク ショ ン キ ー) 

















D 
O 
S 
の 
基 
本 
操 
作 
入 
門 
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り O 〇 OS シェ ノル を 生 う 








DOS シ ェ ル は DOS の コマ ンド だ を 覚え な く て も 、DOS の 基本 探 
作 が 簡単 に 行え る よう に 舗 られ て いる プロ グラ ム で す 。 ユ ー 
ザー が より DOS の 燥 作 を し や すぐ する た め に 、DOS と ユー 
ザー の 千 を 取り 圭 つ 設 割 を し て いま す 。 


DOS シ ェ ル を 始動 する 

DOS シ ェ ル は 、DOS が ハー ド デ ィ スク に 違 入 され て いる と き 
始動 する こと が で きま す 。 デ ィ ス ケッ ト に DOS を 導入 し た 

場合 は 始動 する こと は で きま せん 。 

シス テム の 始動 時 に DOS シ ェ ル が 始動 する よう に 設定 され て 

いる 場合 に 、DOS を 始動 する と 、 自 動 的 に DOS シ ェ ル の 画面 が 

表示 され ます 。DOS シ ェ ル の 画面 で は な く 、 コ マン ド ・ プ ロン 

プ ト が 表示 され る 場合 は 、 こ こ か ら 次 の よう に 入力 し て 、DOS 

シェ ル を 始動 し て くだ さい 。 





C:\>dosshell 


ファ イル 【[F] オプ ショ ン [Q] 表示 [V] ツリ ー「[T] ヘル プ [H] 


C:\ 


LA:] HB:] 回 還 


ディ レク トリ ー・ ツ リー Ci\*. キ 

-] 訂 > 

た [-] D0s $IBMBASE.DCT 897.024 93-10-18 
SIBMCNNC.DCT 12.288 93-10-18 
$IBMZIPC.DCT 9.216 93-10-18 
3JPNHN12.FNT 2.304 93-10-18 
SI]PNHN16.FNT 4.096 93-10-18 
SJPNHN19.FNT 4.864 93-10-18 
$JPNHN24.FNT 9.216 93-10-18 











コマ ンド ・ プ ロン プ ト 

英語 モー ド へ 切り 共 え 

PC DOS E エディ ター 

Central Point ス ケシ 

Central Point ア ン 

[ディ スク ・ ユ ー テ ィ リ ティ ー ] 

















F10= メ ニュ ー Shift+F9= コ マン ド ・ プ ロン プ ト 





DOS シ ェ ル を 使う 





DOS シ ェ ル を 終了 する 


DOS シ ェ ル を 離れ 、 コ マン ド ・ プ ロン プ ト に 戻る に は 2 つの 方 


ww ニニ 法 が あり ます 。 1 つ は DOS シ ェ ル を 一 時 的 に 中 断 す る 方 法 で 、 
この 場合 コマ ンド ・ プ ロン プ ト で 作業 を し て いる 間 も 、DOS 


活動 タス ク ・ リ スト に う 
プロ グラ ム が 表示 さ シェ ル は シス テム の メモ リー の 中 に 残っ て いま す 。 ま た 、 も う 
れ て いる 場合 は 、 各 プ 1 つ は DOS シ ェ ル を 終了 する 方 法 で 、 こ の 場合 は コマ ンド ・ プ 
ログ ラム を 終了 させ ロン プ ト に 移る まえ に 、DOS シ ェ ル は シス テム の メモ リー か 
て か ら DOS シ ェ ル を ら 削 除き され ます 。 

終了 し ます 。 終 了 は 

[ファ イル (F)』 プ ル ダ DOS シ ェ ル を 完全 に 終了 する に は 、 Fs キー を 押し ます 。 
ウン か ら 『 終 了 (X)」 を DOS シェ ル を 一 時 的 に 中 断 す る に は 、|[ 全 ] + Fe ] キー を 押 


選択 し た り 、 あ る い 了 ジュ ルル に きせ は の ょ な ゼ 980 
は IA NR に 戻る に は 、 次 の よう に 
キー を 押し て も 終了 て 、| で mer] (改行 を 押し ます 。 


:④ き 洋 8。 
[ee | 
ーー EEEBERIRRHEOZEGRGEIREDOT TE M 


プロ グラ ム ・ リ スト の 
「 メ イン 」 グ ルー プ か 
gi マグ ロン 
プ ト 」 を 選択 し て も 、 
一 時 的 に コマ ンド ・ プ 
ロン プ ト を 表示 し ます 。 


は 





田 某 蘭 幅 上 き の 〇 ロ 
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DOS シ ェ ル を 使う 


DOS シ ェ ル ウィン ドウ に つい て 
最初 に DOS シ ェ ル を 始動 する と 、 次 の よう な 画面 が 表示 され 
ます ゎ 





領域 タイ トル ・ バ ー 選択 カー ソル 
ドラ イブ ・ ア イコ ン スク ロー ル ・ バ ー 


メニ ュー 








SFZKMKJL. 

$IBMBASE.DCT 97, 93-10-18 
$IBMCNNC.DCT 2.2 93-10-18 
$IBMZIPC.DCT 9。 93-10-18 
$JPNHN12.FNT 2 93-10-18 
$JPNHN16.FNT 4.096 93-10-18 
$]PNHN19.FNT 4.864 93-10-18 
$jJPNHN24.FNT 9.216 93-10-18 























メイ ン 
コマ ンド ・ プ ロン プ ト 
英語 モー ド へ 切り 替え 
PC DOSE エディ ター 
Central Point ス ケ ジ ュ ー ラ ー 
Central Point ア ン デ リー ト 
[ディ スク ・ ユ ー テ ィ リ ティ ー ] 




















F10= メ ニュ ー Shift+F9= コ マン ド ・ プ ロン プ ト 











プロ グラ ム ・ リ スト 領域 状況 域 ーー マウ ス ・ ポ イン ター 
ディ レク トリ ー・ ツ リー 領域 ファ イル ・ リ スト 領域 














次 に DOS シ ェ ル ・ ウ ィ ン ド ウ の 各部 分 の 働き を 説明 し ます 。 


タイ トル ・ バ ー に は 、DOS シ ェ ル と いう 名 前 が 表示 され ます 。 
・ メ ニュ ー・ バ ー に は 、 使 用 可能 な メニ ュー 名 が 一 覧 表示 され 
ます 。 メ ニュ ー を 選択 する と 、 実 行 可 能 な 項目 の 一 覧 が 表示 
され ます 。 
・ ド ライ ブ プ ・ ア イコ ロン 、 デ ィ レ クト リー・ ツ リー、 プ ログ ラム ・ リ 
スト 、 フ ァイル ・ リ スト 、 活 動 タ スク ・ リ スト が 、 画 面 上 の 区 切 
られ た 領域 に 表示 され ます (活動 タス ク ・ リ スト に つい て は 、 

















DOS シ ェ ル を 使う 


FTYTP 
デフ ォ ル ト ( 和 省略 
時 値 ) 
最初 か ら 決め られ て い 


る 標準 的 な 値 や 状態 。 


この 後 で 詳し く 説明 し ます )。 

・ 選 択 カ ー ソ ル に より 、 現 在 ど の 項目 が ある い は どの 領域 が 選 
択 さ きれ て いる の か が 一 目 で わか り ま す 。 

・ ファ イル 名 な どの 一 覧 が 一 画面 に 入り きら な い 場 合 、 ス ク 
ロー ル ・ バ ー は 、 表 示さ れ て いる 項目 を 移動 させ て 、 現 在 の 画 
面 の 下 ま た は 上 に ある 項目 を 見 える よう に し ます 。 

・ 状 況 域 ( ス テー タス ・ エ リア ) に は 、 簡 略 キー、DOS シ ェ ル か ら 
の メッ セー ジ 、 現 在 の 時 刻 が 表示 され ます 。 ま た 、 シ フト 状況 
と か な 漢字 変換 状況 が 変更 に 応じ て 表示 され ます 。 

・ マ ウス を 導入 し て いる 場合 は 、 マ ウス ・ ポ イン ター が 表示 さ 
れ ま す 。 


mm DOS シ ェ ル ・ ウ ィ ン ド ウ の 各部 の 説明 


DOS シ ェ ル ・ ウ ィ ン ド ウ は 複数 の 領域 に 分 か れ て お り 、 各 領域 
に は 異 っ た 情報 が 表示 され ます 。 デ フォ ルト (省略 時 値 ) で は 、 
ドラ イブ ・ ア イコ ン 、 現 行 ド ライ プ の ディ レク トリ ー・ ツ リー、 
現行 ディ レク トリ ー に ある ファ イル 一 覧 、「 メ イン 」 グ ルー プ 
に 登録 きれ て いる プロ グラ ム 項 目 が 画面 に 表示 され ます 。 ま 
た 、 活 動 タ スク ・ リ スト (実行 中 の プロ グラ ム の 一 覧 ) を 表示 さ 
せる こと も で きま す 。 

「 表 示 (V)』 プ ル ダ ウ ン を 使う と 、 表 示す る 領域 を 選択 する こと 
が で きま す 。 

ドラ イブ ・ ア イコ ン 

ドラ イブ ・ ア イコ ン は 、 使 用 可能 な ディ スク ・ ド ライ ブ を 示し 
ます 。 い ずれ か の ドラ イブ ・ ア イコ ン を 選択 する こと に より 、 
画面 に は その ドラ イブ の 情報 が 表示 され ます 。 

ディ レク トリー・ ツ リー 

ディ レク トリ ー・ ツ リー の 領域 に は 、 現 行 ド ライ ブ プ 上 に ある 
ディ レク トリ ー の 構造 が 表示 され ます 。 ド ライ ブ ・ ア イコ ン を 
選択 する と 、 そ の ドラ イブ の ディ レク トリ ー 構 造 を 反映 し て 、 
ディ レク トリ ー・ ツ リー の 表示 内 容 が 変化 し ます 。 





山 す こ ] 


庫 光 二 油 着 尋 き の 〇 ロ 
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回 DOS シ ェ ル を 使う 





DOS シ ェ ル ・ ウ ィ ン ド ウ 
の 各部 の 説明 


プル ダウ ジ 

メニ ュー・ バ ー の 機能 
を 拡張 し た も の で 、 選 
択 し た メニ ュー・ バ ー 
の 選択 項目 に 使用 で 
きる 、1 つま た は 複数 
の 選択 項目 を リス ト 
表示 する も の 。 


ディ レク トリ ー- ツ リー、 フ ァイル 一 覧 、 ま た は ドラ イブ ・ ア イ 
コン が 選択 きれ て いる と き 、 メ ニュ ー・ バ ー に 『 ツ リー(①」 プ ル 
ダウ ン が 表示 され ます 。「 ツ リー(T)』 プ ル ダ ウ ン を 使っ て 、 表 示 
きせ た い デ ィ レ クト リー 構造 の レベ ル を 変更 する こと が で き 
ます 。 た と えば 、 ル ー ト ・ デ ィ レ クト リー の すぐ 下 に ある ディ 
レク トリ ー だ け を 表示 させ た り 、 現 行 ド ライ ブ プ に ある すべ て 
の ディ レク トリ ー を 表示 させ る こと も で きま す 。 


ファ イル ・ リ スト 

「 デ ィ レ クト リー・ ツ リー」 領 域 の 右側 に は 、 現 行 デ ィ レ クト 
リー に ある ファ イル の 一 覧 が 表示 され ます 。 現 行 デ ィ レ クト 
リー と は 、 デ ィ レ クト リー・ ツ リー の 中 で 選択 きれ て いる ディ 
レク トリ ー の こと で す 。 デ ィ レ クト リー・ ツ リー で 別 の ディ レ 
クト リー を 選択 する と 、 そ の ディ レク トリ ー の パス を 反映 し 
て 、 フ ァイル ・ リ スト 領域 の タイ トル ・ バ ー の 表示 が 変わ り 、 選 
択 し た ディ レク トリ ー に ある ファ イル の 一 覧 が ファ イル ・ リ 
スト に 表示 され ます 。 


『 オ プシ ョ ン ( 〇 )』 プ ル ダ ウ ン を 使う と 、 フ ァイル ・ リ スト の 中 で 
ファ イル を 表示 する 方 法 を 指定 する こと が で きま す 。 た と え 
ば 、『 フ ァイル の 表示 形式 (F).…』 を 使っ て 、 表 示す る ファ イル の 
種類 を 選択 し た り 、 フ ァイル の 一 覧 を 名 前 や サイ ズ 順 に 並べ 
養える こと が で きま す 。 

プロ グラ ム ・ リ スト 

「 表 示 (V)】 プ ル ダ ウ ン の 『「 プ ログ ラム と ファ イル の リス ト (F) 
が 選択 きれ て いる 場合 ディ レク トリ ー・ ツ リー と ファ イル ・ 
リス ト の 下 に プロ グラ ム ・ リ スト が 表示 され ます 。 プ ログ ラ 
ム ・ リ スト に は DOS シ ェ ル か ら 直 接 起動 で きる プロ グラ ム ・ ア 
イ テ ム や プロ グラ ム ・ ア イ テ ム を まとめ た グル ー プ ・ ア イ テ ム 
が 登録 きれ て いま す 。 

プロ グラ ム ・ グ ルー プ の 1 つ に 「 メ イン 」 グ ルー プ と いう も の 
が あり 、 こ こ に 「 コ マン ド ・ プ ロン プ ト 」 と いう 項目 が 登録 され 
て いま す 。「 コ マン ド ・ プ ロン プ ト ]」 を 選択 する と 、DOS シ ェ ル を 
一 時 的 に 終了 し て 、DOS の コマ ンド 行 に 戻る こと が で きま す 。 


DOS シ ェ ル を 使う 


また 「 英 語 モ ー ド へ 切り 替え ] は DOS を 英語 モー ド へ 切り 奉 え 


スー 


る た め の SWITCH コ マン ド を 実行 し ます 。 


「 メ イン 」 グ ルー プ に は 、 さ ら に 「 デ ィ ス ク ・ ユ ー テ ィ リ ティ ー]」 
と いう グル ー プ も 登録 きれ て いま す 。「 デ ィ ス ク ・ ユ ー テ ィ リ 
ティ ー」 の 中 に は 複数 の プロ グラ ム ・ ア イ テ ム が 登録 きれ て い 
て 、 デ ィ ス ク の 保守 に 役立ち ます 。 こ の よう に プロ グラ ム ・ ア 
イ テ ム を まとめ て 登録 し て ある も の を グル ー プ と 呼び ます 。 
これ ら の プロ グラ ム を 見 る に は 、「 デ ィ ス ク ・ ユ ー テ ィ リ 
ティ ー」 を オー プン し て くだ さい 。 





活動 タス ク ・ リ スト 

『 オ プシ ョ ン (O)』」 プ ル ダ ウ ン の 『 タ スク 切り 奉 え の 使用 (E)」 を 
実行 する と 、 そ の 前 に アス タリ スク (*) が 表示 され ます 。DOS 
シェ ル ・ ウ ィ ン ド ウ に は 活動 タス ク ・ リ スト が 表示 され ます 。 


山 ど 


ファ イル 【F] オプ ショ ン [Q]】 表示 [V] ヘル プ [H] 


C:\ 
A:] [BE] 還 調 


CI\*. 玉 
> 
SIBMBASE.DCT 897.024 93-10-18 
$IBMCNNC.DCT 12.288 93-10-18 
$JPNHN12.FNT 2.304 93-10-18 
$JPNHN16.FNT 4.096 93-10-18 
$JPNHN19.FNT 4.864 93-10-18 
$JPNHN24.FNT 9.216 93-10-18 
$JPNZN12.FNT 143.396 93-10-18 


田 革 薄 由 召さ の 〇 ロ 








活動 タス ク ・ リ スト 
PC DOS E エディ ター 








Central Point ス ケ ジ ュ ー ラ ー 
Central Point ア ン デ リー ト 
[ディ スク ・ ユ ー テ ィ リ ティ ー ] 
































領域 
選択 記号 活動 タス ク ・ リ スト 





タス ク 切 り 替 え を 使用 可 に する と 、 こ の あと 起動 し た プロ グ 
ラム は 、 こ の リス ト の 中 に 表示 され ます 。 こ の リス ト か ら 目 的 
の プロ グラ ム を 選択 する こと に より 、 プ ログ ラム を 即座 に 切 
り 替 える こと が で きま す 。 
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マウ ス で 選択 する 場 
合 は 、 選 択 し た い 領域 
を クリ ッ ク す れ ば 選 
択 で きま す 。 


メニ ュー の 操作 


マウ ス で 選択 する 場 
合 は 、 メ ニュ ー・ バ パー 
の メニ ュー 名 に ポイ 
ンタ ー を 合わ せ て 、 ク 
リッ ク し ます 。 す ずる と 
プル ダウ ン が 表示 さ 
密 ま す 。 マ ウス で メ 
ニュ ー の 選択 を 取り 
消す に は 、 他 の メ 
選 g 己 箱 を グリ 必 み 
する か 、 メ ニュ ー の 外 
側 を グ クリッ ク し ます 。 


回 DOS シ ェ ル を 使う 


ョ ma 癌 領域 の 選択 





DOS シ ェ ル の 各 領 域 で 作業 を 行う まえ に 、 ま ず 目 的 の 領域 を 
選択 する 必要 が あり ます 。 カ ラー・ デ ィ ス プレ イ を 使用 し て い 
る 場合 、 選 択 し た 領域 の タイ トル ・ バ ー の 色 が 変化 し ます 。 ま 
た 、 モ ノ ク ロ ・ デ ィ ス プレ イ の 場合 、 選 択 し た 領域 の 左端 に 小 
さ な 矢 印 が 表示 され ます 。( ド ライ ブ ・ ア イコ ン を 選択 し て い 
る と き に は 表示 され ませ ん 。) 


領域 を 選択 する に は 目的 の 領域 を 選択 で きる まで 、 何 度 か 
ー を 押し ます 。 ま た 逆 方 向 に 戻す に は 、 + づつ を 
押し ます 。 


領域 の 移動 を 行う と 、 選 択 カ ー ソ ル ま た は 選択 矢印 に より 、 現 
在 選択 きれ て いる の が 、 ド ライ ブ ・ ア イコ ン 、 デ ィ レ クト リー・ 
ツリ ー、 フ ァイル ・ リ スト 、 プ ログ ラム ・ リ スト の うち の どれ な 
の か が わか り ま す 。 


メニ ュー と は ユー ザー が DOS シ ェ ル で 実行 する 機能 を 選択 す 
る と ころ で 、 そ の 名 の と お り 、 レ スト ラン の メニ ュー の よう な 
も の で す 。 メ ニュ ー を 選択 する に は 2 段階 あり ます 。 ユ ー ザ ー 
は まず 、 メ ニュ ー・ バ ー( ウ ィ ン ド ウ の 上 方 に ある ) か ら メ 
ニュ ー・ バ ー 項 目 を 選択 し 、 さ ら に 開い た プル ダウ ン か ら 実 行 
する 機能 の 項目 を 選択 し ます 。 


メニ ュー・ バ ー 項 目 の 選 択 と 解除 
メニ ュー・ バ ー に は 、『 フ ァイル (F)』、『 オ プシ ョ ン ( 〇 )』、『 表 示 
(V)』、『 ツ リー(①』、 そ れ に 『 ヘ ルプ (H)』 の 各 メ ニュ ー が あり ます 。 


0 メニ ュー を 選択 する に は [Alt ] また は Fio】 を 押し て 、 選 


択 カ ー ソ ル を メニ ュー・ バ ー に 移動 し ます 。 


6 < また は 選 ] を 押し て 、 選 択 カー ソル を 目的 の メニ ュー に 


移動 し て | で Enter』 (改行 ) を 押し ます 。 
メニ ュー の 選択 を 取り 消す に は 、| Esc』 を 押し ます 。 


DOS シ ェ ル を 使う 





ファ イル と ディ レク トリ ー の 操作 


マウ ス で 選択 する 場 
合 は 、 目 的 の ドラ イ 
プ ・ ア イコ ン を クリ ッ 
グ 化 赤 。 


ゆ 


の 


DOS シ ェ ル は 、 フ ァイル や ディ レク トリ ー の 操作 を 効率 良く 
行え を る よう に する た め の ツ ー ル で す 。DOS シ ェ ル の 画面 で は 、 
ディ レク トリ ー、 サ ブ デ ィ レ クト リー、 フ ァイル の 一 覧 が 表示 
され ます 。 


ここ で は 、DOS シ ェ ル を 使っ て ファ イル の 基本 的 な 操作 を 行 
う 手 順に つい て 説明 し ます 。 


ディ スク ・ ド ライ ブ の 選択 

DOS シ ェ ル を 始動 する と 、 現 行 ド ライ ブ プ に ある ディ レク ト 
リー と ファ イル の 一 覧 が 表示 きれ ます 。 異 な る ドラ イブ に あ 
る ディ レク トリ ー や ファ イル を 使っ た 作業 を 行う に は 、 現 行 
ドラ イブ を 変更 する 必要 が あり ます 。 

現行 ドラ イブ を 変更 する に は を 何 度 か 押し て 、 ド ライ 
プ ・ ア イコ ン の 領域 に 選択 カー ソル を 移動 し ます 。 

に また は は ] を 使っ て 、 目 的 の ドラ イブ ・ ア イコ ン に 選択 
カー ソル を 移動 させ ます 。 ま た は 、 を 押し な が ら ド ラ 
イプ 文字 の キー([A] キー、[C] キー な ど ) を 押し ます 。 


⑨ (改行 ) ま た は を 押し て 、 選 択 カ ー ソ ル の 


ある ドラ イブ を 選択 し ます 。 


ディ スク の 内 容 を 読み 取っ て いる 間 、 画 面 に は 「 デ ィ ス ク 情 報 
の 読み 取り 中 .…] と いう メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
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山 こ 


計 ヶ 革 潤 装 刀 の 〇 ロ 


| os シェ ん を 2 





< の ==ー 


マウ ス で 選択 する 場 
合 は 、 現 行 デ ィ レ クト 
リー に し た い デ ィ レ 
クト リー の 名 前 を ク 
み 攻 し まま 5938 
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= ディ レク トリ ー の 変更 


現行 ディ レク トリ ー は 、 デ ィ レ クト リー・ ツ リー の 中 で 反転 表 
示さ れ ま す 。 1 つの ドラ イプ ブ で 、 同 時 に 複数 の ディ レク トリ ー 
が 現行 ディ レク トリ ー に な る こと は あり ませ ん 。 


ファ イル 【[F] オプ ショ ン [Q] 表示 ツリ ー「[T] ヘル プ [H] 
C:\DOS 
Ai 


B:] 
ディ レク トリ ー・ ツ リー 


C:\ > 

・ に (、] 正 半 SFDD12 

| | 。sFONT 
川 | SIAESKK .SYS 

SIAS 
SIAS  .SYS 
SMULTDCT.PRO 
SPRN SYS .532 93-10-18 











メイ ン 


Central Pe 
Central Poin 
ディ スク ・ ユ ー テ ィ リ ティ ー ] 








【 








F10= メ ニュ ー Shift+F9= コ マン ド ・ プ ロン プ ト 





現行 ディ レク トリ ー を 変更 する に は 、 次 の キー 操作 で ディ レ 
クト リー を 選択 する こと が で きま す 。 
[Pagepown] また は [Paesug」 キー 

- 画 面 分 上 下 に ウィ ンド ウ を スク ロー ル し て 、 デ ィ レ クト 
リー を 選択 で きま す 。 


は ] また は | キー 


1 つ 上 、 ま た は 1 つ 下 に ある ディ レク トリ ー を 選択 で きま す 。 
Home キー 

ルー ト ・ デ ィ レ クト リー を 選択 で きま す 。 

End ] キー 

ディ レク トリ ー・ リ スト の 最後 に ある ディ レク トリ ー を 選択 
窓 き まず ボ 。 





ディ レク トリ ー 名 の 先頭 文字 の キー 
その 文字 で 始ま る ディ レク トリ ー を 選択 で きま す 。 


DOS シ ェ ル を 使う 





mm ディレクト リー の 拡張 

DOS シ ェ ル を 始動 する と 、 現 行 デ ィ ス ク 上 に ある 最初 の レベ 
ル の ディ レク トリ ー が 表示 され ます 。『「 ツ リー(T)』 プ ル ダ ウ ン 
の 項目 を 利用 する と 、 画 面 に 表示 され る ディ レク トリ ー の レ 
ベル を 変更 する こと が で きま す 。『「 ツ リー(T)』 プ ル ダ ウ ン は 、 
ディ レク トリ ー・ ツ リー、 フ ァイル ・ リ スト 、 ま た は ドラ イプ ブ ・ ア 
イコ ン を 選択 し た と き に 表示 され ます 。 

次 の 図 で は 、2 つの ディ レク トリ ー 名 の 先頭 に プラ ス 記 号 +) 
が 表示 され て いま す 。 こ の プラ ス 記 号 は 、 そ の ディ レク トリ ー 
の 下 に さら に サブ ディ レク トリ ー が ある こと を 示し ます 。 








ファ イル 【[F] オプ ショ ン [0O] 表示 [V] ツリ ー[T] ヘル 
C:\DOS 


[Ai] [B:] 琶 還 


山 や こう 


$FDD12 .SYS 19.257 93-10-18 
SFONT .SYS 25.527 93-10-18 
SIAESKK .SYS 18.003 93-10-18 
SIAS SUB 40.467 93-10-18 
SIAS -SYS 13.312 93-10-18 
SMULTDCT.PRO 90 93-10-18 
SPRN ・SYS 1.532 93-10-18 








コマ ンド ・ プ ロン プ ト 

英語 モー ド へ 切り 替え 

PC DOS E エディ ター 
CentralPoint スケ ジュ ー ラ ー 
CentralPoint アン デリ ー ト 
[デア ィ スク ・ ユ ー テ ィ リ ティ ー ] 


計 > 圭 溜 壮 上 き の 〇 ロ 























21:58 

拡張 可能 ディ レク トリ ー 
この プラ ス 記 号 を クリ ッ ク す る と 、 サ ブ デ ィ レ クト リー を 表 
示さ せる こと が で きま す 。 こ の 操作 を ディ レク トリ ー の 拡張 
と 呼び ます 。『 ッ リー(T)』 プ ル ダ ウ ン を 利用 し て 、 特 定 の ツリ ー 
に 対し て 1 レベ ル の み の 拡 張 、 ま た は 全 レ ベル まで 拡張 、 ま た 
は 全 ツ リー の 拡張 を 行え を ます 。 デ ィ レ クト リー を 拡張 する と 
プラ ス 記 号 が マイ ナス 記号 (一 ) に 変わ り ま す 。 


F10= メ ニュ ー Shift+F9= コ マン ド ・ プ ロン プ ト 





マウ ス で 選択 する 場 
合 は 、 撤 張 し た い ディ 電 脇 ディ レク トリ ー を 1 レベ ル だ け 拡 張 する に は 、[+] また は ] 
レク トリ ー 名 の 先頭 キー を 使っ て 、 拡 張 し た い デ ィ レ クト リー を 選択 し ます 。 


に ある プラ ス 記 号 


( 二 ) を クリ ッ ク し ます 。 を 9 『 ツ リー(T)』 プ ル ダ ウ ン か ら 『 1 レベ ル の み 拡 張 (X)』 を 選択 し 


ます 。 ま た は 、 語 ] (プラ ス ) キ ー を 押し ます 。 
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DOS シ ェ ル を 使う 


=< ディ レク トリ ー の 縮小 

サブ ディ レク トリ ー の 構造 を 見 終わ っ た ら 、 最 初 の レベ ル の 
ディ レク トリ ー 名 だ けが 表示 され る 状態 に 戻す こと が で きま 
す 。 こ れ を ディ レク トリ ー の 縮小 と 呼び ます 。 デ ィ レ クト リー 
名 の 先頭 に マイ ナス 記号 (一 ) が 表示 され て いれ ば 、 そ の ディ 
レク トリ ー は 縮小 で きる こと を 示し て いま す 。DOS シ ェ ル を 
始動 し た 時 点 で は 、 ル ー ト ・ デ ィ レ クト リー を 除く すべ て の 
ディ レク トリ ー が 縮小 され た 状態 に な っ て いま す 。 





ファ イル 【[F] オプ ショ ン [0] 表示 [V] ツリ ー 


マウ ス で 選択 する 場 ・ ッ C: YDOSY *. ネ 
2 に [-] C:\ 
合 は 、 縮 小 し た い デ ィ ー し [- SFDD12 .SVS 19.257 93-10-18 
に 2 SFONT .SVS 25.527 93-10-18 
レク トリ ー 名 の 先頭 SIAESKK .SYS 18.003 93-10-18 
に ある マイ ナス 記号 SIAS  .SUB 40.467 93-10-18 
SIAS  .SYS 13.312 93-10-18 
(一 ) 少 ツタ グ し ま SMULTDCT.PRO 90 93-10-18 


SPRN ・SYS 1.532 93-10-18 








メイ ン 
コマ ンド ・ プ ロン プ ト 


す 。 
英語 モー ド へ 切り 替え 
PC DOS E エディ ター 
Central Point ス ケ ジ ュ ー ラ ー 
Central Point ア ン デ リー ト 


























マウ ス で 選択 する 場 [ ア ィ スク ・ ユ ー テ ィ リ ティ ー ] 

合 は 、 フ ァイル 名 を ク F10= メ ニュ ー Shift+F9= コ マン ド ・ プ ロン プ ト 

リッ ク し ます 。 LA 

複数 ファ イル を 選択 1 .[+] また は >] キー を 使っ て 、 縮 小 し た い デ ィ レ クト リー 
する に は 、 を 選択 し ます 。 

を 押し ます 。 

画面 下 の 状況 域 に 2 .『 ッ ツリ ー(T)』 プ ル ダ ウ ン か ら 『 ツ リー の 縮小 (C)」 を 選択 し ま 
ADD と 表示 され た ら 、 す 。 あ る い は 、] (マイ ナス ) キ ー を 押し ます 。 


また は キー 
で 選択 し た い フ ァ イ ョ = ファ イル の 選択 


5 ファ イル の 操作 を 行う 前 に は 、 ま ず 対象 と を る ファ イル を 選 
い | Space | R 内 

sl 択 する 必要 が あり ます 。 

ます 。 こ れ を 繰り 返し ディ レク トリ ー 内 の ファ イル を 選択 する に は 、 次 の キー 操作 
て 複数 の ファ イル を で ファ イル を 選択 で きま す 。 

選択 で きま す 。 選 択 と 

解除 は Space キー また は 選 ] キー 


で 交互 に 選べ ます 。 現在 選択 きれ て いる ファ イル の 上 また は 下 に 表示 され て いる 


DOS シ ェ ル を 使う 





ファ イル を 選択 で きま す 。 


ma] キー、 [G+ sm キー 
ファ イル 一 覧 の 先頭 に ある ファ イル を 選択 で きま す 。 
LEra] また は [cm] + LE キー 

ファ イル 一 覧 の 未 尾 に ある ファ イル を 選択 で きま す 。 
ファ イル 和 名 の 先頭 文字 の キー 

その 文字 で 始ま る 最初 の ファ イル を 選択 で きま す 。 


プロ グラ ム を 操作 する 

DOS シ ェ ル の 最大 の 特徴 の 1 つ に 、 個 々 の プロ グラ ム を 終了 
せ ず に 複数 の プロ グラ ム を 切り 奉 え な が ら 実 行 で きる 機能 が 
あり ます 。 複 数 の プロ グラ ム を 実行 する と き 、 そ れ ら は シス テ 
ム の 設定 に 合わ せ て 、 さ ま ざ ま な 方 法 で シス テム 資源 を 使用 
し まず 。 

DOS シ ェ ル は また 、 複 数 の プロ グラ ム を いく つか の プロ グラ 
ム ・ グ ルー プ ( 以 後 、 グ ルー プ と 略す ) に 分 類する た め の ツ ー ル 
と し て も 利用 で きま す 。 あ る プロ グラ ム を グル ー プ に 追加 す 
る 場合 、 プ ログ ラム を 始動 する と き に 必要 と な る 情報 を 指定 
(関連 づけ ) す る 必要 が あり ます 。 た と えば 、 プ ログ ラム ・ フ ァ イ 
ル の COMMAND.COM は 、 名 前 (コマ ンド ・ プ ロン プ ト ) お よび 
始動 コマ ンド (COMMAND) と 関連 づけ られ ます 。 グ ルー プ に 
登録 きれ た 個々 の プロ グラ ム を プロ グラ ム ・ ア イ テ ム と 呼び 
ます 。 


由 





庫 ヶ 革 溢 下 媒 う の 〇 ロ 


gs プロ グラ ム ・ グ ルー プ の 表示 
「 メ イン ] グ ルー プ は 、 最 初 に DOS シ ェ ル を 始動 し た と き 、 プ ロ 
グラ ム ・ リ スト に 表示 され る プロ グラ ム ・ グ ルー プ で す 。 
「 メ イン 」 グ ルー プ に は 、「 コ マン ド ・ プ ロン プ ト 」 な どの プロ グ 
ラム ・ ア イ テ ム が 含ま れ て お り 、 さ ら に 「 デ ィ ス ク ・ ユ ー テ ィ リ 
ティ ー」 と いう プロ グラ ム ・ グ ルー プ も 含ま れ て いま す 。 


| 
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プロ グラ ム ・ グ ルー プ の 
表示 


<⑤==ー 


マウ ス で 選択 する 場 
合 は 、 グ ルー プ 名 を ダ 
プル クリ ッ サク | 半 お 42958 


< の ==ー 


マウ ス で 選択 する 場 
合 は 、 始 動 し た い プ ロ 
グラ ム を 含む グル ー 
プ を キー ジン し 、 ブ グロ 
グラ ム 名 を ダブ ルク 
リグ: し まり ずら 


グル ー プ 内 の 各 ア イ テ ム を 画面 で 見 る に は 、 そ の グル ー プ が 
オー プン され て いる 必要 が あり ます 。 た と えば 、「 デ ィ ス ク ・ 
ユー ティ リティ ー」 グ ルー プ の 項目 を 見 る に は 、 ま ず こ の グ 
ルー ジ を オー プン し で く 半 きい 。 

プロ グラ ム ・ グ ルー プ を オー プン する に は 、 また は 上 
キー を 使っ て 、 オ ー プ ン し た い グ ルー プ を 選択 し て 忌 Enerl 
(改行 ) を 押し ます 。 オ ー プ ン し た グル ー プ を クロ ー ズ する に 
は 、 別 の グル ー プ を オー プン し て くだ さい 。 


プロ グラ ム の 始動 
プロ グラ ム を 始動 する に は 、 次 の 4 通り の 方 法 が あり ます 。 


・ プ ログ ラム ・ グ ルー プ か ら プ ログ ラム ・ ア イ テ ム を 選択 する 
方 法 

・ フ ァイル ・ リ スト か ら プ ログ ラム ・ フ ァイル 、 ま た は プロ グラ 
ム と 関連 づけ られ て いる ファ イル を 選択 する 方 法 

・『 フ ァイル (F)』 プ ル ダ ウ ン か ら 「 実 行 (R).…』 を 選択 し 、 プ ログ ラ 
ム ・ フ ァイル の 名 前 を 入力 する 方 法 

・「 メ イン 」 グ ルー プ か ら 「 コ マン ド ・ プ ロン プ ト 」 を 選択 し 、 コ 
マン ド 行 に プロ グラ ム ・ フ ァイル の 名 前 を 入力 する 方 法 

以下 に 、 そ れ ぞ れ の 始動 方 法 に つい て 順に 説明 し ます 。 

プロ グラ ム ・ グ ルー プ か ら の 始動 

目的 の プロ グラ ム が プロ グラ ム ・ リ スト に 表示 され て いる グ 

ルー プ の 中 に ある 場合 その プロ グラ ム を 始動 する も っ と も 

簡単 な 方 法 は 、 リ スト の 中 か ら そ れ を 選択 する こと で す 。 


プロ グラ ム ・ グ ルー プ か ら プ ログ ラム を 始動 する に は 、 始 動 し 
た い プ ログ ラム を 含む グル ー プ を オー プン し ます 。 


@ は ] また は ] キー を 使っ て 、 目 的 の プロ グラ ム を 選択 し ます 。 
6 キー を 押し ます 。 
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= ファ イル ・ リ スト か ら の 始動 
実行 する プロ グラ ム が プロ グラ ム ・ グ ルー プ に 登録 され て い 
な い 場 合 は 、 フ ァイル ・ リ スト か ら プ ログ ラム ・ フ ァイル を 選 
択 し て 、 目 的 の プロ グラ ム を 始動 する こと も で きま す 。 プ ログ 
ラム ・ フ ァイル に は 、COM, EXE, BAT の いずれ か の エク ステ 


(ーーー ンション が 付い て いま す 。 
0 ファ イル リス ト か ら プ ログ ラム を 始動 する に は 、 L つ ] を 


マウ ス で 選択 する 場 ー Ei 
合 は 、 始 動 し た い プ ロ 押し て 、 デ ィ レク トリ ー・ ツ リー に 選択 ー ソ ル を 移動 し ま 
グラ ム の ある ディ レ す 。 


クト リー を 所 択 し 、 9 [生ま た は 区 ] キー を 使っ て 、 始 動 し た い プ ログ ラム の ある 


279boUNN2G ジ / ー 、 
肖 和 1 ディ レク トリ ー を 選択 し ます 。 


名 前 を ダ プ ル タ クリッ 9 上 1 づ を 押し て 、 フ ァイル ・ リ スト に 選択 カー ソル を 移動 し ます 。 


ク し ます 。 
の また は し] キー を 使っ て 、 プ ログ ラム ・ フ ァイル の 名 前 を 
選択 し ます 。 


⑨③ [| ご Ener』 (改行 ) を 押し ます 。 

メニ ュー か ら の 始動 

メニ ュー の 「 実 行 (R).….』】 を 使っ て 、 プ ログ ラム を 始動 する こと 
も で きま す 。 こ の 方 法 を 使う 場合 は 、 あ ら か じ め 、 そ の プロ グ 
ラム ・ フ ァイル が どの ディ レク トリ ー に ある の か 、 ま た 正しい 
ファ イル 名 を 調べ て お く 必 要 が あり ます 。 た と えば 、 始 動 す る 
プロ グラ ム が EDLIN コ マン ド で ある 場合 この プロ グラ ム を 始 
動 す る ファ イル は "EDLIN.COM" で 、 通 常 こ の ファ イル は 、 
C:\DOS デ ィ レ クト リー に あり ます 。 こ の 場合 、「 実 行 ] ポ ッ プ 
アッ プ の 入力 フィ ー ル ド に は 、C:\DOS\EDLIN.COM と 入力 し 
特に 


山 す ーー 





庫 と 革 油 幅 上 き の 〇 ワ 


「 実 行 (R).…』 を 使っ て 、 プ ログ ラム を 始動 する に は 、『 フ ァイル 
(F)』 プ ル ダ ウ ン か ら 「 実 行 (R).…』 を 選択 し ます 。 


[実行] ポッ プア ッ プ が 表示 され ます 。 
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メニ ュー か ら の 始動 


ホス ト の 端末 エミ ュ 
レー ショ ン ・ プ ログ ラ 
ム の 種類 に よっ て は 、 
タス ク 切 り 替 ぇ 機能 
と と も に 実行 で き な 
いも の が あり ます 。 こ 
の まう な デ ロ グ ラム 
を タス ク 切 り 奉 え 機 
能 と と も に 実行 する 
と 、 使 用 中 の シス テム 
と ホス ト と の 接続 が 
切断 され た り 、 デ ー タ 
を 失う 原因 と な り ま 
す の で 注意 し て くだ 
さい 。 




















| 了解 取消 


























入力 フィ ー ル ド に プロ グラ ム ・ フ ァイル の パス と ファ イル 名 


を 入力 し ます 。 


@ [了解 ] を 選択 し ます 。 


mg プロ グラ ム の 切り 替え 


タス ク 切 り 奉 え を 使用 可 に する と 、 複 数 の プロ グラ ム を 切り 
堆 え な が ら 作 業 を 進め る こと が で きま す 。 


タス ク 切 り 共 え を 使用 可 に する に は 、『 オ プシ ョ ン ( 〇 O)』 プ ル ダ 
ウン か ら 『 タ スク 切り 奉 え の 使用 (E)] を 選択 し ます 。 プ ル ダ ウ 
ン の 項目 名 の 先頭 に アス タリ スク (*) が 付き 、 活 動 タ スク ・ リ 
スト が 表示 され ます 。 

活動 タス ク ・ リ スト に は 、 タ スク 切り 替え を 使用 可 に し た 後 で 
始動 し た プロ グラ ム の 名 前 が 表示 され ます 。 プ ログ ラム の 実 
行 を 終了 する と 、 そ の 名 前 は 活動 タス ク ・ リ スト か ら 消 えま す 。 


上 複数 の プロ グラ ム を 実行 する に は 、 フ ァイル ・ リ スト また は プ 


ログ ラム ・ リ スト で プロ グラ ム ・ フ ァイル の 名 前 を ダブ ルク 
リッ ク し て 、 最 初 の プロ グラ ム を 始動 し ます 。 も う 一 つの 方 法 
と し て 、 [は ] また は し ] キー を 使い 、 プ ログ ラム 名 を 選択 し 
て | で Ener』 (改行 ) り を 押し ます 。 プ ログ ラム の 画面 が 表示 され 
ます 。 


の Lc し Esc』 を 押し て 、DOS シ ェ ル に 戻り ます 。 
《》 別 の プロ グラ ム を 始動 し ます 。 


プロ グラ ム か ら DOS シ ェ ル に 切り 替え る に は 』 cm 還 LEsc』 
を 押し ます 。 ま た は 、 画 面 上 端 に "DOS シ ェ ル "と いう 名 前 が 表 
示さ れる まで 、 を 押し な が ら 繰 り 返 し ] を 押し 
ます 。DOS シ ェ ル に 戻る に は 、 中 At 』 を 離し ます 。 
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= プロ グラ ム の 終了 
タス ク 切 り 替 え が 使 用 可 に な っ て いる 場合 、 同 時 に 複数 の プ 
ログ ラム を 実行 で き 、 始 動 し た プロ グラ ム の 名 前 は 、 活 動 タ ス 
ク ・ リ スト に 表示 され ます 。 活 動 タ スク ・ リ スト か ら プ ログ ラ 
ム を 削除 する に は 、 プ ログ ラム を 終了 させ る 必要 が あり ます 。 


タス クリ スト に 表示 され て いる プロ グラ ム を 終了 させ る に 





実行 に 失敗 し た プロ は 、DOS シ ェ ル か ら 終 了 さ せ た い プロ グラ ム に 切り 替え ます 。 
グラ ム が DOS の 実行 と 1 コ 
プロ グラ ム の 終了 コマ ンド を 使っ て 、 プ ログ ラム を 終 
に 悪影響 を 与え る こ 1 務 目 の 菩 了 に 次 す 
と が あり ます 。 こ の よ させ ます 。 
うな 場合 は 、DOS シ ェ (コマ ンド ・ プ ロン プ ト を 実行 し て いる 場合 は 、EXIT と 入力 し 
ル を 終了 し て 、 シ ステ 3 語ら 、 こ や もっ e 
て 上 改行 ) を 押す と 、DOS シ ェ ル に 戻る こと が で きま す ) 1 
ム を 再 始動 し て くだ に Emerl 生 
さい 。 《 実行 に 失敗 し た プロ グラ ム を 終了 させ る に は 、DOS シ ェ ル に 童 
切り 替え ます 。 


9 活動 タス クリ スト か ら 終 了 さ せ た い プロ グラ ム を 選択 し ます 。 


を で 》「 フ ァイル (FE)」 プ ル ダ ウ ン か ら 「 削 除 (D).…J を 選択 し ます 。 ま た 
は 、 を 押し ます 。 


プロ グラ ム と ファ イル の 関連 づけ 
特定 の アプ リケーション ・ プ ログ ラム で 処理 する 一 連 の ファ 
イル が ある 場合 プロ グラ ム と それ ら の ファ イル と を 関連 づ 
ける こと に より 、 プ ログ ラム の 始動 と 、 フ ァイル の 読み 込み の 
時 間 を 節約 する こと が で きま す 。 こ れ に より 、 関 連 づ けら れ た 
ファ イル を オー プン する と 、 プ ログ ラム が 始動 し て 自動 的 に 
その ファ イル が 読み 込ま れ ま す 。 


計 革 薄着 尋 き の 〇 ワ 


プロ グラ ム と ファ イル と の 関連 づけ は 、 フ ァイル の エク ステ 
ンション ご と に 行い ます 。 

た と えば 、E エ ディ ター を 使う 場合 を 考え て み ま し ょ う 。E エ 
ディ ター の テキ スト ・ フ ァイル 用 に .TXT と いう エク ステ ン 
ショ ン を 使用 する 場合 選 エ ディ ター の プロ グラ ム ・ フ ァイル 
と エク ステ ンション .TXT を 持つ すべ て の ファ イル を 関連 づけ 
る こと が で きま す 。 こ れ に より 、TXT フ ァイル を オー プン する 


と 
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プロ グラ ム と ファ イル の 
関連 づけ 


@ ⑤ 


い 57 


た びに 、E エ ディ ター を 自動 的 に 始動 し て 、 そ の .TXT フ ァイル 
を E エ ディ ター の 作業 領域 に 読み 込み ます 。 


1 つの プロ グラ ム に 関連 づけ る こと の で きる エク ステ ン シ ョ 
ン の 数 に 制限 は あり ませ ん 。 た だ し 、 ス ペー ス を 含め 、 全 体 の 
文字 数 が 79 文 字 を 超え る こと は で きま せん 。 ま た 、 エ クス テン 
ショ ン の 前 の ピリ オド は 入力 し な いで くだ さい 。 ま た 、1 つの 
エク ステ ンション を 同時 に 複数 の プロ グラ ム に 関連 づけ る こ 
と は で きま せん 。 た と えば 、 エ クス テン ショ ン .TXT を 、E エ 
ディ ター と その 他 の テキ スト ・ エ ディ ター に 同時 に 関連 づけ 
る こと は で きま せん 。 


ファ イル を プロ グラ ム と 関連 づけ る に は 、 関 連 づ けた い プ ロ 
グラ ム の ある ディ レク トリ ー を 選択 し ます 。 

ファ イル ・ リ スト か ら プ ログ ラム の 名 前 を 選択 し ます 。 

『 フ ァイル (F)』 プ ル ダ ウ ン か ら 「 関 連 づ け (A).…』 を 選択 し ます 。 
「 フ ァイル の 関連 づけ ]」 ポ ッ プ アッ プ が 表示 され ます 。 
ーー 抽 証 罰 項 室 良  '《nono 


ファ イル 名 : E. EXE 中 の 1 


エグ ステ シシ ョ シン 。。。。 に messe ] 





了解 取消 ヘル プ 












































「 エ クス テン ショ ン 」 フ ィ ー ル ド に 、 選 択 し た プロ グラ ム と 関 
連 づ けた い エ クス テン ショ ン を 入力 し ます 。 エ クス テン ショ 
ン の 前 に ピリ オド を 入力 する 必要 は あり ませ ん (半角 の ス 
ペー ス で 区 切っ て 、 複 数 の エク ステ ンション を 指定 する こと 
も で きま す )。 


[了解 ] を 選択 し ます 。 
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WM ファ イル と プロ グラ ム 間 の 関連 づけ を 削除 する に は 、 関 連 づ 
け を 削除 し た い フ ァイル を 選択 し ます 。 


9「 フ ァイル ()』 プ ル ダ ウン か ら 「 関 連 づ け (A).…』 を 選択 し ます 。 
「 フ ァイル の 関連 づけ 」 ポ ッ プ アッ プ が 表示 され 、 入 力 フ ィ ー 
ルド に プロ グラ ム 名 が 表示 され ます 。 

9⑨ を 押し て 、 プ ログ ラム 名 を 削除 し ます 。 

の [ 解 ] を 選択 し ます 。 ま た は 、[ で Enier』 (改行 ) を 押し ます 。 

確認 メッ セー ジ を 首 略 する 
ファ イル や ディ レク トリ ー を 削除 し た り 置 き 換 えた りす る た 
びに 、 い ちい ち 確 認 の ポッ プア ッ プ を 表示 させ た く な いり い 場合 
は 、 確 認 メ ッ セ ー ジ の 設定 を 変更 する こと が で きま す 。 ま た 、 
マウ ス を 使用 し て いる と き に 表示 され る 確認 メッ セー ジ を 省 
略す る こと も で きま す 。 





山 こう 








D 
O 
《” 確認 メッ セー ジ を 省略 する に は 、「 オ プシ ョ ン (O 〇 )』 プ ル ダ ウ ン 5 
か ら 「 確 認 (C).』 を 選択 し ます 。 電 
操 
[確認 ] ポ ッ プ アッ プ が 表示 され ます 。 人 
古本 
[X] 削除 時 確認 
[人 X] 置換 時 確認 


[X] マウ ス 操 作 時 確認 














了解 取消 ヘル プ 
































9 省略 し た い 確 認 メッ セー ジ に 対応 する オプ ショ ン の 選択 を 取 
り 消し ます 。 該 当 す る チェ ッ ク ・ ボ ックス を 、 マ ウス で クリ ッ 
ク す る か 、[+] また は 区] キー を 使っ て 選択 し た 後 、 人 space 
を 押し て 、 ボ ックス 内 の ※ 印 を 消し ます 。 

6》 [了解 ] を 選択 し ます 。 
各 オ プシ ョ ン が 選択 され て いる と き 、 次 の よう な メッ セー ジ 
が 表示 され ます 。 

園 
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確認 メッ セー ジ を 
省略 する 


ヘル プ の 使い 方 


ゆ 
127 
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回 DOS シ ェ ル を 使う 








オプ ショ ン メッ セー ジ 





[削除 時 確認 ] ファ イル を 削除 する まえ に 削除 し 
て も 良い か どう か を 問い 合わ せる 
ポッ プア ッ プ が 表示 され ます 。 


[置換 時 確認 ] 既存 の ファ イル を 置き 換え る まえ 
に 置き 換え て も 良い か どう か を 問 
い 合 わせ る ポッ プア ッ プ が 表示 さ 
れ ま す 。 

[マウ ス 操 作 時 確認 マウ ス を 使っ て 、 複 写 、 ド ラッ グ 、 移 
動 の よう な 操作 を 実行 する まえ に 、 
確認 の ポッ プア ッ プ が 表示 され ます 。 





オン ライ ン ・ ヘ ルプ は 、 メ ニュ ー や プル ダウ ン 、 ポ ッ プ アッ プ 、 
ポッ プア ッ プ の オプ ショ ン の 使い 方 や 操作 手順 な ど 、DOS 
シェ ル の 基本 操作 に 関す る 情報 を 調べ る た め に 利用 で きま 
す 。 オ ン ラ イン ・ ヘ ルプ は 、 次 の 3 つの 方 法 の いずれ か に より 
使う こと が で きま す 。 

Fi キー を 押す 方 法 

・ ポ ッ プ アッ プ 内 に ある [ヘル プ ] ボ タン を 選択 する 方 法 

・『 ヘ ルプ (H)』 プ ル ダ ウ ン を 利用 する 方 法 

メニ ュー 項目 に 関す る ヘル プ を 見 る に は 、 を 押し ます 。 
に まだ は ] キー を 押し て 、 ヘ ルプ が 必要 な メニ ュー 項目 
を 選択 し ます (た と えば 『 フ ァイル (PJ)。 


キー を 押し ます 。 
選択 し た 項目 に 関す る ヘル プ 情 報 が 表示 され ます 。 


0 プル ダウ ン 項 目 に 関す る ヘル プ を 見 る に は 、 キー を 押 
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し て 、 メ ニュ ー・ バ ー に 選択 カー ソル を 移動 し ます 。 


引 また は ] キー を 使っ て 、 目 的 の プル ダウ ン 項 目 を 含む 
メニ ュー 項目 を 選択 し 、 人 で Ener (改行 ) を 押し ます 。 


マウ ス で ヘル プ を 表 
示す る に は 、 目 的 の プ 
ル ダ ウ ン 項 目 が 含ま 
れる メニ ュー 項目 を 
ウ の みしま か 5 だ 
と えば 「 フ ァイル (P)』) 
次 に 、 ヘ ルプ が 必要 な 
プル ダウ ン 項 目 を 、 ク 
Ai グ 生ま "98 上 6 だ 導 
えば 『「 複 写 (C)」) 最後 
に 「 ヘ ルプ 』 を クリ ッ 
ウ ウ 2 ま 39 


DOS シ ェ ル を 使う 





は また は ] キー を 使っ て 、 ヘ ルプ が 必要 な プル ダウ ン 項 


目 を 選択 し ます 。 


の [F キ ー を 押し ます 。 


選択 し た 項目 に 関す る ヘル プ 情 報 が 表示 され ます 。 

ポッ プア ッ プ に 関す る ヘル プ を 見 る に は 、 ヘ ルプ が 必要 な 
ポッ プア ッ プ を オー プン し ます 。 

ヘル プ が 必要 な ボタ ン 、 ま た は フィ ー ル ド を クリ ッ ク し ます 。 
ある い は 、 | ーM ] また は 矢印 キー を 押し て 、 そ こ に 選択 カー 
ソル を 移動 し ます 。 


キー を 押し ます 。 

た と えば 「 フ ァイル の 検索 ] ポ ッ プ アッ プ で 、「 検 索 対 象 ] フ ィ ー 
ル ド を 選択 し て [Fi キー を 押す と 、DOS シ ェ ル は 次 の よう 
な ヘル プ ・ ポ ッ プ アッ プ を 表示 し ます 。 


ーー ーー 


名 を 入力 し ます 。DOS の グロ ー バ ル ・ フ ァイル 文字 ( 素 
。 似 た ファ イル 名 や エク ステ ンション を 持つ ファ イル 
こと も で きま す 。 例えば, .TXT と いう エク ステ ン シ ョ 






ある い は ?) を 使 
の グル ー プ を 検 


ン を 持つ すべ て 








ファ イル を 検索 する に は . *.TXT と 指定 し ます 






































キー ボー ド 雪 引 ヘル プ 
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山 こう 


計 光 某 薄 装 刀 の 〇 ワ 
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VGA 存 高 で の いび -7ex7 の 使い 方 








=== 


の IRM が 必 
ファ ー・ サ イズ が 足り 
な い 場 合 に は 、 そ の 定 
の メッ セー ジ が 出 ま 
す 。 こ の 場合 は 次 節 の 
DOS/V カ スタ マイ ジ 
ハク グ co ニテ ディ イリ 
ティ ー の 使い 方 を 参 
照 し て 設定 を 行っ て 
くだ さい 。 


PC DOS J6.3V に 標準 夫 載 され た VGA 肝 のび -7ex7 を 使用 す 
る と 、 通 常 80 格 25 行 し か 表示 で き な か っ た 画面 で 、 最 大 706 
李 40 行 、 最 40 攻 75 行 の 文字 表示 が 行え を ます 。 こ こ で は そ 
の 設定 方 法 と 使い 方 を 説明 し ます 。 


VGA 用 の V-Text で は 高密 度 テ キス ト ・ モ ー ド と 拡大 テキ スト ・ 
モー ド を サポ ー ト し ます 。 高 密度 テキ スト ・ モ ー ド で は 1 行 の 
文字 は 標準 と 同じ で 、 画 面 の 行 数 の み 可 変 の 縦長 画面 (80X 多 
行 ) と 、1 画面 の 行 数 と 桁 数 が と も に 可変 の ワイ ド 画 面 ( 多 桁 
※ 多 行 ) が あり ます 。1 画面 に 表示 で きる 文字 数 が 多い の で 、 
一 度 に 見 る こと が で きる 情報 が 多く 、 編 集 作業 な どの 効率 を 
高め る こと が で きま す 。 エ ディ ター や スプ レッ ド シ ー ト な ど 
の アプ リケーション で 効果 を 発揮 し ます 。 ま た 、 拡 大 テキ ス 
ト ・ モ ー ド で は 、 桁 数 、 行 数 を 標準 より 小さ く で きる の で (その 
た め 、 大 きい 文字 を 表示 )、 超 小型 LCD な ど で 、 よ り 高 い 視認 性 
を 提供 する こと が で きま す 。 

















VGA 用 の V-Text ド ライ バー を 組み 込む に は 、 次 の よう に 入力 


し て 、 は で Enter』 (改行 ) を 押し て くだ さい 。 


OSDxV9a4 


する と 以下 の 画面 が 表示 され ます 。 


| DSPXVGA Version 2.10 が 導入 され まし た 。 | 


さら に V-Text 画 面 を 設定 する に は 次 の よう に 入力 し て 、 
で Enter (改行 ) を 押し て く だ さい 。 


dSDX 


する と 次 の 画面 が 表示 され ます 。 











縦長 テキ スト ・ モ ー ド 
で は 、16 ド ッ ト の フォ 
ント を 縦 方 向 に の み 
圧縮 し て 、12 ド ッ ト の 
フォ ント を 表示 し ま 
す 。( 桁 数 は 80 行 の ま 
まで す 。) こ れ に 対し 
て ワイ ド ・ テ キス ト ・ 
モー ド で は 12 ド ッ ト 
の フォ ント を 使用 し 
て 106 桁 X34/40 行 を 
実現 し ます 。 

拡大 テキ スト ・ モ ー ド 
で は 24 ド ッ ト の フォ 
ント を 利用 する か 、16 
ドッ ト の フォ ント を 2 
倍 し て 32 ド ッ ト を 表 
示し ます 。 

12 ド ッ ト フ ォ ン ト お 
よび 24 ド ッ ト フ ォ ン 
ト は 次 節 で 説明 する 
[DOS/V カ スト マイ ジ 
シグ ユー ティ イリ 
ティ ー」 で それ ぞ れ 使 
用 可能 に 設定 され て 
いな けれ ば 、 こ れ ら の 
フォ ント を 利用 する 
画面 モー ド は 表示 さ 
れ ま せん 。 そ れ ぞ れ の 
フォ ント ・ フ ァイル 名 は 
$JPNHN12.FNT 
(半角 12 ド ッ ト ) 
$JPNZN12.FNT 
(全角 12 ド ッ ト ) 
$JPNHN24.FNT 
(半角 24 ド ッ ト ) 
$JPNZN24.FNT 
(全角 24 ド ッ ト ) 

で す 





テキ スト ・ モ ー ド 設定 == ニ ー= 


1 ・! キー で カー ソル を 移動 し 、Enter (改行 ) キー を 押し て くだ さい 。 








標準 テキ スト ・ モ ー ド 80 桁 25 行 
縦長 テキ スト ・ モ ー ド 80 桁 X34 行 
ワイ ドン 拡大 テキ スト ・ モ ー ド 106 桁 X34 行 









































F5: 詳 細 表示 F10: 設 定 変更 














由 


カー ソル で 好み の テキ スト ・ モ ー ド を 選択 し て | で Ener』 ( 改 
行 ) り を 押す と 、 テ キス ト ・ モ ー ド が 切り 換わり ます 。 F10] キー 
を 押す と 、 そ れ ぞ れ の 画面 モー ド で 桁 数 お よび 行 数 の 変更 が 
で きま す 。 





」 キー で カー ソル を 移動 し 、Enter (改行 ) キー を 押し て くだ きい 


計 ヶ 革 薄 汗 上 き の 〇 ワ 

















ワイ ドン グ 拡 上 た テキ スト ・ モ ー ド 設定 変更 
衝 数 X 行 数 || フィ ッ ト ・ サ イズ 文字 ボッ クス || 画面 解像度 














80X34 8X12 8X14 640X480 
80X40 8X12 8X12 640X480 
106x34 6X12 6X14 640※480 
106X40 6X12 6X12 640X480 
52X20 12X24 12X24 640X480 
40※15 16X32 16 メ 32 640X480 



























































この テキ スト ・ モ ー ド を 無効 に する 



































ESsC: 前 画面 





























(改行 ) を 押す と 、 テ キス ト ・ モ ー ド 設定 画面 に 戻り 
ます 。 も う 一 度 確認 し て を 押し て くだ さい 。 実 際 に 
V-Text を 体験 する た め に は 、E エ ディ ター を 始動 する こと で 、 
より 確実 に 確認 が で きま す 。 
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DOSV カ スタ マイ ジン グ ・ ユ ー テ ィ リ ティ ー の 使 し 方 








@ 


SETUPV.EXE で 変更 
し た 項目 は DOSV.INI 
と いう ファ イル に 書 
き 込 まれ 、 以 降 は DOS 
の 始動 時 に 参照 され 
まお 8 


PC DOS J6.3 パ で な は DOS の 民 簡 設定 は 、 カ スタ マイ ジン グ ・ 
ユー ティ リティ ー を 使っ て 簡単 に 変更 が で きる よう に な り ま 
し た 。 こ こ で は この プロ グラ ム の 使い 方 に つい て 説明 し ます 。 


カス タマ イジ ング ・ ユ ー テ ィ リ ティ ー を 始動 する に は 、 以 下 の 


コマ ンド を 入力 し て | で Ener] (改行 ) を 押し ます 。 











setupv 


初期 画面 は 次 の よう に 表示 され ます 。 


・+ キ ー で 設定 項目 を 選択 し 、、Enter (改行 ) キー で 選択 画面 に な り ま す 
ESC キ ー で 設定 を 終了 し ます 

















Enter (改行 ) 選択 画 面 | 




















ここ に 表示 され て いる よう に 、「 フ ォ ン ト 」、「 表 示 」、「[ キーボー 
ド 」、「 入 力 」、「 プ リン ター」 と 大 きく 5$ つ に 分 けら れ た 項目 が 設 
定 で きま す 。 最 初 に フォ ント の 設定 に 関連 し て 、V-Text の 設定 
を 解説 し ます 。 


V-Text の 設定 方 法 


テキ スト 
ファ ー・ サ イズ は 最大 
106 桁 で 40 行 に 設定 す 
る に は 、106 桁 X40 行 
X4 バ イト =16.960 バ 
イト に な り ま す 。 初 期 
設定 値 は 13.056 バ イ 
ト に な っ て いま す 。 


24 ド ッ ト フ ォ ン ト を 拡 
大 テキ スト ・ モ ー ド で 
使用 する 場合 に は 全角 
の フォ ント ・ フ ァイル 
が $JPNZN24.FNT で あ 
る 必要 が あり ます 。 
$JPNZN24.IBM は 印 
刷 時 に し か 使用 され 
ませ ん 。 


が 六 





DOSV カ スタ マイ ジン グ ・ ユ ー テ ィ リ ティー の 使い 方 





導入 直後 は デフ ォ ル ト で は 12 ド ッ ト ・ フ ォ ン ト が 使え な いよ 

うに な っ て いま す 。 通 常 V-Text を 使わ な い ユ ー ザ ー の 、 メ モ 
リー 消費 を 少な くす る た めで す 。 そ の た め 、V-Text で 12 ド ッ ト 
を 使用 し 、 画 面 に 最大 横 106 文 字 、 縦 40 行 で 文字 表示 を 実現 し 
た い 場 合 は 、 こ の カス タマ イジ ング ・ ユ ー テ ィ リ ティ ー で 12 
ドッ ト ・ フ ォ ン ト を 使え る よう に 、 変 更 する 必要 が あり ます 。 


12 ド ッ ト ・ フ ォ ン ト を 使用 する に は 、 初 期 画面 か ら |+] や ァ ] 
キー を 使っ て 、「 フ ォ ント ] を 選択 し 、 忌 Eneer』 (改行 ) を 押し 
ます 。 次 の 画面 が 表示 され ます 。 


・ ま キー 7 し 、、Enter (改行 ) キー で 選択 画面 に な り ま す 。 
ESC キ ー ひと っ つ 前 の 画面 に 戻り ます 





ォ ン ト 現在 の 設定 





フォ ント * ス 

12 ド ッ た 半 放 エキ ント 
12 ド 人 使用 し な い 。... 

16 ド ッ ト 半 角 フ ォ ン ト 使用 する (ROM 優 先 ) , .…. 
19 ド ッ ト 半 角 フ ォ ン ト 使用 する (ROM 優 先 ) 。 
16 ド ッ ト 全 名 フォ ント 使用 する (ROM 優 先 ) , .…. 
24 ド ッ ト 半 加 フォ ント 使用 し な い 。.…. 

24 ドッ ト 父 朋 フ ォ ン ト 使用 し な い 。..。 

16 ド ッ ト ・ ユ ー ザ ー 定 開 フ ォ ン ト 使用 する ,.. 

24 ド ッ ト ・ ユ ー ザ ー 定 状 フ ォ ン ト | 使用 する .… 

ユー ザー 定義 文字 の 範 時 F040。... 

アテ アク モス 記 式 朋 動 判定 


C: 
使用 し な い . .…. 

















EsC: 前 画面 F1: ヘ ルプ F3:! F10: 設 定 終了 Enter (改行 ) : 選択 画面 



































ここ で 12 ド ッ ト ・ フ ォ ン ト を 使用 する に は 、 や 】 キー 
を 使っ て 、「12 ド ッ ト 半 角 フ ォ ン ト ] を 選択 し 、 改 
行 ) を 押し て 選択 画面 に 移り 、「 使 用 し ます 」 を 選択 し ます 。 同 様 
に 「12 ド ッ ト 全 角 フ ォ ン ト 」 も 「 使 用 し ます 」 に し ます 。 


LEsc 』 キ ー で 「 フ ォ ン ト ]」 の 設定 を 抜け 、 さ ら に 同様 な 選択 方 
法 で 「 表 示 」 の 「 テ キス ト ・ バ ッ フ ァ ー・ サ イズ ] を 16.960 に 設定 
し ます キー を 押す と 設定 終了 で す 。 設 定 保存 の 確認 

メッ セー ジ が 表示 され た ら | で Ener』 (改行 ) を 押し ます 。 そ し 
て 、 シ ステ ム の 再 始動 の メッ セー ジ が 表示 され た ら | Y] キー 
を 押し て くだ さい 。( 他 の 設定 変更 を 続け て 行う 場合 は 、 こ こ 
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ー 





田 芋 蒲 装 也 き の 〇 ワ 


100 


V-Text の 設定 方 法 





ll DOSV カ スタ マイ ジン グ ・ ユ ー テ ィ リティー の 使い 方 





で [N] キー を 押し て くだ さい 。) これ で DSPX コ マン ド で 12 
ドッ ト ・ フ ォ ン ト が 使え る よう に な り ま す 。24 ド ッ ト ・ フ ォ ン 
ト を 利用 する 場合 に も 同様 の 操作 を 行っ て くだ さい 。 


プリ ンタ ー の 切り 替え 方 


次 に 「 プ リン ター」 で の 選択 例 と し て 、ESC/P プ リン ター を IBM 
プリ ンタ ー に 切り 替え る 場合 を 例 に 説明 し ます 。 初 期 画面 か 
ら 「 プ リン ター]」 を 選択 する と 、 次 の 画面 が 表示 され ます 。 


DOS/V 環境 設定 === ニ = 


で 設定 項目 を 選択 し 、、Enter (改行 ) キー で 選択 画面 に な り ま す 
ESC キ ー で ひと つ 前 の 画面 に 戻り ます 


| 


プリ ンタ ー 
プリ ンタ ー1 (LPT1) 
プリ ンタ ー2 (LPT2) 
プリ ンタ ー3 (LPT3) 
に ーー ニー 一 









































ESC: 前 画面 F1 Enter (改行 ) : 選択 画面 








「 プ リン ター 1 (LPT1)]、「 プ リン ター 2(LPT2)」、「 プ リン ター3 
(LPT3)」 の 3 つが 選択 で きる よう に な っ て いま す 。 こ れ ら は パラ 
レル ・ ポ ー ト の 論理 番号 を 示し て いま す 。 通 常 ロ ー カ ル な プリ 
ンタ ー は 「 プ リン ター 1 (LPT1)」 に 接続 きれ て いる 場合 が 多い 
の で 、 こ こ で は LPT1 に 接続 きれ て いる プリ ンタ ー を 切り 在 え 
ます 。 

は 】 や に ] キー で 「 プ リン ター 1 (LPT])] に カー ソル を 移動 し 、 
| ご gner』 (改行 ) り を 押し ます 。 き ら に 次 の よう な パネ ル が 表示 
され ます 。( 現 在 、 日 本 語 ESC/P に 設定 され て いる 場合 の 例 で 
す 。) 


プリ ンタ ー1 (LPTI) 現在 の 設定 





プリ ンタ ー・ ド ライ バー 日 本 語 ESC/P プ リン ター 


ドラ イ バ ー 状 況 活動 状 正 
子 約 ユー ザー 定義 文字 コー ド 777E 
コー ド の 並 び 替 え オフ 





DOS/V カ スタ マイ ジン グ ・ ユ ー テ ィ リティー の 使い 方 





ここ で 「 プ リン ター・ ド ライ バー]」 の 「 日 本 語 ESC/P** プ リン 
ター」 に カー ソル を 移動 し [Enter (改行 ) を 押す と 、 次 の よ 
うな プル ダウ ン が 表示 され ます 。 


プリ ンタ ー・ ド ライ バー 





な し 

IBM PS/55 プ リン ター 

日 本 語 FSC/P プ リン ター 

英語 プリ ンタ ー (IBM PS/55 プ リン ター・ エ ミュ レー ショ ン ) 
英語 プリ ンタ ー (日 本 語 ESC/P プ リン ター・ エ ミュ レー ショ ン ) 
HP LaserJet (IBM PS/55 プ リン ター・ エ ミュ レー ショ ン ) 

HP LaserJet (日 本 語 ESC/P プ リン ター・ エ ミュ レー ショ ン ) 














ここ で カー ソル を [IBM PS/55 プ リン ター]」 に 移動 し で Enerl 
(改行 ) を 押す と 「 プ リン ター・ ド ライ バー」 が [IBM PS/55 プ リン 
ター] に 変わ り ま す 。IBM 3375/5577 系 24 ド ッ ト ・ プ リン ター 以 
外 を お 使い の 方 は 、 プ リン ター・ タ イプ を 同様 に し て ご 使用 の 
プリ ンタ ー に 合わ せ て 選択 し て くだ さい 。 


最後 に [F10] キ ー を 押し て 設定 を 終了 し ます 。 以 降 、LPT1 に 接 
続 され た 日 本 語 の IBM 製 プ リン ター が 使用 で きま す 。 


時 | 注意 

ご 使用 の プリ ンタ ー の 機種 に よっ て は 、 初 期 画面 で [フォ ント ]」 

を 選択 し て 、 必 要 と な る フォ ント を 使用 可能 な 状態 に する 必要 

が あり ます 。 以 下 に 必要 な フォ ント を し めし ます 。 

IBM PS/55 プ リン ター お よび 日 本 語 ESC/P プ リン ター: 
$JPNZN24.IBM ま た は 
$JPNZN24.FNT 

英語 プリ ンタ ー す べ て : $JPNHN24.FNT.$JPNZN24.FNT 
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由 





計 革 潤 赴 嘱 き の 〇 ワ 


山 DOS&V カ スタ マイ ジン グ ・ ユ ー テ ィ リ ティ ー の 使い 方 





その 他 の オプ ショ ン に つい て 
ここ で は その 他 に 設定 で きる オプ ショ ン に つい て 説明 し ます 。 
= 表示 
「 表 示 」 を 選択 する と 、 次 の よう な 画面 が 表示 され ます 。 


・! キー で 設定 項目 を 選択 し 、、Enter (改行 ) キー で 選択 画面 に な り ま す 
ESC キ ー で ひと つ 前 の 画面 に 戻り ます 


フォ ント 
表示 


表示 | 現任 の 設定 
ハー ドウ ェ ア ・ ス クロ ー ル 方 式 | 自動 判定 
13056 














テキ スト ・ バ パッ ファ ー・ サ イズ 






































ESC: 前 画面 F1 F Enter (改行 ) : 選択 画面 








「 画 面 ス クロ ー ル ] は 通常 、 自 動 に 設定 し て お いて くだ さい 。 画 
面 ス クロ ー ル が 乱れ る 場合 に 、 こ の 設定 を 変更 する と 直る 場 
合 が あり ます 。 ま た 「 テ キス ト ・ バ ッ フ ァ ー・ サ イズ ] は 、DOS/V 
Extension な どの プロ グラ ム が 自動 的 に 設定 する 場合 も あり ます 。 
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DOSV カ スタ マイ ジン グ ・ ユ ー テ ィ リティー の 使い 方 





mama キーボード 
「 キ ー ボ ー ド ]」 を 選択 する と 、 次 の よう な 画面 が 表示 され ます 。 


† ・! キ ー で 設定 項目 を 選択 し 、、Enter (改行 ) キー で 選択 画面 に な り ま す 。 
ESC キ ー で ひと つ 前 の 画面 に 戻り ます 





現在 の 設定 





日 本 語 



































ESC: 前 画面 Enter (改行 ) : 選択 画面 

















由 





ここ で は キー ボー ド の 「 キ ー ボ ー ド の 種類 ] が 変更 で きま す 。 
た と えば 日 本 語 キ ー ボ ー ド か ら 米 国 英語 キー ボー ド に 切り 将 
えた 場合 に 設定 し ます 。 


入力 
「 入 力 」 を 選択 する と 、 次 の よう な 画面 が 表示 され ます 。 


計 光 圭 溜 装 上 き の 〇 ロ 


1 ・! キ ー で 設定 項目 を 選択 し 、、Enter (改行 ) キー で 選択 画面 に な り ま す 
ESC キ ー で ひと つ 前 の 画面 に 戻り ます 


フォ ント 


入力 現在 の 設定 
ロー ド 方 法 自動 判定 
ロー マ 字 入力 オン 

スポ ボット 変換 (グラ フィ ッ ク 時 ) ォ フ 

シフ ト 状 況 表示 域 25 行 日 表示 



































ESC: 前 画面 F1: ヘ ルプ F10: 設 定 終了 | | Enter (改行 ) : 
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山 DOSV カ スタ マイ ジン グ ・ ユ ー テ ィ リ ティー の 使 し 方 





入力 


「 ロ ー ド 方 法 ] と は DOS の 始動 時 に $IAS.SYS を EMS メ モリ ー に 
読み 込む か どう か の 設定 で す 。「 自 動 ] に 設定 し て お け ば 、EMS 
メモ リー が 確保 で きる 場合 の み EMS メ モリ ー に 読み 込み ま 
す 。「 基 本 メモ リー]」 を 選択 する と 、EMS メ モリ ー が 確保 で きる 
場合 で も 基本 メモ リー に 読み 込み ます 。 





「 ロ ー マ 字 入力 ] は デフ ォ ル ト で は 「 オ ン 」 に な っ て いま す が 、 ひ 
ら が な 入力 で お 使い に な り た い 場 合 に は 「 オ フ 」 に する と 、 次 
回 始動 時 か ら は ロー マ 字 入力 が 無効 に な り ま す 。 














「 ス ポッ ト 変 換 ( グ ラフ ィ ッ ク 時 )」| は 、 た と えば DOS シ ェ ル で グ 
ラフ ィ ッ ク 表 示 を 選択 し て いる よう な 場合 に 、 ス ポッ ト 変 換 
を する か どう か の 設定 で す 。「 オ フ ] に する と 定位 置 変換 に な 
り ま す 。 

「 シ フト 状況 表示 域 」 は 画面 最 下 自 の 漢字 入力 状況 な どの 表示 
する エリ ア の こと で す 。 こ れ は [「26 行 目 表示 」 を 選択 する と 26 
行 モ ー ド と な っ て 、 最 下段 が 26 行 目 に な り 、 そ こ に シフ ト 状 況 
域 が 表示 され ます 。 ま た 「 ト グル 表示 」 を 選択 する と 、 漢 字 入力 
を し な い 間 は 何 も 表 示せ ず 、 漢 字 入力 時 の み シ フト 状況 域 が 
表示 され る よう に な り ま す 。 海 外 の アプ リケーション を 使用 
し た 場合 に 、 最 下段 の 行 が シフ ト 状 況 表示 に よっ て 壊さ れる 
よう な 場合 を 除い て 、「23 行 目 表 示 」 を 指定 し て くだ さい 。 


メモ リー の 最 





適 人 プロ グラ ム の 使い 方 





PC DOS J6.3 ツ で 新しく 加わ っ た RAMBoos7 プ ログ ラム な 、 
2 章 で 解説 し た よう に お 使い の シス テム の 構成 を チェ ッ ク し 、 
メモ リー を 自動 的 に 最適 化す る 機能 を 電 代 し ます 。 こ こ で は そ 
の 使い 方 を 説明 し ます 。 


初め て RAMBoost を 使う 場合 は 、 最 初 に 以下 の コマ ンド を 実行 


し | Enter』 (改行 ) を 押し ます 。 


ramsetup 


する と 以下 の 画面 が 表示 され ます 。 

















Central Point RAMBoost 


RAMSETUP は 人 か ら 9000 SYS と MR BAT を 書き 替 え 
k9 























ここ で 「 了 了解 | に こ カ ー ソ ル が ある こと を 確認 し て 、 
(改行 ) を 押し ます 。 さ ら に 次 の よう な パネ ル が 表示 され ます 。 
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由 





計 博 蘭 由 上 き の 〇 ロ 


< ァ メモ リー の 最適 付 プ ログ ラム の 使い 方 


< ニー 


RAMBoost を 使用 す - 
る と 、 使 用 可能 メモ に T・ 6 人 し て くだ 
リー が 減少 する こと きい . 

が あり ます が 、 そ の 








場合 に は 、 古 い 

CONFIG.SYS と 

AUTOEXEC.BAT( そ 

れ ぞ れ CPS と いう 拡 

4 ここ で 「 再 始動 ] に カー ソル が ある こと を 確認 し 、[ で Ener』 
SO (改行 を 押し ます 。 


コン ピュ ー タ ー は 再 始動 し 、RAMBoost が 学習 モー ド で 始動 
し 、 シ ステ ム メ 構 成 を チェ ッ ク し て か ら 、 さ ら に も う 一 度 自動 的 


に 再 始 動 が 行わ れ ます 。 





拡張 (A) 機 能 は 、DOS 今度 は RAMBoostk は アク ティ プ ・ モ ー ド で 始動 し 、 メ モリ ー に 
全員 Ni 常駐 し ます 。 こ れ で 設定 は 完了 で す 。 こ れ に より シス テム の メ 
吾 し て いる 人 以外 還 

呈 ) 人 a の こめ の 最大 限 の 
は 、 選 択 し を いで くだ | IM 雪 
さい 。 メモ リー が 確保 され ます 。MEM コ マン ド で サイ ズ を 確認 し て 


み ま す 。 次 の よう に 入力 し 、| Ener (改行 ) を 押し ます 。 
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メモ リー の 最適 化 プ ログ ラム の 使い 方 


メモ リー の タイ プ 合計 = 使用 済 + 使用 可 
基本 640K 97K 543K 
UMB 56K 30K 26K 
アダ プ タ RAM/ROM 196K 196K OK 
XMS* メモ リー 1156K 732K 424K 


シス テム 全 メ モリ 2048K 1054K 994K 


1MB 以下 全 メ モリ 696K 126K 570K 


全 BIS メモ リー 1520K (1.556.480 バイ ト ) 
使用 可能 EMS* メモ リー 592K ,(606.208 バイ ト ) 


* EMM386 は EMS メ モリ ー を 提供 する た め 必 要 に 応じ て XMS メ モリ ー を 
使用 し ます 。 

EMS メ モリ ー と XMS メ モリ ー の 使用 可能 サイ ズ は 対応 し て 変わ る こと 
が あり ます 。 


由 


実行 可能 プロ グラ ム 最大 サイ ズ 543K (556.224 バイ ト ) 
使用 可能 最大 UMB メモ リー 25K (25.440 バイ ト ) 
DOS は HMA 領域 に 常駐 し て いま す 





ここ で 下 か ら 3 行 目 に 表示 され て いる 「 実 行 可 能 プ ログ ラム 最 
大 サイ ズ 」 が プロ グラ ム を 実行 で きる 最大 メモ リー・ サ イズ で 
す 。 こ の 例 で は 543KB に な っ て いま す 。 


田 革 薄 基 尋 き の 〇 ロ 


RAMboost が アク ティ ブ ・ モ ー ド の と き は 、 メ モリ ー に 常駐 し 
た プロ グラ ム が 常に シス テム の 構成 を 監視 し て いま す 。 た と 
えば 、 新 た な プロ グラ ム の 導入 に よっ て 、CONFIG.SYS フ ァ イ 
ル が 書き 変わ っ た 場合 に は 、RAMBoost は 自動 的 に 学習 モー ド 
に な り 、 メ モリ ー を 最適 化し て 設定 を 仕 直す 機能 が あり ます 。 


また RAMSETUP の 初期 画面 か ら キー を 押す と 、 そ れ 
以外 の 機能 に つい て も 詳し く 知 る こと が で きま す 。 
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ウィ ルス ・ チ ェ ッ ク の プロ グラ ム の 使い 方 





PC DOS J6.3/V に 其 載 され た /BM ア ンチ ウィ ルス ・ プ ログ ラ 
ム は 現在 発見 さん て いる 、 最 新 の コン ピュ ー タ ー・ ウ ィ ル ス に 
対処 で きる 強力 な ウィ ルス 侵入 秦 止 、 お よび 駆除 プロ グラ ム で す 。 


DOS の 導入 で 、IBM ア ンチ ウィ ルス /DOS プ ログ ラム を 選択 し 
た 場合 、DOS の 再 始動 と 同時 に 自動 的 に IBM アン チ ウ ィ ル ス / 
DOS プ ログ ラム が 始動 し し 、 ハ ー ド ディ スク 内 の ウィ ルス を ス 
キャ ン ( 走 査 ) し ます 。 そ し て チェ ッ ク し た ファ イル の リス ト 
と 、 日 時 を デー タベース へ 書き 込み ます 。 


また IBM アン チ ウ ィ ル ス ・ シ ー ル ド ( ウ ィ ル ス 侵 人 阻止 プロ グ 
ラム ) が メモ リー に 常駐 し ます 。 こ の プロ グラ ム は 、DOS の 動作 
中 に 、 デ ィ ス ケッ ト や ネッ トワ ー ク か ら の ウィ ルス の 侵入 を 
監視 し 、 阻 止 し ます 。 

IBM アン チ ウ イィ ルス /DOS プ ログ ラム を 始動 する に は 、 次 の よ 


うに 入力 し て 、| で Ener』 (改行 ) を 押し て くだ さい 。 


ibmavd 


する と 以下 の 画面 が 表示 され ます 。 





チェ ッ ク (C) 設定 (S) ログ (D) ヘル プ (H) 








シス テム の ウィ ルス を 
チェ ッ ク す る に は ... 


ここ を 押す ! (P 























F1= ヘ ルプ F2= キ ー の ヘル プ F3= 終 子 F10= メ ニュ ー 


ウィ ルス ・ チ ェ ッ ク の プロ グラ ム の 使い 方 





こと で 還 | も し く は (改行 ) を 押す と 、 メ モリ ー と 
ハー ド デ ィ スク 内 の ウィ ルス の 走査 が 開始 し ます 。 操 作 が 問 


題 な く 終了 する と 以下 の よう に 表示 され ます 。 


隊 ] 博幸 
ウィ ルス は 見 つか り ま せん で し た 


ウィ ルス が 発見 され 
た 場合 に は それ を 駆 






































除 す る パネ ル が 表示 
され ます の で 、 画 面 に 了解 (K) 
し た が っ て 操作 し て 
くだ さい 。 | ご Ener』 (履行 を 押し 、[ し F3 』 を 押す と 終了 し ます 。 4 
レー 
ウィ ルス の 定期 検査 の 自動 化 に 





ここ で は 定期 的 に TBM ア ンチ ウィ ルス ・ プ ログ ラム が 作動 す 








る よう に 設定 する 方 法 を 説明 し ます 。 9 
も う 一 度 IBM アン ナチ ウィル ス /DOS を 始動 し 、 初 期 画面 を 表示 生 
し ます 。 こ こ で [F パ を 押し 、 メ ニュ ー・ パ ー へ カー ソル を 移 内 
動 し 、「 設 定 」 か ら 「 自 動 チェ ッ ク 」 を 選択 し 、 改行 人 
を 押し て くだ きい 。 面 面 に 以下 の よう な パネ ル が 現れ ます 。 ly 
【 飲 ] 自動 チェ ッ ク 
) プー ト ご と 


( ) 毎日 (最初 の ブー ト ) 
(*) 毎週 (最初 の ブー ト ) 
( ) 毎月 (最初 の プー ト ) 
( ) 実行 し な い 





設定 の 保管 (S) 








オプ ショ ン の チェ ッ ク ... (0) 




















取消 (C) ヘル プ (HH) 





























デフ ォ ル ト で は [毎週 ] に 設定 され て いる の で 、 こ れ を 「 毎 日 ] に 
指定 し ます 。 カ ー ソ ル を や ] で ! 毎 日 ] へ 移動 し 、 
[ペース] キー を 押す と 「 毎 日 ] が 選択 され ます 。 さ ら に | s] を 
押し て 設定 を 保存 し 、[ Fs を 押し て 終了 し ます 。 


| 
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違い 4 ウィ ルス ・ チ ェ ッ ク の プロ グラ ム の 使い 方 





ウィ ルス の 定期 検査 の 自 これ で 毎日 始動 時 に 一 度 だ け 、 ウ ィ ル ス 検 査 を 自動 的 に 行う 
2 よう に 設定 で きま し た 。 同 様 に 操作 すれ ば 「 毎 月 ] や 「 プ ー ト ご 
と 」 の よう な 指定 も る で きま す 。[F1 ] キー を 押す と 、 そ れ 以外 

の 機能 に つい て も 詳し く 知る こと が で きま す 。 





協 5 昔 


り OS を コマ ンド だ で 人 生 う 


コマ ンド 行 を 使う 112 





DOS コ マン ド ベ スト 30 122 








コマ ンド 一 覧 145 


デバ イス ・ ド ライ バー 一 覧 171 
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コマ ンド た を 全う 








Revision と は DOS が 内 
部 で 使用 し て いる 変 
更 レ ベル の こと で す 。 


DOS で は DOS シ ェ ル な ど に よっ て 、 フ ァイル の コピ ー や 削除 
な どの ファ イル 管理 が 薦 単に 探 作 で きる よう に な っ て いま す 。 
し か し ある 種 度 DOS に 米 ん て くる と 、DOS を コマ ンド 行か ら 
使っ た 方 か 便利 な 場合 ち も た くさ ん あり ます 。 こ こ で は コマ ンド だ 
行か の ら DOS を 使う 方 法 を ご 紹介 し ます 。 


DOS は 次 の よう な プロ ンプ ト を 表示 し て 、 ユ ー ザ ー が コマ ン 
ド を 入力 する 行 を 示し ます 。 こ れ を コマ ンド 行 と 呼び ます 。 





C:\> 





DOS に コマ ンド を 実行 させ る に は 、 プ ロン プ ト に 続け て コマ 
ンド を 入力 し ます 。 た と えば 、DOS の バー ジョ ン 番 号 を 表示 させ 


た いり 場 合 に は 次 の よう に 入力 し Enter』 (改行 ) を 押し ます 。 


C:\>VER 


PC DOS Version J6.30/V 
Revision 0 


する と 上 図 の よう に 、 画 面 に この DOS の バー ジョ ン 番 号 が 現 
れ ま す 。 











各 コ マン ド に は 一 連 の 命令 が 含ま れ て いま す 。 た と えば VER 
コマ ンド は 、DOS に バー ジョ ン 番 号 を 表示 する こと を 命令 
ます 。 コ マン ド は 、TIME コ マン ドド の よう に 、 通 常 の 単語 を その 
まま 使う こと も あり ます し 、DIR コ マン ド (DIRectory) の よう に 
略語 に な っ て いる も の も あり ます 。 コ マン ド を 実行 する に は 、 
コマ ンド を 入力 し 、 そ れ か ら で Enerl (改行 ) を 押し ます 。 





コマ ンド が 行 を 全 う 





コマ ンド 部 の 名 称 
DOS の コマ ンド は 、 コ マン ド 名 、 パ ラメ ー タ ー、 ス イッ チ の 3 
種類 の 要素 か ら 構 成 さ れ て て いま す 。 す べ て の コマ ンド に は コ 
マン ド 名 が あり ます 。 コ マン ド の 中 に は 、 そ の コマ ンド が 何 を 
対象 に し て いる か を 示す た め 、1 つま た は 複数 の パラ メー 
ター を 必要 と する も の も あり ます 。 ま た コマ ンド の 中 に は 、1 
つま た は 複数 の オプ ショ ン ( こ れ を スイ ッ チ と 呼ぶ ) を つけ て 
実行 させ る も の も あり ます 。 ス イッ チ は コマ ンド の 作業 方 法 


を 変更 する 働き を も っ て いま す 。 
C:\>DIR 

本 
C: や COPY C: 福 TILWT.EXE A:TT.EE 

コマ ンド パラ メー ター 

C: や FORMAT A: /S 

を コ ュ ント を イッチ 

ラオ ーー 





4 コマ ンド 名 
コマ ンド 名 は DOS に 実行 し て ほし い 処 理 を 示し ます 。 コ マン 
ド に は 、CLS コ マン ド ( 画 面 上 の 文字 を 消去 する コマ ンド ) の よ 
うに コマ ンド 名 だ け で 構成 きれ て いる も の も あり ます が 、 ほ 
と ん どの コマ ンド で は 、 コ マン ド 名 と と も に パラ メー ター や 
スイ ッ チ を 必要 と し ます 。 


D 
O 
S 
を 
当 
マ 
ン 

ド 
で 
全 
う 


mm パラ メー ター 
パラ メー ター は 、 コ マン ド の 操作 対象 を 示し ます 。 た と えば 、 
DEL (削除 ) コ マン ド を 使っ て NOTES.TXT と いう ファ イル を 
削除 し た い 場 合 に は 、 パ ラメ ー タ ー と し て 削除 し た い フ ァ イ 
ル 名 (つま り NOTES.TXT) を 指定 し ます 。 


| 名 
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ビビ コマ ンド だ 行 を 使う 


パラ メー ター 









コマ ンド の 中 に は 、 複 数 の ファ イル 名 を 必要 と する も の が あ 
り ま す 。 た と えば 、REN コ マン ド を 使っ て ファ イル 名 を 変更 す 
る に は 、 新 し い フ ァイル 名 と 、 元 の ファ イル 名 が 必要 で す 。 次 
の 例 は 、LETTER.TXT と いう ファ イル 名 を 持つ ファ イル を 、 
MEMO.TXT と いう ファ イル 名 に 変更 する も の で す 。 


C:\>REN LETTER.TXT MEMO.TXT 


コマ ンド の な か に は 、 パ ラメ ー タ ー を 省略 で きる も の も あり 
ます 。 た と えば 、 現 行 ディ レク トリ ー の ファ イル 一 覧 を 表示 さ 
せる 場合 . パ パラ メー ター を 指定 し な いで 、DIR コ マン ド を 使う 
こと が で きま す (C:\>DIR)。 





mm スイッチ 

スイ ッ チ は 、 ス ラッ シュ (の の 後に 1 つ 以 上 の 文字 ある い は 数 
値 を つけ た も の で 、 コ マン ド の 作業 方 法 を 変更 する た め に 使 
いま す 。 た と えば 、DIR コマ ンド を 使っ て 、 大 量 の ファ イル が 保 
管 さ れ て いる ディ レク トリ ー の ファ イル 一 覧 を 表示 させ る 場 
合 が よく あり ます 。 こ の 場合 、 単 に DIR コ マン ド だ け を 入力 す 
る と 、 速 い ス ピー ド で 画面 が スク ロー ル し て し まい ます 。 そ こ 
で この よう な 場合 に は 、/P と いう スイ ッ チ を 付け 加え る と 、1 
画面 ご と に 区 切っ て ファ イル の 一 覧 を 表示 させ る こと が で き 
ます 。 


C:\>DIR /P 


DOS コ マン ド の な か に は スイ ッ チ を まっ た く 必 要 と し な いも 
の や 、 複 数 の スイ ッ チ を 必要 と する も の が あり ます 。 コ マン ド 
に 複数 の スイ ッ チ が 必要 な 場合 、 そ れ ら を 順に 並べ て 入力 し 
ます 。 ス イッ チ と スイ ッ チ の 間 は 、 ス ペー ス で 区 切っ て も か ま 
いま せん が 、 こ の スペ ー ス は 必ず し も 必要 で は あり ませ ん 。 
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コマ ンド が 行 を 使う 





コマ ンド を 入力 する 

コマ ンド 行 に ある 下線 を カー ソル と いい 、 コ マン ド を 入力 す 
る と ころ を 示し て いま す 。1 文字 入力 する と 、 カ ー ソ ル は 1 文 
字 分 右 へ 移動 し ます 。 誤 っ て 入力 し た 場合 に は 、 
キー を 押し て 、 カ ー ソ ル の 左側 に ある 文字 を 削除 し ます 。 
コマ ンド は 大 文字 、 小 文字 の どちら で 入力 し て も か まい ませ 
ん 。 特 に 指定 が な い 限 り 、 コ マン ド と その パラ メー ター の 間 
は 、 ス ペー ス を 入れ ます 。 コ マン ド 入 力 を し 直し た い 場 合 は 、 
LEse』 を 押し て くだ さい 。 カ ー ソ ル は 次 の 行 の 先頭 に 移動 し 、 
改め て 入力 を し 直す こと が で きま す 。 こ の 操 作 に よっ て 、 
LEsc』 を 押す 前 に 入力 され た も の は 、 す べ て 無視 され ます 。 


略 キー に よる コマ ンド 入力 
DOS は すでに 入力 され た コマ ンド を 変更 し た り 、 繰 り 返し 入 
力 す る た め の 編 集 キー を 持っ て いま す 。 最 も よく 使用 され る 


キー は LFT と キー で す 。 


Ll キー 1 つ 前 の コマ ンド を 1 文字 ご と に 表示 し ます 。 
Lrs』 キー 1 つ 前 の コマ ンド を 表示 し ます 。 





直前 の コマ ンド を 再 表 示す る 
た と えば 、 次 の よう に 入力 し て 、 (改行 ) を 押し た と 
し ます 。 


DIR A:# 


この コマ ンド の 最後 に # と いう 余分 な 文字 が ある の で 、 エ 
ラー・ メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 こ こ で Fa 引 を 押す と こ 
の コマ ン ド が 再び 画面 に 現れ ます 。 こ こ で lackspacel を 押し 
て # を 消去 し 、 上 で Enter (改行) を 押し ます 。 こ れ で コマ ンド 
が 訂正 され 、 デ ィ レ クト リー の ファ イル 一 覧 が 表示 され ます 。 


D 
O 
S 
を 
同 
マ 
ン 

ド 
1 
使 
う 
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ビビ コマ ンド が 硬 を 人 策 う 





pe 


DOSKEY を 使う 


直前 の コマ ンド を 1 文字 ずつ 表示 する 
前 述 の 例 で 、 ド ライ ブ A: を ドラ イブ B: に 置き 換え て 同じ コマ 
ンド を 再び 入力 する と し ます 。 を 4 回 押す と 、 最 初 の 
部 分 の DIR が 表示 され ます 。 そ し て b を 入力 し 、『F1 ] を 1 回 
押し ます 。 す る と コロ ン (:) が 現れ ます 。 シ ステ ム に B ド ライ ブ 
が ある 場合 、 (改行 ) を 押し て 、 デ ィ レ クト リー の 
ファ イル 一 覧 を 表示 させ ます 。 


すでに 実行 し た コマ ンド を 再 利用 する た め に DOSKEY プ ログ 
ラム が あり ます 。DOSKEY の 機能 を 使う に は 、 ま ず コ マン ド 行 
に DOSKEY と 入力 し て くだ さい 。 す る と 、DOSKEY が まだ 導入 
され て いな い 場 合 は 、 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


DOSKEY が 導入 され まし た 。 | 


これ で DOSKEY 機 能 を 使っ て 、 す で に 実行 し た コマ ンド の 再 
利用 が 可能 に な り ま す 。 た と えば 、 次 の よう な 3 つの コマ ンド 
を 順に 実行 し た と し ます 。 


TYPE TUESDAY 


DATE 





ーー 





最初 の コマ ンド は TUESDAY と いう 名 前 の ファ イル の 内 容 を 
表示 し 、2 番目 の コマ ンド は 現在 の 日 付 を 表示 し 、3 番目 の コ 
マン ド は 現在 の 時 刻 を 表示 し ます 。 こ れ ら の コマ ンド の 履歴 
は すべ て シス テム の メモ リー に 一 時 的 に 保管 され ます 。 


コマ ンド た 行 を 灯 う 





DOSKEY が 導入 され て いれ ば 、 い くつ か の 方 法 で コマ ンド を 
検索 する こと が で きま す 。 最 も 簡単 な 方 法 は 、|] を 押す こと 
で す 。[ 全 ] を 1 回 押す と 直前 の コマ ンド で ある TIME が コマ ン 
ド ・ プ ロン プ ト に 現れ ます 。 さ ら に 2 回 [人 ] を 押す と 、 次 の よ 

コマ ンド の 再 入力 方 法 o っ と うに 最初 の コマ ンド に 戻り ます 。 こ の よう に し て 、 前 の コマ ン 
ド を 順に 再び 表示 で きま す 。 


TYPE TUESDAY 


この コマ ンド を その まま 実行 し た い 場合 は 、 (改行) 
を 押し ます 。 


DOS の コマ ンド に 対す る 応答 
DOS は ユー ザー が 入力 し た コマ ンド に 対し て さま ざま な 応答 
を し ます 。 





DOS か ら の 応答 に は 、 コ マン ド の 実行 結果 や エラ ー・ メ ッ セ ー 


ジ 、 ま た は ユー ザー の 追加 入力 を 促す プロ ンプ ト が あり ます 。 





内 mm 追加 入力 の 要求 

プロ ンプ ト と は 、 も と 間 2 Ne 李 あお 』 
も と 英語 で [促す と コマ ンド に よっ て は 、 ユ ー ザ ー が コマ ンド を 入力 し た 、 追 
いう 意味 で す 。 加入 力 を 要求 する プロ ンプ ト が 表示 され る 場合 が あり ます 。 
プロ ンプ ト は 、DOS が た と えば 、TIME コ マン ド を 入力 する と 、 次 の プロ ンプ ト が 表 
ーー か ーー タ や 示さ れ ま す 。 


文字 の 入力 を 促す た 


め に 表示 され ます 。 現在 の 時 刻 は 16:53:47.62 
新しい 時 刻 を 入力 し て くだ さい 。:_ 


これ は 、 ユ ー ザ ー に 新しい 時 刻 を 入力 する よう に 促 す プ ロン 
プ ト で す 。 ユ ー ザ ー は この プロ ンプ ト に 応え て 、 新 し い ( 現 在 
の ) 時 刻 を 入力 し ます 。 


D 
O 
S 
を 
コ 
マ 
ド 
で 
合 
う 


| コマ ンド が を 人 策 う 


== コマ ンド の 実行 の 確認 
コマ ンド の 実行 の 確認 を 求め る プロ ンプ ト が 表示 され る こと 
が あり ます 。 た と えば 、C:\TMP と いう ディ レク トリ ー の 中 の 
すべ て の ファ イル を 削除 する た め 、 ワ イル ドカ ー ド (グロ ー バ 
ル ・ フ ァイル 文字 と も いう ) を 使っ て 、 次 の よう に DEL コ マン ド 
を 使用 する と し ます 。 


DEL C:\TMP\ ま * 


する と 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


ディ レク トリ ー 内 の すべ て の ファ イル は 削除 され ます ! 
大 丈夫 で すね (YAN) 


ここ で 、 フ ァイル を すべ て 削除 し た く な い 場 合 は 、N を 入力 し 
ます 。 す べ て の ファ イル を 削除 し て も よい 場合 に は 、Y を 入力 
し ます ち 


コマ ンド の 実行 結果 が 表示 され る こと が あり ます 。 た と えば 、 


ンド が きか な る 
に が COPY コ マン ド を 使っ て 、 特 定 の ファ イル を 複写 する よう 命令 


ある コマ ンド を 正 し する と 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


く 入 力 し て も 実行 さ 
れ な い 場 合 は 、 現 行 1 個 の ファ イル を 複写 し まし た 。 
ディ レク トリ ー を 、 そ 


の コマ ンド が 置か れ 
て いる ディ レク ト mm エラ ー メ ッッ セージ 
リー に 変更 (た と えば 入力 され た コマ ンド が 認識 で き な い 場合 は 、 エ ラー・ メ ッ セ ー 


CD \DOS) し て 実行 し ジ が 表示 きれ る こと が あり ます 。 
ます 。 ま た は その コマ 


ンド が 置か れ て いる 
_ コマ ンド また は ファ イル 名 が 正しく あり ませ ん 。 
ディ レク トリ ー の パ 


ス 名 を 、PATH コ マン 
ド で 指定 すれ ば 実行 コマ ンド の つづ り を 間違え た 場合 、 そ の コマ ンド を も う 1 度 


二 正しく 入力 し 、 [で Earl (改行) を 押し ます 。 








コマ ンド だ を 使う 





コマ ンド の 中 止ま た は 一 時 停止 の 方 法 


マジ ド の 実行 を 途中 で 取り 消し た いり 場合 は cm』+ 


Leesk』 ak 上 が 押さ れる 

まえ に 実行 され た も また は Gr ・ 回 キー を 押し ます 。 [G ・ 
の は 取り 消す こと は |LBresk] を 押す と 、 コ マン ド の 実行 は 取り 消さ れ 、 コ マン ド ・ プ 
で きま せん 。 ロン プ ト が 表示 され ます 。 


mm 出力 を 一 時 停止 する 
コマ ンド を 実行 し た 途 端 に 、 大 量 の 出力 が 画面 に 出 て くる こ 


・ 

* あ 『 と ん ( = っ 
NT と が あり ます 。 こ ん な と き は あわ て ず ! Hr 暫 
cml + lesk また は Pause』 を 押し て くだ さい 。 こ うす る と コマ ンド に 
キー が 効か な り 場 合 る 出力 を 一 時 的 に 中 断 さ せる こと が で きま す 。 
に は BREAK ON と い 還 、 因 
うみ マ ッ ぴあ ロマ 出力 を 再開 する た め に は 、 Pause』 以外 の 任意 の キー を 押し 
ド 行 か ら 実 行 し て く ます 。 こ の よう に し て 、 コ マン ド か ら の 出力 を 何 回 で も 中 断 し 
だ さい 。 た り 、 再 開 し な が ら 画 面 の 情報 を じっくり 見 る こと が で きま す 。 


ディ スク ・ ド ライ ブ の 指定 
現行 ドラ イブ と は 、 現 在 操作 対象 と な っ て いる ドラ イブ の こ 
と で す 。 現 行 ド ライ プ は コマ ンド ・ プ ロン プ ト の 最初 の 文字 と 
し て 表示 され ます 。 そ の 文字 が A か B で あれ ば 、 デ ィ ス ケッ ト 
ドラ イブ が 現行 ドラ イプ で す 。 そ の 文字 が C で あれ ば 、 ハ ー 
ド ・ デ ィ ス ク ・ ド ライ ブ が 現行 ドラ イプ で す 。 シ ステ ム に よっ 
て は 、 増 設 ド ライ ブ が 付い て いる も の も あり ます 。 
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操作 し た い フ ァイル や ディ レク トリ ー が 現行 ドラ イブ の ディ 
スク 上 に あれ ば 、 ド ライ ブ を 指定 する 必要 は あり ませ ん 。 操 作 
し た い フ ァイル や ディレクト リー が 現行 ドラ イブ に 存在 し な 
い 場 合 、 現 行 ド ライ ブ を 変更 する か 、 コ マン ド の 前 に ドラ イブ 
名 を 指定 し ます 。 


に 1 コマ ンド に 行 を 使う 





mm 現行 ドラ イブ を 変更 する 
現行 ドラ イブ を 変更 する に は 、 ド ライ ブ の 文字 に 続け て コロ 
ン (:) を 入力 し て くだ さい 。 た と えば 、 現 行 ド ライ ブ を C か ら A 
に 変更 する に は 、A: と 入力 し て で Enter』 (改行 を 押し ます 。 








ma 他 の ドラ イブ を 指定 する 
他 の ドラ イブ を 指定 する に は 、 コ マン ド に ドラ イブ 文字 を 入 
れ て くだ さい 。 た と えば 、 現 行 ド ライ ブ が C で ある と し ます 。 
ドラ イブ A の ディ スク の ファ イル 一 覧 を 表示 させ る に は 、DIR 
コマ ンド の パラ メー ター と し て コマ ンド の 後に 次 の よう に 
A: を 入力 し ます 。 


C\> DIR A: 


内 部 コマ ンド と 外部 コマ ンド 
DOS コ マン ド に は 、「 内 部 コマ ンド 」 と 「 外 部 コマ ンド 」 の 2 種類 
が あり ます 。 





内 部 コマ ンド 
DOS は シス テム が 始動 し た と き 、 メ モリ ー に いく つか の コマ 
ンド を 読み 込み ます 。 こ れ ら の コマ ンド は 「 内 部 コマ ンド 」 と 
呼ば れ 、COMMAND.COM と 呼ば れる プロ グラ ム ・ フ ァイル に 
内 蔵 き れ て いま す 。 内 部 コマ ンド に は 、DIR 、DEL、DATE、 
TIME コ マン ド な ど が あり ます 。 


計 外 間 5 コ マン ド 
これ に 対し て 「 外 部 コマ インド] は 、 デ ィ ス ク 上 に ファ イル と し 
て 保管 され て いて 、 ユ ー ザ ー が その コマ ンド を 使用 する と き 
ディ スク か ら 読 み 込ま れ ま す 。 外 部 コマ ンド の 一 例 と し て 、 
CHKDSK と FORMAT コ マン ド が あり ます 。 
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コマ ンド た 行 を 使う 





ハー ド デ ィ スク が 装備 され た シス テム で 、DOS を セッ ト ア ッ 
プ し 、 か つ 省 略 時 の ディ レク トリ ー を 使用 する 場合 、 外 部 コマ 
ンド の 各 フ ァイル は \DOS デ ィ レ クト リー の 中 に 置か れ て い 
ます 。 


コマ ンド の ヘル プ 情 報 
すべ て の DOS の コマ ンド に 対し オン ライ ン ・ ヘ ルプ を 利用 す 
る こと が で きま す 。 ヘ ルプ に よっ て その コマ ンド の 機能 、 パ ラ 
メー ター、 ス イッ チ に つい て の 情報 を 簡単 に 知る こと が で き 
ます 。 ヘ ルプ を 利用 する に は 、 コ マン ド 名 に 続け て ? を 入力 
する か 、HELP に 続け て コマ ンド 名 を 入力 し ます 。 


た と えば DEL コ マン ド の ヘル プ を 参照 する に は 、 次 の よう に 
央 方 し ます 。 


DEL /? 


また は 、 次 の よう に 入力 し て も 同じ 結果 が 得 ら れ ま す 。 


HELP DEL 


これ に よっ て 、 次 の よう な DEL コ マン ド に 関す る ヘル プ 情 報 
が 表示 され ます 。 








ファ イル (複数 可 ) を 削除 し ます 
DEL [ドラ イブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 【[/F] 
ERASE [ドラ イブ :] [パス ] フ ァイル 名 [/F] 


Q' 注 へ テ じす 晶 の 〇 ワ 


[ドラ イブ :] [パス ] フ ァイル 名 
削除 する ファ イル を 指定 し ます 。 グ ロー バル ・ フ ァイル 文字 
(*? ) に よる 複数 ファ イル の 指定 も 可能 で す 。 

/P 各 フ ァイル の 削除 前 た に プロ ンプ ト を 表示 し て 削除 の 確認 を し ます 。 





コマ ンド 名 を 指定 し な いで HELP と だ け 入 力 す る と 、 す べ て の 
コマ ンド と その 機能 が 表示 され ます 。 
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りつ 〇 S コ マン ドド ベス 30 


この 筋 で は 、 使 奈 問 度 の 多い また な に 重要 度 の 高い DOS コ マン 
ド が の ベス 30 を 選ん で 解説 し ます 。 こ こ に 紹介 し て いる DOS 
コマ ンド だ けけ 知っ て いれ ば 、 通 常 の 使い 方 を する 場合 は ナ 分 で 
す 。 た だ DOS に は これ 以外 に も 多数 の コマ ンド が が あり ます の 
で 、 そ れ ら は 一 覧 に し て 次 筋 に まとめ て あり ます 。 


seoeoeoeeoeeeeeeeoeoeeoeoeeeeeeeeeeoeeeeeeeeoeeoeoooe 邊 罰 


CD 


CD コマ ンド が は 、 コ マン ド 迷 作 の 対象 と し て いる ディ レク トリ ー( 現 行 デ ィ レ クト 
リー) を 素 示 し た り 、 変 更 し た りす る の に 使う コマ ンド が です 。Cjange Djreciory 
(ディ レク トリ ー を 変更 する ) の 意味 か ら 名 付け られ て いて 、CJD/ と 入力 し て も 
使え ます 。 


現行 ディ レク トリ ー を 表示 する に は 、 以 下 の コ マン ド を コマ ンド 行か ら 入 力 し 、 


(改行 ) を 押し て くだ さい 。 





<ーー- C: は ハー ド デ ィ スク 、\ は ルー ト ・ デ ィ レ クト リー を 表す 





た と えば 、 現 行 デ ィ レ クト リー を \DOS に 変更 する に は 、 以 下 の コ マン ド を コマ ン 


ド 行 か ら 入力 し 、 (改行 ) を 押し て くだ さい 。 








C:\>cd \dos 


C:\DOS> < 一 *\D0S と いう サブ ・ デ ィ レ クト リー に 移動 し た こと を 表す 





seeeeeeeeeeeoeoeeeeeeoeeoeoeeoeoeeeeeoeeeeeeeeee を う 


CHEV 


CJEV コ マン が は DOS/ 和 振 肥 の コマ ンド で 、 日 本 語 環境 と 英語 環境 と を 切り 夫 な え 
る コマ ンド だ で す 。CHEV コ マン ド た は Cange Evon/men7( 環 境 を 変え る ) の 意 礎 
か ら 名 付け られ て いま す 。 

日 本 語 環境 か ら 英語 環境 に 切り 替え る に は 、 以 下 の コ マン ド を コマ ンド 行か ら 入 
カレ し 、』 は で Emer (改行 ) り を 押し て くだ さい 。 





C:\>chev us 


C:N>_ < 一 英語 環境 で は \( 円 記号 ) が バッ クス ラッ シュ (へ ヽ ) に な り ま す 





英語 環境 か ら 日 本 語 環 境 に 切り 奉 え る に は 、 以 下 の コ マン ド を コマ ンド 行か ら 入 
カレ し 、 | で Ener (改行 ) を 押し て くだ さい 。 


C: へ N>chev jp | 


C:\>_ < 一 日 本 語 環 境 で は へ (バッ クス ラッ シュ ) が 円 記号 (\) に な り ま す 





CHEV コ マン ド は 、SWITCH コ マン ド に 比べ て 高速 に 切り 替え を で きま す 。 た だ し 、 シ ス 
テム を 再 始動 し な い の で 、 メ モリ ー に 常駐 する プロ グラ ム ( た と えば 、 か な 漢字 変換 
プロ グラ ム ) な ど は 、 そ の まま メモ リー に 残る た め 、 大 き な プ ログ ラム を 英語 環境 で 
動作 きせ た い 場 合 に は 、SWTTCH コ マン ド を 使っ て 環境 を 完全 に 切り 替え て くだ さい 。 
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oo oo oooeeeeeeeeeeeeeoeoeeeeeeoeeeeoeoeeoeoeoeoeo 放 人 


CHKDSK 


CHKDSK コ マン ド だ は 、 現 在 ど れ く らい の ハー ド デ ィ スク が 使用 され て いて 、 あ と 
どれ くらい 残っ て いる か を 調べ る コマ ンド だ で す 。C/eck Disk( デ ィ ス ク を 調べ る ) 
の 意味 か ら 名 付け られ て いま す 。 


た と えば 、 ド ライ プ C (ハードディスク) の 容量 を 調べ る に は 、 以 下 の コ マン ド を 
コマ ンド 行か ら 入力 し 、 で Emer』 (改行 ) を 押し て くだ さい 。 


C:\>chkdsk C: 


ボリ ュー ム PCDOS_J6V は 1993-10-31 10:21 に 作ら れ ま し た 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 1A36-6B74 で す 


60.663.808 バイ ト : 全 ディ スク 空間 

120.832 バイ ト :2 個 の 隠し ファ イル 

47.104 バイ ト :16 個 の ディ レク トリ ー 
53.987.328 バイ ト :870 個 の ユー ザー・ フ ァイル 
6.500.352 バイ ト : 使 用 可能 ディ スク 空間 < 一 一 これ が ハー ド デ ィ スク の 残り 


2.048: ク ラス ター 当り の バイ ト 数 
29.621 : デ ィ ス ク 当 り の クラ スタ ー 数 
3.174: デ ィ ス ク 中 の 使用 可能 クラ スタ ー 数 


655.360 バイ ト : 全 メモ リー 
376.800 バイ ト : 使 用 可能 メモ リー < 一 一 これ が 基本 メモ リー の 残り 





「 全 ディ スク 空間 ] は 全 デ ィ ス ク 容 量 の こと で 、 こ の 例 で は 60MB で す 。 残 り は 「 使 
用 可能 ディ スク 空間 ] で 、 こ の 例 で は 6.5SMB あ り ま す 。 こ の コマ ンド で メモ リー の 
使用 状況 も 表示 され ます が 、 よ り 詳 細 に 表示 する MEM コ マン ド が あり ます の で 、 
メモ リー を 調べ る 場合 は そちら の コマ ンド を 参照 し て くだ さい 。 
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eeeeeeoooeeeeoeeeeoeeeeeeeeeeeeeeeoooeeeeeoeeeoo の 人 


COMMAND 


COMMAND コ マン だ は 、DOS の コマ ンド を 仙 理 する プロ グラ ム (コマ ンド が ・ 了 イン 
ター プリ ター)COMMAND.COM を 始動 する コマ ンド ド で す 。 ユ ー ザ ー が 入力 し た 
DOS の コマ ン だ は 、 す べ て この COMMAMD.COM を 経由 し て DOS に 渡さ れ ま す 。 
DOS が 始動 する と 、COMMAND.COM は 自動 的 に 始動 され 、 碁 本 メモ リー に 常駐 
し て コマ ント ド 待 ち 状態 に な り ま す 。 こ れ を コマ ンド だ ・ プ ロン プ ト (C: や >) と 邦 び ます 。 


前 節 で 説明 し た よう に 、 内 部 コマ ンド が すべ て この COMMAND.COM に 含ま れ て 
いま す 。 コ マン ド ・ イ ンタ ー プ リタ ー を 新規 に 始動 する に は 、 以 下 の コ マン ド を コ 
マン ド 行 か ら 入力 し 、 (改行 ) を 押し て くだ さい 。( 通 常 は DOS の 始動 時 
に 自動 的 に ロー ド さ れる の で 別 の COMMAND.COM を 始動 する 必要 は あり ませ ん 。 


PC DOS Version J6.30/V 





(C)Copyright International Business Machines Corp 1981-1994. 
(C)Copyright Microsoft Corp 1981-1993. 





この コマ ンド は 、 あ る アプ リケーション ・ プ ログ ラム を 実行 中 に 、 一 度 DOS の コマ 
ンド ・ プ ロン プ ト を 呼び 出す よう な 場合 に 使い ます 。 始 動 し た コマ ンド ・ イ ンタ ー 
プリ ター を 終了 させ る に は 、 以 下 の コ マン ド を コマ ンド 行か ら 入 力 し 、 
[ご Erier』 改行) を 押し て くだ さい 。 


C:\>exit 











これ で 元 の 状態 に 戻り ます 。 ア プリ ケー ショ ン か ら 始 動 し た 場合 に は 、 元 の アプ 
リケーション に 戻り ます 。 

6.3/V で は COMMAND コ マン ド を /C ま た は /K ス イッ チ と /Y ス イッ チ を 指定 す 
る こと に より 、 バ ッ チ ・ プ ログ ラム が 一 行 ず つ 実 行 で きま す 。 


例 :COMMAND /Y /C MYBAT.BAT 
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ざ ' 浴 テ じ 晶 の 〇 ワ 
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eee eo oo oooeoeooeeoeeeeeeeoeeeeoeeeeooeooeooeo を お 


COPY 


COPY コ マン ド だ ば 、 フ ァイル を 重 の 場所 (ドラ イブ また は ディ レク トリ ー) に コ 
ピー する コマ ンド だ で す 。 コ ピー な の で 元 の ファ イル は その まま 残り ます 。 一 度 に 
莉 数 の ファ イル の 閣 定 が で きま す 。 フ ァイル 病 定 に は ワイ ルド カー ド が か 使え ます 。 
た と えば 、 ド ライ ブ C の サブ プ デ ィ レ クト リー\DOS に ある README.TXT を ドラ イ 
プ ブ A の ディ スケ ッ ト に コピ ー す る に は 、 以 下 の コ マン ド を コマ ンド 行か ら 入力 
し 、 で rer] (改行 ) を 押し て くだ さい 。 

\ で ディ レク トリ ー と 


Cc:\dos\readme.txt a: ご ---- ファ イル 名 を 区 切る 
ーー ai は ドラ イブ の 指定 


| 1 個 の ファ イル を 複写 し まし た | 


コピ ー は 「- を に 」 と いう 順番 で 、 コ ピー 元 と コビー 先 を 指定 し ます 。 複 数 の 
ファ イル を 指定 する に は 、 次 の よう に 入力 し ます 。 た と えば 、 サ ブ デ ィ レ クト リー 
\DOC の すべ て の .TXT の 付く ファ イル を ドラ イブ A の ディ スケ ッ ト に コピ ー す 
る に は 、 以 下 の コ マン ド を コマ ンド 行か ら 入力 し 、 (改行 ) を 押し て く 
だ さい 。 


C:\>copy C:\doc\*.txt a: | 


コピ ビー され た ファ イル が すべ て 表示 され ます 。 


コピ ー 先 に まっ た く 同 名 の ファ イル が ある 場合 、COPY コマ ンド は 上 書き し て よい 
か 確認 の メッ セー ジ を 表示 し ます 。 置 き 換え る 場合 に は 「Y]」、 置 き 換え な い 場 合 に は 
「N] を タイ プ し て で Ener を 押し ます 。 フ ァイル 指定 に ワイ ルド カー ド を 指定 し 
た 場合 で 、 同 名 の ファ イル が 複数 存在 する 場合 に は 、「Al を 指定 する と 、 以 降 確認 の 
メッ セー ジ は 表示 せ ず に 無 条件 に 置き 換え ます 。 





C:\>cODy 





* は [任意 の 8 文字 以下 の ファ イ 
ペーー~~ ル 名 ] の 意味 
この * を ワイ ルド カー ド と いう 





ooeeoeoooeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeoooeeeeooeeooeeeeeoeoe 


DATE 


DA7E コ マン ド は 日 付 の 表示 と 変更 を する コマ ンド です 。 入 力 し た 日 付 は シス テ 
ム に 登録 され 、 以 降 の 日 付 の 更新 オシ ステ ム が 自動 的 に 行い ます 。 こ の 日 付 は 
7ME コ マン ド だ で 設定 し た 時 序 と と も に ファ イル 作成 日 時 す ど の 精 報 に 使わ れ ま 
す 。 日 付 を 表示 する に は 、 以 下 の コ マン だ を コマ ンド 行か ら 入 力 し 、 
(改行 ) を 汽 し て くだ さい 。 








C:\> 


TE 


date 


ニ 37 


現在 の 日 付 は 1993-10-31 (日 ) で す 
新しい 日 付 を 入力 し て くだ さい (yy-m-dd) : 


ここ で | で Enerl (改行 ) を 押せ ば 、 コ マン ド ・ プ ロン プ ト に 戻り ます 。 変 更 する 場 
合 に は 、 た と えば 93-11-1 と いう よう に -( ハ イフ ン ) で 数 字 を 区 切っ て 入力 し 、 
[ご Eterl (改行 ) を 押し て くだ さい 。 同 じ コ マン ド を 繰り 返す と 変更 し た 日 付 を 
確認 で きま す 。 


seeeeeeeoeeeeeoeeooeeeeeeeeeeeeooeeeeeooeeooeoe 才 


DEL 


DEL コ マン だ は ファ イル を 削除 する コマ ンド で す 。Delee (削除 する ) の 意味 か ら 
名 休 け られ て いま す 。 同 じ 意 味 の ERASE と 入力 し て も 、 フ ァイル を 削 秦 で きま 
す 。 一 度 に 覆 数 の ファ イル の 指定 が で きま す 。 フ ァイル 病 定 に は ワイ ルド カード 
が 使え ます 。 

た と えば 、 ド ライ ブ A の ディ スケ ッ ト に ある README.BAK を 削除 する に は 、 以 
下 の コ マン ド を コマ ンド 行か ら 入力 し 、 [で Eneer』 (改行 ) を 押し て くだ さい 。 












C:\>del a:readme.Dak | <--- る : は ドラ イブ の 指定 


複数 の ファ イル を 削除 する に は 、 次 の よう に 入力 し ます 。 た と えば 、 ル ー ト ・ デ ィ 
レク トリ ー の すべ て の .BAK の 付く ファ イル を 削除 する に は 、 以 下 の コ マン ド を 
コマ ンド 行か ら 入力 し 、 計 忌 Enierl』 (改行 ) を 押し て くだ さい 。 


| 四 
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C:\>del *※ .Dak 還 <---- * は [任意 の 8 文字 以下 の ファ イル 名 」 の 意味 
ーー ] この * を ワイ ルド カー ド と いう 


ある ディ レク トリ ー の すべ て の ファ イル を 削除 する に は 次 の よう に 入力 し ます 。 
た と えば 、 サ ブ ・ デ ィ レ クト リー\TMP の すべ て の ファ イル を 削除 する に は 、 以 下 
の コマ ンド を コマ ンド 行か ら 入力 し 、 で nier』 (改行 ) り を 押し て くだ さい 。 





C:\>del C:\tmD\※.※ 軒 <----\ で ディ レク トリ ー と ファ イル 名 を 
| Cedelcwmprr 区 切る 


ディ レク トリ ー 内 の ファ イル は すべ て 削除 され ます ! 


大 丈夫 で すね (Y/N) ? 





ここ で 人 キー を 押す と 、 サ プ ・ デ ィ レ クト リー\BAK 内 の すべ て の ファ イル が 
削除 きれ ます 。 こ こ で [N] を 押す と 削除 は 中 止 さ きれ ます 。 

庄 っ て 削除 きれ た ファ イル は 、 削 除 さ れ て か ら す ぐ で あれ ば ある ほど 、 復 元 で き 
る 可能 性 が 高く な り ま す 。 復 元 に は UNDELETE コ マン ド を 使い ます の で 、 そ ちら 
を 参照 し て くだ さい 。 


ooeeeeeeeeoeoeeeeoeoeoeeooeeeoeoeeeeeeeeeoeoeeoeed ゆ 
D/ 有 コマ ンド だ は ディ スク 内 の ファ イル の 一 覧 を 表示 する コマ ン が で す 。D7recory 
(名 薄 ) の 意味 か ら 名 付け られ て いま す 。 フ ァイル を 確認 する た め に 最も 疾 投 に 使 
われ る コマ ンド だ で す 。 
た と えば 、 作 成 さ れ た 日 付 順 に ファ イル を 一 覧 に し た い 場 合 に は 、 以 下 の コ マン 
ド を コマ ンド 行か ら 入 力 し 、 で Enter (改行) を 押し て くだ さい 。 


C:\>dir /od 





ドラ イブ C の ボリ ュー ム は PCDOS_J6V で す 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 1A36-6B74 で す 
ディ レク トリ ー は C:*PS2 


<DIR> 93-07-23 10:21 
155 93-01-22 13:33 
164 93-01-22 13:33 
21.656 93-10-01 6:10 
37.662 93-10-01 6:10 
61.601 93-10-24 6:10 
18.621 93-10-24 6:10 
28.337 93-10-24 6:10 
6.511 93-10-24 6:10 
1.777.869 バイ ト の ファ イル が あり ます 
6.500.352 バイ ト が 使用 可能 で す 





左 の 最初 の 8 桁 が ファ イル 名 、 次 の 3 桁 が ファ イル の 種類 を 表す エク ステ ンション 
(拡張 子 )、 次 が ファ イル の 容量 、 作 成 され た 日 、 作 成 さ れ た 時 間 の 順 で す 。<DIR> 
と 書か れ た も の は 、 さ ら に サ プ ・ デ ィ レ クト リー が ある こと を 示し て いま す 。 


また 、 次 の よう に ファ イル の 検索 に 使う こと も で きま す 。 


C:\>dir* .txt /S 


この 例 で は エク ステ ンション が TXT の ファ イル を 、 デ ィ ス ク 全 体 か ら 検索 し て い 
ます 。 デ ィ ス ク 全 体 か ら 検索 する 場合 に は 、 こ の よう に ルー ト ・ デ ィ レ クト リー か 
ら こ の コマ ンド を 実行 し て くだ さい 。 





D 
O 
S 
を 
当 
マ 
ン 

ド 
で 
使 
P/ 
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くく くく と くく と oo で oooeeoeeeoeeeeeeeeeoeeeeeeeeeeeeeooe う 


DISKCOPY 


D/SKCOPY コ マン 応 は ディ スケ ッ ト の コピ ー を する コマ ンド だ で す 。 オ ナリ ジ ナ ル 
の ディ スケ ッ ト の バッ クア ッ プ ・ コ ピー を 人 邦 成 する 場合 な ど に 使用 し ます 。 

ディ スケ ッ ト ・ ド ライ ブ が 2 台 付い た 機種 で コピ ー す る 場合 は 1 台 目 が ドラ イブ 
A、2 台 目 が ドラ イブ B に な る の で 、 以 下 の コ マン ド を コマ ンド 行か ら 入 力 し 、 


[ご Ener』 (改行 ) を 押し て くだ さい 。 


C:\>diskcopy a: b: 


コピ ー は 「~- を ー に 」 と いう 順番 で 、 コ ピー 元 と コピ ー 先 を 指定 し ます 。 コ ピー 先 
の ディ スケ ッ ト が フォ ー マ ッ ト 済 み で な い 場 合 に は 、 


| フォ ー マ ッ ト し な が ら 複 写 中 で す | 


と 表示 し 、 自 動 的 に コピ ー 元 の フォ ー マ ッ ト と 同じ フォ ー マ ッ ト に し て 、 コ ピー 
を 行い ます 。 フ ォ ー マ ッ ト に つい て は FORMAT コ マン ド を 参照 し て くだ さい 。 





yoeeeeeeeoeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeoe 紀 り 


DOSKEY 


DOSKEY コ マン ド だ は 、 一 度 入力 し た コマ ンド だ を 訂 び 出 し た り 、 修 下 し て 実行 し た 
りす る た め に 、 コ マン ド 入 力 を 凛 力 化す る コマ ンド です 。 一 度 実生 する と メイ ン ・ 
メモ リー に 常駐 し て 、 以 褒 の コマ ンド 入力 が 楽に な り ま す 。 


DOSKEY を 使う に は 、 以 下 の コ マン ド を コマ ンド 行か ら 入力 し 、 ( 改 
行 ) を 押し て くだ さい 。 












C:\>doskey 





2 持 R に 


DOSKEY の 使い 方 は 前 節 で 詳し く 説明 し て いま す の で 、 そ ちら を 参照 し て くだ さい 。 


DOSSHELL 


DOSS ロ ELL コマ ン だ は DOS シ ェ ル を 始動 する コマ ンド で す 。DOS シ ェ ル は この 
コマ ンド ベス ト 30 で 紹介 する コマ ン 戸 の ほとん どの 可 作 を 、 フ ルス クー ン で 実行 
で きる プロ グラ ム で す 。 コ マン た 探 仁 を 覚え る まで ば は 、 ご の DOS シ ェ ル を 使う こ 


と で ファ イル 近作 全般 が で きる よう に な り ま す 。 


DOS シ ェ ル を 使う に は 、 以 下 の コ マン ド を コマ ンド 行か ら 入 力 し 、 | で Ener』 ( 履 


行 ) を 押し て くだ さい 。 





C:\>dosshell 


YE VGCosEYWTTNPG30 の 2 











馬 SFZKMKJL. DCT 
$IBMBASE.DCT 
$IBMCNNC.DCT 
$IBMZIPC.DCT 
$JPNHN12.FNT 
$JPNHN16.FNT 
$JPNHN19.FNT 
$JPNHN24.FNT 


897,024 
12.288 
9.216 
2.304 
4.096 
4.864 
9.216 


eeeeeeeeoeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeoeeooeeeoeeoel ゆ 





93-10-18 
93-10-18 
93-10-18 
93-10-18 
93-10-18 
93-10-18 
93-10-18 








コマ ンド ・ プ ロン プ ト 
英語 モー ド へ 切り 替え 

PC DOS E エディ ター 

Central Point ス ケ ジ ュ ー ラ ー 
Central Point ア ン デ リー ト 
[ディ スク ・ ユ ー テ ィ リ ティ ー ] 


メイ ン 




















て くだ さい 。 


F10= メ ニュ ー Shift+F9= コ マン ド ・ プ ロン プ ト 





画面 に は は ディ レク トリ ー と ファ イル 一 覧 、 登 録 き れ た プロ グラ ム 一 覧 が 表示 され 
ます 。DOS シ ェ ル の 使い 方 は 前 章 で 詳し く 説明 し て いま す の で 、 そ ちら を 参照 し 
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<eoeeeeeoeoeoeeeeeeoeoeeoeeeeeeoeeeeeeeeeeeeeeeee2 


E 


DOS の エディ ター を 始動 し ます 。 エ ディ ター と は 、 テ キス ト ・ フ ァイル の 編集 を す 
る プロ グラ ム の こと で す 。DOS の 環境 を 設定 する CONFIG.SYS フ ァイル や 、 プ ロ 
グラ ム の 自動 始動 を 設定 する AUTOEXEC.BAT な どの ファ イル の 編集 な ど に も 
使い ます 。 


DOS エ ディ ター を 使う に は 、 以 下 の よ うに コマ ンド と ファ イル 名 を コマ ンド 行か 


ら 入力 し 、[ で Eneerl (改行 ) を 押し て くだ さい 。 


C:\>e config.sys 


ファ イル が 見 つか ら な けれ ば 、 新 し い フ ァイル と し て ファ イル が 作ら れ ま す 。 エ 
ディ ター の 使い 方 に つい て は 前 章 で 詳し く 説 明 し て いま す の で 、 そ ちら を 参照 し 
て くだ さい 。 





eoeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeed ゆ 


EXPAND 





圧縮 され て いる ファ イル を 元 に 戻す コマ ンド です 。 誤 っ て 消し て し まっ た DOS の 
ファ イル を 、 オ ナリ ジ ナ ル ・ デ ィ ス ケッ トト か ら コ ピー し た い 場 合 な ど に 使い ます 。 


DOS の ディ スケ ッ ト に は 、 多 く の コ マン ド を 入れ る た め 、 フ ァイル が 圧縮 され た 
形式 で 入っ て いま す 。 そ の た め 、 コ マン ド の ファ イル を その まま コピ ー し て も 使 
えま せん 。 導 入 時 に は 、 導 入 プ ログ ラム が 自動 的 に 圧縮 され た ファ イル を 元 に 戻 
し て いま す 。 し か し 使用 時 に 誤っ て 消し て し まっ た ファ イル は 、 こ の コマ ンド で 
圧縮 を 戻し な が ら コ ピー する 必要 が あり ます 。 

た と えば 、 ド ライ ブ A に DOS の オリ ジ ナ ル ・ デ ィ ス ケッ ト を 入れ て ある と し ます 。 
そこ か ら DOSKEY.COM を 圧縮 を 戻し な が ら コ ピー する に は 、 以 下 の コ マン ド を 
コマ ンド 行か ら 入力 し 、 は Enter (改行 ) を 押し て くだ さい 。 








C:\>exDpand a:doskey.Cco_ C:\dos\doskey.com 


TE RT OPT5 


圧縮 され た ファ イル 名 の 最後 は (アン ダー スコ アー) に な っ て いる の で 、 間 違わ 
な よう に 犬 力 し て くだ さい 。 





FDISK 50000c0c2c07 


ハー ド が ディ スク を いく つか に 分 け て 使っ た り 、 そ れ を 元 に 戻し た りす る の に 使う 
コマ ンド だ で す 。 


FDISK で 区 画 の 設定 な ど を 変更 する と デー タ は すべ て 失 な われ ます の で 、 事 前 に 重 
要 な ファ イル は バッ クア ッ プ を 取っ て か ら FDISK を 使用 し て くだ さい 。 


ハー ド デ ィ スク を 分 割 し て 使用 する 場合 、 そ の 分 ける 単位 を 区 画 と いい ます 。 た 
と えば 60MB の ディ スク を FDISK コ マン ド で 20MB と 40MB に 分 け 、20MB を DOS 
に 使い 、40MB を 他 の アプ リケーション や デー タ 用 に 論理 ディ スク と し て 使う こ 
と が で きま す 。 


FDISK を 使う に は 、 以 下 の よ うに コマ ンド と ファ イル 名 を コマ ンド 行か ら 入力 
し 、 で Eter』 (改行 ) を 押し て くだ さい 。 


C:\>fdisk 


PC DOS Version ]6.3/V 
ハー ド ・ デ ィ ス ク 区 間 管 理 プ ログ ラム 
(C) Copyright IBM Corp. 1983 - 1993 
初期 画面 
現在 設定 中 の ハー ド ・ デ ィ ス ク : 1 
次 の 中 か ら 番号 を 選択 し て くだ さい 


. DOS 区 画 グ 論理 ディ スク の 作成 
活動 区 画 の 設定 


. DOS 区 画 ノ 論理 ディスク の 削除 
区 画 情報 の 表示 


番号 を 入力 し て くだ さい : [] 


番号 を 入力 し て くだ さい : [1] 





画面 に は フル スク リー ン の メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 最 初 に 区 画 を 作成 し 、 
次 に 論理 ディ スク を 作成 し ます 。 操 作 は 画面 に 表示 され る メッ セー ジ に 従っ て く 
だ さい 。 
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eeeeeeeeeeeoeeeeoeeeeeeeeeeeoeeeeeeeeoeeeeeeeeeee 


FORMAT 


FORMA7T コ マン だ は ディ スケ ッ ト を フォ ー マ ッ ト す る コマ ンド だ で す 。 フ ォ ー 
マッ ト と ば な) 書式 / の 意味 で 、 デ ィ ス ケッ ト を DOS で 胡 え る よう に する た め 、DOS 
拝 有 の 書式 を 書き 込む 作業 を いい ます 。 フ ォ ー マ ッ ト は ディ スク を 芝 期 介し ます 
の で 、 中 に 入っ て いる デー タ は すべ て 削除 され ます 。 

ドラ イブ A で ディ スケ ッ ト を フォ ー マ ッ ト す る に は 、 以 下 の よ うに コマ ンド と ド 
ライ ブ 名 を コマ ンド 行か ら 入 力 し 、 [で ner』 (改行 ) り を 押し て くだ さい 。 


C:\>format a: 


新しい ディ スケ ッ ト を ドラ イブ A: に 入れ て くだ さい 


準備 が で きた ら ENTER キ ー を 押し て くだ さい .… 





ここ で | で ne (改行 ) を 押す と フォ ー マ ッ ト が 開始 きれ ます 。 フ ォ ー マ ッ ト が 
終了 する と 、 以 下 の メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 
フォ ー マ ッ ト が 終了 し まし た 


ボリ ュー ム ・ ラ ベル を 指定 し て くだ さい 
(半角 11 字 まで , ラ ベル な し は ENTER キ ー) 





ここ で | で ner (改行 ) を 押す と 、 さ ら に 次 の よ うな メッ セー ジ が 現れ ます 。 


1.457.664 バイ ト : 全 ディ スク 空間 
1.457.664 バイ ト : 使 用 可能 ディ スク 空間 


512: クラ スタ ー 当 り の バイ ト 数 
2.847: ディ スク 中 の 使用 可能 クラ スタ ー 数 


ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 1D71-1AD9 で す 


別 の ディ スク を フォ ー マ ッ ト し ます か (Y/N) ? 





と ここ で 本 キー を 押す と 、 続 け て 次 の ディ スケ ッ ト の フォ ー マ ッ ト が で きま す 。 
LM] キー を 押す と 、 コ マン ド ・ プ ロン プ ト に 戻り ます 。FORMAT コ マン ド は 各種 の 
フォ ー マ ッ ト に 対応 し て いま す 。 詳 し く は 次 節 の コマ ンド 一 覧 を 参照 し て くだ さい 。 


(3.5 イ ンチ 1.2MB の ディ スケ ッ ト の フォ ー マ ッ ト に つい て は 次 節 の コマ ンド 一 覧 の 
FORMAT12 を 参照 し て くだ さい 。) 


た (フー タテ ーーーー 


フォ ー マ ッ ト 済 み の デ ィ ス ケッ ト を 購入 し た 場合 に は 、 す で に 初期 化 済 みな の で 、 こ 
の FORMAT コ マン ド を 使わ な く て も 、 そ の まま DOS で 使う こと が で きま す 。 


eeeoeoeoeoeeeeeeeoeoeeeeoeeeeoeeeeeeeeeeeeeeeee 紀 ゆ 


音 コ マン が に 対す る ヘル プ 精 報 を 画面 に 表示 し ます 。 コ マン が の パラ メー ター や 
スイ ッ チ な ど を 忘れ た 場合 や 、 コ マン た 解説 書 が 手元 に な い 場 合 に 簡単 に 概要 が 
誠 康 で きま す 。 

HELP を 使う に は 、 以 下 の よ うに HELP コ マン ド を コマ ンド 行か ら 入 力 し 、 


| ご Erier』 (改行 ) を 押し て くだ さい 。 


C:\>help 


これ で コマ ンド の 一 覧 が 表示 され ます 。 こ の 一 覧 か ら 必要 な コマ ンド を 選び 、 さ 
ら に 詳し い 解 説 を 、 同 じ HELP コ マン ド で 見 る に は 、 次 の よう に 入力 し ます 。 た と 
えば 、MORE コ マン ド を 見 る 場合 に は 、 


C:\>help more 


1 度 に 1 画面 ずつ 出力 を 表示 し ます 。 
MORE < [ドラ イブ :] [パス ] フ ァイル 名 
コマ ンド 名 | MORE 





[ドラ イブ :][[ パ ス ] フ ァイル 名 
1 度 に 1 画面 ずつ 表示 する ファ イル を 指定 し ます 。 
コマ ンド 名 結果 の 出力 を 表示 する コマ ンド を 指定 し ます 。 








135 





D 
Oo 
S 
を 
ヨコ 
SW 
ン 

ド 
3 
使 
フ 





136 


oeeeoeeeeeeeeeeeoeeeeeoeeeeoeeoeeooeeeeoeeeeeeeeoe 和 み 


MD コマ ンド だ は 、 新 し く デ ィ レ クト リー を 作成 する の に 使う コマ ンド で す 。Make 
Direcfoy( デ ィ レ クト リー を 邦 成 する ) の 意味 か ら 名 休 け られ て いて 、MKD/ 且 と 
入力 し て も 使え ます 。 

た と えば \WORK デ ィ レ クト リー を 作成 する に は 、 以 下 の コ マン ド を コマ ンド 行 
か ら 入 力 し 、 [で Enter (改行 ) を 押し て くだ さい 。 


C:\>md work 


作成 し た ディ レク トリ ー に 移動 する に は 、CD コ マン ド を 使い ます 。 ま た 、 デ ィ レ 
クト リー を 削除 する コマ ンド は RD コ マン ド ま た は DELTREE コ マン ド を 参照 し 
て くだ さい 。 

16) 





MEM 


MEM コ マン ドド は 、 シ ステ ム の メモ リー の 使用 状況 を 見 る の に 使う コマ ンド が です 。 
Memory( メ モリ ー: 記 僅 域 ) の 意味 か ら 名 付け られ て いま す 。 
MEM コ マン ド で メモ リー を 調べ る に は 、 以 下 の よ うに コマ ンド を コマ ンド 行か 


ら 入力 し 、 は で ner (改行 ) を 押し て くだ さい 。 


メモ リー の タイ プ 合計 = 使用 済 + 使用 可 
基本 640K 264K 376K 
UMB OK OK OK 


アダ プ タ RAM/ROM 339K 339K OK 


XMS 1.069K 226K 843K 


シス テム 全 メ モリ 2.048K 829K 1.219K 


1MB 以下 全 メ モリ 640K 264K 376K 





実行 可能 プロ グラ ム 最 大 サイ ズ 376K (384608 バイ ト ) 
使用 可能 最大 UMB メモ リー OK (0 バイ ト ) 
DOS は HMA 領域 に 常駐 し て いま す 


この 例 で は 376KB の 基本 メモ リー が 使用 可能 で す 。 


eeeoeeeeoeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee[) 


MORE 


ファ イル を 1 画面 ずつ 止め な が ら 表 示す る コマ ンド で す 。 

た と えば 、MORE コ マン ド で サブ ・ デ ィ レ クト リー\DOS の 中 の README.TXT の 
内 容 を 1 画面 ずつ 表示 する に は 、 以 下 の よ うに コマ ンド と ファ イル 名 を コマ ンド 
行か ら 入 力 し 、 で Enter』 (改行 ) り を 押し て くだ きい 。 








C:\>more < C:\dos\readme.txt 
EE ETEECB TEE 


画面 の 下 に は 「-- つづ く --」 が 表示 され ます 。 任 意 の キー を 押す と 次 に 進み ます 。 
途中 で 終了 し た い 場 合 に は 、 cm + [C] キー を 押し ます 。 


eeeeeeeeeeeeeeeoeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee り 


MOVE 


MOVE コ マン だ は 、 フ ァイル を 別 の 場所 (ドラ イブ また は ディ レク トリ ー) に 移動 
する コマ ンド だ で す 。 一 度 に 大 数 の ファ イル の 病 定 が で きま す 。 フ ァイル 凍 定 に は 
ワイ ルド カー ド た が 使え ます 。 

た と えば 、 ド ライ ブ C の サブ ・ デ ィ レ クト リー\DOS に ある README.TXT を ドラ 
イブ A の ディ スケ ッ ト に 移動 する に は 、 以 下 の コ マン ド を コマ ンド 行か ら 入力 
し 、| で Enerl (改行 ) を 押し て くだ さい 。 


C:\>move Cc:\dos\readme.txt a: 


写 に の ECSFH 


c:\dos\readme. txt=> a:\readme. txt [OK] 


移動 は | 一 を に 」] と いう 順番 で 、 移 動 元 と 移動 先 を 指定 し ます 。 複 数 の ファ イル 
を 指定 する に は 次 の よう に 入力 し ます 。 た と えば 、 サ ブ ・ デ ィ レ クト リー\DOC の 
すべ て の .TXT の 付く ファ イル を ドラ イブ A の ディ スケ ッ ト に 移動 する に は 、 以 
下 の コ マン ド を コマ ンド 行か ら 入力 し 、 で nter』 (改行 ) を 押し て くだ さい 。 


\ で ディ レク トリ ー と 
<-- ファ イル 名 を 区 切る 
a: は ドラ イブ の 指定 





2 
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*※ は 「 任 意 の 8 文字 以下 の 
<---- ファ イル 名 ] の 意味 

この * を ワイ ルド カー ド 

と いう 





:\>move Cc:\doc\*.txt a: | 


REEDHEHSEHSEY 


移動 され た ファ イル が すべ て 表示 され ます 。 


<w ニ ニニ ニニ ーー 一 


移動 先 に まっ た く 同 名 の ファ イル が ある 場合 MOVE コマ ンド は 上 書き し て よい か 
確認 の メッ セー ジ を 表示 し ます 。 置 き 換 える 場合 に は 「Y]、 置 き 換 えな い 場 合 に は 「N] 
を タイ プ し て を 押し ます 。 フ ァイル 指定 に ワイ ルド カー ド を 指定 し た 
場合 で 同名 の ファ イル が 複数 存在 する 場合 に は 、「Al」 を 指定 する と 、 以 降 確認 の メッ 
セー ジ は 表示 せ ず に 無 条件 に 置き 換え ます 。 


ゃ eeeeeeeeeeeeeeeeeoeeeeeeeeeeeeeeoeeeeeoeoeeoeee23b 


実行 可能 な ファ イル の ある 場所 (ドラ イブ お よび ディ レク トリ ー) ま で の 検索 パ 
ス を 素 示 し た り 、 設 定 を する コマ ンド で す 。 パ ス (pa 罰 ) と は 道 の 意味 で 、 コ マン 
が ・ 了 イン ター プリ ター(COMMAAMD.COM) は 、 こ の 設定 を 頼り に コマ ンド だ を 探し 
ます 。 


PATH コ マン ド で 現在 設定 きれ て いる パス を 見 る に は 、 以 下 の コ マン ド を コマ ン 


ド 行か ら 入力 し 、 (改行 ) を 押し て くだ さい 。 





この 例 で は サブ ディレク トリ ー\DOS に 対す る パス が 設定 され て いま す 。 パ ス を 
追加 し た い 場 合 に は 、 次 の よう に 入力 し ます 。 現 在 の 設定 に \WORK も 追加 し て パ 
ス を 設定 する 場合 は 





<---- お の お の の パス は :( セ ミコ 
ロン ) で 区 切る 





C:\>path c:\dos:C:\Work 


この よう に 、 現 在 設定 され て いる \DOS に セミコロン で 区 切っ て 、 次 の パス を 入れ 
る と 追加 に な り ま す 。path c:\work と だ け 入 力 す る と .、、\DOS へ の パス の 設定 は 解 
除き れ て し まい ます の で 、 注 意 し て くだ さい 。 





正しい コマ ンド を 入力 し て も 、「 コ マン ド ま た は ファ イル 名 が 正しく あり ませ ん 。] と 
エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され る 場合 に は 、 こ の PATH の 設定 を 調べ て くだ さい 。 


ee oe eeeooeeeoeoeoeeeeeeoeeeeeeeeeeeoeeoeoeeoeoee の 2 
PR/N7T コ マン だ ば は 、DOS の テキ ス ト ・ フ ァイル を 印刷 する コマ ンド で す 。 印 刷 は 
DOS の 操作 と 並行 し て バッ ク グ ラウ ンド で 実行 で きま す 。 

た と えば 、 ド ライ ブ C の \DOS デ ィ レ クト リー 内 に ある README.TXT フ ァイル を 
印刷 する に は 、 以 下 の コ マン ド を コマ ンド 行か ら 入力 し 、 (改行 ) を 押 
し で くる だき ゆめ 。 





C: Mod C:\dos\readme.txt 


印刷 途中 で 、 印 刷 中 の ファ イル を 取り 消す に は /C と いう スイ ッ チ を 使い ます 。 


C: LM /C 





この スイ ッ チ に は Cancel( 取 り 消 す ) の 意味 が あり ます 。 


ooooeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeoeeeeeee を 9 


PROMPT 


PHOMPT コ マン だ は 、DOS の コマ ンド が ・ プ ロン プ ト を 変更 する コマ ンド だ です 。 
コマ ンド ・ プ ロン プ ト (C:\>) は ユー ザー の 好み に あわ せ て 、 変 更 で きる よう に 

て いま す 。 も っ と も 標準 的 な プロ ンプ ト を 設定 する に は 、 以 下 の コ マン ド を コマ 
ンド 行か ら 入力 し 、 | Enerl (改行 ) り を 押し て くだ さい 。 
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C:\>prompt $p$g <----  $p は 現行 ドラ イブ と パス 名 、 
BE Sg ば > 記号 を 表す 


次 の よう に 入力 する と 、OS/2 と 同じ プロ ンプ トト に な り ま す 。 





C:\>prompt [$p] 





スン / 
グル 。 gES7 20 の の トク ンス て へ 





の 


| [c:_ 


使用 可能 な パラ メー ター に つい て は 、 次 節 の コマ ンド 一 覧 を 参照 し て くだ さい 。 


eoeeeeoeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee4D 


D コ マン ド だ は 、 デ ィ レ クト リー を 削除 する の に 使う コマ ンド が です 。Feove ワ :- 
recory( デ ィ レ クト リー を 削除 する ) の 意味 か ら 名 付け られ て いて 、RMD 太 と 入 
力 し て も 使え ます 。 

た と えば 、\WORK デ ィ レ クト リー を 削除 する に は 、 以 下 の コ マン ド を コマ ンド 行 
か ら 入 力 し 、[ で Eneer] (改行 ) を 押し て くだ さい 。 


C:\>rd work 





た だ し 、 デ ィ レ クト リー は ディ レク トリ ー 内 が 空 で な いと 削除 で きま せん 。 デ ィ 
レク トリ ー に 移動 する に は CD コマ ンド を 使い ます 。 ま た ディ レク トリ ー を 作成 
する コマ ンド は MD コマ ンド を 参照 し て くだ さい 。 


<eeeeoeooeeeeeoeeeeeeeeeeeeeeeeeeoooeoeeoooeeeeeee4 け 


REN 


EN コマ ンド だ は 、 フ ァイル 名 を 変更 する の に 使う コマ ンド で す 。enarne( 名 前 を 
変更 する ) の 意味 か ら 名 付け られ て いて 、FEMAME と 入力 し て も 使え ます 。 一 度 
に 夏 数 の ファ イル の 病 定 が で きま す 。 フ ァイル 病 定 に は ワイ ルド カード が 使え ま 
す 。 


た と えば 、README.TXT と いう ファ イル 名 を README.DOC に 変更 する に は 、 以 
下 の コ マン ド を コマ ンド 行か ら 入 力 し 、 で Ener』 (改行 ) を 押し て くだ さい 。 








本 ku 0999IIG txt (BBCIOB 9O6 


た と えば 、 複 数 の ファ イル を 指定 する 場合 に は 、 以 下 の よ うに 入力 し ます 。 











SeIShi^ DE" .doc 
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これ で ルー トディ レク トリ ー に ある TXT が 付く ファ イル の すべ て が 、 先 頭 8 文字 
は その まま で 、 エ クス テン ショ ン だ け DOC に 変更 され ます 。 


eeeeeoeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee を うけ 


SWITCH 


SW/7C ロ コマ ン が は DOS/V 持 用 の コマ ンド で 、 日 本 語 モ ー ド と 美 語 モ ー ド と き を 幼 
り 堆 える コマ ンド だ で す 。 


日 本 語 モ ー ド か ら 英 語 モ ー ド へ 切り 替え る に は 、 以 下 の コ マン ド を コマ ンド 行か 


ら 入 力 し 、 上 は Eneerl (改行 ) を 押し て くだ さい 。 


モー ド 切 り 換え 中 は (PS/2 モ - ト "に 切り 換わる まで ) 電源 を 切ら な いで くだ さい 。 
シス テム を 、P S プ 2 モード ( 英 語 モ ー ド ) に 切り 換え ます 。 


シス テム を 切り 換え ます か (Y/N) ? 





ここ で 人] キー を 押す と DOS が 再 始動 し て 英語 モー ド に 切り 替わり ます 。 
英語 モー ド か ら 日 本 語 モ ー ド へ の 切り 替え も 同じ コマ ンド で す 。 た だ し 、 メ ッ 
セー ジ は 次 の よう に 英語 で 表示 され ます 。 


[Warning]: Do not turn off system during switching. 


Switching the system into PS/55 mode (Japanese mode). 


Are you sure you want to switch the system (Y/N) ? 
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SWITCH コ マン ド は シス テム を 再 始動 する の で 、 完 全 に 英語 の PC DOS の 環境 に 切り 
替わり ます 。 一 次 的 に 英語 環境 に 切り 替え た い 場 合 に は 、CHEV コ マン ド が 高速 で 便 
利 で す 。 た だ し シス テム を 再 始動 し な い の で 、 メ モリ ー に 常駐 する プロ グラ ム ( た と 
えば 、 か な 漢字 変換 プロ グラ ム ) な ど は 、 そ の まま メモ リー に 残り ます 。 


< くく ooo oeeoeeooeoeeooeeeeeooeeoeeoeeoeeoeeoeeoeoo47 み 


7ME コ マン ド だ は 、 時 講 の 表示 と 変更 を する コマ ンド だ で す 。 入 力 し た 陸 記 は シス テ 
ム に 登録 され 、 以 降 の 時 応 の 更新 オシ ステ ム が 朋 動 的 に 行い ます 。 こ の 時 応 は 
DA7E コ マン ド で 設定 し た 日 付 と と も に ファ イル 作成 日 時 な どの 精 報 に 使わ れ 
ます 。 

時 刻 を 表示 する に は 、 以 下 の コ マン ド を コマ ンド 行か ら 入力 し 、 ( 改 
行 ) を 押し て くだ さい 。 


C:\>time 
現在 の 時 刻 は 12:47:06.84 
新しい 時 刻 を 入力 し て くだ さい : 


ここ で [ ” Enter』 (改行 ) を 押せ ば 、 コ マン ド ・ プ ロン プ ト に 戻り ます 。 時 刻 を 次 更 
する 場合 に は 、 た と えば 12:00:00 と いう よう に :( コ ロン ) で 数 字 を 区 切っ て 入力 
し 、 | Ener』 (改行 ) を 押し て くだ さい 。 同 じ コ マン ド を 繰り 返す と 変更 し た 時 
刻 を 確認 で きま す 。 





eeoeeeoeoeeeoeeooeeooeeeeeeeeeeeeoeeeeeeeeeeeeoee の けり 


UNDELETE 


UMDELE7E コ マン ド だ は その 名 前 の 意味 する よう に 、 削 除 し た ファ イル を 複 元 す 
る コマ ンド で す 。 誤 っ て 削除 し て し まっ た ファ イル な ど を 、 場 合 に よっ て な 完全 
に 元 に 戻せ る の で 便利 で す 。 勤 除 後 に ファ イル の 読み 書き な ど 行 うと 、 完 全 に 痢 
元 で きる 度合 い が 少 な を ぐ な り ま す 。 


削除 し た ファ イル を 復元 する に は 、 以 下 の コ マン ド を コマ ンド 行か ら 入力 し 、 


| で Ener』 (改行 ) を 押し て くだ さい 。 











C:\>undelete 
FSS 
画面 に は フル スク リー ン の プロ グラ ム が 現れ ます 。 あ と は 画面 の メッ セー ジ に 
従っ て くだ さい 。 ヘ ルプ も 用 意 き れ て いま す 。 


RE 


oooeoeeoeoeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee4D 


UNFORMAT 


UNFORMA7 コ マン ドド は その 名 前 の 意味 する よう に 、 フ ォ ー マ ッ ト し た ディ スク 
や ディ スケ ッ ト を 復元 する コマ ンド だ で す 。 誤 っ て フォ ー マ ッ ト し て し まっ た ディ 
スケ ッ ト な ど を 、 場 合 に よっ て な 完全 に 元 に 戻せ る の で 便利 で す 。 削 秦 後 に その 
ディ スク に 対し て 、 フ ァイル の 読み 書き な ど 行 うと 、 完 全 に 復元 で きる 度合 い が 
少な く な り ま す 。 


た と えば 、 フ ォ ー マ ッ ト し て し まっ た ドラ イブ A の ディ スケ ッ ト を 復元 する に 
は 、 以 下 の コ マン ド を コマ ンド 行か ら 入力 し 、 ( 攻 行 ) を 押し て くだ さい 。 


C:\>unformat a: 


アン フォ ー マ ッ ト す る ディ スク を ドラ イブ A: に 
入れ , 準備 が で きた ら 改 行 キ ー を 押し て くだ さい 





ここ で 復元 し た い デ ィ ス ケッ ト を ドラ イブ A に 挿入 し 、 で Enter』 (改行 ) を 押し 、 
あと は 画面 の メッ セー ジ に 従え ば 復元 で きま す 。 


seeeeeeeoeeoeeeeeeeeoeoeoeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee を D 


XCOPY 


XCOPY コ マン 戸 は 、 フ ァイル を サブ ディ レク トリ ー を 含め て コピ ー す る 場合 な 
ど に 使う コマ ンド で す 。Exfeneg Copy ( 数 残 コピ ー) の 意味 か ら 名 付け られ て い 
て 、 ハ ー ド ディ スク の バッ クア ッ プ な ど に も 使い ます 。 一 度 に 覆 数 の ファ イル の 
病 定 が で きま す 。 フ ァイル 凍 定 に は ワイ ルド カー ド た が 使え ます 。 


た と えば 、 ド ライ ブ C の サブ ディ レク トリ ー\WORK 内 の ファ イル を 、 ド ライ ブ A 
に ディ レク トリ ー を 含め て コピ ー す る に は 、 以 下 の コ マン ド を コマ ンド 行か ら 入 


カ し 、 で ener』 (改行 ) を 押し て くだ さい 。 
し 
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C:\>XCODy C:\WOrK a: /S /@ 


EE 還 人 は 


DISKCOPY コ マン ド は ディ スケ ッ ト の メデ ィ ア ・ タ イプ が 違う と 実行 で きま せん 
が 、 こ の XCOPY コ マン ド を 使え ば 、 異 な っ た メデ ィ ア どう し の コピ ー が 可能 で す 。 





C:\>xcCODy 3: C: /S /@ 


2 ゴー ムー ュー た きす 





DISKCOPY 

DISKCOPY コ マン ド は ディ スケ ッ ト を その まま コピ ー す る の で 、 オ リ ジ ナ ル に 不良 
セク ター な ど が あっ て も 、 そ の まま コピ ー し て し まい ます 。XCOPY コ マン ド を 使う 
と 、 フ ァイル だ け を コピ ー す る の で 、 そ の よう な こと は あり ませ ん 。 


コピ ー 先 に まっ た く 同 名 の ファ イル が ある 場合 XCOPY コマ ンド は 上 書き し て よ 
いか 確認 の メッ セー ジ を 表示 し ます 。 置 き 換 える 場合 に は 「Y]、 置 き 換 えな いり 場合 に 
は 「N」 を タイ プ し て | で Ener』 を 押し ます 。 フ ァイル 指定 に ワイ ルド カー ド を 指定 


し た 場合 で 同名 の ファ イル が 複数 存在 する 場合 に は 、「A」 を 指定 する と 、 以 降 確認 の 
メッ セー ジ は 表示 せ ず に 無 条 件 に 置き 換え ます 。 





いま す 。 





コト | 月 うみ.4 コ 


病 定 し た ディ レク トリ ー に ある デー タ ・ フ ァイル を 、 現 
行 デ ィ レ クト リー に ある か の よう に オープ ン で きる よ 
うに し ます 。 


APPEND [[ ド ライ ブ :] バ ス [:.…]] [/ 
X[:ON!:OFF]] [/PATH:ON!OFF] [/E] 


[ドラ イブ :][ バ パス] 
APPEND す る ドラ イブ や ディ レク トリ ー を 指定 し ま 
す 。 


X:ON 

APPEND さ れ た ディ レク トリ ー を 、 フ ァイル 検索 や ア 
プリ ケー ショ ン か ら 使 用 可能 に し ます 。 

X:OFF 

APPEND さ れ た ディ レク トリ ー を ファ イル ・ オ ー プ ン 
要求 に の み 適 合 さ せま す 。/X:OFF が 省略 値 で す 。 


PATH:ON 

APPEND さ れ た ディ レク トリ ー を 、 デ ィ レ クト リー・ パ 
ス を 指定 する ファ イル 要求 に 適合 させ ます 。/ 
PATH:ON が 省略 値 で す 。 


PATH:OFF 
/PATH:ON の 機能 を 中 止 し ます 。 


E 

APPEND さ れ た ディ レク トリ ー・ リ スト の コピ ー を 
APPEND 環 境 変数 に 保持 し ます 。/ は シス テム 起動 後 、 
APPEND の 初回 使用 時 の み 使 うこ と に な り ま す 。 


APPEND : 


パラ メー ター と し て セミ コロ ン の み "APPEND :" が 指 
定 さ れる と 、APPEND さ れ た ディ レク トリ ー を キャ ン 
セル し ます 。 パ ラメ ー タ ー が 指定 され な けれ ば 、 
APPEND さ きれ た ディ レク トリ 一 覧 が 表示 され ます 。 


ここ で は DOS の 主要 コマ ンド を 一 覧 に し て いま す 。 そ れ ぞ れ の 
コマ ンド だ で 使え る スイ ッ チ や パラ メー ター に つい て も 解説 し て 


ドラ イブ へ の ディ スク 探 作 要 求 を 別 ド ライ ブ へ 入り 振 
り ま す 。 


ASSIGN [x[:]=y[:][L.…] 


ASSIGN /STATUS 


ASSIGN す る ドラ イブ 名 を 指定 し ます 。 


y 
x: が ASSIGN さ れる ドラ イブ 名 を 指定 し ます 。 


STATUS 
現在 の ドラ イブ 割り 当て 状況 を 表示 し ます 。 


パラ メー ター が 指定 され な けれ ば 、 ア サイ ン 状 況 は リ 
セッ ト さ れ ま す 。 


ATTRIB 


ファ イル 属性 を 表示 / 変 更 し ます 。 





ATTRIB [+R!-R] [+A!-A] +S!-S] [+H!- 
H] [[ ド ライ ブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 ] [/S] 


+ 


属性 の 設定 を 指定 し ます 。 


属性 の 解除 を 指定 し ます 。 


R 

読み 出し 専用 ファ イル の 属性 で す 。 

A 

バッ クア ッ プ され て いな い フ ァイル の 属性 で す 。 


S 
シス テム ・ フ ァイル の 属性 で す 。 
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コマ ンド 一 覧 





H 
隠し レフ ァイル の 属性 で す 。 





S 
指定 し た パス 以下 の 全 デ ィ レ クト リー 中 の ファ イル を 
対象 に し ます 。 


BREAK 


坂 張 C7RL+C チ ェ ッ ク の 設定 や 解除 を し ます 。 


BREAK [ON!OFF] 


パラ メー ター が 指定 され な けれ ば 、 現 在 の BREAK 設 定 
状態 が 表示 され ます 。 


7 


バッ チ ・ フ ァイル の 中 か ら 、 別 の バッ チ ・ フ ァイル を 庁 
び 出 し ます 。 


CALL [ドラ イブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 [バッ 
チ ・ フ ァイル の 引数 ] 


バッ チ ・ フ ァイル の 引数 
バッ チ ・ フ ァイル に 渡す パラ メー ター を 指定 し ます 。 


現在 の ディ レク トリ ー を 表示 変更 し ます 。 
CHDIR [ドラ イブ :][ パ ス ] 
CHDIR[.」] 

CD [ドラ イブ :][ パ ス ] 

CD[. 


親 デ ィ レ クト リー に 変更 し た い 時 に 指定 し ます 。 


"CD ドラ イブ :" と 入力 する と 、 指 定 し た ドラ イブ の 現行 
ディ レク トリ ー が 表示 され ます 。 パ ラメ ー タ ー が 指定 
され な けれ ば 、 現 行 ドラ イプ と 現行 ディ レク トリ ー が 
表示 され ます 。 


中 ユ 4 


日 本 語 環境 と 英語 環境 の 切り 換え を 行い ます 。 


CHEV [JP/US [/F]] 


JP 
日 本 語 環 境 に 切り 換え ます 。 
US 
語 環 境 に 切り 換え ます 。 
F 


切り 換え に 不都合 が 生じ て も 処理 を 続行 し ます 。 


4 5 に 】、4 


ディ スク の チェ ッ ク 、 お よび 状態 の 表示 を し ます 。 


CHKDSK [ドラ イブ :][[ パ ス ] フ ァイル 名 ] 
[/F] [/V] 

[ドラ イブ :][ バ パス ] 

チェ ッ ク す る ドラ イブ や ディ レク トリ ー を 指定 し ま 
宮 。 

ファ イル 名 

チェ ッ ク す る ファ イル を 指定 し ます 。 

F 

ディ スク の エラ ー を 修復 し ます 。 

V 

ディ スク の 各 フ ァイル の フル パス 名 を 表示 し ます 。 
パラ メー ター が 指定 され な けれ ば 、 カ レン トディ スク 
を の 5 ググ し ます 。 


ii)【@ コ 


バッ チ ・ フ ァイル の 史 か ら Y/N な どの 実行 の 選択 を 行 
いま す 。 


CHOICE [/C[:] 選 択 肢 ] [/N] [/S] [/ 
T[:]c,nn] [文字 列 ] 

C[:] 選 択 肢 

選択 可能 な 文字 スイ ッ チ (半角 文字 ) を 列挙 し ます 。 省 
略 値 は YN 

N 

実行 の 選択 時 に [選択 肢 ]? を 表示 し ませ ん 。 


コマ ンド 一 覧 





S 
大 文字 と 小文字 の 文字 スイ ッ チ を 区 別 し ま す 。 
T[:]c.nn 
nn 秒 後 に タイ ム ア ウ ト し て 、c が 選択 され た も の と し ます 。 
文字 列 
実行 の 選択 時 に 表示 する プロ ンプ ト 文 字 列 を 指定 し ます 。 
ERRORLEVEL は 選択 され た 文字 スイ ッ チ の 位置 (0、1、 
2、3、.) に セッ ト され ます 。 


CLS 


画面 を 消去 し ます 。 


CLS 


COMMAND 


DOS コ マン ド が ・ イ ンタ ー プ リタ ー を 新しく 起動 し ま 
す 。 


COMMAND[[ ド ライ ブ :] パ ス ] [デバ イ 
ス ] [/E:nnnnn] [/P] [/Y] [/[C!K] 文字 列 ] 
[/MSG] 


[ドラ イブ :] パ ス 
COMMAND.COM フ ァイル の ある ディ レク トリ ー を 指 
定 し ます 。 
デバ イス 


コマ ンド 入出 力 の た め に 使用 する デバ イス を 指定 し ます 。 


E:nnnnn 
環境 変数 の サイ ズ の 初期 値 と し て nnnnn バイ ト を 設定 
し ます 。 


P 
新た な コマ ンド ・ イ ンタ ー プ リタ ー を 常駐 させ ます 。 
(復帰 し ませ ん ) 
C 文字 列 
文字 列 で 指定 し た コマ ンド の 実行 後 、 復 帰し ます 。 
K 文字 列 
字 列 で 指定 し た コマ ンド を 実行 し ます 。(EXIT コマ 
ンド で 復帰 し ます ) 
MSG /P 
全 エ ラー・ メ ッ セ ー ジ を メモ リー 内 に 保持 し ます 。 


Y 
バッ チ フ ァイル を ステ ッ プ 実行 し ます 。 


COMP 


2 個 の ファ イル (複数 可 ) の 内 容 を 比較 し ます 。 


COMP [デー タ 1] [デー タ 2] [/D] [/A] 
L] [/N= 数 字 ] [/C] 
デー タ 1 
比較 する 1 番目 の ファ イル の パス と 名 前 を 指定 し ます 。 
デー タ 2 
比較 する 2 番目 の ファ イル の パス と 名 前 を 指定 し ます 。 
D 
10 進 数 形式 で 違い を 表示 し ます 。 省 略 時 は 16 進 表示 で 
す 。 
A 
ASCI 文 字 で 違い を 表示 し ます 。 
上 
違い の ある 行 の 行 番号 を 表示 し ます 。 
N= 数 字 
各 フ ァイル の 先頭 か ら 、 数 字 で 指定 し た 行 数 分 だ け 比 
較 し ます 。 
ASCIH 文 字 の 大 文字 / 小 文字 を 無視 し て 比較 し ます 。 
複数 の ファ イル を 比較 する に は 、 デ ー タ 1 と デー タ 2 に 
ワイ ルド ・ カ ー ド (⑯7⑦) を 指定 し ます 。 


COPY 
ファ イル (数 可 ) を 別 の と ころ へ コピ ー し ます 。 


COPY [/A!/B] 複写 元 [/A!B] [+ 複 写 元 [/ 
AB] + .…] [ 覆 写 先 [AB]] [VILY!/-Y] 


複写 元 
コピ ー す る ファ イル を 指定 し ます 。 
A 


ファ イル を ASCIHI テ キス ト ・ フ ァイル と し て 扱い ます 。 


B 

ファ イル を バイ ナリ ー・ フ ァイル と し て 扱い ます 。 
複写 先 

新しい ファ イル の ディ レク トリ ー や ファ イル 名 を 指定 
し まま 。 

V 

新しい ファ イル が 正しい か どう か べ ベリ ファ イ し ます 。 


| 中 


147 


ざ 注 4 テ Y パ 日 の 〇 ロ 





148 





ファ イル を 連結 する た め に は 、 複 写 先 と し て 1 個 の 
ファ イル の み 指 定 し 、 複 写 元 に は 複数 の ファ イル を 指 
定 し ます 。( グ ロー バル ・ フ ァイル 文字 (*%⑦) を 使用 し た 
り 、 フ ァイル 1+ フ ァイル 2+ フ ァイル 3+.… と 指定 し ま 
す ) 

/Y 

上 書き 確認 の (プロ ンプ ト を 表示 し ませ ん 。/-Y( デ フォ 
ルト ) は 表示 し ます 。 

注意 

指定 し た 複写 先 に 同じ 名 前 の ファ イル が あっ た 場合 、 
COPY コ マン ド は 上 書き し て よい か 確認 の メッ セー ジ 
を 表示 し ます 。 


CPBACKUP 


7 つ 以 上 の ファ イル を ある ディ スク か ら 別 の ディ スク 
や テー プ に バッ クア ッ プ し ます 。 復 元 も 同じ コマ ンド だ 
の 人 語 ま 束 。 


CPBACKUP [d:] [設定 名 | [ファ イル 
名 .…] [パラ メー ター.…] 


d 
バッ クア ッ プ する ドラ イブ を 指定 し ます 。 


ミル e 


設定 名 

エク ステ ンション な し の セッ ト ア ッ プ ・ フ ァイル 名 を 
指定 し ます 。 

ファ イル 名 

バッ クア ッ プ する ファ イル を 指定 し ます ば ワイ ルド 
カー ド 使 用 可能 )。 


7 パラ メー ター 

'R 

自動 的 に 復元 モー ド が 開始 され ます 。 
SAVE 


履歴 を ハー ド デ ィ スク に 保管 し ます 。 


NOSAVE 
履歴 を ハー ド デ ィ スク に 保管 し ませ ん 。 


ECC 
エラ ー 修 正 を 使用 し ます 。 


NOECC 
エラ ー 修 正 を 使用 し ませ ん 。 


全 ド 


標準 フォ ー マ ッ ト を 使用 し ます 。 


NONSF 
非 標準 フォ ー マ ッ ト を 使用 し ます 。 


"MTASK 
マル チタ スク ・ モ ー ド か ら の ファ イル の 変更 を 保護 し 
ます 。 


FULL 

全 バ パ バックアップ (保存 ビッ ト 変 更 あり ) 

INC 

追加 バッ クア ッ プ ( 全 バ ッ ク ア ッ プ へ の 追加 ) 


SEP 
分 割 追加 バッ クア ッ プ 


COPY 

全 コ ピー・ バ ッ ク ア ッ プ (保存 ビッ ト 変 更 な し ) 
/FULLERASE 

全 バ パ バックアップ (バッ クア ッ プ 前 に テー プ を 消去 ) 
DIF 

差分 バッ クア ッ プ 

DATE=yymmdd-yymmdd 

バッ クア ッ プ する ファ イル の 日 付 を 指定 し ます 。 


EXATTH=HSR 
隠し 、 シ ステ ム 、 読 み 取り 専用 ファ イル を 除き ます 。 


DRIVE=TAPE また は /DRIVE=din 
ドラ イブ と メデ ィ ア を 指定 し ます (た と えば Bi:1440) 


ADDR=base-i-d 

テー プ ・ ド ライ ブ の 入出 力 ア ドレ ス を 指定 し ます 。 
base=16 進 アド レス 、=IRQ、d=DMA チ ャ ネル で す 。 
RATE=rate 


デー タ ・ レ ー ト を 設定 し ます 。(rate=1MB、500KB ま た は 
250KB) 


NO 
オー バー ラッ プ し た 入出 力 を 使用 し ませ ん 。 


LCD 
LCD 用 色 を 使い ます 。 


BF 
BIOS フ ォ ン ト を 使い ます (グラ フィ ッ ク が 正しく 表示 
され な い 場 合 ) 





NF 
グラ フィ ッ タ ク 文 字 を 使い ませ ん 。 


NGM 
省略 時 の 設定 の マウ ス ・ キ ャ ラク ター を 使い ます 。 


コマ ンド 一 覧 


LE 
マウ ス の 右 と 左 の ボタ ン の 機能 を 交換 し ます 。 


/IM 
マウ ス ・ ド ライ バー を 使い ませ ん 。 

PS2 

マウ ス ・ ハ ー ド ウェ ア を リセ ッ ト し ます (マウ ス が 消え 
た り 、 固 定 し て し まっ た 場合 に 使い ます 。) 


CPBDIR 


バッ クア ッ プ ・ デ ィ レ クト リー の 報告 を し ます 。 





CPBDIR [x:] [/X] [/V] 


X: 


ドラ イブ を 指定 し ます 。 


7X 
拡張 情報 を 報告 し ます 。 


/V 
ディ スク を 検査 し ます 。 


は の 』1 ヨ p) 


病 定 し た 圧 点 で の プロ グラ ム の 自 実生 を スケ ジュ ー ル 
し ます 。 
CPSCHED [/U] [/LOW] 


U 
現在 常駐 し て いる CPSCHED を メモ リー か ら 削 除 し ま 
す 。 


LOW 
CPSCHED を 自動 的 に UMB に ロー ド し ませ ん . 


UI Ni が 
シス テム 制御 の た め の 端 末 デ バイ ス を 変更 し ます 。 


TTY デバ イス 


Fo な を 本 
COM1 の よう な 、 使 用 する 端末 デバ イス を 指定 し ます 。 


7 に 19)、| 


コン ピュ ー タ ー の デー タ 可 失 を ガー ド し ます 。 


DATAMON [パラ メー ター.…] 
が % ヲ 区 呈 届 三 


LOAD 
INI フ ァイル の オプ ショ ン を 使っ て メモ リー に 常駐 し 
ます 。 


LOW 

UMB メ モリ ー が 使用 可能 で も 使い ませ ん 。 
UNLOAD また は /U 

メモ リー か ら DATAMON を 取り 除き ます 。 
STATUS また は /S 

DATAMON の 現在 の ステ ー タ ス を 表示 し ます 。 
2 

コマ ンド 行 ヘ ルプ を 表示 し ます 。 
SENTRY+ 

デリ ー ト ・ セ ント リー を 使用 可能 に し ます 。 
SENTRY- 

デリ ー ト ・ セ ント リー を 使用 不可 に し ます 。 
TRACKEH+ 

デリ ー ト ・ ト ラッ カー を 使用 可能 に し ます 。 


TRACKE 昌 - 
デリ ー ト ・ ト ラッ カー を 使用 不可 に し ます 。 


1 ヨ 


日 付 を 表示 / 変 更 し ます 。 


DATE 日付] 


パラ メー ター が 指定 され な けれ ば 、 現 在 の 日 付 が 表示 
され 、 新 し い 日 付 の 入力 を 促す プロ ンプ ト に な り ま す 。 
変更 する 必要 が な けれ ば 、[Enterl( 改 行 ) の み 押し て くだ 
さい 。 
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プロ グラ ム の テス ト / 意 集 ツ ー ル で ある デバ パッ ガー を 
起動 し ます 。 


DEBUG [[ ド ライ ブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 
「 テ スト ド フ ァイル - パ ラメ ー タ ー]] 

[ドラ イブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 

テス ト す る ファ イル を 指定 し ます 。 

テス ト フ ァイル - パ ラメ ー タ ー 

テス ト す る ファ イル か が 必要 と する コマ ンド ・ ラ イン 情 
報 を 指定 し ます 。 

デバ ッ グ 起動 後に 、? を 入力 する と デバ ッ グ ・ コ マン ド 
一 覧 が 表示 され ます 。 


DEFRAG 


ディ スク ・ ア クセ スズ 最適 化 の た め フ ァイル の 再編 成 を 
行い ます 。 


DEFRAG [ドラ イブ :] [/F] [/Sorder] [/ 
B] [/SKIPHIGH] [/LCD!/BW!/G0] 


DEFRAG [ドラ イブ :] [/U] [/B] [/ 
SKIPHIGH] [/LCD!/BW!/G0] 

[ドラ イブ :] 

最適 化す る ドラ イブ 名 

F 

完全 最適 化 を 行い ます 。 

U 


不 連続 ファ イル の 調整 の み で パッ ク は し ませ ん 。 


S 
order に 従い 並び 替え を 行い ます 。 














Order 


N 
名 前 順 (7 ル 77^* 順 ) 


E 
拡張 子 順 77 ルト 順 ) 


D 
日 付 、 時 間 順 (古い 順 ) 


S 
サイ ズ 順 (小さ い 順 ) 


を 付け る と 逆順 に な る 

B 

最適 化 後 リプ ー ト し ます 。 
SKIPHIGH 

主 記憶 上 に ロー ド し ます 。 
LCD 

モノ クロ 階 調 液晶 パネ ル 用 
BW 

モノ クロ 用 

GO0 

グラ フィ ッ ク マ ウス と グラ フィ ッ ク 文 字 セ ッ ト を 無効 
に し ます 。 

H け 

隠し ファ イル も 移動 し ます 。 


DEL 


ファ イル ( 頂 数 可 ) を 削除 し ます 。 
DEL [ドラ イブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 [/P] 


ERASE [ドラ イブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 [/ 
P] 
[ドラ イブ フ :][ バ パス ] フ ァイル 名 
削除 する ファ イル を 指定 し ます 。 ワ イル ドカ ー ド (⑯》 
に よる 複数 ファ イル の 指定 も 可能 で す 。 
P 
各 フ ァイル の 削除 前 に プロ ンプ ト を 表示 し て 削除 の 確 
認 を し ます 。 


1 ヨ 自 に 1 ヨコ 


ディ レク トリ ー と それ 以下 の ファ イル プ デ ィ レ クト 
リー を すべ て 削除 し ます 。 


DELTREE [/Y] [ドラ イブ :] パ ス [[ ド ライ 
プ コ バス […] 


Y 
ディ レク トリ ー 削 除 の 確認 を 行い ませ ん 。 


コマ ンド 一 覧 





[ドラ イブ :] パ ス 
削除 し た い デ ィ レ クト リー の 名 前 を 指定 し ます 。 
ご 注意 

DELTREE コマ ンド は 非常 に 危険 な コマ ンド な の で 注 
意 し て 使用 し て くだ さい 。 デ ィ レ クト リー と それ 以下 
の ファ イル ディ レク トリ ー が 全部 削除 きれ て し まい 
ます 。 


ディ レク トリ ー 中 の サブ ディ レク トリ ー や ファ イル の 
一 覧 表示 を し ます 。 


DIR [ドラ イブ :][ パ ス ][ フ ァイル 名 ] [/P] 
[/W] [/A[[:] 属 性 ]] [/O[[:] ソ ー ト 順 ]] [/S] 
[/B] [/L] [/C[H]] 
[ドラ イブ :][ パ ス ][ フ ァイル 名 

一 覧 表示 を する ドラ イブ プ 、 デ ィ レ クト リー、 フ ァイル 名 
を 指定 し ます 。 


P 
画面 単位 で 一 時 停止 し ます 。 

W 
画面 いっ ぱい に 一 覧 形式 を 表示 し ます 。 
A 


指定 し た 属性 を 持つ ファ イル を 表示 し ます 。 
属性 : 


D 
ディ レク トリ ー 


R 
読み 出し 専用 ファ イル 


H 
隠し ファ イル 


A 
保存 属性 ファ イル 


S 
シス テム ・ フ ァイル 


指定 の 属性 以外 
O 
ソー ト 順 で 表示 し ます 。 


ソー ト 順 : 

N 

名 前 (ABC 順 ) 

S 

サイ ズ (昇順 ) 

E 

拡張 子 (ABC 順 ) 
D 

日 付 / 時 刻 (昇順 ) 
G 


サ プ デ ィ レ クト リー 順 


逆順 

C 

ファ イル 圧縮 率 (昇順 ) 

S 

指定 ディ レク トリ ー 下 の 全 サ プ デ ィ レ クト リー 中 の 
ファ イル を 表示 し ます 。 


B 
ファ イル 名 の み を 表示 し ます 。 


引 
小文字 で 表示 し ます 。 


C[H] 

ファ イル 圧縮 率 を 表示 し ます 。/CH は ホス ト の クラ ス 
ター 単位 で 換算 し ます 。 

あら か じ め DIRCMD 環 境 変数 に スイ ッ チ を 設定 し て お 
く こ と も で きま す 。/-W の 様 に -( ハ イフ ン ) を つけ れ ば 、 
あら か じ め 設 定 さ れ た スイ ッ チ を 反転 し ます 。 


に ド ) く %6 | ョ 


2 つの ディ スケ ッ ト の 内 容 を 比較 し ます 。 


DISKCOMP [ドラ イブ 1: [ドラ イブ 2:]] 
[/1] [/8] 

1 

ディ スク の 最初 の 面 だ け を 比較 し ます 。 


8 
各 ト ラッ ク の 最初 の 8 セク タ だ け を 比較 し ます 。 
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りり ド ) く w6] 4 


ディ スケ ッ ト の 内 容 を 別 の ディ スケ ッ ト に コピ ー し ます 。 
DISKCOPY [ドラ イブ 1: [ドラ イブ 2:]] [/ 
1] [/V] [/M] 


1 
ディ スク の 最初 の 面 だ け を コピ ー し ます 。 





7/V 
情報 が 正しく コピ ー さ れ た か べ ベリ ファ イ し ます 。 


2 つの ディ スケ ッ ト は 同一 タイ プ で な けれ ば いけ ませ 
ん 。 ド ライ ブ 1 と ドラ イブ 2 は 同一 ドラ イブ を 指定 する 
こと が で きま すず 。 

/M 

コピ ー 時 に 基本 メモ リー の み を 使用 し ます 。 


DOSKEY 


コマ ンド だ ・ ラ イン の 編集 、DOS コ マン ド た の 下 厨 び 出 し 、 
マク ロ の 生成 を し ます 。 


DOSKEY [/REINSTALL] [/BUFSIZE= 
サイ ズ ] [/MACROS] [/HISTORY] [/ 
INSERT!/OVERSTRIKE] [マク ロ 名 
=[ テ キス ト ]] 

REINSTALL 

新しい DOSKEY の コピ ー を 導入 し ます 。 


BUFSIZE= サ イス 
コマ ンド 履歴 バッ ファ の サイ ズ を 設定 し ます 。 


/MACROS 
DOSKEY の 全 マ クロ を 表示 し ます 。 


/HISTORY 

メモ リー に 退避 し た 全 コ マン ド を 表示 し ます 。 
/INSERT 

新た な 入力 が 旧 テ キス ト 中 に 挿入 され る よう に 指定 し 
ます 。 

/OVERSTRIKE 


新た な 入力 が 旧 テ キス ト に 上 書き され る よう に 指定 し 
まず 。 


マク ロ 名 
作成 する マク ロ 名 を 指定 し ます 。 
テキ スト 
登録 する コマ ンド を 指定 し ます 。 


上 下 矢印 キー は コマ ンド の 再 呼び 出し を し ます 。F7 は 
コマ ンド 履歴 を 表示 し ます 。ALT+F7 は コマ ンド 履歴 
を クリ ア し ます 。F8 は コマ ンド 履歴 を 検索 し ます 。F9 
は 数 字 に よる コマ ンド の 選択 を し ます 。ALT+F10 は マ 
クロ 定義 を クリ ア し ます 。 


以下 は 、DOSKEY の マク ロ 定 義 で 使用 する 特殊 コー ド 
で す 。 

$T 

コマ ンド ・ セ パレ ー タ ー で す 。 マ クロ 中 で 複数 の コマ ン 
ド が 使用 で きま す 。 





$1-$9 

バッ チ ・ パ ラメ ー タ ー で す 。 バ ッ チ ・ プ ログ ラム 中 の 
%1-%9 と 同義 で す 。 

$・ 

コマ ンド ・ ラ イン 上 の マク ロ 名 に 続く テキ スト で 置き 
換え られ る シン ボル で す 。 


DOSSHELL 


DOS シ ェ ル を 起動 し ます 。 


DOSSHELL [/T] [/B] 


DOSSHELL [/G] [/B] 
T 
DOS シ ェ ル を テキ スト ・ モ ー ド で 起動 し ます 。 
G 
DOS シ ェ ル を グラ フィ ッ ク ・ モ ー ド で 起動 し ます 。 


B 
DOS シ ェ ル を モノ クロ 画面 で 起動 し ます 。 


DRVLOCK 


メデ ィ ア や /C カ ー ド が か が 共 か れ な いよ うに ドライブ や ソン 
ケッ ト を ロッ ク し た り 、 ロ ッ ク 解 除 し た り し ます 。 


DRVLOCK [ドラ イブ :! ソ ケッ ト :] [/ON!/ 
OFF] 
ON 
ドラ イプ や ソケット の ロッ ク を 設定 し ます 。 
OFF 
ドラ イブ や ソケット の ロッ ク を 解除 し ます 。 
注意 
ロッ ク 機 能 の ある ドラ イブ (また は ソケット ) で の み 動 
作 し ます 。 


1 


コマ ンド 一 覧 





DSPX 


画面 に 表示 され る 文字 数 を 決め る テキ スト ・ モ ー ド を 
設定 し ます 。 


DSPX [S!L!WID [/EXT]] 


S 
標準 テキ スト ・ モ ー ド (80 桁 X25 行 ) に 設定 し ます 。 


L 
縦長 テキ スト ・ モ ー ド (80 桁 メ 多 行 ) に 設定 し ます 。 


W 
ワイ ド ・ テ キス ト ・ モ ー ド ( 多 桁 X 多 行 ) に 設定 し ます 。 


D 
省略 時 の DOS/V テ キス ト ・ モ ー ド (80 桁 X25 行 、16 ド ッ 
ト ・ フ ォ ン ト 、VGA) に 設定 し ます 。 


/EXT 
S、L、W の スイ ッ チ と 共有 し 、 野 線 / 下 線 付 き の テ キス 
ト ・ モ ー ド に 設定 し ます 。 通 常 は 指定 する 必要 は あり ま 
せん 。 


DSPXVGA( 日 本 語 モ ー ド 


【 ン ルン う ) 
VGA 用 の ビデ チオ 衣 張 ド ライ バー を 導入 し ます 。 


DSPXVGA [/HS=LC!OFF!ON] 


DSPXVGA [/R] 


HS=LC 
ハー ドウ ェ ア 機 能 を 使っ て スク ロー ル し ます 。 高 速 で 
す が 、 多 少 画面 が ちら つき ます 。 


HS=OFF 
ソフ トウ ェ ア に より 画面 を スク ロー ル し ます 。 画 面 は 
ちら つき ませ ん が 、/HS=LC に 比べ て スク ロー ル が 遅く 
な り ま す 。 
/HS=ON 


ハー ドウ ェ ア 機 能 を 使っ て スク ロー ル し ます 。3 つ の 指 
定 の うち 一 番 高 速 で す が 、 多 少 画 面 が ちら つき ます 。 





'R 
DSPXVGA.EXE を メモ リー か ら 除 去 し ます 。 

ビデ オォ 拡張 ドラ イ バ ー は 通常 ハー ドウ ェ ア の スク ロー 
ル の 機能 を 自動 判定 する の で /HS= の パラ メー タ は 特 





に 必要 あり ませ ん 。 自 動 判定 で きず に 画面 スク ロー ル 
が 正常 に 行わ れ な い 場 合 に の み /HS=LC ま た は / 
HS=OFF を 指定 し て くだ さい 。 


ユ み 』6) 


メッ セー ジ の 表示 、 コ マン が ・ エ コー の OMOFF の 指定 
を 行ない ます 。 





ECHO [ONiOFF] 


ECHO メッ セー ジ 


パラ メー ター が 指定 され な けれ ば 、 現 在 の エコ ー の 設 
定 が 表示 きれ ます 。 


EDLIN 


行 音 位 の テキ スト ・ エ ディ ター で ある 、EDL/N を 起動 し 
ます 。 





EDLIN [ドラ イブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 [/B] 


E 
ファ イル 終 丁 文字 (CTRL+Z) を 無視 し ます 。 


ゴリ ミ el 


ドラ イブ か ら メ ディ ア を イジ ェクト ( 排 出 ) し ます 。 





EJECT [ドラ イブ :] 


注意 
自動 イジ ェクト (排出 ) 機 能 の ある ドラ イブ で の み 動 作 
し ます 。 


EMM386 


EMS メ モリ ー・ サ ポー ト を OMOFF し ます 。 


EMM386 
[W=ON!W=OFF] 


ON'OFF!AUTO 
EMM386 を ON/OFF、 ま た は 自動 モー ド に し ます 。 


[ON!OFF!AUTO] 


W=ON!OFF 
Weitek の 数 値 演算 プロ セッ サー の サポ ー ト を ON/OFF 
し ます 。 
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EPCLESCP 


英語 PCL プ リン ター で ESC/P(J84) 対 応 プ リン ター を 
エミ ュ レ ー ト し 、 文 字 印 刷 を サポ ー ト する プリ ンタ ー・ 
ドラ イ バ ー で す 。 


EPRNESCP [S=A4!LTR] [/LPTx] [/R] 
[INI=[ ド ライ ブ :][ パ ス ]] 


S=A4!LTR 
用 紙 サ イズ を 指定 し ます 。A4 ま た は レタ ー・ サ イズ 
(LTR) を 指定 で きま す 。 省 略 時 の 設定 は レタ ー で す 。 


LPTx 
出力 先 の プリ ンタ ー を 指定 し ます 。x に は 1、2、3 の 数 字 
が 指定 で きま す 。 省 略 時 の 設定 は 1 で す 。 


R 
すでに 常駐 し て いる EPCLESCP_COM を メモ リー か ら 
除去 し ます 。 


INI=[ ド ライ ブフ :][ バ パス ] 
指定 し た ドラ イプ と パス に ある DOSV.INI フ ァイル 
(DOS/V 初 期 設 定 情報 ファ イル ) を 参照 し ます 。 パ ス は 
必ず \ 記 号 で 終わ る よう に 指定 し て くだ さい 。 





注意 
設定 値 を 変更 する 場合 に は SETUPV コ マン ド を 使用 し 
て くだ さい 。 


EPCLIBM 


英語 PCL プ リン ター で M55755577 系 プリ ンタ ー を 
エミ ュ レ ー ト し 、 文 字 印 刷 を サポ ー ト する プリ ンタ ー・ 
ば ドライバー で す 。 


EPCLIBM [S=LTR!] [/LPTx] [/R] [/ 
INI=[ ド ライ ブ :][ パ ス ]] 


S=A4!LTR 
用 紙 サ イズ を 指定 し ます 。A4 ま た は レタ ー・ サ イズ 
(LTR) を 指定 で きま す 。 省 略 時 の 設定 は レタ ー で す 。 


LPTx 
出力 先 の プリ ンタ ー を 指定 し ます 。x に は 1、2、3 の 数 字 
が 指定 で きま す 。 省 略 時 の 設定 は 1 で す 。 


R 
すでに 常駐 し て いる EPCLIBM.COM を メモ リー か ら 除 
凌 b ま すら 


/INI=[ ド ライ ブ プ :][ パ ス ] 
指定 し た ドラ イブ と パス に ある DOSV.INI フ ァイル 
(DOS/V 初 期 設 定 情報 ファ イル ) を 参照 し ます 。 パ ス は 
必ず \ 記 号 で 終わ る よう に 指定 し て くだ さい 。 


注意 
設定 値 を 変更 する 場合 に は SETUPV コ マン ド を 使用 し 
で ぐだ さき W ゆ 。 


は 3 の 9 ョ 


語 プ リン ター で ESOC/P(J84) 対 応 プ リン ター を エ 
ミュ レー ト し 、 文 字 印 刷 を サポ ー ト する プリ ンタ ー・ ド だ 
ライ バー で すず 。 


EPRNESCP[P=PRO!LQ] 
[S=LTR!MAX] [/LPTx] [/R] [/INI=[ ド ラ 
イチ :j[ パ ス ]I 


P=PRO!LQ 

P=PRO を 指定 する と 、IBM Personal Printer Series II(24 
ドッ ト ) ま た は ProprinterX24E/XL24E 上 で の エミ ュ レ ー 
ショ ン に な り ま す 。P=LQ を 指定 する と 、Epson 社 製 LQ 
1050(ESC/P 24 ド ッ ト 英 語 プ リン ター) 上 で の エミ ュ 
レー ショ ン に な り ま す 。 

S=LTRIMAX 

S=LTR を 指定 する と 、 最 大 印字 幅 が 8.0 イ ンチ に な り ま 
す 。S=MAX を 指定 する と 、 最 大 印字 幅 が 13.5 イ ンチ に 
な り ま す 。 省 略 時 の 設定 は LTR で す 。 


LPTx 

出力 先 の プリ ンタ ー を 指定 し ます 。x に は 1、2、3 の 数 字 
が 指定 で きま す 。 省 略 時 の 設定 は 1 で す 。 

R 

すでに 常駐 し て いる EPRNESCP'COM を メモ リー か ら 
除去 し ます 。 


INI=[ ド ライ ブフ :][ バ パス ] 
指定 し た ドラ イブ と パス に ある DOSV.INI フ ァイル 
(DOS/V 初 期 設定 情報 ファ イル ) を 参照 し ます 。 パ ス は 
必ず \ 記 号 で 終わ る よう に 指定 し て くだ さい 。 
注意 
設定 値 を 変更 する 場合 に は SETUPV コ マン ド を 使用 し 
て くだ さい 。 


EPRNIBM 


英語 プリ ンタ ー で /BM 5575/557Z 系 プリ ンタ ー を エ 
ミュ レー ト し 、 文 字 印 刷 を サポ ー ト する プリ ンタ ー・ ド だ 
ライ バー で す 。 


EPRNIBM [P=PRO!LQ] [S=LTR!MAX] 
[LLPTx] [/R] [/INI=[ ド ライ ブ :][ バ ス ]] 


コマ ンド 一 覧 





P=PRO!LO 

P=PRO を 指定 する と 、IBM Personal Printer Series II(24 
ドッ ト ) ま た は ProprinterX24E/XL24E 上 で の エミ ュ レ ー 
ショ ン に な り ま す 。P=LQ を 指定 する と 、Epson 社 製 LQ 
1050(ESC/P 24 ド ッ ト 英 語 プ リン ター) 上 で の エミ ュ 
レー ショ ン に な り ま す 。 


S=LTRIMAX 
S=LTR を 指定 する と 、 最 大 印字 幅 が 8.0 イ ンチ に な り ま 
す 。S=MAX を 指定 する と 、 最 大 印字 幅 が 13.5 イ ンチ に 
な り ま す 。 省 略 時 の 設定 は LTR で す 。 

LPTx 
出力 先 の プリ ンタ ー を 指定 し ます 。x に は 1、2、3 の 数 字 
が 指定 で きま す 。 省 略 時 の 設定 は 1 で す 。 

R 
すでに 常駐 し て いる EPRNIBM.COM を メモ リー か ら 除 
まし ます 。 

INI=[ ド ライ ブ :][ パ ス ] 
指定 し た ドラ イブ と パス に ある DOSV.INI フ ァイル 
(DOS/V 初 期 設 定 情報 ファ イル ) を 参照 し ます 。 パ ス は 
必ず \ 記 号 で 終わ る よう に 指定 し て くだ さい 。 
設定 値 を 変更 する 場合 に は SETUPV コ マン ド を 使用 し 
て くだ きめ ゅ 。 


ERASE 


ファ イル ( 交 数 可 ) を 削除 し ます 。 
DEL [ドラ イブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 [/P] 


ERASE [ドラ イブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 [/ 
P] 

[ドラ イフ:][ パ ス ] フ ァイル 名 

削除 する ファ イル を 指定 し ます 。 ワ イル ドカ ー ド (⑬7》 
に よる 複数 ファ イル の 指定 も 可能 で す 。 


P 
各 フ ァイル の 削除 前 に プロ ンプ ト を 表示 し て 削除 の 確 
認 を し ます 。 


.EXE( 実 行 可能 ) フ ァイル を バイ ナリ ー・ フ ァイル へ 変 
換 し ます 。 


EXE2BIN [ドラ イブ 1:][ パ ス 1] 入 力 ファ 
イル [[ ド ライ ブ 2:][ パ ス 2] 出 力 フ ァイル ] 


入力 ファ イル 

変換 され る .EXE( 実 行 可能 ) フ ァイル を 指定 し ます 。 
出力 ファ イル 

作成 され る バイ ナリ ー・ フ ァイル を 指定 し ます 。 





き 4l 


COMMAND.COM プロ グラ ム ( コ マン ド が ・ イ ンタ プリ 
ター) か ら 復 帰し ます 。 


EXIT 


EXPAND 


圧 縮 され た ファ イル ( 覆 数 可 ) を 元 に 戻し ます 。 


EXPAND [ドラ イブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 
[[ ド ライ ブ 1:][ パ ス 1] フ ァイル 名 [ .…] 転 
[ドラ イブ :][ パ バス] ファ イル 名 
元 に 戻し た い フ ァイル の ある パス 名 、 フ ァイル 名 を 指 
定 し ます 。 ワ イル ド ・ カ ー ド (⑯ め を 使用 する こと は で き 
ませ ん 。 


転送 先 

新しい ファ イル が 転送 され る パス 名 を 指定 し ます 。 転 
送 先 に は 、 ド ライ ブ 名 に コロ ン 、 デ ィ レ クト リー 名 、 
ファ イル 名 、 や もしくは これ ら の 組み 合せ を 指定 する こ 
と が で きま す 。 


転送 元 ファ イル 名 を 1 つ だ け 指 定 し た 場合 に は 、 転 送 
先 と し て ファ イル 名 の み が 指 定 で きま す 。 複 数 の 転送 
元 フ ァイル 名 を 指定 し た 場合 に は 、 転 送 先 と し て ディ 
レク トリ ー 名 の み が 指 定 で きま す 。 こ の 場合 ファ イル 
名 は その まま で 復元 され ます 。 


FASTOPEN 


ファ イル や ディ レク トリ ー を オナー プン する 礎 間 を 短縮 
し ます 。 


FASTOPEN ドラ イブ :[[=]n] [ドラ イ 
ブ :[[=]n][ .…] [/X] 
ドラ イブ : 
FASTOPEN を 稼働 きす せ た い ドラ イブ を 指定 し ます 。 
Tn 
FASTOPEN が ファ イル 名 キャ ッシュ の 中 に 保持 する 
最大 ファ イル 数 を 指定 し ます 。 
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X 
ファ イル 名 キャ ッシュ を EMS メ モリ ー 中 に 展開 し ます 。 


2 個 の ファ イル ( 北 数 可 ) の 内 容 を 比較 し て それ ら の 遅 
い を 表示 し ます 。 


FC [/A] [/C] [/L] [/LBn] [/N] [/T] [/W] 【/ 
nnnn] [ドラ イブ 1:][ パ ス 1] フ ァイル 名 1 
[ドラ イブ 2:][ パ ス 2] フ ァイル 名 2 


FC /B [ドラ イブ 1:][ パ ス 1] フ ァイル 名 1 
[ドラ イブ 2:][ パ ス 2] フ ァイル 名 2 

/A 

各 相違 箇所 の 最初 の 行 と 最後 の 行 だ け を 表示 し ます 。 
/B 

バイ ナリ ー・ レ ベル で 比較 し ます 。 

但 

大 文字 / 小 文字 の 区 別 を し な いで 比較 し ます 。 

L 

ASCI テ キス ト ・ フ ァイル と し て 比較 し ます 。 

LBn 

連続 し た 不一致 行 の 最大 行 数 を 指定 し ます 。 


N 
ASCI テ キス ト ・ フ ァイル 比較 の と き 、 行 番号 を 付け て 
不一致 行 を 表示 し ます 。 


〒 
タプ を スペ ー ス に 展開 し な いで 比較 し ます 。 


W 
空白 タプ と スペ ー ス ) を 区 別 し な いで 比較 し ます 。 





nnnT 


不一致 後に 、 一 致す る べき 連続 行 数 を 指定 し ます 。 


に)4 


DOS で 使用 する た め に ハー ド ・ デ ィ ス ク を 設定 し ま 
す 。 
FDISK [/STATUS] 


STATUS 
ハー ド ・ デ ィ ス ク の 状態 を 表示 し ます 。 


FIND 


ファ イル ( 莉 数 可 ) の 中 か ら テ キス トト 文字 列 を 検索 し ま 
す 。 


FIND [/V] [/C] [/N] [/I "文字 列 "[[ ド ラ 
イ ブ :][[ パ ス ] フ ァイル 名 [ .…]] 
V 
指定 し た 文字 列 が 含ま れ な い 全 て の 行 を 表示 し ます 。 
C 
指定 し た 文字 列 を 含む 行 数 だ け を 表示 し ます 。 
N 


行 番号 を 付け て 表示 し ます 。 


I 
大 文字 / 小 文字 の 違い を 無視 し て 検索 し ます 。 


"文字 列 " 
検索 する テキ スト 文字 列 を 指定 し ます 。 
[ドラ イブ フ :][ パ ス ] フ ァイル 名 


検索 する ファ イル (複数 可 ) を 指定 し ます 。 

パス 名 が 指定 され な けれ ば 、 プ ロン プ ト か ら 入 力 さ れ 
る テキ スト 、 あ る い は 他 の コマ ンド か ら パ イプ で 受け 
渡さ れる テキ スト を 検索 し ます 。 


FOR 


ある 凍 定 され た コマ ンド だ を 革 つ か の ファ イル の 召 々 に 
対し て 実行 し ます 。 


FOR % 変 数 IN (セッ ト ) DO コマ ンド 
コマ ンド ・ パ ラテ メー ター] 
置き 換 を られ る パラ メー ター を 指定 する 。 
( セ ト ) 
1 つ 以 上 の ファ イル を 指定 する 。 ワ イル ドカ ー ド も 使用 
で きま す 。 
当 マ 
各々 の ファ イル に 対し て 実行 する コマ ンド を 指定 する 
トド *7W テ ケル ーー 
指定 し た コマ ンド の パラ メー ター や スイ ッ チ を 指定 す 
る 。 
FOR コマ ンド を バッ チ ・ プ ログ ラム 内 で 使う に は 、% 変 
数 の 代わ り に %% 変 数 を 指定 し て くだ さい 。 


コマ ンド が 一覧 





FORMAT 


DOS で 使用 する た め の デ ィ ス ク を フォ ー マ ッ ト し ま 
す 。 


FORMAT ドラ イブ : [/V[: ラ ベル ]] [/Q] [ 
U] [/F: サ イズ ] [/B!/S] 


FORMAT ドラ イブ : [/V[: ラ ベル ]] [/Q] [U] 
[/T: ト ラッ ク 数 /N: セ クタ ー 数 ] [/B!/S] 


FORMAT ドラ イブ : [/V[: ラ ベル ]] [/Q] 【/ 
U] [1] 4] [/B!/S] 


FORMAT ドラ イブ : [/Q] [U] [/1] [/4] [/ 
8] [/B!/S] 


V[: ラ ベル ] 
ボリ ュー ム ・ ラ ベル を 指定 し ます 。 


7Q 
クイ ッ ク ・ フ ォ ー マ ッ ト を 実行 し ます 。 


U 
強制 的 に フォ ー マ ッ ト を 実行 し ます 。 

主 宙 層 
指定 され た サイ ズ で ディ スケ ッ ト を フォ ー マ ッ ト し ま 
す 。(160、180、320、360、720、1.2、1.44、2.88 の よう に 指定 
し まず ) 


B 
シス テム ・ フ ァイル の た め の 空 間 を 、 フ ォ ー マ ッ ト す る 
ディ スク 上 に 割り 当て ます 。 


S 

DOS シ ステ ム ・ フ ァイル を 、 フ ォ ー マ ッ ト す る ディ スク 
に コピ ー し ます 。 

/T: ト ラッ ク 数 

ディ スク 面 当 り の トラ ッ ク 数 を 指定 し ます 。 
/N: セ クタ ー 数 

トラ ッ ク 当 り の セク ター 数 を 指定 し ます 。 

1 

ディ スケ ッ ト の 片面 だ け フ ォ ー マ ッ ト し ます 。 

/ 4 

5.25 イ ンチ 高密 度 ド ライ ブ で 360K デ ィ ス ケッ ト を 
フォ ー マ ッ ト し ます 。 

/8 

トラ テック 当り 8 セク ター と し て フォ ー マ ッ ト し ます 。 


FORMAT12 


3.5 イ ンチ 2 ロ D( 両 面 、4 伴 密 度 ) の ディ スケ ッ ト を 7.2MB 
に フォ ー マ ッ ト す ます 。 


FORMAT12 


デバ イス ・ ド ライ バー と し て $FDD12.SYS が 
CONFIG.SYS に 導入 され て いて 、 デ ィ ス ケッ ト ・ ド ライ 
プ が 1.2MB に 対応 し て いる ハー ドウ ェ ア で 使用 で きま 
す 。 こ の コマ ンド で フォ ー マ ッ ト し た ディ スケ ッ ト で 
は 、SYS、UNDELETE、UNFORMAT、DRIVEPARM、 
DRIVER.SYS、DISKCOMP、DISKCOPY、CPBACKUP の 
各々 の コマ ンド は 使用 で きま せん 。 


\ ひ eJk6) 


バッ チ ・ フ ァイル 中 で 、 ラ ベル で 定 姜 さ れ て いる 行 へ 
DOS の 実行 を 移し ます 。 


GOTO ラベ ル 

ラベ ル 
ラベ ル と し て バッ チ ・ フ ァイル で 使用 きれ る テキ スト 
文字 列 を 指定 し ます 。 ラ ベル は 、 行 の 先頭 を コロ ン (:) で 
始め て くだ さい 。 


GRAPHICS 


グラ フィ ッ ク 画 面 を 印刷 する プロ グラ ム を 読み 込み ま 
す 。 


GRAPHICS [/F] 


R 
画面 と 同じ 白 黒 配色 で 印刷 し ます 。 


HELP 
DOS コ マン だ の ヘル プ 情 報 を 表示 し ます 。 


HELP [コマ ンド ] 


に 作 、 0 に 


ヘル プ 情 報 を 表示 する コマ ンド を 指定 し ます 。 
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IBMAVSP 


/BM ア ンチ ・ ウ ィ ル ス ・ プ ログ ラム を 始動 し ます 。 オ プ 
ショ ン を 靖 定 し な けれ ば 、 イ ンタ ラク ティ ブ な 探 作 が 
フル スク リー ン で 行え ます 。 


IBMAVSP [オプ ショ ン ] 
yr 


ヘル プ 画 面 を 表示 し ます 。 


すべ て の ロー カル な ハー ド デ ィ スク の ウィ ルス を 検索 
し ます 。 こ の オプ ショ ン を 使用 する と 、 プ ログ ラム は ど 
の ドラ イブ を 検索 する か の 問い 合わ せ を 行い ませ ん 。 
*N 

すべ て の ネッ トワ ー ク ・ ド ライ ブ の ウィ ルス を 検索 し 
ます 。 こ の オプ ショ ン を 使用 する と 、 プ ログ ラム は どの 
ドラ イブ を 検索 する か の 問い 合わ せ を 行い ませ ん 。 


共 

ドラ イブ C を 検索 し ます 。 他 の ドラ イブ を 指定 する こ 
と も 、 複 数 の ドラ イブ 文字 を コマ ンド 行か ら 指定 する 
こと も で きま す 。 一 つの 以上 の ドラ イブ 文字 を 指定 し た 
場合 に は 、 プ ログ ラム は どの ドラ イブ を 検索 する か の 
問い 合わ せ を 行い ませ ん 。 


-LOG ログ ファ イル 名 
ログ ファ イル を どこ に 書き 込む か を 指定 し ます 。 こ の 
オプ ショ ン を 指定 する と 、 プ ログ ラム は どこ に ログ 
ファ イル を 書き 込む か の 問い 合わ せ を 行い ませ ん 。" ロ 
グフ ァイル 名 "は オプ ショ ン で 、 フ ル ・ パ ス 名 で 指定 で 
きま す 。 何 も 指定 し な けれ ば IBMAVSP.LOG が 現行 
ディ レク トリ ー に 書き 込ま れ ま す 。 


-ALLFILES 

指定 され た すべ て の ドラ イブ の すべ て の ファ イル の 
ウィ ルス を 検索 し ます 。 こ の オプ ショ ン を 使用 する と 、 
プロ グラ ム は ファ イル 指定 の 問い 合わ せ を 行い ませ 
ん 。 


-PROGRAMS 

指定 し た ドラ イプ の プロ グラ ム だ け の ウィ ルス を 検索 
し ます 。 こ の オプ ショ ン を 使用 する と 、 プ ログ ラム は 
ファ イル 指定 の 問い 合わ せ を 行い ませ ん 。 


-VLOG 
感染 し た も の も 、 し て いな いも の も 含め て すべ て の 検 
索 し た 名 前 を ログ ファ イル に 書き 込み ます 。 


-NB 


ウィ ルス を 発見 し て も ビー プ 音 を スピ ー カ ー か ら 鳴 ら 
し ませ ん 。 


-NLOG 
ログ ファ イル を 作成 し ませ ん 。 


-COPENEHR 

ファ イル が チェ ッ ク の た め に オー プン で き な く て も 、 
ユー ザー に 問い 合わ せ を せ ず に 、 継 続 し て ウィ ルス を 
検索 し ます 。 


-CERR 
重大 で な い エ ラー が 起こ っ て も 、 ユ ー ザ ー に 問い 合わ 
せ を せ ず に 、 継 続 し て ウィ ルス を 検索 し ます 。 


-MEM 
メモ リー の ウィ ルス を 検索 し ます 。 プ ログ ラム は 
チェ ッ ク す る ドラ イブ や ファ イル ・ タ イプ の 問い 合わ 
せ を 行い ませ ん 。 こ の スイ ッ チ は メモ リー だ け を 
チェ ッ ク す る 場合 に 使い ます 。 


ONEFLOP 
指定 し た 以外 の ア ィ スケ ッ ト の ウィ ルス 検索 を 行い ま 
せん 。 


以下 の 6 つの オプ ショ ン (-NREP、 -NWIPE. -NFSCAN, - 
YREP.-YWIPE.-YFSCAN) は 、 プ ログ ラム が 感染 し た オ 
プ ジ ェ クト を 発見 し た 場合 に 対処 する も の で す 。 


NREP 
感染 し た ファ イル や プー トレ コー ド を 修正 し ませ ん 。 


NWIPE 
感染 し た ファ イル や プー トレ コー ド を 削除 し ませ ん 。 


-NFSCAN 
検索 中 に ウィ ルス を 発見 し た 場合 、 最 終 的 な 徹底 走査 
の 実行 を 試み ませ ん 。 

-YREP 

感染 し た ファ イル や プー トレ コー ド を 修正 し ます 。 


-YWIPE 

感染 し た ファ イル や ブー トレ コー ド を 削除 し ます 。 
ファ イル と プー トレ コー ド は それ ら が まだ 修正 され て 
いな い 場 合 に の み 削 除 ま た は 置き 換え が 行わ れ ま す 。 


-YFSCAN 
検索 中 に ウィ ルス を 発見 し た 場合 ユー ザー に 問い 合 
わせ を 行わ ず 、 最 終 的 な 徹底 走査 の 実行 を し ます 。 
注意 

長い オプ ショ ン は 最初 の 3 文字 で 代用 で きま す 。 


コマ ンド 一 覧 





バッ チ ・ プ ログ ラム 内 で 和楽 信 女 理 を 行い ます 。 


IF [NOT] ERRORLEVEL 番号 コマ ン 
『 


IF [NOT] 文字 列 1== 文 字 列 2 コマ ンド 


IF [NOT] EXIST ファ イル 名 コマ ンド 


NOT 
条件 が 偽 (False) の 場合 に の み コ マン ド を 実行 する こと 
を 指定 し ます 。 


ERRORLEVEL 番号 

最後 の プロ グラ ム の 実行 で 返さ れ た 終了 コー ド が 、 指 
定 し た 番号 と 同じ か それ 以上 の 場合 に 真 (Tue) に な り 
まず 。 


コマ ンド 
条件 が 合っ た 場合 に 実行 する コマ ンド を 指定 し ます 。 
文字 列 1== 文 字 列 2 


指定 し た 文字 列 が 合致 し た 場合 に 真 (Tmey に な り ま す 。 


EXIST ファ イル 名 
指定 し た ファ イル が 存在 すれ ば 真 (Truey に な り ま す 。 


Il 


/N7TERLAK-/NTERSVR 間 で リダイレクト する だ ライ 
ブ を 靖 定 し ます 。 あ る い は ステ ー タ ス を 表示 し ます 。 


INTERLNK [client=[server]] 


client 
サー バー に リダイレクト する クラ イア ント の ドラ イブ 
名 を 指定 し ます 。 


SerVer 

クラ イア ント に リダイレクト する サー バー の ドラ イブ 
名 を 指定 し ます 。 指 定 し な い 場 合 、cien= で 指定 し た リ 
ダイ レク ト は 取り 消 き され ます 。 


ステ ー タ ス を 表示 する に は 、 パ ラメ ー タ ー な し で 
INTERLNK と 入力 し て くだ さい 。 


INTERSVR 


リダイレクト され た だ ライ ブ 和 経由 で 、 シ リア ル ま た は 
パラ レル ・ ポ ーー ト に よる ファ イル 転送 また は ファ イル 
印刷 の 機能 を 電 供 し ます 。 


INTERSVR [ドラ イブ :[.…]] [/X= ド ライ 
ブ :[.…]] [/LPT[:][n! ア ドレ ス ]] [/ 
COM[:][n! ア ドレ ス ]] [/BAUD: レ ー ト ] [/ 
v] [/b] 
ドラ イブ 


リダイレクト する ドラ イブ を 指定 し ます 。( 省 略 時 値 は 
すべ て の ドラ イブ で す ) 

各 語 表 イ ラ 

リダイレクト し な い ド ライ ブ を 指定 し ます 。 
LPT[n] 

スキ ャ ン す る LPT ポ ー ト を 指定 し ます 。(/LPT は すべ て 
の LPT ポー ト を スキ ャ ン し ます ) 


LPT[ ア ドレ ス ] 
スキ ャ ン す る ポー ト ・ ア ドレ ス を 指定 し ます 。 
COM[n] 

スキ ャ ン す る COM ポ ー ト を 指定 し ます 。(/COM は すべ 
て の COM ポ ー ト を スキ ャ ン し ます ) 





COM[ ア ドレ ス ] 
スキ ャ ン す る ポー ト ・ ア ドレ ス を 指定 し ます 。 
BAUD: レ ー ト 

最大 シリ アル ・ ボ ー・ レ ー ト を 設定 し ます 。 

B 


モノ クロ 画面 で 表示 し ます 。 

V 

タイ マー と の 衝突 を 防ぎ ます 。 接 続 に シリアル ・ ポ ー ト 
を お 使い で 、INTERLNK 使 用 時 に コン ピュ ー タ ー の 機 
能 が 停止 し て し まう よう な 場合 に 指定 し て くだ さい 。 


ざ ' 浴 4 テ Y 昌 の の ロ 


INTERSVR /RCOPY 


INTERLNK 関 連 フ ァイル を 転送 し ます 。 コ ン ピ ュ ー 
ター の シリ アル ・ ポ ー ト は 、7 線 の ヌル モデ ム ・ ケ ー ブ プル 
で 接続 きれ て いる 必要 が あり ます 。 
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ディ スク ・ ド ライ ブ を 別 の ドラ イブ の ディ レク トリ ー 
と し て 材 続 し ます 。 


JOIN [ドラ イブ 1: [ドラ イブ 2:] パ ス ] 


JOIN ドラ イブ 1: /D 

ドラ イブ ヲ 1 

ドラ イブ 2 の ディ レク トリ ー と し て 接続 きれ る ディ ス 
ク ・ ド ライ ブ を 指定 し ます 。 

ドラ イブ 2 

ドラ イブ 1 を 接続 し た い ド ライ ブ を 指定 し ます 。 
パス 

ドラ イプ 1 を 接続 し た い デ ィ レ クト ー を 指定 し ます 。 こ 
の ディ レク トリ ー は 空 で な いと いけ ませ ん 。 ま た 、 ル ー 
ト ・ デ ィ レ クト リー は 指定 で きま せん 。 

D 

指定 され た ドラ イブ の 接続 を 解除 し ます 。 

パラ メー ター が 指定 され な けれ ば 、 接 続き れ て いる ド 
ライ ブ の 一 覧 が 表示 され ます 。 


4 きき 4:) 


病 定 され た 言語 用 に キー ボー ド を 設定 し ます 。 


KEYB [xx[,[yyyj[,[ ド ライ ブ :][ パ ス ] フ ァ 
イル 名 ]]] [/E] [/ID:nnn] 


いか 


キー ボー ド ・ コ ー ド (2 文字 ) を 指定 し ます 。 


リル 
キャ ラク ダー・ ギ モッ ト の コー ド ペ ー ジ を 指定 し ます 。 
[ドラ イフ:][ パ ス ] フ ァイル 名 


キー ボー ド 定 義 フ ァイル を 指定 し ます 。 


E 
拡張 キー ボー ド の 使用 を 指定 し ます 。 


ID:nnn 

使用 中 の キー ボー ド を 指定 し ます 。 日 本 語 モ ー ド で 日 
本 語 キ ー ボ ー ド を 使用 する 場合 は 、 通 常 xx=81、yyy=932 
を 指定 し ます 。 


LABEL 


ディ スク の ボリ ュー ム ・ ラ ベル を 作成 、 変 更 、 ま た は 削 
秦 し ます 。 


LABEL [ドラ イブ :][ ラ ベル ] 


Re7 パ ルレ 


プロ グラ ム を メモ リー の 最初 の 64< よ り 上 に 読み 込ん 
で 実行 し ます 。 


LOADFIX [ドラ イブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 
LOADFIX は 、 下 位 メ モリ に プロ グラ ム を 読み 込 も う 
と し た と き に 、" パ ッ ク さ れ た ファ イル が 正しく あり ま 
せん "と いう メッ セー ジ が 表示 され た 場合 に 使用 し て 
くだ きい 。 


7 り ldi【4 Eb) 


プロ グラ ム を UMB メ モリ ー に ロー ド だ し ます 。 


LOADHIGH [ドラ イブ :][ パ ス ] フ ァイル 
吉 [パラ メー ター] 


LOADHIGH [ 條 : 領 域 1[, 最 小 サ イズ 1][: 
領域 2[, 最 小 サ イズ 2].….]] 


[ドラ イブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 [パラ メー 

生計 

L: 領 域 1[. 最 小 サ イス 1][: 領 域 2[. 最 小 サ イス 
2]] 
プロ グラ ム を ロー ド す る メモ リー の 領域 を 指定 し ま 
す 。 領 域 1 は 最初 の メモ リー 領域 の 番号 を 指定 し 、 最 小 
サイ ズ 1 は メモ リー 領域 1 が あれ ば 、 そ の 最小 サイ ズ を 
指定 し ます 。 領 域 2 は 次 の メモ リー 領域 の 番号 を 指定 
し 、 最 小 サ イズ 2 は メモ リー 領域 2 が あれ ば 、 そ の 最小 サ 
イズ を 指定 し ます 。 必 要 な だ け 領 域 は 指定 で きま す 。 


[ドラ イブ :][ パ バス ] フ ァイル 名 
プロ グラ ム の 名 前 と 場所 を 指定 し ます 。 


バ パラ メー ター 


プロ グラ ム で 必要 な コマ ンド 行 情報 を 指定 し ます 。 


コマ ンド 一 覧 


シス テム 内 の 使用 / 空 き メ モリ ー 量 を 表示 し ます 。 


MEM [/CLASSIFY!/DEBUG!/FREE!/ 
MODULE プロ グラ ム 名 ] [/PAGE] 


CLASSIFY (/C) 

メモ リー 使用 方 法 に よっ て プロ グラ ム を 分 類 し ます 。 
プロ グラ ム ・ サ イズ 、 使 用 中 の メモ リー の 概略 、 使 用 可 
能 最 大 メモ リー・ プ ロッ ク の リス ト を 一 覧 表示 し ます 。 


DEBUG (D) 
プロ グラ ム 、 内 部 ドラ イ バ ー や 、 そ の 他 の 情報 を 表示 し 
ます 。 


/FREE また は /F 
基本 メモ リー と UMB メ モリ ー に つい て 使用 可能 な メ 
モリ ー の サイ ズ に 関す る 情報 を 表示 し ます 。 


7/MODULE (/M) 
指定 し た プロ グラ ム が 使用 する メモ リー の 詳細 を 表示 
し ます 。 こ の オプ ショ ン の 直後 に 表示 し た い プ ログ ラ 
ム 名 を 指定 し ます 。 


PAGE (/P) 
画面 単位 で 一 時 停止 し ます 。 


YL4IY6YIp)) 
ディ レク トリ ー を 作成 し ます 。 


MKDIR [ドラ イブ :] パ ス 


MD [ドラ イブ :] パ ス 


シス テム ・ デ バイ ス を 設定 し ます 。 


プリ ンタ ー ポ ー ト : MODE LPTni[:] 
[COLS=c] [LINES=I] [RETRY=r 


COLS( カ ラム 数 ) の 値 と し て 有効 な の は 


日 本 語 モ ー ド 
IBMPS/55 プ リン ター 132*.158.176.198 
ESC/P プ リン ター 80*.132 

同 モ ー ド 80*.132 
LINES( 行 数 ) の 値 と し て 有効 な の は 

日 本 語 モ ー ド 
IBMPS/55 プ リン ター 4*.5.6.7.5 
ESC/P プ リン ター 6*.8 

英語 モー ド 6*.8 


ャ 8E 
注 悪 


アス タリ スク の つい て いる 値 が 省略 時 値 で す 。 


シリ アル ポー ト : MODE COMm[:] 
[BAUD=b] [PARITY=p][DATA=d] 
[STOP=s] [RETRY=r] 


デバ イス 状態 : MODE [デバ イス ] [/ 
STATUS] 
リダイレクト 印刷 : MODE 


LPTn[:]=COMm[:] 
表示 モー ド : MODE [表示 モー ド ] 


キー ボー ド 速 度 : MODE 
[RATE=r DELAY=d] 


7 度 に 7 画面 ずつ 出力 を 表示 し ます 。 


CON[:] 


MORE < [ドラ イブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 


コマ ンド 名 ! MORE 
[ドラ イブ :][[ パ ス ] フ ァイル 名 
1 度 に 1 画面 ずつ 表示 する ファ イル を 指定 し ます 。 
コマ ンド 名 
結果 の 出力 を 表示 する コマ ンド を 指定 し ます 。 


9 


SuperSo//DS 圧 縮 デ ィ ス ク に DOS ド ライ ブ 文 字 を 和 宣 
り 当 て ます 。 


MOUNT [/V] ドラ イブ :[ パ ス ] [マウ ント ・ 
ドラ イブ ID] 

V 

マウ ント 可能 な ドラ イブ を 表示 し ます 。 

ドラ イフ :[ バ パス] 

マウ ント する SuperstoyDS デ ィ ス ク の ドラ イブ と パス 


名 を 指定 し ます 。SuperStorDS デ ィ ス ク は SSTOR ユ ー 
ティ リティ ー で 作成 し ます 。 


| 
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[マウ ント ・ ド ライ ブ ID] 

SuperStoyDS デ ィ ス ク に マウ ント する ドラ イブ ID で す 。 
これ は マウ ント 可能 な SuperStoyDS デ ィ ス ク の ドラ イ 
プ ID で す 。 


マウ ス ド ラ イ バ ー を イン スト ー ル し ます 。 


MOUSE [マウ ス タイ プ ] [割り 込み レー 
ト ] [マウ ス 感 度 ] [加速 度 ] [カー ソル ] 
ルド ー ド の ェ ア カー ジル | の FF 


マウ ス ・ タ イプ 

/Cn( シ リア ル ・ マ ウス )、 万 (PS2 マ ウス )、/Im( イ ン ポ ボー ト ・ 
マウ ス )、/B( バ ス ・ マ ウス )(m は ポー ト 番 号 で 1 また は 2 を 
指定 し ます ) 

割り 込み レー ト 

/Rnm は 割り 込み レー ト で 0ー4 の 値 を 指定 し ます ) 
マウ ス 感 度 

/Hn( 水 平方 向 )、/Vn( 垂 直方 向 )、/Sn( 水 平 ・ 垂 直方 向 )n に 
は 0 100 の 値 を 指定 し ます ) 

加速 度 

/Pnin に は 加速 度 プ ロフ ァイル の 番号 を 指定 し ます ) 


カー ルル 

/Nn( カ ー ソ ル 動 作 の 緩慢 さき )、/M( デ フォ ルト ・ カ ー ソ 
ル )m は 緩慢 動作 の 遅延 値 で 0~-255$ を 指定 し ます ) 
ハー ドウ ェ ア カー ソル 

/Y( ハ ー ド ウェ ア ・ カ ー ソ ル を 使用 し ます ) 

OFF 

マウ ス ド ラ イ バ ー を メモ リー か ら 削 除 し ます 


人 【%/ ヨ 


ディ レク トリ ー 間 で ファ イル を 移動 し ます 。 ま た は 
ディ レク トリ ー 名 を 変更 し ます 。 


ファ イル を 移動 する に は : 


MOVE [/Y!/-Y] [ドラ イブ 1:][ パ ス 1] フ ァ 
イル 名 1[、.…] [ドラ イブ 2:][ パ ス 2] 
た 地 
ディ レク トリ ー 作 成 の 確認 、 上 書き 確認 の プロ ンプ ト 
を 表示 し ませ ん 。/Y( デ フォ ルト ) は 表示 し ます 。 
[ドラ イブ 1:][ パ ス 1] フ ァイル 名 1 
移動 し た い フ ァイル の 場所 と 名 前 を 指定 し ます 。 


[ドラ イブ 2:][ パ ス 2] 


移動 する 先 の ディ レク トリ ー を 指定 し ます 。 一 個 の 
ファ イル を 移動 する 場合 、 フ ァイル 名 を 指定 する と 移 
動 時 に ファ イル 名 が 変更 され ます 。 


ディ レク トリ ー 名 を 変更 する に は : 


MOVE [ドラ イブ :][ パ ス ] デ ィ レ クト リー 
名 1 ディ レク トリ ー 名 2 
[ドラ イブ :][ パ バス ] デ ィ レ クト リー 名 1 
変更 し た い デ ィ レ クト リー の 名 前 を 指定 し ます 。 


ディ レル レ 久 + ー 名 2 
新しい ディ レク トリ ー の 名 前 を 指定 し ます 。 
注意 


指定 し た 移動 先 に すでに 同じ 名 前 の ファ イル が あっ た 
場合 MOVE コ マン ド は 上 書き し て よい か 確認 の メッ 
セー ジ を 表示 し ます 。 


に )@9 りさ.( 


CD-HOM ド ライブ の アク セス 機能 を 電 供 し ます 。 
AU7OEXEC.B4T フ ァイル 、 ま た は コマ ンド 行か ら 読 
み 込 み ま す 。 た だ し 、CD-HOM ド ライ ブ に 添付 され て い 
る デバ イス ・ ド ライ バー を COMF/G.SYS フ ァイル で 読 
み 込 ん で お く 必 要 が あり ます 。 


MSCDEX  /d: ド ライ バー[/d: ド ライ 
バー][/E] [/K][/S] [/V][/L: ド ライ ブ 文 
字 ][/M: 数 ] 

に また 
CD-ROM の デバ イス ・ ド ライ バー の シグ ネ チ ャ ー を 指 
定 し ます 。 

E 
CD-ROM ド ライ バー が セク ター バッ ファ を 、 拡 張 メ モ 
リー に 読み 込む こと を 指定 し ます 。 

K 

漢字 の CD-ROM ボ リュ ー ム を 認識 し ます 。 

S 

サー バー で 有効 に な っ て いる CD-ROM ド ライ ブ を 共有 
し 肖 ( あ 。 

V 
MSCDEX が メモ リー の 統計 を 始動 時 に 表示 し ます 。 
四 葬 そそ 当 叶 
CD-ROM の 割り 当て る ドラ イブ 文字 を 指定 し ます 。 
M: 数 
セク ター バッ ファ 数 を 指定 し ます 。 
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PATH 


実行 可能 ファ イル の た め の 検 索 パス を 表示 (設定 し ます 。 
PATH [[ ド ライ ブ :] バ ス [:…] 


PATH : 


パラ メー ター と し て セミ コロ ン だ け ("PATH : り が 指定 
され る と 、 検 索 パ ス は すべ て クリ ア さ れ て 、DOS は 現行 
ディ レク トリ ー だ け 検 索 し ます 。 パ ラメ ー タ ー が 指定 
きれ な けれ ば 、 現 在 の パス を 表示 し ます 。 


バッチ ・ フ ァイル の 実行 を 一 時 停止 し 、" 準 偏 が で きた 
ら ど れ か キー を 光 し て くだ さい ..…" と いう メッ セー ジ 
を 表示 し ます 。 


PAUSE 


PENDOS を 起動 し ます 。 


PENDOS 


- エ 圭 
注 草 

CONFIG.SYS 中 に PENDEV.SYS が 記述 され て いる 必要 
が あり ます 。 


この コン ピュ ー タ ー で 消費 され る 電力 を 筋 約 し ます 。 


POWER[ADV[:MAXiREGiMINIISTDiOFF] 


ADV[:MAX!REG!MIN] 
ソフ トウ ェ ア と ハー ドウ ェ ア ( 入 出力 装置 ) の 両方 を モ 
ニタ ー す る こと に より 節電 を 行い ます 。MAX は 最大 限 
の 節電 を し ます 。REG は 標準 的 な 節電 を し ます 。MIN は 
最小 限 の 節電 を し ます 。 


STD 
入出 力 装置 の み を モニ ター する こと に より 節電 を 行い 
ます 。 

OFF 

節電 機能 を 停止 し ます 。 


PRINT 





他 の DOS コ マン 使用 中 に 、 テ キス ト ・ フ ァイル を 印 
刷 し ます 。 


PRINT [/D: デ バイ ス ] [/B: サ イズ ] [/U: 数 
値 1] [/M: 数 値 2] [/S: 数 値 3] [/Q: サ イスズ] 
[/T] [[ ド ライ ブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 [ …] 【/ 
C] DP] 


D: デ テバ イス 


印刷 装置 名 を 指定 し ます 。 


B: サ イス 
内 部 パッ ファ ー・ サ イズ を バイ ト 単 位 で 設定 し ます 。 


U: 数 値 1 
プリ ンタ ー を 使用 可能 に する た め に 待つ 時 間 の 最大 数 
を 指定 し ます 。 


M : 数 値 2 
文字 を 印刷 する た め の 時 間 の 最大 数 を 指定 し ます 。 


S 数 値 3 

バッ ク ・ グ ラウ ンド で の 印刷 に 数 値 3 で 指定 し た 時 間 分 
だ け 、 ス ケ ジ ュ ー ラ ー を 割り 当て ます 。 

Q: サ イズ 

印刷 待ち 行列 に 許可 する ファ イル の 最大 数 を 指定 し ま 
す 。 

T 

印刷 待ち 行列 中 の 全て の ファ イル を 削除 し ます 。 

C 

直前 の ファ イル 名 と これ に 続く ファ イル 名 の 印刷 を 取 
り 消 し ます 。 

P 

印刷 待ち 行列 に 直前 の ファ イル 名 と これ に 続く ファ イ 
ル 名 を 追加 し ます 。 

パラ メー ター が 指定 され な けれ ば 、 印 刷 待 ち 行列 の 内 
容 が 表示 され ます 。 


PRNESCP (日 本 語 モ ー ド の み ) 


メモ リー に 常 有 往 す る プリ ンタ ー・ ド だ ライ バー で す 。 
ESC/P*" 対 応 プ リン ター で の 文字 印刷 を サポ ー ト し ま 
す 。 


PRNESCP [/U= 外 字 定 義 コ ー ド ] [/ 
X=0!1] [/LPTx] [/R] [/INI= ド ライ ブ :][ パ 

ス ]] 

U= 外 字 定 義 コ ー ト ド 

プリ ンタ ー の 外字 定義 エリ ア を 16 進 数 コー ド で 指定 し 

ます 。 省 略 時 の 設定 は 777E で す 。 | 六 163 
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X=0!1 

0 を 指定 する と JIS83 並 び の シフ ト JIS コ ー ド を JIS 16 進 
コー ド に 変換 し ます 。1 を 指定 する と JIS78 並 び の シフ 
ト JS コ ー ド を JIS 16 進 コー ド に 変換 し ます 。 


LPTx 
出力 先 の プリ ンタ ー を 指定 し ます 。x に は 1、2、3 の 数 字 
が 指定 で きま す 。 省 略 時 の 設定 は 1 で す 。 


R 
すでに 常駐 し て いる PRNESCPCCOM を メモ リー か ら 除 
まし ます 。 


INI=[ ド ライ フ :][ バ パス] 
指定 し た ドラ イプ と パス に ある DOSV.INI フ ァイル 
(DOS/V 初 期 設定 情報 ファ イル ) を 参照 し ます 。 パ ス は 
必ず \ 記 号 で 終わ る よう に 指定 し て くだ きい 。 
注意 
設定 値 を 変更 する 場合 に は SETUPV コ マン ド を 使用 し 
て くだ さい 。 


PRNIBM (日 本 語 モ ー ド の み ) 


jBM 5575/5577 系 プリ ンタ ー で 文字 勾 刷 を サポ ー ト 
する プリ ンタ ー・ ド だ ライ バー で す 。 


PRNIBM [/RRNxx] [/LPTx] [/R] [/IN= 
ドラ ャ ブ :]1 に * え 1 


PRNxx 
プリ ンタ ー の タイ プ を 指定 し ます 。xx に 24 を 指定 する 
と IBM 5575/5577 系 24 ド ッ ト ・ プ リン ター、32 を 指定 す 
る と IBMS3387 系 32 ド ッ ト ・ プ リン ター、48 を 指定 する と 
IBM 5584 系 48 ド ッ ト ・ プ リン ター に 指定 で きま す 。 


LPTx 
出力 先 の プリ ンタ ー を 指定 し ます 。x に は 1、2、3 の 数 字 
が 指定 で きま す 。 省 略 時 の 設定 は 1 で す 。 


R 
すでに 常駐 し て いる PRNIBM.COM を メモ リー か ら 除 
表し ます 。 


INI=[ ト ライ フ :][ バ パス ] 
指定 し た ドラ イプ と パス に ある DOSV.INI フ ァイル 
(DOS/V 初 期 設 定 情報 ファ イル ) を 参照 し ます 。 パ ス は 
必ず \ 記 号 で 終わ る よう に 指定 し て くだ さい 。 

注意 
設定 値 を 変更 する 場合 に は SETUPV コ マン ド を 使用 し 
て くだ さい 。 


PROMPT 


DOS コ マン ド だが ・ プ ロン プ ト を 変更 し ます 。 


PROMPT [文字 列 ] 


文字 列 
新た な コマ ンド ・ プ ロン プ ト を 指定 し ます 。 


PROMPT は 通常 文字 や 以下 に 示す 特殊 コー ド か ら 構 成 
され ます 。 


$Q = (イコ ー ル 記号 ) 

$$ $ (ドル 記号 ) 

$T 現在 の 時 刻 

$D 現在 の 日 付 

$P 現行 ドラ イブ 、 パス 

$V DOS バー ジョ ン 番 号 

$N 現行 ドラ イブ 

$G > ( 不 等 号 記号 ) 

$L < ( 不 等 号 記号 ) 

$B !( パ イプ 記号 ) 

$H バッ クス ペー ス (直前 の 文字 を 削除 し ます ) 
$E エス ケー プ ・ コ ー ド (ASCII コー ド の 27) 
$_ 改行 

パラ メー ター が 指定 され な けれ ば 、 プ ロン プ ト を 省略 
値 に 戻し ます 。 


QCONFIG 


シス テム の 詳細 な 技 病 精 報 を 表示 し ます 。 


QCONFIG [/?] [/A] [/D] [/O[ フ ァイル ]] 
P] /Q] 

2 

ヘル プ 情 報 を 表示 し ます 。 

A 
QCONFIG で サポ ー ト する マイ クロ ・ チ ャ ネル ・ ア ダ プ 
ター を すべ て リス ト し ます 。 


D 

ハー ドウ ェ ア の 詳細 リス ト を 生成 し ます 。 

O 

QCONFIG.OUT に 出力 を リダイレクト し ます 。 

O フ ァイル 名 

指定 し た ファ イル 名 の ファ イル に 出力 を リダイレクト 
し ます 。 


P 
画面 ご と に 一 時 停止 し ます 。 


Q 
リダイレクト ・ メ ッ セ ー ジ を 表示 し ませ ん 。 


RAMSETUP 


コマ ンド 一 覧 





メモ リー の 使用 状況 を 最適 八 す る た め に RAMBOOSr 了 
を 導入 し ます 。 
RAMSETUP [パラ メー ター] 
/? 
ヘル プ 情 報 を 表示 し ます 。 


/VIDEO 
ビデ オ と マウ ス に 関す る ヘル プ を 表示 し ます 。 


715】 は (1) 


ディ レク トリ ー を 削除 し ます 。 
RMDIR [ドラ イブ :] パ ス 
RD [ドラ イブ :] パ ス 


い 4 ユ @64 コ ト 】 


読み 出し 可能 な 全 報 を 不良 / 欠 受 デ ィ ス ク か ら 復 元 し 
ます 。 


RECOVER [ドラ イブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 


RECOVER ドラ イブ : 


RECOVER コ マン ド を 使う 前 に 、 マ ニュ アル を 参照 し 
て くだ さい 。 


バッ チ ・ フ ァイル や COAF/G.SYS の 中 で 、 コ メン ト の 
記録 (注釈) を 行ない ます 。 


REM [コメ ント ] 


RENAME(REN 


ファ イル の 名 前 を 変更 し ます 。 


RENAME [ドラ イブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 1 
ファ イル 名 2 


REN [ドラ イブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 1 ファ 
イル 名 2 


ファ イル 名 2 に は 新しい ドラ イブ 、 パ ス を 指定 する こと 
は で きま せん の で 注意 し て くだ さい 。 フ ァイル の 移動 
や ディ レク トリ ー 名 の 変更 に は MOVE コマ ンド を 使 
いま す 。 


REPLACE 


ファ イル を 置き 的 えま す 。 


REPLACE [ドラ イブ 1:][ パ ス 1] フ ァイル 
名 [ドラ イブ 2:][ バ ス 2] [/A] /P] [/R] [/ 
W] 


REPLACE [ドラ イブ 1:][ パ ス 1] フ ァイル 
名 [ドラ イブ 2:][ パ ス 2] [/P] [/R] [/S] [/ 
W] [/U] 


[ドラ イブ 1:][ パ ス 1] フ ァイル 名 

置き 換え る 複写 元 の ファ イル を 指定 し ます 。 

[ドラ イフ 2:][ パ ス 2] 

置き 換え られ る ファ イル の ある 複写 元 デ ィ レ クト リー 
を 指定 し ます 。 

A 

新規 ファ イル を 複写 先 の ディ レク トリ ー に 追加 し ま 
す 。S や U と は 一 緒 に 使用 で きま せん 。 

P 

複写 元 か ら フ ァイル を 追加 置換 す る 前 に プロ ンプ ト 
を 出し て 確認 し ます 。 

R 

読み 出し 専用 ファ イル を 置き 換え ます 。 

S 

複写 先 の 全 サ プ デ ィ レ クト リー 中 の ファ イル を 革 き 換 
えま す 。/A と 同時 に は 使用 で きま せん 。 

W 

始め る 前 に ディ スク の 挿入 を 待ち ます 。 


U 
複写 元 よ り も 古い ファ イル の み を 置き 換え (更新 ) ま 
す 。/A と 同時 に は 使用 で きま せん 。 


ト 4 玉 9 ドコ 


BACKUP コ マン が だ に よっ て バッ クア ッ プ され た ファ 
イル を 復元 し ます 。 


RESTORE ドラ イブ 1: ドラ イブ 2:[ パ ス 


[ファ イル 名 ]] [/S] [/P] [/B: 日 付 ] [/A: 日 
付 ] [/E: 時 刻 ] [/L: 時 刻 ] [/M] [/N] [/D] 


ドラ イブ 1 
バッ クア ッ プ ・ フ ァイル が 保存 きれ て いる ドラ イブ を 


指定 し ます 。 
| 中 
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ドラ イブ 2:[ パ ス [ フ ァイル 名 ]] 

復元 する ファ イル を 指定 し ます 。 

'S 

パス 名 以下 の 全 サ プ デ ィ レ クト リー 中 の ファ イル を 復 
元 し ます 。 


/P 

読み 出し 専用 ファ イル 、 も し く は バッ クア ッ プ 後に 変 
更 の あっ た ファ イル の 復元 前 に 、 プ ロン プ ト を 出し ま 
す 。( 正 し く 必 性 が 設定 され て いる 場合 ) 

/B 

指定 され た 日 付 以前 に 変更 され た ファ イル だ け を 復元 
し ます 。 


A 
指定 され た 日 付 以降 に 変更 され た ファ イル だ け を 復元 
まず 。 

/E 
指定 され た 時 刻 以 前 に 変更 きれ た ファ イル だ け を 復元 
し ます 。 

L 
指定 され た 時 刻 以降 に 変更 きれ た ファ イル だ け を 復元 
し ます 。 

M 
前 回 の バッ クア ッ プ 以降 に 変更 され た ファ イル だ け を 
復元 し ます 。 

N 
復元 先 デ ィ ス ク に 存在 し な い フ ァイル だ け を 復元 し ま 
す 。 

D 
指定 と 一 致す る バッ クア ッ プ ・ フ ァイル を 表示 し ます 。 


に 1@ 引 ヨ p)9」 目 ヨ 


SCHEDULE 病 定 し た 叶 記 に 自動 的 に プロ グラ ム を 起 
動 さ せま す 。 


SCHEDULE [CPBACKUP] [パラ メー 
ター.…] 

CPBACKUP 

CPBACKUP を スケ ジュ ー ル し ます 。 


7 人 
ヘル プ 情 報 を 表示 し ます 。 
/VIDEO 


ビデ オ と マウ ス に 関す る ヘル プ を 表示 し ます 。 





ET 


DOS 環 境 変数 を 表示 、 設 定 、 ま た は 削 際 し ます 。 


| 


SET [変数 名 =[ 文 字 列 ] 
変数 名 
環境 変数 の 名 前 を 指定 し ます 。 
文字 列 
変数 に 割り 当て る 一 連 の 文字 を 指定 し ます 。 
引数 な し で SET コ マン ド を 実行 する と 、 現 在 設定 され 
て いる 全て の 環境 変数 を 表示 し ます 。 


4 


月 本 請 加 文 筋 変換 プロ グラ ム (MKA) の 設定 変更 を 行い 
ます 。 


SETUPMKK 


画面 に 表示 され る フル スク リー ン の パネ ル に 従っ て 設 
定 を 行っ て くだ さい 。 


SETUPV 


月 本 語 賠 連 ド ライ バー の 設定 変更 を 行い ます 。 


SETUPV [INI= ド ライ ブ : パ ス \ フ ァイル 
名 


INI= ド ララ イラ ス * イル 名 
設定 情報 を 書き 込む ファ イル を 指定 し ます 。 省 略 時 の 
設定 で は 、SETUPV コ マン ド が 存在 する ディ レク ト 
リー に ある DOSV.INI フ ァイル に 設定 情報 を 書き 込み 
ます 。 


SETVER 


DOS が 符 定 の プロ グラ ム へ 返す バー ジョ ン 番 号 を 設 
定 し ます 。 





現 バ ー ジ ョ ン ・ テ ー ブ ル 表示 : 
SETVER [ドラ イブ : パ ス ] 


項目 の 追加 : SETVER [ドラ イフ : パ ス ] 
ファ イル 名 n.nn 


項目 の 削除 : SETVER [ドラ イブ : パ ス ] 
ファ イル 名 /DELETE [/QUIET] 
[ドラ イフ: パス ] 
SETVER.EXE フ ァイル の ある パス を 指定 し ます 。 
ファ イル 名 
プロ グラ ム の ファ イル 名 を 指定 し ます 。 


TnT.nT 

指定 し た プロ グラ ム が 期待 し て いる DOS バ パー ジョ ン を 
指定 し ます 。 

DELETE (/D) 

指定 し た プロ グラ ム の バー ジョ ン ・ テ ー プ ブル 項 目 を 削 
除 し ます 。 

QUIET 

バー ジョ ン ・ テ ー プ ブル 項目 を 削除 し た と き 、 通 常 表 示す 
る 警告 メッ セー ジ を 表示 し ませ ん 。 


ハー ド が ・ デ ィ ス ク 上 と の ファ イル の 共有 / ロ ッ ク を 行ない 
ます 。 


SHARE 
ロッ ク 数 ] 


[/F: フ ァイル ・ ス ペー ス ] [/L: 


F: メ アイ キル * ャ スペ ー マ ズ 

ファ イル 共有 情報 の た め の フ ァイル 空間 (バイ ト 単 位 ) 
を 割り 当て ます 。 

L : 口 ク 数 

一 度 に ロッ ク で きる ファ イル 数 を 設定 し ます 。 


lil 


バッ チ ・ フ ァイル 中 で 、 パ ラメ ー タ ー の 位置 を シフ ト し 
ます 。 


SHIFT 


SMARTDRV 


SMAH7Drive デ ィ ス クキ ャ ッシュ ・ ユ ー テ ィ リ ィ テ ィ 
の 組み 込み と 設定 を 行い ます 。 


SMARTDRV [[drive[+:-]]...]/E: エ ント 
リー サイ ズ ] 
[InitCacheSize][WinCacheSize]] [/B: 
バッ ファ ー サ イズ ] [/C] [/R] [L] [Q] [8] 


コマ ンド だ 一覧 


ドラ イブ 文字 
キャ ッシュ を 行う ドラ イブ を 指定 し ます 。 ド ライ ブ 文 
字 の み の 場 合 は 読み 出し の み キ ャ ッシュ を 行い ます 。 


指定 ドラ イプ に 対し て 書き 込み に も キャ ッシュ を 行い 
ます っ 


指定 ドラ イブ に 対し て キャ ッシュ を 行い ませ ん 。 


InitCacheSize 
キャ ッシュ が 使用 する XMS メ モリ 容量 (KB) を 指定 し 
ます 。 


WinCacheSize 

ウィ ンド ウズ 実行 時 に 使用 する XMS メ モリ 人 容量 (KB) 
を 指定 し ます 。 

Eh 過 王 本 事 須 

キャ ッシュ ・ エ ント リー の サイ ズ を バイ ト 単 位 で 指定 
し ます 。 


BYw ファ ー サ イズ 
読み 出し バッ ファ の サイ ズ を 指定 し ます 。 
C 


キャ ッシュ 内 に 書き た め た 全 デ ー タ を ハー ド デ ィ スク 
に 書き 込み ます 。 


R 
キャ ッシュ 内 の 全 デ ー タ を クリ ア し て SMARTDrive を 
表 共 ター ト し ます 。 


L 
基本 メモ リー に SMARTDrive を ロー ド し ます 


Q 
画面 に SMARTDrive の 情報 を 表示 し な いよ うに し ま 
す 。 


S 
SMARTDrive の 状態 を 示す 追加 情報 を 表示 し ます 。 


N 
シス テム が アイ ドル 中 に キャ ッシュ され た デー タ を 書 
き 込 み ま す 。 


U 
CD-ROM の キャ ッ シ ン グ ・ モ ジュ ー ル を 読み 込み ませ ん 。 


X 
すべ て の ドラ イブ の 後書き (遅延 ) け 書き 込み を 無効 に し 
ます 。 

注意 

CD-ROM の キャ ッ シ ン グ を 使用 可能 に する た め に は 、 
SMARTDRV コ マン ド は MSCDEX コ マン ド よ り 後 に な 
けれ ば な り ま せん 。 
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コマ ンド 一覧 





SORT 


入力 を 並べ 換え て その 結果 を 画面 、 フ ァイル や 別 の デ 
バイ ス に 出力 し ます 。 


SORT [/R] [/+n] < [ドラ イブ 1:][ パ ス 1] 
ファ イル 名 1 [> [ドラ イブ 2:][ パ ス 2] フ ァ 
イル 名 2 [コマ ンド !] SORT [/R] [/+n] [> 
[ドラ イブ 2:][ パ ス 2] フ ァイル 名 2] 


/R 
並べ 換え 順 の 逆順 :Z か ら A、9 か ら 0 の 順に し ます 。 


+n 
n 桁 の 文字 に よる ファ イル の 並べ 換え を 指定 し ます 。 


[ドラ イブ 1:][ パ ス 1] フ ァイル 名 1 
並べ 換え る ファ イル を 指定 し ます 。 


[ドラ イブ 2:][ パ ス 2] フ ァイル 名 2 
並べ 換え られ た 人 入力 が 書き 込ま れる ファ イル を 指定 し 
ます 。 


SW 


出力 結果 が 並び 換え られ る コマ ンド を 指定 し ます 。 


トド に 】 ト 9 


圧縮 ドラ イブ を 作成 、 マ ウン ト 、 削 秦 す る フル ・ ス ク 
リー ン ・ ユ ー テ ィ リ ティ ー 


SSTOR [ドラ イブ :] [/S] [/B] 


圧縮 ドラ イブ の 統計 を 表し ます 。 


B 
宅 ツ メグ ロッ ぃ ッ モード 


ド ES リリ 、【%6 | ョ 


SuperSio//DS 圧 縮 ド ライ ブ の 圧縮 を 解除 し ます 。 


SSUNCOMP [/B] 


B 
モノ クロ ・ モ ー ド 


ド ES 上 


圧 緒 だ ライ ブ を 保 字 する フル スク リー ン ・ ユ ー テ ィ リ 
ディ ー ダ を 
SSUTL [ドラ イブ :] /| /B 
[ドラ イィ 
保守 する ドラ イブ を 指定 し ます 。 


| 
圧縮 ディ スク の 情報 を 表示 し ます 。 


B 
モノ クロ ・ モ ー ド に し ます 。 


た 】 


パス を ドラ イブ 名 で 置き 換え ます 。 
ディ スク ・ ド ライ ブ を 別 の ドラ イブ の ディ レク トリ ー 
と し て 接続 し ます 。 


SUBST [ドラ イブ 1: [ドラ イブ 2:] パ ス ] 


SUBST ドラ イブ 1: /D 
ドラ イブ 1 
パス の 置き 換え を する 仮想 ドラ イブ を 指定 し ます 。 


ドラ イフ 2: パ ス 
仮 和 ドラ イブ に 置き 換え る 物理 ドラ イプ と パス を 指定 
し ます 。 


D 
SUBST さ れ た (仮想 ) ド ライ ブ を 解除 し ます 。 


パラ メー ター が 指定 され な けれ ば 、SUBST さ れ て いる 
仮 相 ド ライ ブ の 一 覧 が 表示 され ます 。 


に) お ) 


DOS シ ステ ム ・ フ ァイル と COMMAMD.COM を 凍 定 し 
た ディ スク に 覆 写 し ます 。 


SYS [ギド ライ ゴ 1:]/ パ スズ ス ] ドラ イブ る : 
[ドラ イフ 1:][ ハ ス ] 

シス テム ・ フ ァイル が ある パス を 指定 し ます 。 
ドラ イフ 2 


シス テム ・ フ ァイル を 転送 する ドラ イブ を 指定 し ます 。 


コマ ンド 一 覧 





TIME 


シス テム 寿 刻 を 表示 / 変 更 し ます 。 


TIME [時 刻 ] 


パラ メー ター を 指定 し な けれ ば 、 現 在 設 定 し て いる 時 
刻 が 表示 され 、 新 し い 時 刻 の 


入力 を 促す プロ ンプ ト に な り ま す 。 変 更 する 必要 が な 
けれ ば 、[Enterl( 改 行 ) を 押し て くだ さい 。 


lk1 ヨ ヨ 


ド が ライ ブ 、 ま た は パス の ディ レク トリ ー 構 造 を 表示 し 
ます 。 


TREE [ドラ イブ :][ パ ス ] [/F] [/A 


F 
各 デ ィ レ クト リー 中 の ファ イル 名 を 表示 し ます 。 


A 
野 線 文字 の 代わ り に ASCIH 文 字 を 使い ます 。 


0 
テキ スト ・ フ ァイル の 内 容 を 表示 し ます 。 
TYPE [ドラ イブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 


0」 り ユミ ea 


UDEOVN コ マン だ を メモ リー か ら 取 り 礎 きま す 。 


SuperSo/DS だ ライ バー の 導入 され て いな い シ ステ 
ム で も 、 圧 縮 デ ィ ス ク が 読み 書き で きる よう に し ます 。 


UNDELETE 
削除 され た ファ イル を 復元 し ます 。 


UNDELETE [ドラ イブ :] [バス] [ファ イ 
ル 名 ] [パラ メー ター.…] 

必 ま 半 デ 

復元 する ドラ イブ 


復元 する パス 


ファ イル 名 
ファ イル 名 。 ワ イル ド ・ カ ー ド (や? も 使用 で きま す 。 


SENTRY、/S 
削除 モン トリ ー に よっ て 保護 され て いる ファ イル の み 
を 復元 し ます 。 


TRACKER、/DT 
削除 トラ ッ カ ー(DOSS) に よっ て 保護 され て いる ファ 
イル の み を 復元 し ます 。 


NW 
NetWare 386 に よっ て 保護 され て いる ファ イル の み を 
復元 し ます 。 

DW 

DelWatch(DR DOS) に よっ て 保護 され て いる ファ イル 
の み を 復元 し ます 。 


DOS 
DOS に よっ て 保護 され て いる ファ イル の み を 復元 し ます 。 


/ALL 
保護 され て いる ファ イル すべ て を 復元 (省略 時 の 値 ) し 
ます 。 


NC 
それ ぞ れ の ファ イル を 確認 せ ず に 復元 し ます 。 

NM 

DOS に よっ て 保護 され て いる ファ イル を Mimor を 使用 
せ ず に 復元 し ます 。 

LIST 

指定 し た ディ レク トリ ー に 含ま れる 削除 さき れ た ファ イ 
ル を 表示 し ます 。 

PURGE 

指定 し た ディ レク トリ ー に 含ま れる 削除 され た ファ イ 
ル を 消去 し ます 。 

PURGEALL 

指定 し た ディ スク 上 の 削除 され た ファ イル 全て を 消去 
まず 。 

? また は /HELP 

ヘル プ 情 報 を 表示 し ます 。 


VIDEO 
ビデ オ と マウ ス に 関す る ヘル プ を 表示 し ます 。 


UNFORMAT 
FORMAT コ マン ド で 消去 され た ディ スク 4 を 痢 元 し ます 。 


UNFORMAT ドラ イブ : [/J] 


| の 
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コマ ンド が 一覧 





UNFORMAT ドラ イブ : [/U] [/L] [/ 
TEST] [/P] 


UNFORMAT /PARTN [/L] 
ドラ ザラ ダ 
アン フォ ー マ ッ ト す る ドラ イブ を 指定 し ます 。 


L 
存在 する 全て の ファ イル / デ ィ レ クト リー 名 を 一 覧 表 
示し ます 。 


/TEST 
情報 を 表示 し ます が 、 変 更 結 果 を ディ スク に 書き 込ま 
せん 。 


P 
メッ セー ジ を LPTI に 接続 され て いる プリ ンタ ー に 出 
力 L ま まず 。 


USRFNT 


ユー ザ が ー 定 義 の 文字 や 辞書 の 編集 ツー ル で ある 
USRFN7 を 起動 し ます 。 


USRFNT 


90NYte0、Il 


SuperSioyDS デ ィ ス ク の マウ ント を 、 禄 り 当 て た ドラ 
イブ 文字 か ら 解 除 し ます 。 
UNMOUNT [/V] [マウ ント ・ ド ライ ブ ID] 


V 
マウ ント 解除 可能 な ドラ イブ を 表示 し ます 。 


ウデ ドッド タリ IB 
SuperStoyDS デ ィ ス ク の マウ ント を 解除 する ドラ イブ 
ID を 指定 し ます 。 


DOS の バー ジョ ン を 表示 し ます 。 
VER 


4 コト | は 4 


ディ スク の ベリ ファ イ を する か どう か DOS へ 病 定 し 
ます 。 


VERIFY [ONiOFF] 


パラ メー ター が 指定 され な けれ ば 、 現 在 の ベリ ファ イ 
の 状態 が 表示 され ます 。 


ディ スク の ボリ ュー ム ・ ラ ベル / シ リア ル 番 号 が 病 定 さ 
れ て いれ ば 、 そ れ を 表示 し ます 。 


VOL [ドラ イブ :] 


いら 9 は 4 


ファ イル ( 履 し 属 住 や ンス テム 属性 の ファ イル を 秦 ぐ ) 
や ディ レク トリ ー 構 造 を 複写 し ます 。 


XCOPY 複写 元 [複写 先 ] [/A ! /M] [/D: 日 
付 ] [/P] [/S [/E]] [/V] [/WI][/Y!-Y] 

複写 元 

複写 する ファ イル を 指定 し ます 。 

複写 先 

新 フ ァイル の 位置 を 指定 し ます 。 

A 

保存 属性 の セッ ト さ れ た ファ イル の み を 複写 し ます 。 
保存 属性 は 変更 され ませ ん 。 

M 

保存 属性 の セッ ト さ れ た ファ イル の み を 複写 し ます 。 
保存 属性 は リセ ッ ト さ れ ま す 。 

D: 日 付 

指定 し た 日 付 以 降 に 変更 きれ た ファ イル を 複写 し ます 。 

P 

複写 先 の 各 フ ァイル を 作成 する 前 に プロ ンプ ト を 出し 
ます 。 

S 

空 の 場合 を 除い て 、 サ プ デ ィ レ クト リー を 複写 し ます 。 
E 

サ プ ・ デ ィ レ クト リー が 空 で あっ て も 複写 し ます 。 

/V 

書き 込ん だ 各 フ ァイル を べ ベリファイ し ます 。 

W 

複写 を 始め る 前 に キー 入力 が ある まで 待ち ます 。 

Y 

上 書き 確認 の プロ ンプ ト を 表示 し ませ ん 。/-Y( デ フォ 
ルト ) は 表示 し ます 。 

注意 

指定 し た 複写 先 に すでに 同じ 名 前 の ファ イル が あっ た 
場合 、XCOPY コ マン ド は 上 書き し て よい か 、 確 認 の 
メッ セー ジ を 表示 し ます 。 


テバ イズ スィ ドラ ザイ バー 一 臣 





ね な い ド ) 全 だ) 


グラ フィ ッ ク 属 人 性 や カー ン ソル の 動き を 制御 し た り 、 
キー の 再 割 り 当 て を う 機能 を 定義 し ます 。ANS.SYS 
ド が ライ バー は 、 画 面 と キー ボー ド の 制御 を 行う ANS/ エ 
スケ ー プ ・ シ ー ケ ンス の 使用 を サポ ー ト し ます 。 





DEVICE=[ ド ライ ブ :][ バ パス ] ANSI.SYS 
[/X] [/K] [/R] 


[ドラ イブ :][ バ パス ] 
ANSI.SYS ド ライ バー の ファ イル が 存在 する ドラ イブ 
と パス を 指定 し ます 。 


X 
拡張 キー( 低 位 バ イト が EOH で ある キー) が 異な っ た 
キー と し て 再 定義 きれ る こと を 許可 し ます 。 拡 張 キ ー 
の 再 割り 当て は 、 キ ー の 再 割り 当て コマ ンド に よっ て 
行わ れ ま す 。 


K 
拡張 キー ボー ド (101/102/106/124 キ ー・ キ ー ボ ー ド 機能 
の 使用 を 抑止 し ます 。 こ れ に より 、 拡 張 キ ー ボ ー ド が 取 
りつ けら れ て いる と き で も 、 一 般 の キー ボー ド 機 能 を 
使用 で きま す 。 こ の パラ メー ター に より 、 拡 張 キ ー ボ ー 
ド 機 能 を 認識 し な い プ ログ ラム も 互換 性 を 保っ て 実行 
で きま す 。 

R 


画面 読み と り プ ログ ラム で ANSI.SYS を 使用 する 場合 
に 、 行 の スク ロー ル を 改善 し ます 。 


dL 9 に) の 上 、 衝 に ) た ) 


誕 踏 時 に 使用 され る DOS ク ロッ ク の 代わ り に 使用 し 
ます 。 


D 世 VIE ぉ ゃ 【 ド ライ 2 
CMOSCLK.SYS 

[ドラ イブ :] [パス ] 

CMOSCLK.SYS ド ライ バー の ファ イル が 保管 され て い 
る ドラ イブ と パス を 指定 し ます 。 


DBLSPACE.SYS 


DBLSPACE.B/VM フ ァイル を UMB メ モリ ー に 移動 する 
た め の デ バイ ス ・ ド だ ライ バー で す 。 


DEVICEHIGH=[ ド ライ ブ :][ バ ス ] 
DBLSPACE.SYS 


1 ド 】 や に ) に 173 モコ 





2 ル とめ ) 
ディ スプ レイ で の コー ド ペ ー ジ の 切り 堆 え を サポ ー ト 
し ます 。 


の 委 WiI 区 世 =( ド ライ 1 所] 
DISPLAY.SYS CON[:]=( タ イプ [,[ ハ ー 
ド 導 ェ の コード ペー ジ 1 THR 
DE:M 才 愉 所 IE イ す 5] (0 列 
DISPLAY.SYS CON[:]=( タ イプ [,[ ハ ー 
ドウ ェ ア ・ コ ー ド ・ ペ ー ジ ] [,(n,m)]]) 


[ドラ イブ フ :] [パス ] 
DISPLAY.SYS ド ライ バー の ファ イル が 保管 され て い 
る ドラ イブ と パス を 指定 し ます 。 


シス テム に 接続 きれ て いる ディ スプ レイ ・ ア ダ プ ター 
の タイ プ を 指定 し ます 。 有 効 な 値 は 、EGA と LCD で す 。 


ーー ドラ ェ ア ャ ヨー ド * パ 王堂 

ハー ドウ ェ ア が サポ ー ト し て いる コー ド ペ ー ジ の 番号 
を 表す 3 桁 の 数 字 を 指定 し ます 。( 例 :437 で IBM PC、 
850 で 多国 語 な ど ) 

Tn 

「 ハ ー ド ウェ ア ・ コ ー ド ・ ペ ー ジ 」 パ ラメ ー タ ー で 指定 し 
た 基本 コー ド ペ ー ジ の 他 に 、 ハ ー ド ウェ ア が サポ ー ト 
で きる コー ド ペ ー ジ の 数 (0~6) を 指定 し ます 。 

m 

各 コ ー ド ペー ジ に 対し て ハー ドウ ェ ア が サポ ー ト する 
サ プ フ ォ ン ト の 数 を 指定 し ます 。 タ イプ が EGA の 場合 
の 省略 時 値 は 2 で 、 タ イプ が LCD の 場合 の 省略 時 値 は 
] で すら 


DRIVER.SYS 


外部 ディ スケ ッ ト ・ ド ライ ブ を 組み 込ん で 設定 し た り 、 
既存 の ディ スケ ッ ト ・ ド ライ ブ に 論理 ドラ イブ を 割り 
当て ます 。 


DEVICE=[ ド ライ ブ :] [パス] 
DRIVER.SYS /D: 物 理 ド ライ ブ 番 号 [/C] 
[/F: フ ァ ク ター] [/H: ヘ ッ ド 数 ] [/S: セ ク 
ター 数 ] [/T: ト ラッ ク 数 ] 
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ティ Vf スッ ドラ テイ バー 一 覧 





[ドラ イブ :][ パ ス ] 
DRIVER.SYS フ ァイル が 存在 する ドラ イブ と パス を 指 
定 し ます 。 


7D: 物 理 ド ライ ブ 番 号 

ディ スケ ッ ト の 物理 ドラ イブ 番号 (0-127) を 指定 し ま 
す 。 最 初 の 物理 ディ スケ ッ ト ・ ド ライ ブ ( ド ライ ブ A) は 
ドラ イブ 0 、2 台 目 の ディ スケ ッ ト ・ ド ライ ブ は ドラ イ 
ブ 1 、3 台 目 の 物理 ディ スケ ッ ト ( 外 部 ドラ イブ ) は ド 
ライ ブウ で ま 。 


4 
物理 ディ スケ ッ ト ・ ド ライ プ に 、 ド ライ ブ の レバ ー( ま 
た は ボタ ン ) が 閉まっ て いる か どう か を 検出 する 機能 
(ディ スケ ッ ト 入 れ 換え 検出 機能 ) を 持た せる こと を 指 
定 し ます 。 


/F: フ ァ ク ター 

ディ スケ ッ ト ・ ド ライ ブ の タイ プ を 指定 し ます 。 フ ァ ク 
ター に 指定 で きる 値 は 次 の と お り で す 。 省 略 時 の 値 は 
2 ぐす 。 


0 160/180KB ま た は 320/360KB(5.25 イ ンチ) 
1 1.2MB(5.25 イ ンチ ) 

2 720KB(3.5 イ ンチ ) ま た は その 他 の も の 

7 1.44MB(3.5 イ ンチ ) 

9 2.88MB(3.5 イ ンチ ) 

H: ヘ ッ ド 数 

ディ スケ ッ ト ・ ド ライ ブ の ヘッ ド 数 (1 一 の) を 指定 し ま 
す 。 省 略 時 値 は 2 で す 。 


7/S8: セ クタ ー 数 
1 トラ ッ ク 当 た り の セク ター 数 (1 一 99) を 指定 し ます 。 
省略 時 値 は 次 の よう に /F ス イッ チ の 値 に 依存 し ます 。 


/f:0 /s:9 

/f:1 /s:15 

/f:2 /s:9 

/f:7 /s:18 

/f:9 /s:36 

/T エ : ト ラッ ク 数 

プロ ッ ク ・ デ バイ ス の 各 面 の トラ ッ ク 数 (1999) を 指 
定 し ます 。 在 スイ ッ チ の 値 が 0 で な い 場 合 、 省 略 時 値 は 
80 で す 。/F ス イッ チ の 値 が 0 の 場合 、 省 略 時 値 は 40 で す 。 


EGA.SYS( 英 語 モ ー ド の み ) 


EGA デ ィ ス プレ イ で タス ク 功 り 夫 え が 使用 さ れる と 
き 、 画 面 の 保存 と 復元 を 行い ます 。EGA デ ィ ス プレ イ が 
ある 場合 、 タ スク 切り 替え を 使用 する 前 に EGA.SYS た 
ライ バー を 導入 し な けれ ば な り ま せん 。 


DEVICE=[ ド ライ ブ :] [パス ] EGA.SYS 


[ドラ イブ :] [パス ] 
EGA.SYS ド ライ バー の ファ イル が 保管 され て いる ド 
ライ ブ と パス を 指定 し ます 。 


EX に 2 月 う .4 コ 


803868 ま た は それ 以上 の プロ セッ サー を も つ シ ステ ム 
で 、 認 張 メ モリ ー を 使用 し て EMS メ モリ ー を エミ ュ 
レー ト し 、 ま た 、UMB メ モリ ー へ の アク セス 機能 を 電 
代 し ます 。 


還 琵 VIEE=[ ド ライ 克 ]1EY え ス ] 
EMM386.EXE [ONiOFFiAUTO] [ メ モ 
リ ー] [MIN= サ イズ ] [W=ON!OFF] 
[MxiFRAME= ア ドレ ス j/Pmmmm] [Pn= 
アド レス ][X=mmmm-nnnn] [|=mmmm- 
nnnn] [B= ア ドレ ス ] [L=nn] [A=aaa] 
[H=hhh] [D=ddd] [RAM] [NOEMS] 
[NOVCPI] [HIGHSCAN] [VERBOSE] 
[WIN=mmmm-nnnn][NOHIS] 
[ HOM=mmmm-nnnnl 
[NOMOVEXBDA] [ALTBOOT] 
[ドラ イブ :][ パ ス ] 
EMM386.EXE フ ァイル が 存在 する ドラ イブ と パス を 
指定 し ます 。 
[ON!OFF!AUTO] 
EMM386.EXE ド ライ バー の 動作 を 許可 (ON)、 禁 止 
(OFF)、 ま た は 自動 モー ド に 設定 (AUTO) し ます 。 自 動 
モー ド は 、 プ ログ ラム が EMS メ モリ ー を 使用 する 機能 
を 呼び 出し た と き に 限り 、EMS メ モリ ー の 使用 を 可能 
に し ます 。 省 略 時 値 は ON で す 。 
メモ リー 
EMM386.EXE に 割り 当て た い メ モリ ー の 量 (16 一 
32768: KB 単位 ) を 指定 し ます 。 省 略 時 値 は 256 で す 。 
MIN= サ イズ 
十分 な メモ リー が 存在 する 場合 は 、 サ イズ (KB 単位 ) で 


デバ イス ・ ド ライ バー 一 覧 


指定 され た 最小 量 の EMS/VCPI メ モリ ー を 確保 し ま 
す 。 省 略 時 の 値 は 256 で す 。 


W=ON!OFF 

Weitek** 数 値 演算 プロ セッ サー に 対す る サポ ー ト の 許 
可 ま た は 禁止 を 行い ます 。 省 略 時 の 設定 は OFF で す 。 
(この スイ ッ チ の 指定 に 関し て 、PS/SS* 上 で の 動作 確認 
は 行わ れ て いま せん 。) 





Mx 

ペー ジ ・ フ レー ム の アド レス (xi1 一 14) を 指定 し ます 。 次 
の 表 は 、 そ れ ぞ れ の 値 と その 値 に 関す る ベー ス ・ ア ドレ 
ス を 16 進 数 の 形式 で 示し ます 。 


1 CO000h 8 DCO00h 
2 C400h 9 E000h 
3 C800h 10 8000h 
4 CC00h 11 8400h 
5 DO000h 12 8800h 
6 D400h 13 8C00h 
7 D800h 14 9000h 


FRAME= ア ドレ ス 
ペー ジ ・ フ レー ム の セグ メン ト ・ ベ ー ス を 直接 指定 し ま 
す 。 ペ ー ジ ・ フ レー ム に 対し て 特定 の セグ メン ト ・ ベ ー 
ス ・ ア ドレ ス を 指定 する に は 、FRAME ス イッ チ を 使用 
し 、 希 望 す る アド レス を 指定 し て くだ さい 。 ア ドレ ス に 
対す る 有効 な 値 は 、400h 置 き に 8000h-9000h と COOOh 
ーEOOOh の 範囲 で す 。 


/Pmmmm 

ペー ジ ・ フ レー ム の アド レス を 指定 し ます 。mmmm に 
対す る 有効 な 値 は 、400h 置 き に 8000h 一 9000h と COOOh 
ーEOOOh の 範囲 で す 。 


Pn= ア ドレ ス 

特定 の ペー ジ の セグ メン ト ・ ア ドレ ス を 指定 し ます 。 こ 
こ で 、n は 指定 する ペー ジ 番 号 で 、 ア ドレ ス は 希望 する 
セグ メン ト ・ ア ドレ ス で す 。n に 対す る 有効 な 値 は 0 一 
25$ の 範囲 で すす 。 ア ドレス に 対す る 有効 な 範囲 は 、400h 
置き に 8000h-9000h と CO00h-EOOOh の 男 囲 で す 。 


X=mmmm-nnnn 

EMM386.EXE が EMS の ペー ジ に 特定 の 男 囲 の セグ メ 
ント ・ ア ドレ ス を 使用 する こと を 禁止 し ます 。mmmm 
と nnnn に 対す る 有効 な 値 は 、AOOOh 一 FFFFh の 男 囲 で 、 
最も 近い 4KB 境 界 に 切り 捨て られ ます 。 


| に mmmm-nnnn 

EMS ペ ー ジ ある い は ラン ダム ・ ア クセ ス ・ メ モリ ー 
(RAM) に 使用 きれ る セグ メン ト ・ ア ドレ ス の 範囲 を 指 
定 し ます 。mmmm と nnnn に 対す る 有効 な 値 は 、AO00h 一 
FFFFh の 範囲 で 、 最 も 近い 4KB 境 界 に 切り 捨て られ ま 
す 。 


B= ア ドレ ス 
EMS の バン ク (16KB の ペー ジ 交 換 を 行う ) に 利用 可能 
な 最低 位 の セグ メン ト ・ ア ドレ ス を 指定 し ます 。 有 効 な 
値 は 、1000h 一 4000h の 範囲 で す 。 省 略 時 値 は 4000n で す 。 


上 =nm 
EMM386.EXE が ロー ド さ れ た 後 、 さ ら に 利用 可能 な 拡 
張 メ モリ ー の 量 (KB 単位 ) を 確保 し ます 。 省 略 時 値 は 0 
3@ ら 


A=aaa 

高速 代替 レジ スタ ー・ セ ッ ト ( マ ル チ タ スク で 使用 され 
る ) を EMM386.EXE に 割り 当て た い 個数 (0254) を 指 
定 し ます 。 省 略 時 値 は 7 で す 。EMM386.EXE の メモ リー 
容量 は 、 一 つの 代替 レジ スタ ー・ セ ッ ト 当 た り 約 200 バ 
イト 増加 し ます 。 


H=hhh 
EMM386.EXE が 使用 で きる ハン ドル の 数 (②ー25$) を 指 
定 し ます 。 省 略 時 値 は 64 で す 。 


D=ddd 

バッ ファ ー を 使用 し た な ダイレクト ・ メ モリ ー・ ア クセ ス 
(DMA) の た め に 、 予 約 す る メモ リー の KB 数 (16 一 256) を 
指定 し ます 。 省 略 時 値 は 16 で す 。 


RAM 
EMS メ モリ ー と UMB メ モリ ー へ の アク セス 機能 を 提 
供し ます 。 


NOEMS 
UMB メ モリ ー へ の アク セス 機能 を 提供 し ます が 、EMS 
メモ リー へ の アク セス は 禁止 し ます 。 


NOVCPI 
VCPI メ モリ ー へ の アク セス は 禁止 し ます 。 


HIGHSCAN 

より 強力 に 640KB-1MB の シス テム 予約 領域 を チェ ッ 
ク し 、UMB の 領域 や EBMS の ウィ ンド ウ を 探す 指定 で 
す 。 


VERBOSE 
EMM386 の ロー ド 時 に 、 状 況 と エラ ー・ メ ッ セ ー ジ を 表 
示し ます 。 


WIN=mmmm-nnnn 

Windows 用 に 指定 し た アド レス の 範囲 を 予約 し ます 。 
mmmm と nnnn に 対す る 有効 な 値 は A000h 一 FFFFh で 
す 。 

NOHI 

EMM386 を UMB メ モリ ー に ロー ド い な いよ うに し ま 
す 。 





| 
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ROM=mmmm-nnnn 

EMM386 が シャ ドウ RAM に 使用 する セグ メン ト ・ ア ド 
レス の 範囲 を 指定 し ます 。mmmm と nnnn に 対す る 有効 
な 値 は AO00h 一 FFFFh で す 。 





NOMOVEXBDA 
EMM386 が 拡張 BIOS デ ー タ ゐ 基 本 メモ リー か ら UMB 
メモ リー へ 移動 し な いよ うに し ます 。 


ALTBOOT 
[Crl+[AIH+[Dell キ ー を 押し て シス テム を 再 始動 する 
と き に 、EMM386 が 代わ り の ハン ドラ ー を 使用 する こ 
と を 指定 し ます 。 


IS だ ) 


月 MEM.SYS は 大 張 メ モリ ー の 使用 を 管理 し ます 。 
罰 MEM.SYS ド ライ バー は 、XMS メ モリ ー と 月 MA メモ 
リー の プロ グラ ム の 使用 を 管理 する こと に よっ て 、 メ 
モリ ー の 同一 顔 域 を 同時 に 使用 する こと を 太 目 し ま 
す 。 


全 所 VIE= ェ INR ライヴ: 
HIMEM.SYS [/HMAMIN=m] 
[/NUMHANDLES=n] [/INT15=xxxx] 
[/MACHINE:xxxx] 
[/A20CONTROL:ONiOFF] 
[/SHADOWRAM:ONiOFF] 
[/CPUCLOCK:ONiOFF][/EISA] 
[/VERBOSE] 


[ドラ イブ :][ バ パス ] 
HIMEM.SYS ド ライ バー の ファ イル が 存在 する ドラ イ 
プ と パス を 指定 し ます 。 


HMAMIN=m 
HIMEM.SYS ド ライ バー が プロ グラ ム に HMA メ モリ ー 
の 使用 を 許可 する 前 に 、 そ の プロ グラ ム が 必要 と する 
メモ リー の 量 (KB 単 位 ) を 指定 し ます 。m に 対す る 有効 
な 値 は 0-63 の 男 囲 で す 。 省 略 時 値 は 0 で す 。 


NUMHANDLES=n 
同時 に 使用 きれ る XMS メ モリ ー・ プ ロック (EMB) の ハ 
ンド ル の 最大 数 (1 一 128) を 指定 し ます 。 省 略 時 値 は 32 
*@ 家 。 

INT15=xxxx 

割り 込み (INT 15SH) の イン ター フェ ー ス 用 に 指定 され 
る 拡張 メモ リー の 量 (KB 単 位 ) を 割り 当て ます 。xxxx に 
対す る 有効 な 値 は 、64ー6553$ の 範囲 で す 。 省 略 時 値 は 0 
で す ぁ 

7/MACHINE:xxxx 

使用 きれ る A20 ハ ンド ラー を 指定 し ます 。A20 ハ ンド 


ラー と は 、HMA 領 域 へ の アク セス を 可能 に する コン 
ビ ピュー ター の 一 部 分 で す 。xxxx の 値 は 、 次 の いずれ か の 
コー ド か それ に 対応 する 番号 で す 。 省 略 時 値 は AT また 
は 1 で す 。 


注意 

PS/SS* ま た は PS/2* を お 使い の 方 は 、 こ の パラ メー ター 
を 特に 指定 する 必要 は あり ませ ん 。 指 定 する 場合 は 、 
コー ド 「PS2」 ま た は 番号 「2」 を 指定 し て くだ さい 。 


A20CONTROL ON!OFF 
HIMEM.SYS ド ライ バー が ロー ド さ れ た と き A20 が 有 
効 で わっ て も 、HIMEM.SYS ド ライ バー が A20 信 号線 を 
制御 下 に 置か な けれ ば な ら な いか どう か を 指定 し ま 
す 。 省 略 時 の 設定 は ON で す 。 


SHADOWRAM:ON'OFF 
HIMEM.SYS ド ライ バー が シャ ドウ RAM( 読 み 取 り 専 
用 メモ リー 用 に 使用 され る RAM) を 切り 離し て 、 そ の 
RAM を HIMEM.SYS ド ライ バー の メモ リー・ プ ー ル に 
追加 する か どう か を 指定 し ます 。 コ ンピュータ ー に 搭 
載 さ れ て いる RAM が 2MB 以 下 の 場合 は 、 省 略 時 の 設定 
は OFF で す 。 


CPUCLOCK:ON!OFF 
HIMEM.SYS ド ライ バー が コン ピュ ー タ ー の クロ ッ ク 
速度 に 影響 を 及ぼ すか どう か を 指定 し ます 。 
HIMEM.SYS ド ライ バー を 導入 後に コン ピュ ー タ ー の 
速度 が 変化 し た 場合 、(CPUCLOCK:ON と 指定 する こと 
に より この 問題 を 解決 で きる 可能 性 が あり ます 。 こ の 
スイ ッ チ を 有効 に する と HIMEM.SYS ド ライ バー の 速 
度 が 低下 し ます 。 


EISA 

HIMEM が 利用 可能 な すべ て の 拡張 メモ リー を 割り 当 
て る こと を 指定 し ます 。16MB 以 上 の メモ リー を 搭載 
し て いる EISA コ ンピュータ ー で の み 必 要 で す 。 


VERBOSE 
HIMIM の ロー ド 時 に 、 状 況 と エラ ー・ メ ッ セ ー ジ を 表 
示し ます 。 


IN 用 うみ.4 ヨ 


これ は ファ イル 転送 フィー ティ リティ ー・ プ ログ ラム で 、 
クラ イア ント ・ サ ー バ パー・ セ ッ ト ア ッ プ を 介し て シリ ア 
ル ・ ポ ー ト また ば パラ レル ・ ポ ポート を 使っ て 2 つの コン 
ピュ ー タ ー を 半 続 する た め に 使用 する こと が で きま 
電 。 


DEVICE=[ ド ライ ブ :][ バ ス ] 
INTERLNK.EXE [/DRIVES n] [/ 
NOPRINTER] [/COM[:][n! ア ドレ ス ]] [/ 


デバ イス ・ ド ライ バー 一 覧 


LPT[:][n' ア ドレ ス ]] [AUTO] 
NOSCAN] [/LOW] [/BAUD 速度 ] [/v] 


[ドラ イブ :][ パ ス ] 
INTERLNK.EXE フ ァイル が 入っ て いる 場所 を 指定 し 
ます 。 


/DRIVES n 
リダイレクト する ドラ イブ の 最大 数 。 省 略 時 値 は 3 で 
す 。 


NOPRINTER 
プリ ンタ ー を リダイレクト し な いこ と を 指定 し ます 。 


COM[:][n! ア ドレ ス ] 
シリ アル ・ ポ ー ト を デー タ 転 送 に 使う こと を 指定 し ま 
す 。n パ ラメ ー タ ー は 、 シ リア ル ・ ポ ー ト の 数 を 指定 し ま 
す 。 ア ドレ ス ・ パ ラメ ー タ ー は 、 シ リア ル ・ ポ ー ト の アド 
レス を 指定 し ます 。 省 略 時 の 設定 は 、INTERLNK は すべ 
て の シリ アル ・ ポ ー ト お よび パラ レル ・ ポ ー ト を 検索 し 
まず 。 


/LPT[:][n ア ドレ ス ] 

デー タ 転 送 に 使う パラ レル ・ ポ ー ト を 指定 し ます 。n パ 
ラメ ー タ ー は 、 パ ラ レ ル ・ ポ ー ト の 数 を 指定 し ます 。 ア 
ドレ ス ・ パ ラメ ー タ ー は 、 パ ラ レ ル ・ ポ ー ト の アド レス 
を 指定 し ます 。 


/AUTO 
起動 時 に 確立 され た 接続 が な けれ ば 、 デ バイ ス ・ ド ライ 
バー を ロー ド し ませ ん 。 


/NOSCAN 
シス テム の 再 始動 時 に 、 接 続 を 見 つけ る た め の 走 査 を 
行い ませ ん 。 


/LOW 
UMB メ モリ ー が 使用 可能 な 場合 で も 、 ド ライ バー を 基 
本 メモ リー に ロー ド し ます 。 


BAUD 速 度 

シリ アル 通信 用 の 最大 ボー・ レ ー ト を 指定 し ます 。 速 度 
の 有効 な 値 は 、9600、19200、38400、57600、115200 ボ ー で 
す 。 省 略 時 の ボー・ レ ー ト は 115200 ボ ー で す 。 


V 

コン ピュ ー タ ー の タイ マー と の 競合 を 防止 し ます 。 複 
数 の コン ピュ ー タ ー を シリ アル 接続 し て いて 、ImterInk 
を 使っ て ドラ イブ ・ ポ ー ト また は プリ ンタ ー・ ポ ー ト に 
アク セス し た と き に その 中 の 1 人 台 が 実行 を 停止 する 場 
合 に は 、 こ の スイ ッ チ を 指定 し て くだ さい 。 


4 る 用 うき 4 コ 





/BM 連 文 筋 変換 プロ グラ ム を 導入 し ます 。 詳 し く は 別 
郁 の 連 文 筋 変換 プロ グラ ム ・ ユ ー ザ ー ズ *・ ガ イド を 参照 
し て くだ さい 。 


の ョ 9、【e 夫 うた) 


Microsof4 の DOS/ 対応 の か な 漢字 変換 プロ グラ ム 
を 使用 する 場合 に 、 必 要 な デバ イス ・ ド ライ バー で す 。 
幣 社 で は 、 弊 社 DOSV に 付属 し て いる $⑧AS.SYS お よ 
び /AS 対 応 の か な 漢字 変換 プロ グラ ム を 使用 され る ご 
と を お 勧め し ます 。 


PCMATA.SYS 


PCMCIA 仮 想 ド ライ バー は 、FA7 構 造 爺 フォ ー マ ッ ト 
で フォ ー マ ッ ト さ れ た PCMC/A-A7A 妃 換 の ハー ド ・ 
ディ スク と SRAM カ ー ド を サポ ー ト し ます 。 


DEVICE=[ ド ライ ブ :][ パ ス ] 
PCMATA.SYS /1!2!73!/4 [/ADDR=nn] 
[ドラ イブ :][ パ ス ] 
デバ イス ・ ド ライ バー・ フ ァイル が 入っ て いる 場所 を 指 
定 し ます 。 
0! り 1 
ドラ イブ ・ エ ミュ レー ショ ン を 割り 当て る ソケット (1 
ー④ を 指定 し ます 。 
ADDR=nn 
メモ リー・ カ ー ド ・ エ ミュ レー ショ ン に 使用 する た め 
の 、8K の シス テム ・ ウ ィ ン ド ウ の 基本 アド レス を 指定 
し ます 。 こ の 基本 アド レス は 、16K 境 界 か ら 始ま っ て い 
な けれ ば な り ま せん 。nn の 範囲 は CO か ら EE ま で で す 
(CO は COO00H に 、EE は EEOOH に 該当 し ます )。 


9 【e に 月 ラコ 


PCMCS.EXE は ば 、/ne/ Exchangeabe Card Arciecfu/@ 
(ExCA) に 準 如 する ソケット ・ サ ービス 2.0 と の 千 を 直接 
結ぶ イン ター フェ ー ス と な る カー ドド ・ サ ービス 2.0 の だ 
ライ バー で す 。 


DEVICE=[ ド ライ ブ :][ パ ス ] 
PCMSC.EXE [/WAIT=n] [/ADDR=xx] 
[IRQ=n] [/CLIENTS=n] [/PMOFF] [/ 
REGIONS] [NOPM] [POLL] 
[NOAUTOLK] [VER] [/XIRT=xxxx] [/ 
EMH 


| 外 
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注意 

ソケット ・ サ ービス は ハー ドウ ェ ア に 添付 され て いる 
も の を お 使い くだ さい 。 シ ステ ムカ ー ド ・ サ ービス を 
ロー ド し よう と し て エラ ー が 起こ っ た 場合 は 、DOS 
ディ レク トリ ー の README.TXT フ ァイル に 入っ て い 


さい 。 


[ドラ イブ :][ バ パス ] 
デバ イス ・ ド ライ バー・ フ ァイル が 入っ て いる 場所 を 指 
定 し ます 。 


/WAIT=n 
PCMCIA カ ー ド 挿入 確定 時 間 を 指定 し ます 。 こ の 時 間 
は 、 カ ー ド を ソケット に 挿入 し て か ら カ ー ド ・ サ ービス 
が それ に アク セス で きる よう に な る まで に 必要 な 遅延 
時 間 で す 。 値 n は 、 待 ち 時 間 を 表す シス テム ・ タ イマ ー・ 
ティ ッ ク (毎秒 18.2 回 ) の 数 で す 。 省 略 時 の 設定 は 12 で 
す 。 


/ADDR=xx 
PCMCIA カ ー ド 構成 用 の カー ド ・ サ ービス の 開始 セグ 
メン ト ・ ア ドレ ス を 指定 し ます 。 値 xx は 、 開 始 ア ドレ ス 
で す 。ADDR を 指定 し な けれ ば 、PCMCS は 省略 時 値 と 
し て 、16 進 数 CO か ら 始 まる 最初 に 使用 可能 な 4K プ ロッ 
ク を 使用 し ます 。xx の 範囲 は 、16 進 数 CO か ら FO ま で で 
す ( こ こ で 、CO は 1 進数 C000 に 、16 進 数 FO は 1e 進 数 FOOO 
に 該当 し ます )。 


/1RQ=n 

カー ド ・ サ ービス が PCMCIA カ ー ド 事象 に 使用 する 
IRO 資源 を 指定 し ます 。 値 n は 8 か ら 15$ ま で の 範囲 内 に 
入っ て いな けれ ば な り ま せん 。 こ の スイ ッ チ を 指定 し 
な か っ た 場合 、 省 略 時 値 は 10 に な り ま す 。 


/CLIENTS=n 
カー ド ・ サ ービス に 登録 で きる クラ イア ント ・ ド ライ ブ 
の 最大 数 を 制御 し ます 。 こ の スイ ッ チ を 指定 し な か っ 
た 場合 、 省 略 時 値 は 10 に な り ま す 。 


/PMOFF 
この オプ ショ ン は 、 カ ー ド ・ サ ービス が 提供 する 電力 管 
理 機能 を 制御 し ます 。 

/REGIONS=n 

カー ド ・ サ ービス が 管理 する 並行 領域 の 最大 数 を 定義 
し ます 。REGIONS:ehp1. は 、MTD に 対応 し 、 カ ー ド ・ サ ー 
ビス に 必要 な メモ リー 量 を 減ら す た め に 追加 され ま 
琴 守 

/POLL 

カー ド ・ イ ベン ト の 代わ り に 、 ポ ー リ ング を 使用 し ま 
に 1 


NOPM 
小 電力 機能 の イベ ント を 無視 し ます 。 


NOAUTOLK 
ソケット 中 の カー ド の 自動 ロッ ク を 使用 不可 に し ま 
の 


VER=n 

ソケット の 番号 付け 規則 を 指定 し ます 。n は 200 に する 
と ソケット の 番号 付け は 0 か ら 始 まり 、201 に する と 1 か 
ら に な り ま す 。 


XIRQ=xxxx 
IRQ を 使用 か ら 除 外す る こと を 指定 し ます 。 

2 

この オプ ショ ン を 指定 する と 、 コ マン ド 行 パラ メー 
ター と その 書式 に 関す る ヘル プ ・ メ ッ セ ー ジ が 表示 さ 
れ ま す 。 


ap) 月 う .4 コ 


PCMFDD ば 、PCMC/A ソ ケッ ト 上 で ドラ イブ A お よび 8 
と し て の ディ スケ ッ ト ・ ド だ ライ ブ ・ エ ミュ レー ショ ン を 
電 伴 し ます 。PCMFDD は 、 ド ライ ブ A お よび 用 の 
/N773 ガ エミ ュ レ ーション を 規 供し ます 。 


DEVICE=[ ド ライ ブ :] [ パ ス ] 
PCMFDD.EXE /ADDR=nn /Xm 


[ドラ イブ :] [バス ] 
デバ イス ・ ド ライ バー・ フ ァイル が 入っ て いる 場所 を 指 
定 し ます 。 


ADDR=nn 

メモ リー・ カ ー ド ・ エ ミュ レー ショ ン 用 の 16K の シス テ 
ム ・ ウ ィ ン ド ウ 基 本 アド レス を 指定 し ます 。 こ の 基本 ア 
ドレ ス は 16K の 境界 か ら 始ま っ て いな けれ ば な り ま せ 
ん 。nn の 男 囲 は CO か ら EE ま で で す (CO は CO00H に 、EE 
は EE0OH に 該当 し ます )。 省 略 時 の 設定 は DO で す 。 

X 

エミ ュ レ ー ト する ドラ イブ の ドラ イブ 文字 (ドラ イブ 
A ま た は ドラ イブ B)。 


m 
ソケット 番号 (1 また は 2)。 


デパ イス ・ ド ライ バー 一 覧 


Ap 月 う .4 コ 


メモ リー・ テ クノ ロジ ー・ ド だ ライ バー・ シ ェ ル を 始動 し 
ます 。 

DEVICE=[ ド ライ ブ :][ パ ス ] 
PCMMTD.EXE 


[ドラ イブ :][ パ ス ] 
デバ イス ・ ド ライ バー・ フ ァイル が 入っ て いる 場所 を 指 
定 し ます 。 


A ド (9 月 4 コ 


PCMSCD.EXE は 、 数 種類 の PC カー ド た の 構成 を サポ ー 

ト ょ する スー パー・ ク ライ アン ト ・ ド ライ バー で す 。 構 成 
終了 後 は 、 恋 当 の PC カー ド だ は シス テム の 不可 欠 の 構成 
要素 と し て 作動 し ます 。 


DEVICE=[ ド ライ ブ :][ パ ス ] 
PCMSCD.EXE [/BEEP][/RS= 速 度 ] [/ 
COM= ポ ー ト ][/CARDS][/LANIRQ=d][/ 
MIRQ=d][/LEVEL][/NOBD][/ 
MODEMSAVE][/FIFO=d][/ 
RAMBASE][/ROMBASE][/?] 
[ドラ イブ :][ パ ス ] 

デバ イス ・ ド ライ バー・ フ ァイル が 入っ て いる 場所 を 指 
定 し ます 。 

BEEP 

サウ ンド に よる 構成 確認 信号 。 省 略 時 の 設定 で は 、 ビ ー 
プ 音 は オフ に な り ま す 。 

COM= ポ ー ト 

通信 ポー ト の 番号 。 ポ ー ト に は 、1、2、3、 ま た は 4 を 指定 
する こと が で きま す 。 省 略 時 の 設定 は 4 で す 。 

RS= 速 度 

IBM トー クン リン グ ・ ネ ットワーク の 回 線 速度 。 速 度 は 
4 また は 16 で す 。 省 略 時 の 設定 は 4 で す 。 

CARDS 

サポ ー ト され る カー ド の リス ト を 表示 し ます 。 
/LANIRQ=d 

ネッ トワ ー ク ・ カ ー ド に 必要 な IRQ 設定 を 指定 し ます 。 
d の 範囲 は 0 か ら 1S で す 。 





MIRQ=d 
最初 に 見 つか っ た COM カ ー ド の IRQ の 開始 を 指定 し ま 
す 。 


LEVEL 
その ドラ イ バ ー が レベ ル で 起こ っ た 割り 込み で 使う こ 
と を 指定 し ます 。 


NOBD 
内 部 カー ド 情 報 デ ー タ ベー ス の 使用 を 不可 に し ます 。 


MODEMSAVE 
モデ ム の 状況 を 保管 し ます 。 


FIFO 
モデ ム の FIFO(First myFirst Ou)) レベ ル を 設定 し ます 。 


RAMBASE 

トー クン ・ リ ング ・ カ ー ド が 使用 する 共用 RAM(16KB) 
の アド レス を 設定 し ます 。 

ROMBASE 

トー クン ・ リ ング ROM BIOS(8KB) の アド レス を 設定 し 
ます 。 


2 


ヘル プ 情 報 を 表示 し ます 。 


| り ミ た) 


PENDOS ア プリ ケー ショ ン 用 の PENDOS ア プリ ケー 
ショ ン ・ プ ログ ラミ ング ・ 了 イン ター フェ ー ス を 電 供 し ま 
す 。 

DEVICE=[ ド ライ ブ :][ パ ス ] 

PENDEV.SYS 


[ドラ イブ :][ パ ス ] 
デバ イス ・ ド ライ バー・ フ ァイル が 入っ て いる 場所 を 指 
定 し ます 。 


9 ん 4 コト 朋 う 4 コ 


POWER.EXE デ パイ ス ・ ド ライ バー は 、 ア プリ ケー ショ 
ン と デバ イス が アイ ドル 状態 に な っ て いる と き に な は 電 
力 の 消費 を 郊 え る 機能 を 電 供 し ます 。 こ の デバ イス ・ ド だ 
ライ バー は 、 電 力 管理 機能 が 導入 され て いる こと を 導 
スプ ログ ラム が 検出 し た 歴 点 で 、 コ ンピュータ ー に 自 
動 的 に 導入 され ます 。 こ の デバ イス ・ ド ライ バー は 攻 張 
電力 管理 (APM) 仕 様 に 準 尋 し て いま す 。 


DEVICE=[ ド ライ ププ :】I/% ス ] 
POWERLEXEIADVIMAXIREGIMINIISTD!OFFI 
LOW] 


| 申 
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[ドラ イブ :][ パ ス ] 
.POWEH.EXE フ ァイル が 入っ て いる 場所 を 病 定 し ま 
す 。 


[ADV[:MAX!REG!MIN] 
アプ リケーション と ハー ドウ ェ ア ・ デ バイ ス が アイ ド 
ル 状 態 に な っ て いる と き は 節電 し ます 。 ア プリ ケー 
ショ ン が アイ ドル 状態 で な く 活 動 状 態 に な っ て いる 
と 、 パ フォ ー マ ン ス に 影響 する 場合 が あり ます 。MAX 
は 、 節 電 を 最大 に し た いり 場合 に 使用 し ます 。REG( 省 略 
時 の 設定 ) は 、 節 電 と アプ リケーション お よび デバ イス 
の パフ ォ ー マ ンス と の バラ ンス を 取り た い 場 合 に 使用 
し ます 。MIN は 、MAX ま た は REG を 指定 する と アプ リ 
ケー ショ ン ま た は デバ イス の パフ ォ ー マ ンス が 不 十分 
に な る 場合 に 使用 し て くだ さい 。 


STD 
コン ピュー ター の 電力 管理 ハー ドウ ェ ア 機 能 だ け を 
使っ て 節電 し ます 。 


OFF 
電力 管理 機能 を オフ に し ます 。 


LOW 

UMB メ モリ ー 領 域 が 使用 可能 な 場合 で も 、 
POWER.EXE デ バイ ス ・ ド ライ バー を 基本 メモ リー に 
ロー ド し ます 。POWER.EXE は 、 省 略 時 の 設定 で は UMB 
メモ リー 領域 に ロー ド さ れ ま す 。 十 分 な 量 の UMB メ モ 
リー が 使用 で き な い 場合 は 、POWER.EXE は ロー・ メ モ 
サー に ロー ド き ます 。 











4 に コト 剛 に ) に 1 を モー 





ド の み ) 
パラ レル ・ ボ ー ト PR LP77, PT2。 お よび PT3 に 対 
し て コー ド ペ ー ジ の 切り 替え を サポ ー ト し ます 。 


BEVIGE=IR ラ イィ 天 149 唱 
PRINTER.SYS LPTx=( タ イプ [, [ハー 
ウェア < ヨー リド Fsvw 王 記 ] Em1 1) 
[ドラ イブ フ :][ パ ス ] 
PRINTER.SYS フ ァイル が 存在 する ドラ イブ と パス を 
指定 し ます 。 
旨 F 
コー ド ペ ー ジ の 切り 替え を サポ ー ト し た い パ ラ レ ル ・ 
ポー ト の 番号 を 指定 し ます 。 


タイ プ 
使用 し て いる プリ ンタ ー を 指定 し ます 。 次 の リス ト は 、 
タイ プ に 指定 する 値 と それ に 対応 する プリ ンタ ー の 機 
種 を し ます 。 


4201 IBM 4201 Proprinter フ ァ ミ リー お よび 4202 
Proprinter XL 

4208 IBM 4207 ま た は 4208 お よび Proprinter X24 ま た 
は XL24 

PPDS PPDS (IBM 5202、4019) 

EPS EPSON( 英 語 仕様 ) 

バード ウェア ・ コ ー ド ・ ペ ー ジ 

ハー ドウ ェ ア が サポ ー ト する コー ド ペ ー ジ を 指定 し ま 

す 。 た と えば 437 は IBM PC、8S0 は 多国 語 で す 。 


In 

「 ハ ー ド ウェ ア ・ コ ー ド ・ ペ ー ジ 」 パ ラメ ー タ ー で 指定 さ 
れ た コー ド ペ ー ジ に 加え て 、 ハ ー ド ウェ ア が サポ ー ト 
で きる コー ド ペ ー ジ の 数 を 指定 し ます 。 


いい | 1 人 6 た 】 朋 は.4 コ 


AMBOOS7 は 、 コ ンピュータ ー の 使用 可能 な 葵 本 メ 
モリ ー を 黄 や し て 、DOS メ モリ ー・ マ ネー ジャ ー 
EMM386.EXE の 使用 呼 の 覆 雑 さ を 軽 減 し ます 。 
RAMBOOS7 な は 、 構 成 を 分 本 し 、 常 駐 プ ログ ラム や デバ 
イス ・ だ ライ バー を 自動 的 に 構成 し て UMB メ モリ ー・ 
ブロ ッ ク に ロー だ する よう に し ます 。 


DE'WIGEs[ ド ライ [パス] 
RAMBOOST.EXE[ACTIVE] 
[COMPLETE] [DISABLE] [LEARN] 
[LOAD] [MODE] [PIF] [SYNC] 
[TRACK[ フ ァイル 名 [/D]]] 


[ドラ イブ :][ パ ス ] 
デバ イス ・ ド ライ バー・ フ ァイル が 入っ て いる 場所 を 指 
定 し ます 。 


ACTIVE 
RAMBOOST を 強制 的 に 完全 に アク ティ ブ 状 態 の まま 
に し て お き 、 次 回 の コン ピュ ー タ ー の 再 始動 時 に 追跡 
対象 ファ イル に 変更 を 検出 し た と き は 、 い つ で も メモ 
リー を 最適 化し な お せる よう に し ます 。 省 略 時 の 設定 
は アク ティ プ ブ ・ モ ー ド で す 。 


COMPLETE 
初期 プロ グラ ム ・ ロ ー ド が 完了 し た こと を 
RAMBOOST に 知ら せま す 。 こ の コマ ンド の 後 は 、 
RAMBOOST は 、AUTOEXEC.BAT に 変更 が あっ て も す 
べ て 無視 し ます 。 


デパ イス ・ ド ライ パ バー 一 覧 


DISABLE 
RAMBOOST の ロー ド を 禁止 し 、RAMBOOST を 非 活動 
化し ます 。 


LEARN 

追跡 対象 ファ イル に 変更 が な いり 場合 で も 、 次 回 の コン 
ビ ピュー ター の 再 始動 時 に RAMBOOST を 強制 的 に 学習 
モー ド に し ます 。 

LOAD 

RAMBOOST を メモ リー に 常駐 させ ます 。 


MODE 

RAMBOOST の 現在 の 状態 を 示す 値 を 戻し ます 。 値 は 、 
非常 駐 (0)、 活 動 (ACTTVE) モ ー ド (1)、 非 活動 モー ド ⑫) ま 
た は 学習 (LEARN) モ ー ド (3⑬) の いずれ か で す 。 


PIF 

ネッ トワ ー ク ・ ド ライ バー、TSR、DOS テ ー ブ ル 、 お よび 
RAMBOOST が UMB メ モリ ー・ プ ロッ ク に ロー ド し た 
その 他 の ファ イル を すべ て 表示 し ます 。 


SYNC 

RAMBOOST.INI フ ァイル 内 の すべ て の 追跡 対象 ファ 
イル の シグ ナチ ャ ー を 更新 し ます 。 こ れ は 、 追 跡 対象 
ファ イル を 変更 し た が 、RAMBOOST に 再 学習 と シス 
テム の 最適 化 を 行わ せ た く な い 場 合 に 使用 し て くだ さ 


い 。 


TRACK [ファ イル 名 [/D]] 
RAMBOOST が 現在 追跡 中 の ファ イル の 名 前 と シグ ナ 
チャ ー を 表示 し ます 。 フ ァイル 名 変数 は 、 追 跡 対象 ファ 
イル の リス ト に 追加 する (また は 、/D を 指定 し た 場合 は 
リス ト か ら 削 除 す る ) デ バイ ス ・ ド ライ バー また は TSR 
を 指定 し ます 。 リ スト 内 の ファ イル は 、 メ モリ ー の 使用 
状況 に 影響 する 変更 の 有無 を 調べ る た め に 追跡 され ま 
す 。AUTOEXEC.BAT、CONFIG.SYS、 お よび 
RAMBOOST.INI は 、 常 に 追跡 され ます 。 


RAMDRIVE.SYS 


HAMDRIVE.SYS だ ライ バー は 、 シ ステ ム の ラン ダム ・ 
アク セス ・ メ モリ ー(HAM) の 中 に RAM デ ィ ス ク を 作成 
し 、 ハ ー ド ・ デ ィ ス ク ・ ド だ ライ ブ を シミ ュ レ ー ト し ます 。 


DEVICE=IF ド ライ ププ:][ に ば ス ] 
RAMDRIVE_.SYS [[ デ ィ ス ク 容 量 セク 
ター 容量 ] [項目 数 ]] [/E!/A] 
[ドラ イブ :][ パ ス ] 
RAMDRIVE.SYS フ ァイル が 存在 する ドラ イブ と パス 
を 指定 し ます 。 


ディ スク 容量 
RAM デ ィ ス ク の 容量 (KB 単位 ) を 指定 し ます 。 有 効 な 値 
は 4ー31744 の 範 囲 で す 。 省 略 時 の 設定 は 64 で す 。 


セク ター 容量 

ディ スク の セク ター 傘 量 (バイ ト 単 位 ) を 指定 し ます 。 
有効 な 値 は 128、 256, お よび 512 で す 。 省 略 時 の 設定 は 
512 で す 。 

注意 

セク ター 容量 の 値 は 、 省 略 時 値 (③12) を 使用 する こと を 
強く お 薦め し ます 。 


項目 数 

RAM デ ィ ス ク の ルー ト ・ デ ィ レ クト リー に 作成 で きる 
ファ イル と ディ レク トリ ー の 数 (2ー1024) を 指定 し ま 
す 。 省 略 時 の 設定 は 64 で す 。 こ の パラ メー ター を 指定 す 
る 場合 ディ スク 容量 と セク ター 容量 パラ メー ター も 
指定 し な けれ ば な り ま せん 。 

E 

RAM デ ィ ス ク を XMS メ モリ ー の 中 に 作成 し ます 。 


A 
RAM デ ィ ス ク を EMS メ モリ ー の 中 に 作成 し ます 。 


に ヨコ M4 コ : 有 うみ 4 コ 


DOS バ パー ジョ ン ・ テ ー ブ ル を メモ リー に ロー ド だ し ま 
すず ぁ 


DEVICE=[ ド ライ ブ :][ パ ス ] 
SETVER.EXE 


[ドラ イブ :][ パ ス ] 

SETVER.EXE フ ァイル の 場所 を 指定 し ます 。 

注意 

DOS=HIGH が 使用 きれ て いる 場合 、CONFIG.SYS フ ァ 
イル の 中 で DOS=HIGH の 後に SETVER.EXE を 置く と 
SETVER の 下位 の メモ リー の 使用 を ゼロ に 削減 し ま 
す 。 


Ad に く 有 月 う 4 コ 


SMAH7DRVEXE を ロー ド だ する こと で SCS/ の ハー ド 
ディ スク な ど で ダ ブル ・ バ バッファー リン グ を 行い ます 。 


DEVICE=[ ド ライ 1 | 
SMARTDRV.EXE /DOUBLE_BUFFER 
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FR 肥 イ プ ][ 全 える] 
SMARTDRV.EXE フ ァイル の 場所 を 指定 し ます 。 


DOUBLE_BUFFER 
SMARTDRV が ダブ ル ・ バ ッ フ ァ リ ング を 行い ます 。 


UMBCGA.SYS 


CGA、EGA、 ま た は VG4A の いずれ か の アダ プター が モ 
ノ ク ロ ー ム ・ ア ダ プ ター と 組み 合わ せ て 導入 され て い 
る 場合 に 、 カ ラー・ ア ダ プ ター の ビデ チオ ・ メ モリ ー を 、 
LOADHIGH コ マン 応 で プロ グラ ム を ロー ド す る た め 
に 使う UMB メ モリ ー・ ブ ロッ ク と し て マッ プ し ます 。 
これ に よっ て 、 約 76K の 余分 な メモ リー が 使用 可能 に 
な り ま す 。 


DEVICE=[ ド ライ ブ :] [ パ ス ] 
UMBCGA.SYS 


[ドラ イブ プ :][ パ ス ] 
デバ イス ・ ド ライ バー・ フ ァイル が 入っ て いる 場所 を 指 
定 し ます 。 


UMBEMS.SYS 


MS メモ リー を UMB メ モリ ー と し て 利用 し ます 。 少 な 
く と も 64K の EMS を 億 えた EMS カ ー ド が マシ ン に 導 
入 さ れ て いる 場合 に 、EMS メ モリ ー の 64K の ブロ ッ ク 
を 、LOADHIGH コ マン ド だ で プロ グラ ム を ロー だす る た 
め に 使う UMB メ モリ ー・ ブ ロッ ク と し て マッ プ し ま 
す 。 こ れ に よっ て 、 約 64K の 余分 な メモ リー が 使用 如 能 
に な り ま す 。 

DEVICE=[ ド ライ ブ プ :][ パ ス ] 
UMBEMS.SYS 


[ドラ イブ :][ パ ス ] 
デバ イス ・ ド ライ バー・ フ ァイル が 入っ て いる 場所 を 指 
定 し ます 。 


UMBHERC.SYS 


ercujegs“ グ ラフ ィ ッ ク ・ ア ダ プ ター また は 月 ercu/es 
Grapics Agaper Pus も 導入 され て いる 場合 に 、 
ercu/es ア ダ プ ター の ビデ ナオ ・ メ モリ ー を 、 
1OAD/G ロ コマ ン 玉 で プロ グラ ム を ロー だす る た め 
に 使う UMB メ モリ ー・ ブ ロッ ク と し て マッ プ し ます 。 
これ に よっ て 、 約 60K の 祭 分 な メモ リー が か 使用 可能 に 
な り ま す 。 


DEVICE-[ ド ライ ブ :] [パス] 
UMBHERC.SYS [/X] 


[ドラ ィ ブ バス 
デバ イス ・ ド ライ バー・ フ ァイル が 入っ て いる 場所 を 指 
定 し ます 。 


寺 
起動 時 の ビデ オ ・ メ モリ ーDMA の テス ト を 省略 し ま 
お 

注意 

この スイ ッ チ を 使用 する の は 、 ア ダ プ ター の テス ト が 
正常 に 完了 し た 後 だ け に し て くだ さい 。 こ の テス ト に 
合格 し な か っ た アダ プター に は 、UMBHERC.SYS と の 
互換 性 が あり ませ ん 。 


UMBMONO.SYS 


CGA、EGA、 ま た は VGA の いずれ か の アダ プター も 導 
入 さ れ て いる 場合 に 、 モ ノン クロ ー ム ・ ア ダ プ ター の ビデ 
チオ ・ メ モリ ー を 、/OADHIG ロ コマ ンド だ で プロ グラ ム を 
ロー ド だ する た め に 使う UMB メ モリ ー・ ブ ロッ ク と し て 
マッ プ し ます 。 こ れ に よっ て 、 約 4K の 余分 か な メモ リー 
か 使用 可能 に な り ま す 。 
D 選 VIE=I ド テイ 選 】EY ス 
UMBMONO.SYS 
[ドラ イブ :][ パ ス ] 
デバ イス ・ ド ライ バー・ フ ァイル が 入っ て いる 場所 を 指 
定 し ます 。 


リド ) 計 に だ) 


DBCS 文 字 を サポ ー ト する 目的 で 、HOM BIOS シ ステ 
ム ・ ビ デオ ナ の 機能 を 茹 残 する DBCS ビ デ ナ ・ サ ブシ ステ 
ム で す 。 


DEVICE=[ ド ライ ブ :][ パ ス ] $DISP.SYS 
[/TS= テ キス ト ・ バ ッ フ ァ ー・ サ イ ズ ][/ 
HS=AUTO!ON!LCIOFF] [/INI=[ ド ライ 
ブ :[ パ バス ]] 

[ドラ イブ :][ パ ス ] 

$SDISP.SYS フ ァイル が 存在 する ドラ イブ と パス を 指定 
し まず 。 

TS= テ キス ト ・ バ パッ ファ ー・ サ イス 

高密 度 テ キス ト ・ モ ー ド を 使用 する た め に 必要 な テキ 


デバ イス ・ ド ライ バー 一 覧 


スト ・ パ ファー の 大 き さ を バイ ト 単 位 で 指定 し ます 。 省 
略 時 の 値 は 13056 バ イト で す 。 


/HS=AUTO!ON!LC!OFF 

AUTO は スク ロー ル 方 法 を SDISP.SYS が 自動 判定 し ま 
す 。 省 略 時 の 値 は AUTO で す 。 通 常 は AUTO に し て お い 
て くだ きめ ゆ 。 


71NI=[ ド ライ ブフ :][ パ ス ] 

DOS/V の 設定 情報 を 保管 し て いる DOSV.INI フ ァイル 
が 存在 する ドラ イブ と パス を 指定 し ます 。 パ ス は 必ず 
\ 記 号 で 終わ る よう に し ます 。 

注意 

設定 値 を 変更 する 場合 に は SETUPV コ マン ド を 使用 し 
て くだ さゆ ゅ 。 


$SFDD12.SYS 


7.2MB の ディ スケ ッ ト を 読み 青き する た め の ド ライ 
バー で すず 。 


DEVICE=[ ド ライ ブ :][ ス ] 
$FDD12.SYS 


ハー ドウ ェ ア の ディ スク ・ ド ライ ブ が 1.2MB に 対応 し 
て いる 必要 が あり ます 。 


SFONT.SYS 


SBCS 文 字 お よび DBCS 文 字 の フォ ント ・ イ メー ジ を 
DBCS ビ デオ ププ リン ター・ サ ブシ ステ ム お よび アプ 
リケーション ・ プ ログ ラム に 電 供 する DBCS フ ォ ン ト た ・ 
サブ シス テム で すず 。 


DEVICE=sIF ド ライプ] スコ] 
$FONT.SYS [/U=nn] [/24=ON!OFF] [/ 
INI=[ ド ライ ブ :][ パ ス ]] 


[ドラ イブ :][ バ パス ] 
SFONT.SYS フ ァイル が 存在 する ドラ イプ と パス を 指 
定 し ます 。 


/U=nn 
ユー ザー・ フ ォ ン ト の 文字 数 (nn) を 指定 し ます 。 


/24=ON!OFF 

全角 24X24 ド ッ ト ・ フ ォ ン ト を 使用 する か どう か を 選 
択 し ます 。/24=ON を 指定 する と 、 全 角 24X24 ド ッ ト ・ 
フォ ント を 使用 し ます (全角 24X24 ド ッ ト ・ フ ォ ン ト の 
ファ イル が 必要 で す )。 省 略 時 の 設定 は OFF で す 。 


INI=[ ド ライ ブ :][ パ ス ] 

DOS/V の 設定 情報 を 保管 し て いる DOSV.INI フ ァイル 
が 存在 する ドラ イブ と パス を 指定 し ます 。 パ ス は 必ず 
\ 記 号 で 終わ る よう に し ます 。 

注意 

設定 値 を 変更 する 場合 に は SETUPV コ マン ド を 使用 し 
て くだ さい 。 


$IAESKK.SYS 


単 漢字 変換 プロ グラ ム を 導入 し ます 。 


DEVICE=[ ド ライ ブ :][ パ ス ] 
$IAESKK.SYS [/X=0!1] [/H= ハ ンド ル 
最大 数 ] 


ド テ イチ :]I ス 】 
SIAESKK.SYS フ ァイル が 存在 する ドラ イブ 、 パ ス を 指 
定 し ます 。 

つり 

導入 フラ グ を 指定 し ます 。/X=0 を 指定 する と 、 単 漢字 変 
換 プ ログ ラム (SKK) は すべ て 基本 メモ リー に 導入 され 
ます 。/X=1 を 指定 する と 、SKK は 大 部 分 EMS メ モリ ー 
に 導入 きれ ます 。 省 略 時 の 設定 は 1 で す 。 

H ロ = ハン ドル 最大 数 

KKC( か な 漢字 変換 プロ グラ ム ) ハ ンド ル の 最大 数 を 
指定 し 、KKC(SKK) と 呼び 出し 側 ( ア プリ ケー ショ ン ・ 
プロ グラ ム ) と の 間 の コミ ュ ニ ケー ショ ン 用 に 割り 当 
て ます 。 省 略 時 の 設定 は 8 で す 。 


$IAS.SYS 


DBCS( ロ ー マ 字 に よる 入力 を 含む ) の 入力 を 弟 助 する 
サブ シス テム で 、DBCS シ フト 状 態 を 管理 し 、DBCS お 
よび SBCS 文 字 を 生成 し ます 。 か な 漢字 変換 は 現在 登 
録 さ れ て いる KKC( か な 漢字 変 栖 プロ グラ ム ) に よっ て 
行わ れ ま す 。 


DEVICE =[ ド ライ ブ :][ パ ス ] $IAS.SYS 
[/X=0!1] [/G=0i1] [/R=0i1] [/ 
K=JP!US!AX!J3] [/INI=[ ド ライ ブ :][ パ 
ス ]] 

[ドラ イブ :][ バ パス ] 

SIAS.SYS フ ァイル が 存在 する ドラ イブ と パス を 指定 
し ます 。 


| 
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X=0!1 

導入 フラ グ を 指定 し ます 。/X=0 を 指定 する と 、 
$IAS.SYS は 通常 の メモ リー に 導入 され ます 。/X=1 を 指 
定 す る と 、EMS メ モリ ー に 導入 され ます 。 


省略 時 の 設定 は 肥 =1 で す 。 


G=0!1 

スポ ッ ト 変 換 フ ラグ を 指定 し ます 。/G=0 を 指定 する と 、 
グラ フィ ッ ク ・ モ ー ド に お ける か な 漢字 変換 は 、 強 制 的 
に 定位 置 (最終 行 ) で 行わ れ ま す 。/G=1 を 指定 する と 、 グ 
ラフ ィ ッ ク ・ モ ー ド に お ける スポ ッ ト 変 換 を 可能 に し 
ます 


省略 時 の 設定 は /G=O で す 。 こ の オプ ショ ン は SIAS が 
EMS メ モリ ー に 導入 きれ て いる 場合 だ け 有 効 で す 。 





/R=0!1 

ロー マ 字 モー ド ・ フ ラグ を 指定 し ます 。/R=0 を 指定 する 
と ロー マ 字 モー ド ・ オ フ で 起動 し ます 。/R=1 を 指定 する 
と ロー マ 字 モー ド ・ オ ン で 起動 し ます 。 省 略 時 は ロー マ 
字 モ ー ド ・ オ フ (/R=0 ひ ) で す 。 


K=JPiUSiAXiJ3 
キー ボー ド ・ タ イプ の 指定 で す 。 


INI=[ ド ライ ブ :][ パ ス ] 
DOS/V の 設定 情報 を 保管 し て いる DOSV.INI フ ァイル 
が 存在 する ドラ イプ と パス を 指定 し ます 。 パ ス は 必ず 
\ 記 号 で 終わ る よう に し ます 。 
注意 
設定 値 を 変更 する 場合 に は SETUPV コ マン ド を 使用 し 
て くだ さい 。 


$PRN.SYS 


ユー ザ が ー 定 義文 字 を サポ ー ト する DBCS プ リン ター・ 
サブ シス テム で す 。 


DEVICE=[ ド ライ ブ :] [パス ] $PRN.SYS 
[/INI=[ ド ライ ブ :][ パ ス ]] 


[ドラ イブ :][ バ パス ] 
$PRN.SYS フ ァイル が 存在 する ドラ イブ と パス を 指定 
し ます 。 


7INI=[ ド ライ ブ :][ バ パス ] 
DOS/V の 設定 情報 を 保管 し て いる DOSV.INI フ ァイル 
が 存在 する ドラ イブ と パス を 指定 し ます 。 パ ス は 必ず 
\ 記 号 で 終わ る よう に し ます 。 
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り O 〇 OS の トラ ブル 対 女 法 





この 章 で は 、DOS を 導入 し た 後に 起こ りや すい トラ ブル の 対 
処 法 を 説明 し ます 。 ま た DOS/ ソ ユー ザー の 方 々 か ら の 任 交 で 
多い も の に つい て は 、Q&A の 筋 で 解説 し ます 。 


導入 後に 起こ りや すい トラ ブル の 対処 法 


ここ で は 、DOS J6.3/V を 導入 し た 後に 起こ り 得 る 問題 を 、 ど の 
よう に し て 解決 し た ら よ いか を 説明 し ます 。 


DOS を HMA メ モリー で 実行 する こと が で き 
な い 場 合 の 対処 

導入 プロ グラ ム は 、DOS を HMA メ モリ ー で 実行 で きる よう に 
する た め に 、 シ ステ ム を 設定 し ます 。HMA メ モリ ー と は 、 拡 張 
メモ リー の 最初 の 64 キ ロバ イト を 指し ます 。 こ れ に よっ て 他 
の プロ グラ ム は 基本 メモ リー を より 多く 確保 で きま す 。 
DOS J6.3/V の 標準 外部 コマ ンド で ある MEM コ マン ド を 使え 
ば 、DOS が HMA メ モリ ー で 実行 きれ て いる か どう か を 、 確 認 す 
る こと が で きま す 。MEM コ マン ド を 実行 する と 、HMA メ モ 
リー で DOS が 実行 され て いる 場合 、 次 の メッ セー ジ が 最後 に 
表示 され ます 。 


DOS は HM 領 域 に 常駐 し て いま す | 


シス テム に 拡張 メモ リー が 装備 きれ て いる に も か か わら ず 、 
DOS が HMA メ モリ ー で 実行 きれ な い 場 合 は 、CONFIG.SYS 
ファ イル の 設定 が 間違っ て いる か 、 も し く は 、HIMEM.SYS( あ 
る い は XMS 仕 様 に 準拠 し た メモ リー・ マ ネー ジャ ー) が 正しく 
導入 きれ て いな いか の どちら か が 考え られ ます (HIMEM.SYS 
と は 、DOS 用 の 拡張 メモ リー・ マ ネー ジャ ー の こと で す 。DOS 
を HMA メ モリ ー で 実行 で きる よう に する た め に は 、 
HIMEM.SYS や 、 そ の 他 の 拡張 メモ リー・ マ ネー ジャ ー が 必要 
で す )。 


< の c== 


$FONT.SYS は 
HIMEM.SYS よ り 前 に 
設定 し て も 、 後 に 設定 
し て も 問題 あり ませ 
ん 。EMM386.EXE を 導 
入 し て 、 か つ UMB メ 
モリ ー を 利用 可能 に 
し て いる 設定 で は 
EMM386.EXE の 記述 
の 後に SFONT.SYS を 
記述 する こと に より 
$FONT.SYS を UMB メ 
モリ ー に ロー ド ハ イ 
する こと も で きま す 。 


DOS の トラ ブル 対処 法 





DOS を HMA メ モリ ー で 実行 で きる よう に する に は 、 
CONFIG.SYS フ ァイル に 、DOS=HIGH と いう コマ ンド が 、 記 述 
され て いな けれ ば な り ま せん 。 


DOS=HIGH 


device- で :*Jos\himem. syS 





CONFIG.SYS フ ァイル 中 の DEVICE コ マン ド に よっ て 、 

HIMEM.SYS を 指定 する 場合 、$FONT.SYS を 除く 他 の メモ 
リー・ マ ネー ジャ ー よ り も 先 に 指定 する 必要 が あり ます 。 ま 
た 、CONFIG.SYS フ ァイル 中 で 、DEVICE コ マン ド に よっ て 

HIMEM.SYS を 指定 する 場合 に は 、HIMEM.SYS が 置か れ て い 
る ディ スク ・ ド ライ ブ や 、 デ ィ レ クト リー の 位置 を は っ きり と 
旧 定 し て くだ さい 。 


通常 、 導 入 プ ログ ラム は HIMEM.SYS を 設定 し 、HMA メ モリ ー 
を 利用 する た め に 必要 と され る 調整 を 行い ます 。 た だ し .、 導 入 
プロ グラ ム で は 調節 する こと の で き な い ハー ドウ ェ ア の 構成 
が あり ます 。 特 殊 な ハー ドウ ェ ア 構 成 で の HIMEM.SYS の 設定 
は 、「 コ マン ド 解 説 書 お よび メッ セー ジ 集 ] の HIMEM.SYS コ マ 
ンド を 参照 し て くだ さい 。 
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SW り DOS の トラ ブル 対処 法 


mm 志 特定 の バー ジョ ン の DOS で の み 実 行 可 能 な 





プロ グラ ム の 取り 扱い 方 法 

プロ グラ ム の 中 に は 、 特 定 の バー ジョ ン の DOS 上 で の み 実 行 
する こと の で きる も の が あり ます 。 プ ログ ラム を 実行 し た と 
き に 、DOS J6.3/V で は 実行 する こと が で き な い と いう メッ セー 
ジ が 表示 され た 場合 は 、 発 売 元 に 連絡 し て 、 ア ッ プ デー ト さ れ 
た バー ジョ ン の プロ グラ ム を 入手 する か 、 も し く は 現在 の 
バー ジョ ン の プロ グラ ム が 、DOSJ6.3/V 上 で 正しく 動作 する も 
の で ある か どう か を 確認 し て くだ さい 。 


プロ グラ ム が DOS J6.3/V 上 で 正しく 動作 する も の で あれ ば 、 
SETVER コ マン ド を 使っ て 、DOS が プロ グラ ム に 返す バー ジョ 
ン 番 号 を 変更 し ます 。SETVER コ マン ド を 使用 する と 、 プ ログ 
ラム は DOS J6.3/V を 、 そ の プロ グラ ム を 実行 する こと の で きる 
特定 の バー ジョ ン で ある と 解釈 し ます 。 た と えば 、 
MYAPP.EXE と いう プロ グラ ム が DOS J5.0/V、 も し く は それ 以 
前 の バー ジョ ン で の み 実 行 す る こと が で きる と いう 場合 に 
は 、 次 の 例 の よう に 入力 し て くだ さい 。 











C:\>setver myapp.exe 5.0 
シス テム を 再起 動 す る と 、 現 在 の DOS の バー ジョ ン 番 号 を プ 
ログ ラム を 実行 する こと の で きる 特定 の バー ジョ ン 番 号 に 変 
更 し た こと が 表示 され ます 。 プ ログ ラム が DOSJ6.3/V 上 で 正 し 
く 動作 する も の で あれ ば 、SETVER コ マン ド を 使え ば 、 返 され 
る バー ジョ ン 番 号 に よっ て 実行 で き な い ソフ トウ ェ ア の 、 非 
互換 性 が 解消 され ます 。 


CONFIG.SYS フ ァイル 中 で 、DEVICE コ マン ド を 使っ て 
SETVER.EXE が 指定 され て いな い 場 合 は 、SETVER コ マン ド 
は 、 バ ー ジ ョ ン 6.1 と は 異な っ た バー ジョ ン 番 号 ( プ ログ ラム を 
実行 する こと の で きる 特定 の バー ジョ ン ) を プロ グラ ム に 返 
し ませ ん 。 ま た 、 ハ ー ド ディ スク 内 の 異な る ディ レク トリ ー に 
複数 の SETVER.EXE フ ァイル が ある 場合 に は 、 そ れ ぞ れ が 個 
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別 の バー ジョ ン ・ テ ー ブ ル を 持っ て し まう た め 、 ハ ー ド ディ ス 
ク に は SETVER.EXE フ ァイル は 1 つ だ け で ある こと を 確認 し 
て くだ さい 。 


お 使い に な る ソフ ト “Packed File Corrupt" と いう メッ セー ジ が 


ウェ ア が 、DOS J6.3/V ーー: 上 

で 実行 で きる か どう 表示 され た 場合 

か に つい て は 、 ソ フト プロ グラ ム が 基本 メモ リー の 最初 の 64KB に ロー ド さ れ た 場 
ウェ ア の 発売 元 に お 合 に 、「Packed File Corrupl と いう メッ セー ジ が 表示 され る こ 
問い 合わ せく だ さい 。 と が あり ます 。 こ の エラ ー は 、 デ バイ ス ・ ド ライ バー や TSR を 
8 TIN UMB メ モリ ー に ロー ド し 、 そ の 結果 と し て 基本 メモ リー の 大 
使っ て 、 バ ー ジ ョ ン 番 昌和 昌 
ts 部 分 が アプ リケーション ・ プ ログ ラム に 解放 され た 時 に 起こ 
の ページ ジョー 

プ ブル を 変更 し て プロ る 可能 性 が あり ます 。 


グラ ム を 実行 し 、 正 常 DOS 」6.3/V に は 、 プ ログ ラム を 確実 基本 メモ リ の 最初 の 
な 動作 を する か どう 


ic つて は - 甘 癌 で 64KB 以 降 に ロー ド す る た め の 、LOADFIX コ マン ド が あり 、 
は 確認 で きま せん 。 LOADFIX コ マン ド を 使う た め に は 、 プ ログ ラム の 実行 を 開始 
DOS J6.3/V で バー する 時 に 、 次 の よう に 指定 し ます 。 

ジョ ン ・ テ ー ブ ル を 変 
更 し て プロ グラ ム を 
実行 する と 、 デ ー タ の 
消失 も し く は 破壊 、 ま 
た は シス テム が 不安 
定 な 状態 に な る 可能 








loadfix [d:][ パ ス 名 ] フ ァイル 名 [プロ グラ ム パ 
ラメ ー タ ] 


た と えば 次 の よう に 入力 する と 、 ド ライ ブ C: の APPS と いう 


O 


性 が あり ます 。 お 使い ディ レク トリ ー に ある プロ グラ ム フ ァ イル MYAPP.EXE を 、 基 
に な る ソフ トウ ェ ア 本 メモ リー の 最初 の 64KB 以 降 に 読み 込み ます 。 





が DOS J6.3/V で 正常 





D 
に 動作 する か どう か loadfix c:\apps\myapp.exe | ば 
に つい て 、 ソ フト ウェ の 
ア の 発売 元 に お 問い 
合わ せ に な ら な か っ プ 
た 場合 IBM に は 、 い 計 
か な る デー タ の 消失 法 
も し く は 破壊 に つい 
て の 責任 は あり ませ 
了 a 
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ョ m= プロ グラ ム が 拡張 メモ リー を 使用 する こと 
が で き な い 場合 
多く の 拡張 メモ リー を 使用 する プロ グラ ム は 、Lotus/Intel/ 
Microsoft/AST の eXtended Memory Specification (XMS) に 準拠 
し た 拡張 メモ リー を 使用 し ます 。DOS で この よう な プロ グラ 
ム を 実行 する た め に は 、HIMEM.SYS の よう な 拡張 メモ リー・ マ 
ネー ジャ ー が 必要 で す 。 





し か し な が ら 、 プ ログ ラム の 中 に は XMS に 準拠 し て いな いも 
の が あり ます 。 こ の よう な プロ グラ ム は 、XMS に 準拠 し 、 そ れ 
に よっ て 管理 され て いる 拡張 メモ リー を 利用 する こと が で き 
ませ ん 。 


HIMEM.SYS で オプ ショ ン を 使用 する と 、XMS に 準拠 せ ず に 拡 
張 メ モリ ー を 使用 する プロ グラ ム に 、 拡 張 メ モリ ー の 一 部 分 
を 割り 当て る こと が で きま す 。 そ れ に は 、HIMEM.SYS を DE- 
VICE コ マン ド で 指定 する 際 に 、/INT15 オ プシ ョ ン を 付け 加え 
ます 。/INT15 オ プシ ョ ン に は 、 確 保 し た い メ モリ ー 容 量 に 64KB 
を 加算 し た 数 値 を 記述 し ます 。 

た と えば 、XMS に 準拠 し て いな い 拡 張 メ モリ ー を 512KB 予 約 
する に は 、CONFIG.SYS フ ァイル に 次 の コマ ンド を 記述 し ます 。 





device=c:\dos\himem.sys /int15=576 





うっ かり ファ イル を 削除 し て し まっ た 場合 の 対処 
不 注意 か ら も し く は 偶然 に 必要 な ファ イル を 削除 し て し まっ 
た 場合 、 そ の ファ イル を 復活 させ る 方 法 が 3 種類 用 意 き れ て 
いま す 。 


mm UNDELETE コ マン ド を 使っ て ファ イル を 復 
頑 さ せる 方 法 
UNDELETE コ マン ド を 使う と 、 削 除き され た ファ イル を 復元 さ 
せる こと が で きま す 。 し か し 、 こ の コマ ンド が 効果 的 な の は 、 
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ファ イル を 削除 し て 
し まっ た 後に 、 絶 対 に 
DEFRAG( デ ィ ス ク 最 
適 化 ) コマ ンド を 実行 
し な いで くだ さい 。 
ディ スク 最適 化 プロ 
グラ ム を 実行 し た 後 
で は 、UNDELETE コ 
マン ド を 実行 し て も 、 
削除 きれ た ファ イル 
を 復元 させ る こと は 
で きま せん 。 


導入 ディ スケ ッ ト か ら 
ファ イル を コピ ー し 、 圧 


縮 フ ァイル を も と に 戻す 


⑤ @ 
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ファ イル を 削除 し て し まっ た 後に 、 ハ ー ド ディ スク 上 の 情報 

に 変更 が 加え られ て いな い 場 合 で す 。 ハ ー ド ディ スク 内 の 

ファ イル や ディ レク トリ ー を 変更 し た 場合 に は 、 削 除 し て し 

まっ た ファ イル を 復元 させ る こと は 難し く な り ま す 。 た だ し 

デリ ー ト ・ セ ント リー(Delete Senry) 機 能 を 使っ て いる 場合 に 
は 完全 な 復元 が 可能 で す 。 


導入 ディ スケ ッ ト か ら フ ァイル を コピ ー 
し 、 圧 縮 フ ァイル を も と に 戻す 

導入 ディ スケ ッ ト か ら フ ァイル を コピ ー し 、 削 除 さ れ た ファ 
イル を 回 復 す る こと が で きま す 。 導 入 デ ィ ス ケッ ト に 収め ら 
大 部 分 の ファ イル は 、 圧 縮 さ れ た 形式 に な っ て いま 
す 。 た と えば 、DOSKEY.CO_ の よう に 、 エ クス テン ショ ン に ア 
ンダ ー ス コア (.) の 付い た ファ イル は 、 圧 縮 さ れ た 形式 の ファ 
イル で ある と いう こと を 示し て いま す 。 圧 縮 さ れ た 形式 の 
ファ イル を 元 の 状態 に 戻す に は 、COPY コ マン ド で は な く 
EXPAND コ マン ド を 使い ます 。 以 下 に 導入 ディ スケ ッ ト か ら 
どの よう に し て 圧縮 ファ イル を 解凍 する か を 説明 し ます 。 


れ て いる 


導入 ディ スケ ッ ト か ら 圧 縮 フ ァイル を 解凍 する に は 、 次 の よ 
うに 操作 し ます 。 

どの 導入 ディ スケ ッ ト に 目的 の ファ イル が ある の か を 確認 する 。 
目的 の ファ イル が 収め られ て いる 導入 ディ スケ ッ ト を 、 ド ラ 
イブ A: に 挿入 する 。EXPAND コ マン ド を 使っ て 、 導 入 デ ィ ス 
ケッ ト か ら 圧 縮 フ ァイル を 解凍 する 。 

た と ええ ば 、 ド ライ ブ A: の 導入 ディ スケ ッ ト か ら 、 ド ライ ブ 
C:( ハ ー ド ディ スク ) の DOS デ ィ レ クト リー に DOSKEY.CO_ 
ファ イル を 解凍 する に は 、 次 の よう に 入力 し ます 。 


exDand a:\doskey.CcO_C:dos\doskey.com | 


| 
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誤っ て EXPAND.EXE フ ァイル を 削除 し て し まっ た 場合 に は 、 
COPY コ マン ド を 使っ て 導入 ディ スケ ッ ト か ら ハ ー ド ディ スク 
に コピ ー し 、 そ の まま 使用 する こと が で きま す ( 導 入 デ ィ ス ケッ 
ト に 収め られ て いる EXPAND.EXE フ ァイル は 、 圧 縮 さ れ て いま 
せん )。 


RESTORE コ マン ド が うま く 動 作 し な い 場 合 の 対処 


旧 バ ー ジ ョ ン の BACKUP コ マン ド を 使っ て バッ クア ッ プ し た 
ファ イル が 、 復 元 で き な い 場合 に は いく つか の 原因 が 考え ら 
れ ま すず 。 


バッ クア ッ プ し た 時 の ディ レク トリ ー と は 
異な っ た ディ レク トリ ー に 復元 し よう と し 
で いる 場合 

RESTORE コ マン ド は バッ クア ッ プ され た ファ イル を 、 バ ッ ク 
アッ プ し た 時 の ディ レク トリ だ け に 復元 し ます 。 た と えば 、 
バッ クア ッ プ し た 時 の ディ レク トリ C:\WORD を 
C:\OLDWORD と 変更 し た 場合 に は 、 フ ァイル を 復元 する こと 
が で きま せん (し か し 、 バ ッ ク ア ッ プ し た 時 の ディ レク トリ ー 
C:\WORD を D:\WORD の よう に 、 ド ライ ブ だ け を 変更 する 場 
合 に は 、 復 元 す る こと が で きま す )。 


バッ クア ッ プ し た 時 と は 異な る ファ イル 名 
で 復元 し よう と し て いる 場合 

RESTORE コ マン ド は 、 フ ァイル 名 を 変更 し ませ ん 。 た と えば 、 
バッ クア ッ プ し た 時 の ファ イル 名 が REPORT.TXT と いう ファ 
イル を 、MYREPORT.TXT と いう ファ イル 名 に 変更 し て 復元 す 
る こと は で きま せん 。 


RESTORE コ マン ド は 、DOSJ6.3/V に 付属 し て いる CPBACKUP 
コマ ンド と は 互換 性 が な いた め 、 こ の プロ グラ ム で バッ ク 
アッ プ し た ファ イル に 対し て は 使用 し な いで くだ さい 。 
CPBACKUP コ マン ド は RESTORE と 同じ 機能 を すべ て 内 蔵 し 
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て いま す 。 

DOS 』6.3/V の RESTORE コ マン ド は 、 バ ー ジ ョ ン 2.0 以 降 の 
BACKUP コ マン ド で バッ クア ッ プ され た ファ イル を 復元 する 
こと が で きま す 。 


表示 画面 の ハー ドコ ピー が 取れ な い 場 合 の 対処 


[Print Screen] キ ー は 、 
深 以 ドウ ー ク ドウ ツブ ト 
ウェ ア が 実行 され て 
いる 場合 に は 、 無 効 に 
な る こと が あり ます 。 


[Print Screen]( ペ ー ジ 印刷 ) キ ー を 押し た 時 に 、 画 面 に 表示 され 
て いる 情報 が プリ ンタ ー に 出力 され な いび 場合 は 、GRAPHICS 
プロ グラ ム が 実行 され て いる か どう か を 確認 し て くだ さい 
(GRAPHICS プ ログ ラム は 、 グ ラフ ィ ッ ク 情 報 を 含ん だ 画面 に 
表示 され て いる 情報 を 印刷 する と き に 必要 な 、 メ モリ 常駐 型 
プロ グラ ム で す )。 


GRAPHICS プ ログ ラム が 実行 され て いる か どう か を 確認 する 
に は 、MEM コ マン ド に /C オ プシ ョ ン を 付け て 実行 し ます 。 そ し 
て 、 実 行 後に 表示 され る 一 覧 に 、GRAPHICS が 含ま れ て いる か 
どう か を 確認 し ます 。 一 覧 の 中 に 表示 きれ て いる 場合 は 、 
GRAPHICS プ ログ ラム は すでに 実行 きれ て いる こと を 示し て 
いま す 。 
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。 (や (の 


ここ で は DOS に 賠 連 し て ご 企 商 の 多い も の を 選ん で 同 答 し て 
いま す 。 使い こなし の ノウ ハウ 集 と し て も ご 活用 くだ さい 。 


A 


ディ スケ ッ ト に 、DOS J6.3V を 導入 する こと が で きま すか ? 


DOS J6.3/ ツ は ディ スケ ッ ト 上 に 導入 し 、 実 行 す る こと が で きま す 。DOS J6.3/V 
に 付属 の 「 セ ッ ト ア ッ プ ・ ガ イド 」 を 参照 し て くだ さい 。 


同じ 名 前 の デバ イス ・ ド ライ バー は どちら を 使用 し た ら 
2 まる 


DOS に 付属 し て いる いく つか の デバ イス ・ ド ライ バー に いく つか は 、 た と えば 
Windows な ど に も 添付 され て いま す 。 た と えば 、 以 下 に 示す デバ イス ・ ド ライ 


バー な ど で す 。 








HIMEM.SYS 





RAMDRIVE.SYS 











SMARTDRV.EXE 





EMM386.EXE 








これ ら は 汎用 の デバ イス ・ ド ライ バー で 、 特 定 の 製品 の た め の 特別 な す バ ー ジ ョ ン 
も な く 、 定 期 的 に 更新 され ます 。 これ ら の デバ イス ・ ド ライ バー を 使用 する 場合 
に は 、 最 新 の バー ジョ ン の も の を 使用 し て くだ さい 。 


Q&A 集 





環境 変数 PATH に 設定 する こと の で きる 文字 数 は 、 最 大 
何 文字 まで で すか ? 


作 環 類 数 PATH に は 、127 文 字 ま で と いう 制限 が あり ます 。 複 数 の ディ レク ト 


リー 名 を PATH 変 数 に 設定 する に は 、PATH コ マン ド を 使い ます 。 コ マン ド を 入 
力 する と 、PATH 変 数 に 設定 され た 経路 を た どっ て 、 入 力 さ れ た プロ グラ ム を 検 
索 し 実行 し よう と し ます 。 次 に 示す の は 、PATH コ マン ド の 例 で す 。 





path c:\:c:\dos:c:\windowsid:\batfiles:d:\util 





は PATH 変 数 に 指定 する こと の で きる 文字 数 が 、 実 際 に は 122 文 字 で ある こと を 
示し て いま す 。 
最も 効果 的 に 122 文 字 を 使う に は 、 

人 @ PATH コ マン ド に 指定 され て いる 変数 の 中 の スペ ー ス を 削除 し ます 。 

@ めった に 使用 し な い デ ィ レ クト リー を PATH コ マン ド の 指定 か ら 削 除 し ます 。 

@ PATH コ マン ド に ディ レク トリ ー を 指定 する 場合 に は 、 短 い デ ィ レ クト リー 名 を 
使用 し ます 。 

⑱ バッ チ フ ァイル を 利用 し て 、 必 要 に 応じ た PATH 変 数 を 設定 し た り 、 解 除 し た り 
し ます 。 

信 AUTOEXEC.BAT フ ァイル 中 で 、SUBST コ マン ド を 使う こと に よっ て 、 長 い デ ィ 
レク トリ ー の PATH 名 の 代わ り に 、 ド ライ ブ 文 字 を 利用 する こと が で きま す 。 そ 
の 場合 、AUTOEXEC.BAT フ ァイル に ある PATH コ マン ド の 記述 より も 前 に 、 
SUBST コ マン ド 指 定 し な けれ ば な り ま せん 。 た と えば 、 
「C:\USER\BETTY\YFORMS | と いう パス 名 を 、 ド ライ ブ 文 字 の Q と 置き 換え る に 
は 、 以 下 の コ マン ド を AUTOEXEC.BAT フ ァイル の PATH コ マン ド の 記述 より も 
前 に 指定 し ます 。 


subst q: C:\user\betty\forms | 


山 和 か 
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さか ル Q&A 信 


シス テム の 環境 変数 の サイ を 増やす に は 、 ど うし た ら 
選 UY で し よう が ? 





倉 SHELL コ マン ド の オプ ショ ン に 目的 の 環境 変数 領域 の サイ ズ を 指定 する こと 
に よっ て 、 環 境 変数 領域 の サイ ズ を 増やす こと が で きま す 。 この 設定 を 省略 し た 
場合 の デフ ォ ル ト の 環境 変数 の サイ ズ は 256 バ イト と な り ま す 。 た と えば 、 環 境 
変数 領域 に 1024 バ イト を 割り 当て た い 場 合 に は 、CONFIG.SYS フ ァイル に 以下 の 
コマ ンド を 追加 し ます 。 


shell=c:\dos\command.com /D /e:1024 


デバ イス ・ ド ライ バー や プロ グラ ム を 、UMB メ モリ ー で 
実物: 机 導 人 ビ 侍 うし も たら まい 人 で し よう が か が? 





倉 シス テム に 、80386 も し く は それ 以上 の CPU と 拡張 メモ リー が 搭載 され て いる 場 
合 に は 、 基 本 メモ リー で 実行 し て いた デバ イス ・ ド ライ バー や プロ グラ ム を 、 
UMB メ モリ ー で 実行 する こと が で きま す コ マン ド ・ プ ロン プ ト の 状態 で 、 
RAMSETUP コ マン ド を 始動 し 、 あ と は 画面 に 従っ て 設定 し て くだ きい 。。 


ハー ド デ ィ スク ・ モ デル な の で 、 デ ィ ス ケッ ト ・ ド ライ ブ 
が 1 台 し か な い 機 種 で す が 、 デ ィ ス ケッ ト の 複写 は で き 
ます か ? 


嶋 DO0S シ ェ ル か ら 「 デ ィ ス ケッ ト の 複写 ] を 選択 し 、 複 写 元 と 複写 先 の 指定 を 「a: 
b] に し て くだ さい 。 あと は 画面 に 従っ て 、 交 互 に 複写 元 と 複写 先 の ディ スケ ッ 
ト を 入れ 換え て くだ さい 。 コマ ンド で は DISKCOPY コ マン ド を 使っ て 、 次 の よう 
に 実行 し ます 。 


diskcopy a: b: 


あと は 画面 に 従っ て ドラ イブ A の ディ スケ ッ ト を 差し 換え て くだ さい 。 
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CGA、MCGA、EGA、VGA、SVGA 、XGA 、XGA-2 、 
ET4000、S3“ と は 何で すか 。 また これ ら に 対応 する プロ グ 
ラム は 動き ます か ? 


CGA、MCGA、EGA、VGA な ど ご は それ ぞ れ 、 画 面 の 解像度 と 色 数 の 違い を 示し て 
いま す 。 ここ で は 目 安 と な る 解像度 で 比較 し ます 。 


CGA  …320 X200 ド ッ ト 4 色 モー ド 

MCGA …320 X 200 ド ッ ト 256 色 (16 万 7 千 色 より 任意 ) モー ド 

EGA .……640X350 ド ッ ト 16 色 モー ド 

VGA  …640X480 ド ッ ト 16 人 色 (16 万 7 千 色 より 任意 ) モー ド 

SVGA .… ス ー パ ーVGA の 意味 で VGA 以 上 の 解像度 と 色 数 の も の の 総称 

XGA .…1024 X 768 ド ッ ト 236 色 モー ド ( イ ンタ ー レ ー ス ) 

XGA-2 .… 1024 X 768 ド ッ ト 256 色 モー ド ( ノ ン イ ンタ ー レ ー ス 、 高 速 表示 ) 
ET4000 .…… 1024 X 768 ドッ ト 236 色 モー ド ( ノ ン イ ンタ ー レ ー ス ) 

S3  .…1024X768 ド ッ ト 256 色 モー ド ( ノ ン イ ンタ ー レ ー ス 、 高 速 表 示 ) 
英語 の ゲー ム な ど は 、 こ れ ら の モー ド を 直接 指定 し て いる 場合 が あり ます 。 その 
場合 に は 英語 モー ド に 切り 換え て か ら 、 こ れ ら の プロ グラ ム を 始動 し て くだ さい 。 





文字 の 表示 色 を 変え られ ます か ? 


山 ゃ か 


変え られ ます 。CONFIG.SYS の 中 に DEVICE=C:\DOS\ANSI.SYS の 行 が な い 場 合 
は 追加 し て 、 再 始動 し て くだ さい 。 シス テム が 再 始動 し た ら 、 





D 
O 
prompt $e[36m$p$g | 
- ーー テー ト 
ラ 
を 入力 し て くだ さい 。 これ で 水色 に な り ま す 。 その 他 の 色 は 次 の よう な 番号 に 対 
応 し て いま す 。36 を それ ぞ れ の 色 に 対応 する 番号 に 置き 換え て 入力 し て くだ さい 。 夫 
30 ・・・ 里 35 ・・・ 青 法 
31 ・・・ 赤 36 ・・・ 水 色 
32 ・・・ 緑 37 ・ ゃ ャ 白 
34 ・・・ 黄 
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ら 2DD の ディ スズ スケット を ラオ ネー マッ ト ず る に ば 。 ど うし た 
ら 良 い の で し ょ うか ? 





倫 ドラ イブ A : に 2DD の ディ スケ ッ ト を 入れ 、 コ マン ド 行 か ら 次 の よう に 入力 し て 
くだ さい 。 


format a: /f720 


2 種類 の CONFIG.SYS を 切り 換え て 使う 方 法 は あり ます か ? 





作 。 ありま す 。DOS 」6.3/V に は 複数 の CONFIG.SYS を 記述 する 機能 が 追加 され まし 
た 。 こ れ に より 始動 時 に CONFIG.SYS を 選択 で きま す 。 以 下 に CONFIG.SYS の 
例 を 示し ます 。 


[MENU] 
Menuitem=US_MODE、English Mode 
Menuitem=JP_MODE、Japanese Mode 
Menudefaul t=JP_MODE、10 


[COMMON] 

BUFFERS=20 

FILES=30 

DOS=HIGH、UMB 
SHELL=C:\DOS\COMMAND.COM /P /E:512 
DEVICE=C:\DOS\HIMEM. SYS 
DEVICE=C:\DOS\EMM386.EXE RAM 


[US_MODE] 
COUNTRY=001、437.C:\D0S\COUNTRY.SYS 


[JP_MODE] 

COUNTRY=081.932、C:\DOS\COUNTRY.SYS 

DEVICEHIGH=C:\D0S\$FONT. SYS 

DEVICEHIGH=C:\D0S\$DISP.SYS 

DEVICEHIGH=C:\D0S\$1AS.SYS 

INSTALL=C:\DOS\IBMMKKV.EXE /M=S /Z=4 /C /J=90 /L /S=C:\DOS\MULTDICT.PRO / 
U=C:\$USRDICT.DCT 


[COMMON] 
DEVICEHIGH=C:\DOS\SETVER. EXE 
DEVICEHIGH=C:\DOS\ANSI.SYS 
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次 に AUTOEXEC.BAT の 例 を 示し ます 。 


錠 CHO OFF 

SET COMSPEC=C:YDOSYCOMMAND.COM 

PROMPT $PSG 

SET TEMP=C:\D0S 

PATH C:\D0S 

IF "%CONFIG%" 一 "JP_MODE" GOTO JP_MODE 


:US_MODE 
LH KEYB.COM JP.437.C:\DOSWKEYBOARD.SYS 
GOTO COMMON 


:JP_MODE 

LH KEYB.COM JP.932、C:Y\DOSWKEYBOARD.SYS 
:COMMON 

VER 


LH MOUSE 
DOSSHELL 


メモ リー や 、 導 入 さ れ て いる デバ イス ・ ド ライ バー の 使 
用 状況 を 見 る 方 法 は あり ます か ? 


MEM コ マン ド に /C オ プシ ョ ン を 付け て 実行 し て くだ さい 。 た と えば 次 の よう に 
入力 し ます 。 


mem /c | 


SWITCH コ マン ド と CHEV コ マン ド の 違い は 何で すか ? 








山 e)) 


SWITCH コ マン ド は バッ チ ・ プ ログ ラム な の で 仕組 み を 見 る こと が で きま す 。 中 
で は CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT を 英語 モー ド 用 の も の と 切り 換え て 、 再 始 
動 し て いま す 。 一 方 CHEV コ マン ド は 再 始動 は し な いで 、 す ぐに 切り 換わり ま 
す 。 た だ し 終了 後 常駐 型 (TSR) プロ グラ ム な ど は その まま メモ リー に 残る の で 、 
基本 メモ リー を な る べく 大 きく 確保 し た い 場 合 や 、PC DOS と 100% 互 換 で 動作 
させ た い 場 合 は 、SWITCH コ マン ド を 使う 必要 が あり ます 。 
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CONFIG.SYS を 書き 換え た ら ハ ー ド ディ スク か ら 始 動 し 
な だ る く な っ や を し まい 本 しじま た 。 導 る し た 点 出 いい で しょ うか が 





食 一度 電源 を オフ に し て 、 再 度 電 源 を オン に し て くだ さい 。DOS が 「Staring PC 
DOS.…| を 表示 し た ら 、 表 示 中 に を 押し て くだ さい 。 DOS が CONFIG.SYS 
と AUTOEXEC.BAT を バイ パス し て 英語 モー ド で 始動 し ます 。 その 後 E エ ディ 
ター を 使っ て CONFIG.SYS を 修正 し て くだ さい 。 「Staring PC DOS.…] 表示 中 に 
[F8] を 押す と CONFIG.SYS の 行 単位 の 実行 が で きる の で 、 これ で 間 題 個所 を 発見 
する こと も で きま す 。 


何 か の の ファ イル を 消し て し まい 、SWITCH コ マン ドガ が 動 
條 し もし なくなっ で ルル まま いま し た 。 ど うし だ ら ぴ いで し ょ づ ャ 


嶋 swrTCH コ マン ド は 動作 する た め に 、AUTOEXEC や CONFIG フ ァイル が ある か 
どう か を 確認 し て いま す 。 これ ら の ファ イル を 消し て し まっ た 場合 に は 、 念 の た 
め 重 要 な ファ イル を バッ クア ッ プ を 取っ て し て か ら 、DOS を 再 導入 し て くだ さ 
い 。 


ファ イル の 属性 と は な ん で すか ? 


倉 ディ スク 内 の ファ イル の 状態 を 示す 「 し る し 」 の よう な も の で す 。 保存 属性 は 
ファ イル が 保存 きれ た か どう か の し る し で す 。 また 読み 取り 専用 属性 は 上 書き 
で き な い と いう し る し 、 シ ステ ム 属 性 は シス テム が 使う と いう し る し 、 隠 し 属性 
は ファ イル が DIR コ マン ド で 表示 で き な い と いう し る し で す 。 これ ら の し る し は 
相互 に 付け 奉 え る こと が で きま す 。 
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人 A 


他 機 種 と の フォ ー マ ッ ト の 互換 性 は どの よう に な っ て い 
ます か ? 


3.5 イ ンチ ・ デ ィ ス ケッ ト の フォ ー マ ッ ト で 多 機種 と 互換 性 が ある の は 2DD の 
720KB フ ォ ー マ ッ ト で す 。 これ は た と えば ドラ イブ A に ディ スケ ッ ト を 挿入 し 、 
次 の コマ ンド で フォ ー マ ッ ト で きま す 。 


format a: /f:720 | 


日 本 独自 の 3.35 イ ンチ 2HD の 1.2MB フ ォ ー マ ッ ト の ディ スケ ッ ト は 、3 モ ー ド また 
は 4 モー ド ・ デ ィ ス ケッ ト を 拾 載 し た 機種 で の み 読 み 書き が 可能 で す 。 この ディ 
スケ ッ ト を 使用 する に は 、DOS の CONFIG.SYS に device=c:\dos\$fdd12.sys の 行 を 
組み 込む こと で 、1.2MB の ディ スケ ッ ト が 読み 書き で きる よう に な り ま す 。3.$ イ 
ンチ 2HD の ディ スケ ッ ト を 1.2MB で フォ ー マ ッ ト す る に は 、 必 ず FORMAT12 コ 
マン ド を 使用 し て くだ さい 。 








DOS J5.0/V と DOS Je6.3/V は 同時 に 同じ ハー ド デ ィ スク 
で 使え ます か ? 


DOS に 付属 の FDISK で は 始動 で きる OS は 1 つ に 決め られ て いま す 。2 つ の バー 
ジョ ン の DOS/V を 使い た い 場 合 に は 、 ど ちら か 使用 頻度 の 低い 方 を ディ スケ ッ 
ト に 導入 し 、 必 要 な と き に ディ スケ ッ ト で 始動 する 方 法 が あり ます 。 ディ スケ ッ 
ト に 入り きら な い コ マン ド 類 は ハー ド デ ィ スク 内 に サブ プ デ ィ レ クト リー を 作成 
し て 、 そ こ に 残り すべ て を 入れ て お きま す 。 その 際 、 デ ィ ス ケッ ト 内 の 
AUTOEXEC.BAT で 、PATH を この サブ ディレク トリ ー へ 設定 し て お きま す 。 


句点 ヨー ド を 入力 する に は どう し た ら よ いい ので すか ? 


「 漢 字 コ ー ド 一 覧 表 ] Nz:GC18-2040 を 別途 購入 くだ さい 。 
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> や. や. や 


> の ウン 


IBM プリ シンター か ら 5ESCP プ リン ター へ 、。 ま た は その 逆 
の 変更 は どの よう に し た ら よ い の で すか ? 


「DOS/V カ スタ マイ ジン グ ・ ユ ー テ ィ リ ティ ー の 使い 方 ] の 節 を 参照 し て くだ さい 。 


V-Text を 使っ て VGA で た くさ ん 文字 を 表示 させ た い の で 
す が 、 ど うし た ら 設 定 で きま すか ? 


「DOS/V カ スタ マイ ジン グ ・ ユ ー テ ィ リ ティ ー の 使い 方 」 の 節 を 参照 し て くだ さい 。 


AT 互換 機 で DOS/V を 使っ て いて 表示 が 乱れ ます 。 対処 方 
法 は あり ます か ? 


カス タマ イジ ング ・ ユ ー テ ィ リ ティ ー を 始動 し 、「 表 示 ] の 中 で HS (ハー ドウ ェ 
ア ・ ス クロ ー ス 方 式 ) を LC (ライ ン ・ コ ン ペ アー) また は OFF (オフ ) に し て くだ 
さい 。 多 く の 場 合 は これ で 表示 は 遅く な り ま す が 、 画 面 の 乱れ は な く な り ま す 。 


PS/2 に DOS J6.3/V は 導入 で きま すか ? 


で きま す 。DOSJ6.3/V の 導入 時 に 、「 キ ー ボ ー ド 」 で 「 米 国 英語 ] を 選択 し て くだ 
さい 。\( 円 記号 \ は キー ボー ド か ら へ ヽ へ (バッ クス ラ シ ュ ) で 入力 で きま す 。 


IBM PC AT や PS/2 用 の ソフ トウ ェ ア は 動き ます か ? 


英語 版 の PC DOS で 動作 する プロ グラ ム は 、DOSJ6.3/V の 英語 モー ド で 動作 し ま 
す 。 英語 モー ド に 切り 換え る に は 、SWITCH と CHEV コ マン ド が あり ます 。 英 語 
版 の PC DOS と 完全 に 同じ 環境 に する に は 、SWITCH コ マン ド で 切り 換え て くだ 
きい 。DOS シ ェ ル か ら の 切り 換え は この SWITCH コ マン ド を 使用 し て いま す 。 


コ 
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InterLnk コ マン ド を 使う た め に は 、 ど ん な ケー ブル を 使え 
ば だい ので すか? 


mterLnk プ ログ ラム は 、 シリ アル ・ ポ ー ト を 使用 し て 、 ヌ ル ・ モ デム ・ ケ ー ブ ル で 
接続 し た シリ アル ・ リ ンク を サポ ー ト し ます 。 両 方 の シス テム の パラ レル ・ ポ ー 
ト が 双方 向 の 場合 、 パ ラ レ ル ・ ポ ー ト を 使う こと も で きま す 。 次 に 示す 結線 表 を 
参照 し て 、 自 分 自身 の シリ アル ・ ケ ー ブ ル また は パラ レル ・ ケ ー ブ ル を 作成 で き 
ま 3 ぉ 


デー タ 転 送 に シリ アル ・ ポ ー ト を 使い た いり 場合 は 、 メ ヌル ・ モ デム ・ ケ ー ブ ル を 使 
用 し な けれ ば な り ま せん 。 ヌ ル ・ モ デム ・ ケ ー ブ ル を 、 シス テム の シリ アル ・ ポ ー 
ト に 接続 し て くだ さい 。 

DOS で 使用 する RS-232 ポ ー ト に は 、9 ビ ピン (DB9) タ イプ の も の と 25 ピ ン (DB25) タ 
イプ の も の が あり ます 。 シリ アル ・ ケ ー ブ ル 用 に ピン 接続 を 配線 する に は 次 の 表 
を 参照 し て くだ さい 。 


9 ピン 25 ピン 25 ピジン 9 ピン 

ビ ピン 5 ピン 7 ーーーーー- w 層 学 ピン 5 Ground-Ground 
0 ン 1 ピン 2 ニー<ーーーーーー- > ピン 3 ピン 2 Transmit-Receive 
ジン ま / ピン 4 <ーーーーーーー- > ビン 5 世 ァ 8 RTS-CTS 

ピン 6 ピン 6 <-ーーーーー-- > ピン 20 ピン 4 DSR-DTR 

回 沈 2 ピン 3 <ーーーー- > ピン 2 ビシ 3 Receive-Transmit 
ピン 8 ピン 5 <ーーーーーー- あぁ. 世 少 4 ビジ 7 CTS-RTS 

ピン 4 ピン 20 <-ーーーーーー- > ピン 6 ピン 6 DTR-DSR 


アー ス (Ground) ワイ ヤー は 両端 で 同じ ビン に 接続 し ます 。 最後 の 3 つの ワイ 
ヤー は 前 の 3 つの 逆 で す 。 


パラ レル ・ ケ ー ブ ル 用 に ピン 接続 を 配線 する に は 次 の 表 を 参照 し て くだ さい 。 
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ん 


区 ンー ーー > ピン 12 
ば 少 5。 <jcsss > ピン 10 
区 ⑥ を ーー > ピン 11 
ピン 15、 <ーーー- > ピン 2 
区 9 ーーー- > ピン 3 
ピン 12 <--ーーーー-- > ピン 4 
ピン 10 <ーーーーー-- ぁ , 区 シ ほ 
ピン 11 <---ーーー-- > ゅ 。 ビジ 6 
ピン 25 <-ーーー--- > ビジ :25 


ピン 25 一 ピン 25 は 、 この 表 で は アー ス 間 の 接続 で す 。 


RAMBoost を 使用 し た ら 、 利 用 可能 メモ リー が 減っ て し 
宣 eY 中 し だ 。 導 し 共 司 江 眠 も よう が か が? 


ハー ドウ ェ ア の 構成 や 、 読 み 込む デバ イス ・ ド ライ バー、TSR( 終 了 後 常駐 型 ) プ ロ 
グラ ム の 種類 に よっ て 、RAMBoost を 使用 し た 場合 に 、 利 用 可能 メモ リー が 減少 
する こと が あり ます 。RAMBoost を 実行 する と 、 実 行 前 の CONFIG.SYS と 
AUTOEXEC.BAT が 、 そ れ ぞ れ AUTOEXEC.CPS と AUTOEXEC.CPS と いう 名 前 で 
保管 され て いま す の で 、 こ れ ら を 次 の コマ ンド で 戻し て くだ さい 。 






copy autoexec.cpS autoexec.bat 


copy config.cps config.Sys | 


機密 情報 が 入っ て いる ディ スケ ッ ト な の で 、 完 全 に 中 身 
が 9 月 > 友 い の W で 本 が 、 ど うし 友よ い N ダ し ゅ ゃ うう が す ? 








FORMAT コ マン ド を 使用 し 、/U ス イッ チ を 指定 し て くだ さい 。 
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こだま ご 


Windows“ を 圧縮 ドラ イブ で 使用 する 場合 の 注意 点 は 何 
か あり ます か ? 


設 ス ワッ プ ・ フ ァイル を 使用 する 場合 、SSTOR の 設定 の 過程 で 、 こ の スワ ッ 
プ ・ フ ァイル を 格納 する た め の 、 十 分 な 非 圧 縮 領 域 を 残し て お く 必 要 が あり ま 
一 時 スワ ッ プ ・ フ ァイル を 使用 する 場合 また は スワ ッ プ ・ フ ァイル を まっ 
た く 使 用 し な いり 場合 は 、 非 圧縮 領域 を 残し て お く 必 要 は あり ませ ん 。 Windows の 
スワ ッ プ ・ フ ァイル の 指定 方 法 は 、Windows の マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい ( 常 
設 ス ワッ プ ・ フ ァイル を 使用 する 場合 は 、 必 ず 非 圧縮 ドラ イブ に 常設 スワ ッ プ ・ 
ファ イル を 確保 する 必要 が あり ます 。) 


VGA 以 外 の 高 解 像 度 モ ー ド (24 ドッ ト ・ フ ォ ン ト ) で DOS/ 
W を 利 用 し た いい の で すす が 。、 どう し た らら よい で し よう が # 


別売 の IBM DOS/V Extension を お 買い 求め くだ さい 。 


1.2MB の ディ スケ ッ ト ・ ド ライ バー($FDD12.SYS) を 導 
入 し た の で す が 、1.2MB の ディ スケ ッ ト が 読め ませ ん 。 
うた だら ま ゅ Ve よ の か の 


$FDD12.SYS が 未 対応 の PC( ハ ー ド ウェ ア ) だ と 思わ れ ま す 。 ハ ー ド ウェ ア に 添付 
の ディ スケ ッ ト ・ ド ライ バー を ご 使用 くだ さい 。3.5 イ ンチ 、1.2MB の ディ スケ ッ 
ト は 、 弊 社 製 の 3 モード また は 4 モー ド の ディ スケ ッ ト ・ ド ライ ブ を サポ ー ト し 
て いる シス テム で 使用 で きま す 。 


互換 機 を お 使い の 方 は 、 そ の シス テム の ROM BIOS で 3.5 イ ンチ 、1.2MB の ディ ス 
ケッ ト を サポ ー ト し て いる か どう か を 確認 し て か ら 導 入 し て くだ さい 。 


203 


山 ら /) 





導 和信 共和 LNI テ の 〇 ロワ 


204 


9 


Q&A 集 





> の 。 や 


> や ょ の の 


SuperStor/DS( 圧 縮 プ ログ ラム ) は 、 ど ん な メデ ィ ア を サ 
ポー ド し で ゆめ ゆ 直 全 が か す ? 


ハー ド デ ィ スク 、PCMCIA を 含む 取り 外し 可能 ディ スク 、 お よび 標準 ディ スケ ッ 
ト で す 。 


SuperStoyDS で 圧縮 率 を 指定 する と 、 その 圧縮 率 で ディ 
スク が 圧縮 され る の で すか ? 


実際 の 圧縮 率 は 、 デ ー タ の タイ プ に よっ て ほとん ど 決 まっ て いま す 。 実 際 の 圧縮 


率 に 近い ほど 、 デ ィ ス ク を 有効 に 使用 し た こと に な り ま す 。 通常 は 2 : 1 に し て 
くだ さい 。 


SuperStoryDS の 圧縮 ドラ イブ を 元 に 戻す に は 、 ど うし た 
まい MY で し よう が ? 


圧縮 を 戻す 朋 に バッ クア ッ プ を 取っ て か ら 、SSUNCOMP コ マン ド を 実行 し 、 圧 
縮 解 除 (U) を 選択 し て くだ さい 。 


SuperStoyDS で 圧縮 ドラ イブ が 、 見 えな く な っ て し まい 
近 も た だ うし た ら よ で しょ うか すず 


マウ ント が 解除 きれ て いま す 。SSTOR コ マン ド を 実行 し 、 マ ウン ト (M) を 選択 し 
て くだ さい 。 さらに マウ ント する CVF フ ァイル を 選択 し て くだ さい 。 


SuperSto7DS で 圧縮 で きる 最大 ディ スク 容量 は どれ くら 
いい で す が ? 


256MB で す 。 
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